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、

本
町
の
交
通
運
輸
の
う
つ
り
か
わ
り
の

あ
ら
ま
し

文
永
十
一
年
(
一
二
七
四
〉
日
蓮
聖
人
が
身
延
に
ご
入
山
当
時
の
身
延
町
の
交
通
運

輸
の
姿
は
、
日
蓮
聖
人
の
身
延
山
御
書
を
は
じ
め
、
諸
文
書
の
中
に
、
文
飾
は
あ
っ
た

に
し
て
も
い
か
に
困
難
な
道
中
で
あ
っ
た
か
が
、
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

南
部
氏
の
所
領
下
の
南
部
牧
の
興
隆
は
、
国
中
地
方
お
よ
び
駿
河
方
面
と
の
物
資
の

交
流
を
盛
ん
に
し
、
当
時
の
交
通
が
、
富
士
川
沿
い
に
発
達
し
た
こ
と
は
周
知
の
事
実

で
あ
る
。

と
く
に
中
世
に
か
け
て
、
身
延
町
を
中
心
と
し
た
峡
南
地
方
の
交
通
は
、
戦
国
諸
大

名
の
戦
力
増
強
と
、
宗
教
的
な
特
異
性
を
含
め
た
時
の
権
力
者
に
よ
る
、
法
華
経
の
仏

加
護
を
念
じ
て
の
信
仰
参
拝
と
、
一
方
全
国
各
地
か
ら
の
身
延
山
参
拝
を
目
的
と
し
た

い
ん
し
ん

交
通
、
そ
れ
に
伴
う
物
資
の
輸
送
等
で
股
賑
を
極
め
た
模
様
で
あ
る
。
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一
章

交

通

と

運

輸

沢 II石 川 とた武は る紛河と地割お境の題宿
|身八峠大しが回 、河 。争内ど区当よと不か設一
興延日|門て、氏甲内 を筋まのがぼ 、当ら定方
津|市岩| 、そのや斐筋 生のらみ 、し 経性 、の
の南場関黒府こ館た国の 一村ずの単た済 、人戦こ
路部 II沢中をがた府交 し々 、聞に助生生足略う
線|下切 II本あ中通 てと東題下郷活活割的し
で万 山石 割市城つに路 いの西に山のに環当交た

通中
政で
策
、穴

ま山
た氏
江に
戸よ
幕つ
府て
時開
代か
のれ
本た
陣下
所山
在宿
のは
関
係信
や玄
助時
郷代
のの
問新

八
三
三
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あ
り
、
河
内
路
と
呼
ば
れ
、
駿
州
往
還
、
あ
る
時
代
に
は
身
延
路
と
も
呼
ば
れ
て
い

た。
船 府井柳がら れよ γ 機器譲 i線 級ヂー 拡・2輸 七
頭日以九十られ舟とう 総綴綴畿級機懇機緩機議議議議議幾緩急ちわ がの〉さ
のに来 ・九近 、は同に 綴線機縁幾議綴議遂機戸:綴幾議愛護警察議議選 り革三ら
数上の大 ・世舟 、時、 織機料織機繍毅 酬糊燃 は命月に
はり船島箱か運いに水 総綴議議緩議議繋綴織線機器繁愛媛議こ二議語調韓 、的
、百頭 四原らのわ 、難 3燃機綴機織率 溜掴圃園田 時な角水
二 そ数 ・五明便ゆ 貴に議プ盟諸組酬欄川園圃園田園畳 間飛 倉運
千うで南 ・治益る重あ議議醤錨幽圏融機附3襲撃掴 的躍了に
人 、 、部八時は高なっ 醤醤盤罷翠E醗翠藍懇議襲撃議議 掴圃圃・・・圃Eに期以ょ
に下更三日代 、瀬物て 窟護軍圃圃鹿率濁機警察;塁線 -盟圃園田園罷 はに がる
おりに ・市へ峡舟資 、聖塑-園田園瞳議義援緩襲撃麺醒由掴圃園田襲 、入 富交
よ百員計場と南(の命織機欄機購機臨機畿通艦盤機 )11 つ士通
んそ数八八発地底損を謬線機機機機緩欝露盤畿議毅麹膨震丈 て 川 運
だう外二 ・展 域の失 失緩縁側織機鱗棚 酬脳細圃離 T かを輸
ととの人波しを 浅もつ ~一一一…一…一市計叩脚叩…m酬明内向叩明ーが思八ら聞の

いい人と高つうい決た 富士川舟運の帆かけ舟 里のさ面
うわ足な島づる、 し 船 (姿くを
状れ ・ つ ーけお 急、て頭 人は 射なて な入のも間七はし考
況る船て O 、し流 協々 、ご 、或出り、しわ、御、と二、 え

で程頭い ・ 明たをし、な乗遺舟るし 0 高かれ峡回量いキ鰍高て
あのがる八治反通も客文破とた河きした南米的うロ沢瀬見
つ通あが木六面行の等〉れきる水扉、。地輪飛短メか舟る
た船つ 、沢年 、すでののではがは風「 方送 躍時 l らをと
。数たこーの遭るは悲内徴 、如筒を谷 か 、を間ト岩通
で 0 のー船難にな惨容塵河し中立深 ら海もでル淵ず慶
人 ・頭のむかなかとは :にてく のかっ物)やる長

総 数帯連歴いつ犠らなや :つ故左 木らて 資 を蒲と十
舟 は 金 名史たた牲もるく わべ右 材の 、運 、原い二
数 、一帳を船 0 も考」 石 もたは の魚江搬 )[1とう年
八 官三にも) 多え(多 のる大 輸 、戸の下 、、 (
百 許 ・は綴が 《ら日 がが 石 忌塩幕 げ水ホ一
般 の波 、り用 、れ 蓮け 矢如に がの府面五運通六
幕木青ない そる 聖れ をくし 行輸へで時の運 O

こ
う
し
た
水
運
の
発

達
の

た
め

に
、
川
丈
一
八
里
の
難
所
の
改
良
と

沿
岸
の
部
落
に
よ
る
河
普
請
の
労
力

の
提
供
、

富
士
川
舟
運
会
社
の
設
立

等
に
よ
り
物
資
輸
送
と
、
身
延
山
参

拝
客
は
、
甲
駿
往
還
の
整
備
と
と
も

に
身
延
道
の
賑
わ
い
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。

八
三
四

VJz木井村の川除普請の文書

明
治
三
ナ
六
年
(
一
九

O
一二
)、

中
央
線
が
開
通
す
る
に
至
り
、
富
士

に
わ
か

川
の
舟
運
は
、
俄
に
お
と
ろ
え
、
更

に
身
延
線
の
全
通
に
よ
り
全
く
富
士

川
の
舟
運
は
と
ど
め
を
き
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

そ
れ
以
後
の
舟
の
姿
を
、
形
だ
け
に
残
し
た
も
の
と
い
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
、
横
渡
し

と
呼
ば
れ
た
渡
し
舟
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
、
東
西
の
架
橋
に
よ

り
、
舟
の
姿
は
全
く
消
え
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

身
延
線
の
設
立
が
企
画
さ
れ
た
の
は
明
治
四
十
四
年
(
一
九
一
一
)
六
月
静
岡
県
富

士
宮
市
を
起
点
と
し
て
、
甲
府
市
に
至
る
鉄
道
敷
設
を
目
的
と
し
て
免
許
さ
れ
、
大
正

元
年
(
一
九
二
一
)
富
士
軌
道
株
式
会
社
よ
り
富
士
駅
か
ら
富
士
宮
市
に
至
る
敷
設
権

を
譲
り
受
け
、
同
年
七
月
七
日
富
士
、富
士
宮
聞
の
工
事
が
竣
工
し
た
。
大
正
四
年
(
一

九

一
四
〉
二
月
富
士
宮
芝
川
間
完
成
、
以
来
工
事
を
続
け
大
正
九
年
五
月
十
八
日
身
延

ま
で
開
通
、
昭
和
三
年
(
一

九
二
八
)
一
二
月
三
十
日
、
甲
府
ま
で
完
成
、
電
車
運
転
開

始
、
東
海
道
線
富
士
駅
よ
り
中
央
線
甲
府
駅
に
至
る
八
八
・
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
全
通

し
て
、
身
延
町
の
交
通
史
に
一
つ
の
大
き
な
飛
躍
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
支
那
事
変
の
勃
発
と
と
も
に
、
国
の
軍
政
上
の
観
点
か
ら
、
昭
和
十
三
年

十
月
一
日
、
国
営
移
管
と
な
り
昭
和
十
六
年
五
月
を
期
し
、
国
鉄
に
よ
る
買
収
と
な
り

/ 



るは見量
。 、7こは
身い相
延も当
山のあ
参だり
拝と
の語土
客つ地
をたの
、程古
身で老
延あが
のり 、
町 、死
にひぬ
、とま
ま た で
た びに
は雨一
、が度
身降で
延りよ
駅っし、

ど づ か た拝 し わ富対もく(問拝が海 現 地地 名
足くら当。す舟つ士岸の便身半の通道「 し 域域実
どと宮時 るにて 川|のの利延に客じ富身た住聞と
め富士の 方よいの大 、な教てはて土延の民発も
し 土 川 平 法るる流野身旅報 、 、駅駅でのとに
た 川 の常 が以たれま延に〉疾全身かまあ要 、身
のの水時 な外めがで駅なと走線延らでる望永延
で増底の かに 、横はかつ 、す一 山 鉄 、 。が年線
あ水を 水 つ参渡た 、らた全」時参道東 実のの

富士 川 通船(大野舟付場〉

こ
う
し
た
困
難
を
解
消
す
る
た
め
に
、
身
延
駅
と
対
岸
の
大
野
と
を
結
ぶ
鉄
橋
の
架

設
が
要
望
さ
れ
、
大
正
十
二
年
(
一
九
二
三
)
八
月
、
身
延
橋
の
開
通
と
な
り
、
こ
れ

に
つ
れ
て
、
身
延
駅
身
延
山
間
の
馬
車
、
自
動
車
の
乗
り
入
れ
の
時
代
を
迎
え
、
身
延

町
の
交
通
運
輸
に
近
代
化

へ
の
曙
光
が
見
え
て
来
た
の
で
あ
る
。

一
方
甲
駿
往
還
の
交
通
も
、
明
治
八
年
に
な
り
、
下
山
横
根
聞
の
新
道
関
さ
く
に
よ

第
一
章

交

通

と

運

輸

り
、
陸
運
中
馬
会
社
規
則
を
駅
逓
寮
に
山

梨
県
令
の
具
申
な
ど
が
あ
り
、
明
治
七
年

(
一
八
七
四
)
五
月
に
は
、
駿
州
路
郵
便

取
扱
所
が
相
又
駅
に
設
け
ら
れ
、
着
々
陸

路
往
還
の
様
相
も
道
路
の
整
備
、
郵
便
線

路
の
開
設
に
よ
り
、
今
日
の
姿
に
変
貌
し

た
の
で
あ
る
。

時
代
の
要
望
と
と
も
に
、
道
路
は
路
線

と
よ
ば
れ
、
甲
駿
往
還
は
、
五
十
二
号
線

と
な
り
、
山
梨
静
岡
両
県
の
富
士
川
沿
い

の
、
変
化
に
富
む
国
道
と
変
わ
り
、
清
水

港
因
子
の
浦
港
の
陸
揚
げ
物
資
を
北
陸
、
直
江
津
の
日
本
海
側
ま
で
つ
な
ぐ
重
要
路
線

に
整
備
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

今
日
、
身
延
山
参
拝
者
は
年
間
百
万
人
と
い
わ
れ
、
宗
門
の
メ
ッ
カ
と
し
て
の
地
位

を
築
い
て
い
る
折
、
西
八
代
縦
貫
道
路
の
整
備
と
と
も
に
間
道
と
し
て
の
大
城
!
安
倍

峠
道
路
も
林
道
兼
観
光
道
路
と
し
て
、
両
三
年
以
内
に
は
完
成
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を

想
い
合
わ
せ
る
と
、
将
来
の
身
延
町
繁
栄
に
つ
な
が
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

富士川舟運の船をヲ|く人足が使

った「あしなか」

第
二
節

交
通
運
輸
の
変
遷

一、
中
世
の
交
通
と
運
輸

、

日
蓮
聖
人
が
、
居
を
身
延
に
構
え
る
ま
で
の
身
延
町
の
交
通
運
輸
は
、
南
部
氏
の
所

領
で
あ
っ
た
関
係
上
、
南
部
一
族
の
興
隆
と
と
も
に
、
急
激
な
発
展
を
見
る
に
至
っ

た。
鎌
倉
時
代
、
文
永
十
一
年
(
一
二
七
四
)
五
月
十
二
日
、
日
蓮
聖
人
は
鎌
倉
を
出

八
三
五
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発
、
十
六
日
に
南
部
に
一
泊
、
十
七
日
に
は
身
延
に
到
着
し
た
当
時
の
模
様
を
ご
遺
文

の
中
に「十
二
日
さ
か
わ
(
酒
匂
〉

、
十
三
日
た
け
の
下
(
箱
根
〉

、
十
四
日
く
る
ま
か
へ

し、

十
五
日
を
を
み
や
、
十
六
日
な
ん
ぶ
、
十
七
日
こ
の
と
こ
ろ
(
身
延
〉
」
と
、

一

日
ご
と
の
旅
程
を
記
さ
れ
、
文
道
中
の
困
難
さ
を
表
現
し
て
、
波
木
井
殿
ご
書
の
中

で
、
「
五
月
十
二
日
、
鎌
倉
を
立
ち
て
、
甲
斐
の
国
に
分
け
入
る
、
路
次
の
い
ぶ
せ
き
、

峯
に
上
れ
ば
日
月
を
い
た
だ
く
が
如
し、

谷
に
下
れ
ば
穴
に
入
る
が
如
し
、
波
た
け
く

た
て
舟
渡
ら
ず
、
大
石
流
れ
て
箭
を
つ
く
が
如
し
、
草
木
茂
り
て
、
路
見
え
ず
、
か
か

る
所
へ
尋
ね
入
る
こ
と
浅
か
ら
ぬ
宿
習
な
り
:
:
:
」
と
述
べ
ら
れ
.て
い
る
。

文
の
表
現
に
は
、
多
少
の
誇
張
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
そ
の
頃
の
交
通
と
い
う
も
の

の
状
態
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

河
内
を
め
ぐ
る
交
通
路
は
、
富
士
川
沿
い
に
発
達
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
山
中
の
陸

路
で
あ
り
、
武
田
氏
に
よ
っ
て
、
戦
略
的
に
整
備
さ
れ
る
ま
で
は
、
そ
の
交
通
運
輸
の

姿
は
、
難
路
と
い
う
ほ
か
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
日
蓮
聖
人
の
身
延
入
山
の
経
路
を
考
え
る
に
、
甲
州
の
公
道
は
、
延
喜
式
に

あ
る
国
府
か
ら
水
市
、
河
口
、
加
吉
と
あ
っ
て
龍
坂
越
え
の
鎌
倉
往
還
が
古
い
道
で
あ

り
、
一
三
世
紀
の
当
時
は
鎌
倉
に
政
庁
が
あ
る
故
に
、
一
一
層
の
重
要
な
公
路
で
あ
っ
た

筈
で
あ
る
の
に
、
日
蓮
聖
人
の
入
山
に
ど
う
し
て
富
士
の
南
回
り
を
と
ら
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。そ
れ
は
、
一
つ
に
は
身
延
の
地
理
的
位
置
の
問
題
と
、
甲
州
の
政
情
不
安
に
も
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

南
麓
凶
り
に
は
、
日
蓮
聖
人
の
信
奉
者
も
あ
っ
て
、
沿
道
何
か
と
好
都
合
で
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

当
時
の
身
延
町
は
外
界
か
ら
閉
‘
ざ
さ
れ
て
お
り
日
蓮
聖
人
の
ご
入
山
に
よ
っ
て
、
世

に
開
か
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
、
物
資
の
不
足
が
ち
の
地
域
だ
け
に
、
関
係
の
信
徒
か

ら
、
塩
食
糧
を
は
じ
め
、
日
常
生
活
に
必
要
な
物
資
が
陸
路
に
よ
っ
て
送
ら
れ
て
来

た
。

八
三
六

そ
の
道
中
の
さ
ま
は
、
い
ぶ
せ
き
路
で
あ
り
、
草
の
生
い
茂
っ
た
路
の
輸
送
の
困
難

は
、
想
像
に
余
る
も
の
が
あ
っ
た
。

さ
て
、
当
時
の
富
士
川
の
渡
渉
地
点
に
つ
い
て

い
わ
ば
し

甲
斐
国
志
「
磐
橋
」
の
条
に

「
前
略
、
内
一
房
ハ
駿
河
風
土
記
一
一
内
富
瀬
-
一
作
ル
河
水
ノ
術
伏
ス
ル
義
ナ
ル
ムベ
し
・
此
処
左
右
ノ

涜
壁
立
数
千
尺
岩
石
競
イ
集
リ
テ
奇
絶
甚
シ
、
河
水
屈
伏
シ
テ
其
内
ニ
落
入
リ
テ
流
ル
上
古
ハ

上
ナ
ル
磐
連
ナ
リ
テ
橋
ト
ナ
リ
タ
ル
ヤ
ラ
ン
、
今
内
一房
ヨ
リ
長
貫
村
へ
渡
ル
ニ
縄
橋
ト
テ
藤
緑

ヲ
纏
架
ケ
タ

ル
危
橋
ア
リ
」
(
以
下
略
)

と
あ
っ
て
、
国
志
の
な
っ
た
十
九
世
紀
に
は
、
藤
づ
る
橋
が
危
な
げ
に
架
し
で
あ
っ

た
が
こ
こ
芝
川
の
北
長
貫
と
西
岸
内
一房
の
白
鳥
山
麓
の
聞
は
岩
橋
と
い
っ
て
、
古
く
は
白

両
岸
の
岩
石
が
河
床
に
せ
り
出
し
徒
渉
に
好
適
だ
っ
た
ら
し
く
、
地
名
「
い
わ
ば
し
」

も
そ
れ
に
よ
っ
て
起
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
の
身
延
入
山
の
行
程
も
、
駿
河
を
此
処
で
富
士
川
を
越
え
、
万
沢
か
ら
南

部
へ
進
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
南
条
氏
が
身
延
の
祖
師
の
許
へ
供
物
進
上
に
も

此
処
を
渡
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
聖
人
遺
文
の
「
ふ
じ
の
う
え
の
よ
り
み
の
ぶ
の
一
山

へ
」
と
か
富
士
郡
上
野
の
郷
ヨ
リ
甲
州
波
木
井
郷
身
延
山
ノ
ホ
ラ
へ
」
と
の
記
述
が
此

処
を
徒
渉
地
点
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
実
と
合
致
し
首
肯
し
得
る
訳
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
れ
は
ま
た
、
河
内
路
が
開
発
さ
れ
る
ま
で
の
身
延
参
詣
の
東
海
道
よ
り
の

交
通
路
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
交
通
路
が
強
力
に
整
備
さ
れ
た
の
は
戦
国
時
代
に
な

っ
て
か
ら
で
あ
り
、
戦
国
大
名
の
戦
略
上
の
要
請
が
次
第
に
交
通
政
策
を
押
し
進
め
る

よ
う
に
な
っ
た
。

河
内
路
に
つ
い
て
は
、
万
沢
か
ら
駿
河
へ
出
る
交
通
路
は
次
の
三
筋
が
あ
っ
た
。

1
、
万
沢
|
宍
原
|
興
津
|
駿
府

2
、
万
沢
l
内
一
房
|
白
井
l
江
尻

3
、
万
沢
1

北
松
野
|
南
松
野
|
岩
淵

穴
山
信
友
が
居
を
南
部
か
ら
下
山
に
移
し
た
の
は
戦
略
上
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
れ
以

後
下
山
宿
は
河
内
地
方
の
中
心
地
と
し
て
繁
栄
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。



信
玄
が
駿
河
攻
略
に
出
兵
し
た
の
は
永
禄
十
一
年
(
一
五
六
八
〉
で
そ
の
際
中
道
往

還
の
改
修
を
行
な
っ
た
と
あ
る
の
を
み
れ
ば
河
内
路
は
未
だ
開
拓
が
充
分
で
な
く
、
あ

る
い
は
平
略
上
か
ら
の
理
由
で
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
が
、
そ
の
後
駿
河
進
攻
が
進

む
に
従
っ
て
、
河
内
路
の
市
一
要
性
は
加
わ
っ
て
行

っ
た。

さ
ら
に
、
穴
山
信
君
が
江
尻
城
主
と
な
っ
た
の
は
、
天
正
三
年
(
一
五
七
五
〉
で
あ

り
、
河
内
路
が
甲
駿
を
つ
な
ぐ
軍
略
政
治
上
の
交
通
路
と
し
て
整
備
を
見
た
の
は
二
ハ

世
紀
末
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

か
く
し
て
、
河
内
路
が
甲
斐
府
中
か
ら
駿
河
へ
の
交
通
運
輸
の
確
保
の
必
要
か
ら
、

船
頭
屋
敷
免
許
な
り
、
伝
馬
法
度
な
り
の
政
策
と
し
て
現
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら

に
徳
川
幕
府
と
な
り
、
そ
の
安
定
し
た
治
安
の
確
立
を
背
景
に
近
世
の
交
通
運
輸
へ
と

変
貌
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

一一、

近
世
の
交
通
と
運
輸

慶
長
十
二
年
三
六

O
七
〉
徳
川
家
康
の
命
に
よ
り
角
倉
了
以
に
よ
っ
て
富
士
川
の

開
さ
く
が
行
な
わ
れ
、
舟
を
通
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
河
内
路
は
、
お
の
ず
か
ら

物
資
の
輸
送
と
人
の
交
通
が
、
陸
路
輸
送
と
舟
運
に
頼
る
こ
と
に
な
っ
た
。

駅
逓
志
稿
に
「
是
年
更
に
了
以
に
命
じ
て
駿
河
の
富
士
川
を
淡
し
同
国
岩
淵
よ
り
甲

州
に
糊
っ
て
耕
船
荷
通
せ
し
む
、
其
の
山
峡
の
民
未
だ
曽
て
世
上
舟
あ
る
を
知
ら
ず
、

船
始
め
て
至
る
に
及
ん
で
集
り
観
て
皆
大
に
之
を
怪
む
」
と
あ
る
が
、
山
中
の
甲
州
で

舟
を
始
め
て
見
た
様
子
は
、
大
正
十
二
年
に
富
士
川
を
飛
航
艇
が
発
動
機
の
音
を
と
ど

ろ
か
せ
な
が
ら
就
航
し
た
当
時
の
地
元
民
の
驚
異
と
同
様
な
も
の
を
地
元
民
に
与
え
た

と
見
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

慶
長
十
七
年
三
六
一
二
〉
五
月
宮
士
川
の
商
貨
漕
運
の
制
が
定
ま
っ
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
黒
印
な
き
舟
船
に
商
貨
を
塔
載
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
も
の
で
商

売
の
品
は
一
駄
の
駕
量
が
四
十
貫
目
で
あ
り
、
そ
の
運
賃
は
京
銭
十
文
と
し
乗
掛
は
人

馬
と
も
に
二
十
文
、
富
士
道
者
も
同
じ
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
参
詣
の
歩
行
者
は
五
文
と
な
っ
て
い
る
。

第
一
章

交

通

と

運

輸

富
士
川
開
さ
く
の
目
的
は
、
甲
州
の
米
を
江
戸
に
川
送
す
る
に
際
し
費
用
の
多
い
陸

路
輸
送
よ
り
も
、
低
廉
な
富
士
川
を
利
用
し
た
こ
と
が
主
な
理
由
で
あ
っ
た
と
い
う
よ

り
も
、
物
資
輸
送
に
よ
る
運
賃
収
益
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

江
戸
へ
の
御
凶
米
に
つ
い
て
は
、
角
打
市
川
正
夫
蔵
の
、
御
凹
米
御
用
日
記
、
安
政

二
年
(
一
八
五
五
〉
万
延
元
年
(
一
八
六

O
)
の
二
聞
が
あ
る
が
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
御

回
米
の
輸
送
の
苦
労
の
程
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
す

こ
と
に
蔵
米
収
納
の
際
の
貫
目
不
足
、
相
自
不
足
な
ど
の
完
全
な
検
査
が
終
ら
ね
ば

回
漕
の
責
任
は
終
了
せ
ず
、
ま
た
出
発
に
つ
い
て
も
、
天
候
の
具
合
と
海
上
輸
送
の
た

め
の
船
仕
立
も
、
こ
の
場
合
な
ど
遠
州
相
良
町
か
ら
回
っ
て
来
た
舟
に
よ
っ
て
い
る
な

ど
、
富
士
川
船
に
よ
る
富
士
川
の
輸
送
は
順
調
に
進
ん
で
も
清
水
港
、
由
比
の
浜
か
ら

の
仕
立
は
順
調
な
運
行
が
行
な
わ
れ
た
も
の
で
な
か
っ
た
。

ま
た
同
氏
所
蔵
の
万
延
元
年
の
御
回
米
御
用
日
記
に
(
抄
出
)

申
十
月
十
八
日
よ
り

一
、
四
百
四
拾
八
文
を
口
口
賃

一
、
御
役
所
様
よ
り
御
触
出
し
江
戸
御
回
米
川
内
領
口
口
御
用
被
仰
付
御
請
仕
候
は
八
朔
三
日

十
二
月
十
七
日

御
役
所
様
よ
り
御
書
付
着
十
八
日
朝
明
六
ツ
時
出
立
御
役
所
様
江
七
つ
半
時
御
届
け
仕
罷
居

申
候

十
九
日

一
、
御
役
所
様
江
上
リ
御
前
借
仕
井
ニ
御
用
金
百
両
清
水
港
迄
被
仰
付
其
外
御
用
状
岩
淵
河
岸

蒲
原
浜
清
水
港
迄
仰
付
ら
れ
御
用
相
済
切
石
村
迄
参
り
中
し
候

廿
日

一
、
雨
ふ
り
切
石
村
出
立
致
帰
村
夫
よ
り
江
戸
出
立
仕
度
致
申
候

廿
一
日

一
、
天
気
村
元
出
立
致
舟
無
之
十
嶋
村
名
主
五
郎
兵
衛
方
へ
泊
り
申
候

廿
二
日

一
、
十
嶋
村
出
立
致
八
十
沢
共
々
八
反
舟
に
て
岩
淵
河
岸
へ
九
ツ
半
時
着
致
石
和
御
分
御
出
役

郡
中
村
役
様
江
御
目
通
り
夫
よ
り
蒲
原
浜
御
支
配
井
之
上
亀
三
郎
様
江
御
目
通
り
御
用
状
相

渡
夫
よ
り
由
井
迄
参
り
泊
り
申
候

八
三
七



第
九
編

交
通
運
輸
と
通
信

廿
三
日

一
、
天
気
白
井
宿
出
立
致
清
水
港
江
九
ツ
時
着
御
出
役
渋
谷
鷲
郎
様
御
目
通
り
金
百
両
に
御
用

状
相
渡
申
候
郡
中
村
役
様
へ
御
目
通
り
三
四
郎
方
逗
留
罷
居
申
候

廿
四
日

一
、
天
気
清
水
港
三
四
郎
方
逗
留
罷
居
申
候

廿
五
日

一
、
天
気
向
嶋
に
て
貫
目
升
回
し
有
之
船
頭
受
取
相
済
御
積
立
に
相
成
私
船
中
に
罷
有
申
候

と
あ
り
こ
れ
か
ら
一

月
十
日
迄
清
水
港
み
ほ
が
崎
に
逗
留
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
が

一
月
十
一
日
に
な
り
、

「
天
気
朝
七
ツ
時
出
ば
ん
致
夫
よ
り
其
夜
明
迄
に
伊
豆
に
掛
り

参
り
罷
居
り
申
し
候
」
と
や
っ
と
伊
豆
に
出
て
来
た
。

十
二
日

一
、
天
気
東
風
吹
き
出
し
す
崎
港
江
暮
九
つ
時
参
り
船
中
逗
留
罷
居
り
候

十
七
日

一
、
天
気
東
風
に
て
す
崎
港
船
中
逗
留
罷
居
申
し
候

昼
よ
り
西
風
に
て
相
州
浦
賀
江
夜
五
つ
時
着
致
御
届
け
も
無
之
船
中
に
寵
居
申
候

十
八
日

一
、
天
気
朝
五
つ
時
御
関
所
よ
り
御
改
請
罷
申
居
候

四
ツ
時
よ
り
東
風
に
て
相
州
浦
賀
港
逗
留
仕
申
候

か
く
し
て
風
向
き
を
利
用
し
て
二
月
の
四
日
に
江
戸
永
代
橋
下
に
着
き
二
月
九
日
に

や
っ
と
水
揚
げ
の
段
取
り
と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
二
月
十
一
日
に
な
り
壱
石
弐
斗
五
升
八
合
の
弁
米
し
御
役
所
へ
御
届
け
内

々
に
て
済
ま
し
方
を
お
願
い
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
苦
労
の
結
果
も
蔵
前
の
役
人
の
都
合
で
、
最
後
に
御
再
見
を
願
っ
て
精
算

の
請
取
が
役
所
で
な
さ
れ
た
の
は
三
月
二
日
と
記
さ
れ
て
い
る
。

い
か
に
苦
心
の
回
南
業
務
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
る
。

さ
て
こ
の
時
の
御
回
米
の
送
り
状
の
内
容
を
見
る
と

甲
州
村
々
御
回
米
送
状
之
事

辰
正
月
十
日

一
、
壱
番
船

口
口
請
負
人

ノ
三
八

一
、
米
七
百
三
俵

播
磨
屋
三
四
郎

、一理
州
相
良

本
乗
船
頭

庄
三
郎

内
壱
俵
「
三
斗
七
升
入

御
箱
入
様
俵
」

此
石
弐
百
五
拾
参
石
八
斗

此
運
金
拾
四
両
壱
分
永
百
四
拾
三
文
六
分

口
船
主
炊
共
四
人
乗

但
割
目
中
米
百
石
に
付

「
渡
運
賃
金
五
両
弐
分

船
百
五
拾
七
文

甲
州
八
代
郡
角
打
村

長

百

姓

上

乗

平

兵

衛

此
改

此
御
征
米

本
米
弐
百
四
拾
五
石
弐
斗
四
升

此
運
賃
金
拾
四
両
永
三
文
七
分

内
金
九
両
壱
分
永
八
姶
五
文

三
分
一
渡
し

三
分
二
江
戸
渡
し

欠
米
六
石
八
斗
四
升

此
運
賃
金
五
分
永
八
拾
五
文
七
朱

湊
皆
渡
し

右
貫
目
升
回
し

拾
五
貫
六
百
目
三
斗
七
升
三
貫
七
升
五
合

拾
五
貫
四
百
目
三
斗
七
升
三
合

一二
斗
七
升
五
合

拾
五
貫
弐
百
目
三
斗
七
升
五
合
三
斗
七
升
五
合

平
均
拾
五
貫
四
百
目
三
斗
七
升
三
合
八
勺
三
才

右
者
関
太
郎
様
御
代
官
甲
州
村
々
去
卯
御
年
貢
儀
江
戸
御
同
米
於
駿
州
清
水
湊
口
船
頭
運
賃
相

改
上
乗
船
頭
為
立
会
依
数
貫
目
升
凶
し
等
相
改
船
に
て
口
口
口
積
出
立
口
口
申
付
候
御
地
着
岸



之
上
御
改
受
取
可
被
成
候

安
政
三
辰
正
月
十
日

江
戸
小
日
向
服
部
坂
上

森
田
関
太
郎
様
御
手
代

浅
井
四
郎
助
様
駿
州
清
水
湊
御
出
役

清
水
孫
次
郎
手
代

中
川
直
三
郎

と
あ
り
中
間
検
査
の
厳
重
さ
が
お
も
い
や
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
上
乗
の
者
の
帰
国
は
陸
路
上
野
原
を
通
り
、
市
川
代
官
所
ま
で
帰
着
し
た

の
で
あ
り
、
関
係
の
役
人
か
ら
通
関
手
形
の
発
行
が
あ
り
、
道
中
の
保
証
を
し
た
こ
と

は
、

「
こ
の
者
老
人
江
戸
よ
り
甲
州
市
川
陣
屋
迄
差
遣
申
候
、
其
御
関
所
相
違
な
く
御

通
行
な
さ
る
べ
く
候
、
後
日
ノ
為
仰
如
件
」
森
田
関
太
郎
手
代
浅
井
豊
助
か
ら
小
仏
御

関
所
御
当
番
所
中
宛
に
出
さ
れ
て
い
る
。

一
方
材
木
の
筏
に
よ
る
川
下
げ
も
行
な
わ
れ
、
穂
坂
す
が
え
所
蔵
の
文
書
に
十
島
口

留
番
所
を
通
行
の
た
め
通
関
手
形
の
下
付
願
が
あ
る
。

乍
恐
書
付
を
以
て
阪
上
奉
候

諸
木
尺
〆
壱
万
弐
千
本
の
内

一
、
諸
木
尺
〆
五
千
六
百
本

此
筏
代
三
百

五

拾

枚

但
士宮
枚
付
尺
の
杉
六
本
分

右
者
巨
摩
郡
下
山
村
長
百
姓
穂
坂
喜
代
平
代
枠
仙
蔵
申
上
奉
候
今
般
御
用
材
八
代
郡
上
佐
野

村
百
姓
持
山
よ
り
伐
出
書
面
ノ
通
十
島
土
場
に
て
筏
に
組
み
立
富
士
川
通
駿
州
蒲
原
浜
迄
川
下

け
仕
度
候
間
何
卒
格
別
の
ご
勘
弁
を
以
て
御
手
形
仰
付
け
ら
れ
出
さ
れ
度
願
上
奉
候
以
上

巨
摩
郡
下
山
村

長
百
姓
穂
坂
喜
代
平

長
百
姓
見
習
穂
坂

仇
運
状

如
件

文
久
元
酉
年
(
一
八
六

一
)
四
月
十
八
日

長
百
姓

十
島
村
長
百
姓

文市

市
川
御
役
所

第
一
章

交

通

と

運

輸

仙手
蔵代

右
)11 
衛

門郎

物
資
の
富
士
川
舟
運
に
よ
る
利
用
は
年
と
と
も
に
賑
や
か
に
な
っ
て
、
椿
、
三
極
、

塩
等
の
物
資
の
輸
送
が
行
な
わ
れ
た
。

富
士
川
の
通
船
が
賑
や
か
に
な
る
一

方
で
陸
上
の
交
通
も
江
戸
幕
府
の
開
府
以
来
、

政
情
安
定
と
と
も
に
発
達
し
て
き
で
宿
制
の
整
備
、
伝
馬
、
助
郷
の
制
度
が
完
成
す
る

と
と
も
に
下
山
宿
の
宿
場
と
し
て
の
機
能
は
増
し
て
行
っ
た
。

伝
馬
に
つ
い
て
は
、
既
に
南
部
宿
の
伝
馬
法
度
が
穴
山
梅
雪
に
よ
っ
て
出
さ
れ
て
い

た。

一
、
伝
馬
不
動
者
宿
次
-
一
不
可
居
住
之
事

一
、
下
山
江
通
候
者
至
申
刻
者
南
部

ニ
可
一
宿
駿

河
へ
通
候
者
ハ
酉
刻
以
降
南
部

-一
可
令
一
宿
事

て
除
公
用
伝
馬
-
一
塩
不
可
着
之
事

一
、
雌
為
御
公
用
御
印
判
令
拝
見
伝
馬
可
出
之
事

一
、
白
前
々
立
入
候
山
林
無
早
儀
可
取
草
木
之
事

右
条
々
相
守
之
自
今
以
後
伝
馬
奉
公
可
致
之
者
也

的

如

件

天
正
五
年
丁
丑
十
二
月
二
十

一
日

(
一
八
七
八
)

右
法
度
の
う
ち
一
に
つ
い
て
は
既
に
厳
重
な

取
締
ま
り
が
出
て
い
る
が
こ
の
事
項
は
旅
人
の

規
制
で
下
山
方
面
へ
行
く
者
は
南
部
宿
で
申
刻

(
今
の
午
後
四
時
か
ら
六
時
)
に
な
っ
て

し
ま
っ

た
場
合
は
南
部
宿
(
一
泊
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

駿
河
方
面
へ
行
く
者
は
酉
の
刻
(
今
の
午
後
六
時
か
ら

八
時
ま
で
〉
以
降
の
者
は
南
部
宿
に
一
泊
せ
ね

ば
な
ら
な
い
の
で
つ
ま
り
先
を
急
ぐ
場
合
で
も

夜
間
の
通
行
、
伝
馬
は
禁
止
で
あ
っ

た
。

塩
に
つ
い
て
も
、
こ
の
時
代
に
駿
河
か
ら
の
移
入
が
盛
ん
で
あ
り、

伝
馬
に
利
用
せ

し
め
な
い
と
い
う
ご
法
度
で
あ
る
だ
け
に
、
あ
る
い
は
法
度
を
犯
し
て
伝
馬
に
塩
を
つ

八
三
九



第
九
編

交
通
運
輸
と
通
信

け
さ
せ
て
の
交
通
が
多
か
っ
た
こ
と
な
ど
で
、
通
行
手
形
の
監
視
は
厳
重
な
も
の
で
あ

っ
た
模
様
で
あ
る
。

さ
て
助
郷
制
度
に
つ
い
て
は
古
山
日
記
に

川
内
領
下
山
宿
定
助
粟
倉

大
助
波
木
井
大
野
清
子
小
田
舟
原

門
野
大
城
相
又
小
縄
高
住
赤
沢

大
嶋
雨
畑
姶
ケ
村

南
部
宿
大
助
郷
大
和
塩
沢
成
嶋
本
郷
中

野
相
又
中
村
横
線

光
子
れ
九
ケ
村

享
保
二
十
年
ハ
一
七
三
五
)
南
部
明
細
帳
に

一
、
御
伝
馬
宿
従
駿
州
中
州
信
州
へ
の
往
還

宿
継
下
山
江
四
里
半
身
延
江
三
里

万
沢
江
三
旦

大

野

江

四

里

右
者
毎
日
馬
四
疋
人
足
四
人
宛
当
番
相
勤
次
第
順
番
相
勤
申
候
大
通
之
節
ハ
東
川
内
領
大
嶋

村
丸
滝
村
内
船
村
西
川
内
偵
大
和
村
塩
沢
村
成
的
村
本
郷
村
中
野
村
光
子
沢
村
横
根
村
相
又
村

大
助
龍
山
相
勤
来
中
候

一
、
通
船

三
般

御
米
川
下
ケ
之
儀
大
野
村
よ
り
万
沢
村
迄
十
六
ケ
村
御
凶
米
従
先
規
当
川
岸
諸
払
仕
来
リ
申

候
右
村
々
前
よ
り
御
米
積
出
し
申
候
得
共
御
運
賃
金
之
儀
ハ
川
丈
ケ
道
法
平
均
品
川
弐
俵
積
壱
般

一
一
付
永
三
一
百
四
拾
五
文
つ
つ
被
下
置
候

と
見
え
南
部
宿
の
伝
馬
、
助
郷
に
つ
い
て
若
干
の
記
載
が
見
え
る
の
で
あ
る
。

助
郷
に
つ
い
て
の
苦
し
み
の
ほ
か
に
、
鰍
沢
黒
沢
番
所
に
お
い
て
、
河
内
領
へ
の
物

資
の
搬
入
に
つ
い
て
抑
制
を
し
た
た
め
の
苦
し
み
を
受
け
た
河
内
地
区
の
住
民
請
願
書

が
堀
内
洋
子
蔵
の
文
書
に

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

小
林
藤
之
助
御
代
官
所
甲
州
巨
摩
郡
八
代
両
郡
東
西
河
内
領
百
弐
拾
参
ケ
村
惣
代
手
打
沢
与

八
外
口
口
人
足
願
上
候
は
鰍
沢
村
山
市沢
村
両
御
番
所
有
之
候
口
先
年
は
信
州
諏
訪
高
速
松
本
其

外
在
々
よ
り
中
馬
付
出
し
米
穀
井
ニ
諸
物
河
内
領
迄
付
通
し
仕
来
り
候
処
宝
永
三
戊
年
よ
り
右

八
四

O

中
馬
一
切
付
通
し
為
致
不
申
候
ニ
付
米
穀
類
払
成
諸
物
不

n由
ニ
て
目
高
値
-
一
買
入
東
西
河
内

領
流
水
落
込
風
水
皐
様
ニ
逢
い
候
儀
多
分
有
之
其
上
猪
鹿
猿
発
向
致
諸
作
喰
荒
し
倍
々
米
穀
雑

穀
共
払
底
-
一
て
難
儀
至
極
仕
候
-
一
付
無
是
非
鰍
沢
青
柳
辺
よ
り
高
値
-
一
穀
物
買
取
小
前
之
物
共

一
同
函
命
無
覚
束
歎
ケ
敷
奉
存
候
、
一
体
当
国
中
に
て
数
多
御
番
所
有
之
候
得
共
如
何
の
儀
と

奉
存
特
に
先
年
よ
り
産
物
大
小
豆
栢
荏
等
御
年
貢
御
上
納
金
手
当
甲
府
表
江
付
出
し
売
代
替
候

節
遠
路
口
夜
分
之
内
御
番
所
罷
通
候
様
成
行
甚
難
渋
至
極
仕
以
来
之
儀
は
河
内
領
百
姓
持
馬
は

勿
論
信
州
向
よ
り
付
出
来
り
候
中
馬
両
御
番
所
通
行
相
成
様
被
仰
付
ヒ
下
置
度
奉
願
上
候

右
願
之
通
御
聞
済
被
成
下
置
候
て
東
西
河
内
領
大
小
の
百
姓
相
助
広
夫
之
御
仁
恵
と
有
難
仕

合
ニ
奉
存
候

・

小
林
藤
之
助
御
代
官
所

甲
州
巨
摩
郡
八
代
両
郡

百
廿
壱
ケ
村
惣
代

手
打
沢
村
与
八

西
嶋
太
左
衛
門

下

山

喜

兵

衛

中

野

喜

重

郎

熊

沢

万

兵

衛

天
保
九
戊
(
一
八
三
八
)
年
四
月

内
船
久
左
衛
門

切

石

新

太

郎

帯

金

惣

兵

衛

瀬

戸

才

兵

衛

岩
間
市
左
衛
門

と
記
さ
れ
て
い
て
、
河
内
筋
の
生
活
実
態
が
細
々
と
表
現
さ
れ
、
御
年
貢
上
納
金
の

代
替
と
し
て
産
物
を
甲
府
表
で
換
金
し
て
ま
で
納
め
て
い
る
の
に
両
御
番
所
で
の
通
関

の
産
物
に
無
法
な
抑
制
を
加
え
る
こ
と
に
対
す
る
訴
え
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
経
済
生
活
の
中
で
、
駿
州
往
還
は
、
い
わ
ゆ
る
五
街
道
と
異
な

っ
て
脇
往
還
と
し
て
取
残
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
伝
馬
宿
助
郷
に
つ
い

て
駿
州
街
道
は
、
脇
往
還
の
た
め
継
立
場
が
遠
く
、
道
も
険
岨
で
あ
っ
た
の
で
割
当
人

馬
が
割
当
数
よ
り
多
く
か
か
り
、
し
か
も
年
々
往
来
は
頻
繁
と
な
り
諸
物
価
は
高
騰

し
、
た
め
に
村
々
は
ま
す
ま
す
難
渋
し
て
き
た
の
で
宝
永
年
間
(
一
七

O
四
l

一
七
一

O
〉
定
め
ら
れ
た
も
の
に
対
し
て
、
賃
銭
割
増
方
を
寛
政
十
一
年
〈
一
七
九
九
)
、
天

保
十
四
年
ハ
一
八
四
一
二
〉

、
嘉
永
三
年
〈
一
八
五
三
〉
の
三
凶
に
わ
た
っ
て
嘆
願
し
た

が
き
き
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
嘉
永
四
年
(
一
八
五
凶
)
刑
沢
村
、
鰍
沢
村、



切
石
村
、
ノ
日
市
場
村
、
下
山
村
、
南
部
村
、
万
沢
村
の
七
ケ
宿
よ
り
市
川
役
所
に
対

し
、
関
係
資
料
を
あ
げ
て
長
文
の
「
七
ケ
宿
賃
銭
割
増
額
」
を
出
し
た
の
で
あ
る
。

更
に
翌
五
年
六
月
市
川
役
所
よ
り
村
勤
高
、
定
助
郷
、
大
助
郷
の
勤
高
を
書
き
出
す
よ

う
指
令
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
関
係
村
よ
り
次
の
よ
う
な
取
調
書
を
差
出
し
た
の
で
あ
る
。

御
尋
に
付
以
書
中
奉
申
上
候

寛
政
度
一
、
凡
金
弐
拾
弐
両

嘉
永
度
一
、
凡
金
九
拾
六
両(下
略
〉

右
は
御
伝
馬
御
用
継
立
方
村
々
凡
弁
金
の
分
書
付
を
以
奉
申
上
候

下
山
村

以
上

ハ
前
略
後
略
)

兵

衛

下
山
村

源

市
川
御
役
所

切
石
村
よ
り
下
山
村
迄
道
法
廿
三
丁

人

足

壱

人

銭

四

拾

弐

文

木

馬

壱

疋

銭

八

拾

四

文

軽

尻

壱

疋

銭

五

十

六

文

下
山
村
よ
り
南
部
村
迄
道
法
四
里
半

人

足

壱

人

銭

百

弐

拾

九

文

本

馬

壱

疋

銭

弐

百

五

拾

八

文

軽

尻

壱

疋

銭

百

七

拾

壱

文

後
略

右
は
甲
州
道
中
同
国
粟
原
宿
よ
り
信
州
往
還
甲
州
台
ケ
原
宿
迄
人
馬
賃
銭
右
宿
々
江
間
合
之

上
拾
町
当
増
減
差
引
取
調
候
所
書
面
之
通
御
座
候
以
上

嘉
永
四
年
亥
年
六
月

当
所
御
代
官
所

ハ
前
略
)

下
山
宿

南
部
宿

名
主
兼
問
屋

名
主
同

清喜

之代

亙平

第
一
章

交

通

と

運

輸

万
沢
宿

名
主
同

r~ 

重

左

官I

市
川
御
役
所

そ
し
て
こ
の
定
助
郷
の
人
足
賃
は
お
よ
そ
宝
永
年
間
(
一
七

O
四
|
一
七
一

O
)
柳

沢
時
代
の
も
の
が
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
て
い
る
始
末
で
あ
っ
た
。

道
法
は
韮
崎
|
蒲
原
間
十
九
里
余
、
そ
の
聞
に
六
カ
所
の
宿
を
も
っ
て
い
た
。
ま
た

甲
府
l

蒲
原
問
、
二
十
余
里
余
、
そ
の
間
五
ヵ
所
の
宿
を
継
立
所
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

も
っ
て
い
る
。

し
か
も
非
常
に
難
所
が
多
か
っ

た
か
ら
諸
荷
物
は
こ
と
ご
と
く
分
け
荷
で
あ
り
、
普

通
の
人
足
一
人
の
場
合
は
三
人
宛
、
馬
一
疋
の
時
は
二
疋
か
ら
三
疋
を
出
し
て
継
立
て

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
結
果
、
宿
村
方
で
は
、
こ
の
諸
懸
り
を
弁
金
し
て
よ
う
よ
う
間
に
合
わ

せ
て
い
る
始
末
で
あ
っ
た
か
ら
、
寛
政
十
一
年
(
一
七
九
九
)
に
割
増
賃
銭
を
願
い
出

た
が
結
局
五
街
道
以
外
は
割
増
不
可
能
と
い
う
下
知
で
あ

っ
た
。
そ
れ
か
ら
天
保
十
四

年
(
一
八
四
三
)
に
ま
た
ま
た
願
い
出
た
が
、
こ
の
時
も
公
用
の
み
定
賃
銭
で
や
る
よ

う
に
と
い
う
沙
汰
の
み
で
終
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
こ
で
嘉
永
四
年
(
一
八
五
一
)
再
び
願
い
出
た
の
が
右
の
文
書
で
あ
る
。

こ
の
文
書
の
中
で
、
「
一
体
甲
州
道
中
並
甲
府
よ
り
信
州
迄
之
往
還
等
者
同
国
中
に

而
も
=
一
十
六
町
壱
里
に
て
継
場
も
近
く
候
上
先
年
よ
り
御
割
増
も
仰
付
ら
れ
有
之
候
所

私
共
村
々
之
儀
は
い
づ
れ
も
五
十
町
一
里
之
場
所
に
て
殊
に
継
場
遠
く
候
故
一
度
の
継

立
に
一
日
宛
相
掛
り
:
:
:
」
と
繰
返
し
て
い
る
の
は
駿
信
往
還
の
性
格
を
非
常
に
強
く

物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
甲
州
街
道
筋
の
宿
場
へ
も
、
割
増
賃
銭
等
に
つ
い
て
詳
細
を
問
い
合
せ

て
そ
の
資
料
を
そ
え
て
提
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ら
ち

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
し
て
も
、
支
配
者
側
か
ら
の
埼
は
あ
か
ず
、
翌
年
六
月
関
係

村
か
ら
さ
ら
に
村
勤
高
、
定
助
郷
、
大
助
郷
の
村
の
勤
高
も
書
き
出
す
よ
う
指
令
が
あ

っ
た
。「
其
村
方
往
還
人
馬
継
立
村
勤
高
井
定
助
郷
大
助
郷
村
々
勤
高
と
も
可
書
出
候

一
、
大
通
行
之
節
人
馬
数
何
程
迄
者
宿
方
弁
西
助
郷
に
て
相
勤
其
余
何
程
迄
者
東
大
助
郷
江
触

八
四



当
候
と
申
義
委
細
取
調
可
書
出
候

右
弐
ケ
条
帳
面
一
一
相
認
来
ル
十
七
日
迄
心
得
候
村
役
人
持
参
可
差
出
候

一
、
大
野
山
御
法
会
等
之
節
紀
伊
殿
御
通
行
叉
有
同
家
中
多
人
数
通
行
之
間
人
馬
継
立
方
旧
例

取
調
出
来
次
第
可
書
出
候

右
之
通
取
調
可
差
山
此
書
付
追
而
相
返
も
の
也

嘉
永
五
子
年
六
月
十
二

日

市

川
御
役
所

と
れ
に
よ
っ
て
波
木
井
村
名
主
が
各
部
落
の
勤
高
を
報
告
し
て
い
る
。

乍
恐
以
書
中
奉
願
上
候

一
、
高

百

九

拾

四

石

九

斗

九

升

波

木

井

村

↓
、
高
六
拾
三
石
弐
斗
九
升

三

合

小

田

船

原

村

て
高
拾
弐
石
九
斗
六
升
弐
合

門

野

村

一
、
高

弐

拾

士

宮

石

七

合

大

城

村

一
、
高

九

十

石

二

斗

五

升

七

合

清

子

村

右
は
今
般
下
山
大
助
郷
勤
高
御
札
に
御
座
候
に
よ
り
前
書
の
高
御
割
合
人
足
触
当
次
第
無
差

支
差
出
来
り
申
候
依
之
此
段
御
書
付
奉
申
上
候
以
上

嘉
永
五
巴
年
七
月

第
九
編

交
通
運
輸
と
通
信

市
川
御
役
所

大
切
郷
村
方
左
ニ
相
記
申
上
候

一
、
高

弐

拾

壱

石

横

て

高

三

拾

六

石

中

一
、
高

四

拾

八

石

光

一
、
高

百

七

拾

三

石

相

↓
、
高
三
百
五
拾
壱
石

大

一
、
高

六

拾

九

石

丸

巨
摩
郡

右
波村清大門 小 波
木総 旧

井代 山木

村 子城野舟
原チ|二

村村村村村

中良

村村村村村村

子

沢又
庖
可滝

名
主

大

ノ
四

一
、
高
四
百
七
拾
弐
石

〆
高
千
百
七
拾
石
余

舟

キサ

内

こ
う
し
て
書
出
し
て
報
告
は
し
た
が
市
川
役
所
か
ら
更
に
記
録
の
証
拠
と
な
る
も
の

を
出
す
よ
う
に
指
示
が
あ
っ
た
も
の
か

乍
恐
以
書
中
奉
申
上
候

巨
摩
郡
下
山
村
大
助
郷
勤
高
之
儀
従
前
石
高
を
以
て
勤
来
候
段
先
般
書
付
奉
差
上
候
処
右
ニ

付
証
拠
に
相
成
る
べ
き
書
物
等
有
之
候
は
ば
取
調
差
出
ベ
き
旨
被
仰
付
承
知
奉
畏
候
然
る
処
証

拠
に
可
相
成
書
等
見
掛
り
不
申
候
尤
猶
叉
得
と
取
調
証
拠
に
相
成
書
物
有
之
候
は
ば
其
の
段
輔

申

上

候

以

上

嘉
永
五
子
年
七
月
廿
四
円

ば

摩

郡

清

子

村

門

小

田

舟

原

村

波

大

城

村右
五
ケ
村
惣
代

波

木

井

村

名

主

木
野
井

村村

大

.Is. 
/、

待J

丘ハ

市
川
御
役
所

更
に
ま
た
七
月
廿
九
日
に
な
っ
て

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

一
、
巨
摩
郡
下
山
村
大
助
郷
一
一
勤
高
之
儀
従
前
石
高
を
以
て
勤
来
り
候
段
先
般
書
付
差
上
候

右
に
付
石
高
助
郷
相
勤
候
書
物
等
有
之
候
は
ば
取
調
可
差
上
旨
被
仰
聞
承
知
奉
長
候
去
ル
寛
政

年
中
平
岡
彦
兵
衛
様
御
支
配
之
節
大
助
郷
勤
高
御
取
調
之
節
之
石
高
を
以
勤
来
り
候
趣
以
書
付

奉
申
上
候
狛
叉
天
保
七
申
年
御
巡
見
様
御
通
行
之
瑚
も
前
同
様
右
高
を
以
相
勤
来
り
候
旨
御
巡

見
様
井
御
支
配
御
役
所
様
へ
も
書
付
奉
差
上
候
儀
相
違
無
御
座
候
其
後
東
川
内
領
拾
八
ケ
村
と

下
山
村
大
助
郷
一
件
に
付
弘
化
四
未
年
中
私
共
村
方
引
合
相
成
共
節
も
石
高
を
以
て
相
勤
米
り

候
段
御
奉
行
様
へ
書
付
奉
差
上
候
処
御
問
済
-
一
相
成
候
儀
ニ
御
座
候
依
之
此
段
奉
申
上
候

以
上

衛

巨
摩
郡

波

木

井

村

小

田

船

原

村

清

子

村

大

城

村

高
住

雨大小門

畑 ~I鳥縄野

村村村村

赤
沢



右
八
ケ
村
惣
代

大
嶋
村
名
主

八

左

衛

門

市
川
御
役
所

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

右
は
下
山
村
大
助
郷
人
足
差
山
方
之
儀
前
よ
り
石
高
江
相
掛
り
下
山
村
に
て
宿
問
屋
場
よ
り

触
当
次
第
割
合
の
通
り
無
相
違
差
出
申
候
村
方
人
足
継
方
は
前
々
仕
来
り
家
並
順
番
一
一
相
動
右

人
足
に
不
限
外
御
用
材
用
人
足
打
込
小
帳
相
記
継
順
一
一
致
付
入
用
夫
銭
帳
之
は
書
類
し
不
申
候

極
め
て
山
中
辺
び
の
土
地
に
て
年
々
稲
作
実
法
方
不
就
成
一
一
付
御
納
米
ニ
相
立
不
申
往
古
よ
り

御
年
貢
方
定
金
納
一
一
御
座
候

右
次
第
一
一
付
奉
書
上
候

日
摩
郡

城野

村村

大門

御
奉
行
所

こ
う
し
て
書
き
出
し
て
提
出
し
た
書
類
が
証
拠
書
の
不
充
分
と
い
う
こ
と
か
ら
何
度

も
照
会
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
脇
往
還
と
し
て
人
足
、
賃
銭
の
上
で
不
利
な
立
場
の
解

決
策
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

後
者
に
提
出
の
文
書
は
日
付
が
な
い
が
関
係
の
筋
の
も
の
と
考
え
ら
れ
実
際
に
助
郷

の
割
当
の
姿
ま
で
記
し
報
告
し
真
実
の
証
拠
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
し
当
時

の
人
足
差
出
し
の
状
況
が
判
明
す
る
書
類
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
助
郷
の
地
域
的
広
さ
は
、

文
久
元
辛
商
(
一
八
六
一
)
年
和
宮
様
江
戸
入
り
の
際
信
州
沓
掛
に
触
当
て
さ
れ
た
文
書

が
あ
り
、
定
助
郷
の
触
当
で
さ
え
下
山
村
と
東
河
内
額
の
争
が
あ
る
程
で
あ
る
の
に
、

信
州
か
ら
駿
河
へ
と
広
大
な
範
囲
に
割
当
て
ら
れ
た
助
郷
の
歴
史
が
、
い
か
に
土
地
の

交
通
運
輸
に
必
要
視
さ
れ
た
か
、
ま
た
如
何
に
村
々
が
難
渋
し
て
来
た
か
が
わ
か
る
。

一一一、
富
士
川
舟
運
と
下
山
宿

こ
う
し
た
脇
往
還
と
し
て
の
不
利
を
か
こ
ち
、

一
方
身
延
山
へ
の
激
増
す
る
交
通
量

を
さ
ば
き
な
が
ら
宿
場
と
し
て
の
活
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
下
山
宿
は
、
甲

い
ん
ゅ
う

駿
を
結
ぶ
河
内
領
第
一
の
股
邑
と
し
て
、
室
町
時
代
に
は
下
山
氏
、

つ
い
で
武
田
の
親

第
一
章

交

通

と

運

輸

族
で
あ
る
穴
山
氏
の
城
下
町
と
し
て
長
く
栄
え
、
中
近
世
に
か
け
て
、
下
山
千
軒
と
ま

で
称
さ
れ
た
所
で
あ
る
。

こ
と
に
身
延
山
へ
の
参
拝
客
は
、
南
方
か
ら
入
る
者
は
南
部
宿
へ
、
北
方
か
ら
入
る

者
は
下
山
宿
へ
舟
運
に
よ
り
上
陸
し
て
身
延
山

へ
の
参
拝
を
し
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
下
山
宿
は
宿
場
と
し
て
の
機
能
の
も
と
に
、
甲
府
勤
番
衆
の
お
泊
ま
り
、
身

延
山
参
拝
者
の
た
め
の
御
役
人
衆
の
お
泊
ま
り
、
そ
の
御
役
人
衆
の
扱
い
等
に
忙
殺
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

安
永
六
年
(
一
七
七
七
)
二
月
古
帳
改
、
甲
府
御
目
附
様
記
に
、

享
保
九
辰
年
(
一
七
二
四
)
甲
斐
守
様
御
所
望
六
月
御
引
渡
し
冬
中
御
番
所
井
御
勤
番
様
不

残
御
引
越
依
之
甲
府
御
目
付
様
巳
年
よ
り
御
出
被
致
候

と
し
て
、

享
保
十
年
十
一
年

十
二
年

十
三
年

十
四
酉
年

十
五
成
年

十
六
亥
年

十
七
子
年

十
八
丑
年

十
九
寅
年

二
丑
年

三
寅
年

細

井

因

幡

守

松

井

民

部

片

桐

帯

万

松

前

隼

人

天

高

主

馬

松
野
孫
左
衛
門

阿

部

伊

'織

米
倉
六
郎
右
衛
門

岡

部

主

水

黒

田

采

女

奥

津

帯

万

口

末

甚

十

郎

廿
卯
年

元
文
元
辰
年

二
巳
年

三
午
年

四
未
年

五
申
年

覚
保
元
酉
年

二
成
年

三
亥
年

延
享
元
子
年

神
尾
市
左
衛

門

松
平
伊
左
衛
門

沖

田

外

記

稲
生
七
郎
右
衛
門

稲

生

左

門

牧

野

八

太

夫

脊

沼

前

三

郎

柘

植

三

四

郎

細
井
左
次
右
衛
門

三

淵

縫

之

助

(
以
下
略
〉

と
毎
年
御
日
付
の
駐
在
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

こ
と
に
寛
政
四
子
年
に
「
奥
律
内
記
様
、
九
月
十
一
日
当
宿
御
泊
り
に
成
ら
れ
(
中

略
〉
大
助
郷
一
統
に
て
南
部
宿
ま
で
御
継
立
、
同
四
年
、
大
久
保
八
郎
右
衛
門
、
身
延

山
御
泊
り
七
面
山
巡
見
、
大
野
山
門
前
宅
小
休
の
み
に
御
座
候
」
と
あ
り

「
文
化
七
年
九
月
十

一

日

戸

川
大
次
郎
様

八
四
三



第
九
編

交
通
運
輸
と
通
信

御
同
勢
四
拾
五
人

秋
田
源
左
衛
門
股

木
村
正
太
夫
殿

例
年
御
乗
船
に
て
鰍
沢
よ
り
当
宿
御
泊
り
、
夫
よ
り
身
延
山
大
野
山
御
巡
見
に
て
御
乗
船
に

遊
ば
さ
れ
候
得
共
御
船
差
っ
か
い
に
て
陸
路
御
通
行
遊
さ
れ
大
野
よ
り
渡
船
に
て
和
田
村
へ
御

越
に
相
成
候
大
嶋
に
て
中
野
村
へ
御
越
遊
さ
れ
夫
よ
り
南
部
村
御
弁
当
ニ
御
座
候
間
当
宿
之
義

は
大
キ
に
相
助
り
申
候
」
と
あ
り
、
以
下
弘
化
二
年
九
月
十
二
日

「
彦
坂
三
太
夫
様

御
用
人
武
田
米
蔵

御
同
勢
二
十
六
人
」

と
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
御
目
付
役
は
常
に
、
御
用
人
二
人
な
い
し
三
人
と
、
同
勢

多
い
時
は
五
一
人
を
引
連
れ
て
下
山
宿
に
駐
在
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
前
記
の
、
文

化
七
年
の
記
事
中
、

「
当
宿
の
儀
は
大
き
に
相
助
り
申
候
」
と
い
う
表
現
は
、
真
に
安

堵
の
表
情
が
で
て
い
る
記
録
で
あ
る
。
こ
う
し
た
際
に
は
、
同
時
に
村
方
人
足
の
割
当

じ
ゅ
う

が
行
な
わ
れ
、
そ
の
処
理
に
難
渋
し
た
で
あ
ろ
う
文
書
が
あ
る
。

宿
場
の
特
殊
的
立
場
に
あ
り
な
が
ら
、

一
面
下
山
大
工
の
数
多
い
出
稼
ざ
に
よ
る
人

手
不
足
は
、定
助
郷
の
謀
役
に
も
支
障
が
あ
っ
て
、人
足
を
揃
え
る
こ
と
す
ら
も
困
難
だ

っ
た
。
「
富
士
川
水
運
史
」
に
よ
る
と
川
米
惣
代
を
主
な
仕
事
と
し
て
河
内
領
の
下
山
村

八
右
衛
門
こ
と
佐
野
喜
兵
衛
が
任
命
さ
れ
た
最
初
の
郡
中
惣
代
で
あ
る
。
又
「
御
米
持

方
以
下
川
岸
出
等
の
儀
も
等
閑
無
之
様
」
と
し
て
組
合
村
々
を
巡
回
し
て
米
扱
俵
装
を

指
導
督
励
し、

ま
た
代
官
よ
り
の
通
達
事
項
を
末
端
へ
徹
底
す
る
責
任
を
持
っ
て
い
た

と
あ
り
、
助
郷
割
当
人
足
の
差
出
し
に
如
何
に
苦
労
し
た
か
の
実
状
を
つ
ぶ
さ
に
訴
え

て
、
天
保
四
年
(
一
八
一
三
ニ
)
か
ら
安
政
二
年
(
一
八
五
五
)
の
二
二
年
間
に
亘
る
下

山
宿
と
、
東
河
内
領
の
根
子
、
瀬
戸
、
北
川、

市
之
瀬
、
杉
山、

岩
見
、
大
炊
平
、
清

沢
、
常
葉
、
湯
ノ
奥
、
下
部
、
上
の
平
、
波
高
嶋
(
以
上
下
部
町
)
上
八
木
沢
、
下
八

木
沢
、
帯
金
、
角
打
、
和
田
、
樋
の
上
の
、
拾
九
カ
村
と
の
紛
争
す
る
市
川
家
の
文
書

に
よ
る
と
宿
場
と
し
て
の
下
山
の
苦
労
の
あ
り
方
、
止
む
に
止
ま
れ
ぬ
人
足
触
当
の
行

為
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

八
四
四

乍
恐
以
書
内
済
御
吟
味
下
奉
願
上
候

当
代
官
所
甲
州
巨
摩
郡
下
山
村
名
主
喜
代
平
外
弐
人
よ
り
相
手
同
国
八
代
郡
根
子
村
外
拾
一ノ

ケ
村
へ
相
掛
難
渋
出
入

の
事
件
こ
そ
宿
場
と
し
て
の
宿
命
と
、
近
在
の
村
々
の
迷
惑
、
紛
争
の
原
因
の
歴
史
で

あ
る
。

あ
ら
せ
ら
れ

前
略
、
駿
府
御
目
付
様
年
々
西
河
内
領
江
御
通
行
被
為
在
御
荷
物
継
立
方
之
儀
下
山
村
並
定

助
郷
粟
倉
初
鹿
嶋
同
郡
大
助
郷
波
木
井
門
野
大
城
大
野
小
田
舟
原
清
子
小
縄
高
住
赤
沢
雨
畑
大

嶋
都
合
拾
壱
ケ
村
並
訴
証
方
共
々
拾
弐
ケ
村
高
千
七
百
五
拾
石
余
家
数
凡
千
百
五
拾
軒
余
有
之

右
村
々
ニ
市
従
前
之
御
荷
物
継
立
米
然
ル
処
天
保
四
巴
年
(
一
八
二一三
)
九
月
よ
り
私
共
組
合

村
々
江
俄
二
人
足
触
候
ニ
付
右
村
方
へ
罷
越
新
規
之
事
故
難
ニ相
勤
一
段
及
断
口
口
候
処
累
例
に

は
不
致
同
年
限
り
人
足
差
出
呉
る
様
達
て
無
心
巾

ニ
付
無
ニ
余
儀
一
差
出
候
処
翌
午
年
(
一
八
三

四
)
之
儀
は
仕
来
之
通
に
て
相
勤
御
通
行
間
際
に
人
足
触
当
来
候
間
難
ニ等
閑
一
相
断
候
処
訴
訟

方
村
役
人
共
申
候
は
当
日
に
至
り
定
例
村
々
に
振
替
当
候
て
は
難
問
合
候
間
是
非
共
差
出
呉
様

無
心
申
ニ
付
実
意
に
基
き
差
出
候
処
謀
り
事
相
巧
み
相
手
方
拾
九
ケ
村
江
隔
年
に
触
当
穿
々
難

捨
置

と
し
て
、
天
保
十
年
(
一
八
三
九
)
年
に
訴
え
出
で
十
四
年
(

談
内
済
の
様
様
は

下
山
村
並
定
助
郷
人
足
六
十
五
人
内
馬
掛
人
足
二
十
八
人
残
三
十
七
人
其
余
之
分
は
御
触
に

応
じ
壱
人
三
人
を
遣
し
之
積
を
以
東
西
大
助
郷
村
々
江
触
当
陸
路
御
通
行
之
節
は
新
支
差
無
之

様
右
人
足
差
山
且
又
東
西
大
助
郷
村
々
に
よ
り
隔
年
人
足
拾
五
人
づ
っ
下
山
村
江
相
詰
可
申

候
。
尤
束
、河
内
領
の
儀
は
正
人
足
差
出
候
積
を
以
拾
五
人
丈
賃
銀
口
口
之
分
共
口
度
相
口
勿
論

風
雨
等
に
て
差
掛
御
荷
物
船
積
難
相
成
節
は
波
高
嶋
村
上
八
木
沢
帯
金
村
触
当
正
人
足
無
差
支

様
差
出
し
若
し
川
支
之
等
に
て
船
越
不
相
成
節
は
一居
揚
人
足
を
以
触
当
根
子
村
外
拾
八
ケ
村
高

割
を
以
賃
銀
相
払
可
申
候
云
々
」

八
四
三
)
四
月
に
示

と
い
う
条
件
で
御
奉
行
所
へ
御
伺
中
で
あ
っ
た
が
、
駿
府
よ
り
、
五
街
道
取
締
役
人
の

通
行
に
伴
い
、
触
当
人
足
の
割
什
に
不
相
当
の
趣
が
あ
る
と
い
う
風
聞
が
あ
っ
た
の
で

和
田
村
長
百
姓
重
郎
左
衛
門
上
八
木
沢
村
岡
利
兵
衛

波
高
嶋
村
同
丈
右
衛
門
市
之
瀬
村
名
主
重
郎
右
衛
門
右
四
人
下
山
村
龍
越
御
先
触
並
人
足
割

合
帳
面
見
届
候
処
如
案
訴
訟
方
に
て
可
相
勤
馬
掛
人
足
其
外
不
相
当
之
人
足
為
差
出
置
候
-
一
付



篤
と
及
掛
合
候
処
問
屋
喜
代
平
並
村
役
人
一
同
申
候
は
割
違
い
い
た
し
候
問
相
違
之
分
追
而
割

反
し
以
来
は
御
伺
御
下
知
之
通
取
計
不
正
之
人
足
触
当
致
す
間
敷
候
問
此
度
之
儀
は
了
間
致
し

呉
る
様

と
下
山
方
か
ら
の
挨
拶
に
よ
り
、
訴
訟
し
て
、
命
令
を
い
た
だ
い
て
い
る
示
談
の
際
の

内
容
の
よ
う
な
人
足
触
当
の
つ
も
り
で
居
た
と
こ
ろ
、
天
保
十
四
年
(
一
八
四
三
)
九

月
中
、
御
目
附
様
御
通
行
口
口
口
触
人
足
五
十
二
人
御
上
様
御
真
筆
御
用
物
人
足
弐
人
夜
に
入
候
節

は
跳
灯
持
人
足
六
人
且
叉
駿
府
御
代
官
様
池
田
口
之
琵
様
御
荷
物
継
立
人
足
拾
弐
人
都
合
人
足

七
弐
人
江
弐
人
掛
或
は
三
人
掛
積
立
右
之
内
に
て
訴
訟
方
並
定
助
郷
人
足
三
十
七
人
相
勤
候
て

は
三
ト
一
拾
弐
人
三
卜
三
リ
相
成
、
天
保
度
済
口
社
文
之
趣
-
一
て
は
相
手
方
御
先
触
人
足
之
内

三
十
七
人
は
勿
論
拾
五
人
都
合
正
人
足
五
拾
弐
人
訴
訟
方
に
て
相
勤
残
御
触
人
足
壱
人
三
人
掛

之
積
を
以
東
西
大
助
郷
村
々
之
触
当
御
荷
物
継
立
美
支
無
様
取
計
可
致
之
処
右
様
御
触
人
足
江

一
図
に
弐
人
掛
或
は
三
人
掛
積
立
内
三
拾
七
人
相
勤
候
て
は
全
く
訴
訟
方
勤
メ
人
足
不
足
い
た

し
口
口
口
口
口
口
口
拾
五
人
分
不
泣
立
石
は
訴
訟
方
並
定
助
郷
人
足
三
拾
七
人
其
余
之
分
と
差

別
有
之
依
て
は
添
人
足
之
儀
訴
訟
口
人
足
は
勝
手
次
第
為
差
添
大
助
郷
は
大
助
郷
よ
り
壱
人
弐

人
添
之
の
処
私
欲
に
な
じ
み
不
相
当
之
人
足
相
手
方
村
村
江
百
弐
拾
九
人
触
当
候
に
つ
き
村
役

人
壱
人
つ
ふ
下
山
村
江
提
越
川
屋
喜
代
平
外
役
人
共
江
及
掛
合
候
処
素
よ
り
謀
意
相
巧
ミ
候
も

の
口
口
何
口
口
口
口
口
口
御
山
役
様
江
右
の
段
申
上
御
聞
済
相
成
候
得
共

と
下
山
方
へ
割
当
て
ら
れ
た
人
足
の
残
余
の
分
を
東
西
大
助
郷
へ
割
り
振
る
べ
き
も
の

を、
御
触
当
人
足
そ
の
ま
ま
へ
弐
人
掛
、
三
人
掛
し
た
人
足
を
割
当
て
る
こ
と
の
不
当
性

を
追
求
し
、
出
役
人
に
も
申
上
げ
た
が
、
下
山
町
の
役
人
ど
も
の
聞
き
入
れ
る
こ
と
に

は
な
ら
な
か
っ
た
。
な
お
訴
え
出
て
も
下
山
方
は
そ
の
書
類
提
出
を
故
怠
に
引
き
延
ば

し
、
仲
に
立
つ
人
を
介
し
て
も
、
当
方
の
触
当
方
法
は
、
既
に
訴
訟
上
「
御
載
件
同
様

と
相
心
得
」
と
し
て
、

「
我
意
不
当
之
儀
申
張
る
」
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
、
毎
月

の
よ
う
に
御
奉
行
所
へ
訴
え
出
た
が
「
兎
角
邪
口
不
当
之
心
底
に
て
」
押
し
切
ら
れ
て

し
ま
っ
た
の
で
「
辰
巳
二
ヶ
年
(
天
保
十
五
、
十
六
年
〉
他
村
役
人
江
買
揚
人
足
世
話

方
被
仰
付
候
分
訴
訟
方
並
定
助
郷
人
足
不
足
之
分
共
勿
論
西
川
内
領
大
助
郷
村
々
よ
り

差
出
ベ
き
分
有
之
全
ク
相
手
方
村
々
よ
り
可
差
出
人
足
に
は
嘗
て
無
之
」
と
ま
で
当
方

に
責
任
の
な
い
事
を
開
陳
し
て
い
る
が
、
下
山
方
は
、
継
場
山
坂
難
所
が
あ
り
と
い
ろ

第
一
章

交

通

と

運

輸

い
ろ
の
理
由
を
申
し
立
て
て
い
る
。
一

方
相
手
村
々
よ
り
見
れ
ば
以
前
か
ら
諸
候
の
通

行
し
て
い
る
道
で
あ
り
、
手
入
れ
が
行
き
届
い
て
難
所
は
無
い
筈
で
あ
り
、
道
作
り
出

仕
に
よ
る
役
引
き
高
も
頂
い
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
下
山
村
一
一
限
り
勝
手
触
不
致

様
」
仰
せ
ら
れ
た
い
と
訴
え
て
い
る
。
然
し
あ
ま
り
即
決
の
行
な
わ
れ
な
い
実
情
は

「
兎
角
年
月
を
経
、
相
手
方
村
々
難
渋
に
陥
り
候
様
相
工
ミ
誠
に
歎
げ
か
わ
し
き
次

第
」
で
あ
り
、
相
手
方
村
々
の
模
様
は
、

「
洞
聞
に
挟
ま
れ
猪
鹿
多
分
発
向
い
た
し
諸

作
物
喰
荒
し
候
に
付
男
女
の
隔
も
無
之
農
時
は
田
畑
に
相
詰
猿
鹿
相
防
侯
程
之
土
地
柄

ニ
付
仲
々
御
年
貢
米
之
分
定
金
納
被
仰
付
候
」
村
々
で
あ
り
「
平
生
木
材
炭
焼
又
は
薪

等
を
伐
出
し
米
雑
穀
都
て
買
入
れ
誠
に
難
儀
至
極
」
の
状
況
で
あ
る
の
に
天
保
十
亥
年

(
一
八
三
九
〉
よ
り
「
引
統
数
年
及
出
入
諸
入
用
相
場
向
み
難
儀
仕
り
」
と
い
う
実
情
で

あ
る
の
で
「
前
条
之
通
示
談
内
済
仕
候
儀
」
「
相
手
方
村
々
小
前
末
々
之
者
共
迄
安
心

罷
在
処
間
も
な
く
御
下
知
証
文
相
破
り
勝
手
億
之
儀
申
立
重
年
難
渋
相
掛
け
」
と
い
う

始
末
で
あ
る
。
「
県
覚
、
下
山
村
之
儀
は
身
延
山
麓
に
て
旅
人
止
宿
は
勿
論
右
山
会
式

之
節
は
莫
大
之
金
銀
落
込
茶
屋
小
屋
等
に
至
る
迄
潤
益
筋
の
村
方
に
て
諸
入
用
等
不
厭

困
窮
之
相
手
方
村
々
押
掠
、
剰

へ
御
上
様
を
不
恐
大
胆
不
当
之
心
底
」
で
あ
る
。
経
済

的
に
恵
ま
れ
た
地
域
と
困
窮
の
地
と
の
争
は
限
界
に
来
て
い
る
の
で
、
「
天
保
十
四
年

に
御
伺
い
済
口
証
文
の
通
り
下
山
村
並
定
助
郷
人
足
六
拾
五
人
之
内
馬
掛
り
人
足
弐
拾

八
人
引
残
る
三
拾
七
人
有
之
侯
ニ

付
御
触
当
三
拾
七
人
迄
は
下
山
村
並
定
助
郷
弐
ケ
村

に
て
相
勤
其
余
御
触
有
之
節
は
東
西
大
助
郷
村
々
江
触
当
候
之
共
柳
無
差
支
罷
出
御
用

大
切
に
」
相
勤
め
る
に
や
ぶ
さ
か
で
な
い
と
し
て
拾
壱
ヶ
年
の
下
山
村
対
下
部
町
一
円

と
大
河
内
村
一
円
と
の
紛
争
は
、
複
雑
な
江
余
曲
節
を
経
て
解
決
を
見
た
の
で
あ
る

が
、
本
陣
を
構
え
た
下
山
村
の
幕
政
下
の
人
足
充
足
と
運
行
の
確
保
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
責
任
と
、
一
方
下
山
大
工
の
出
稼
に
よ
る
村
の
人
的
資
源
不
足
と
の
不
均
衡
を

ど
う
し
て
合
理
化
す
る
か
の
苦
衷
の
深
い
も
の
が
に
じ
み
出
た
結
果
で
あ
っ
た
。

四

身
延
詣
か
ら
見
た
甲
駿
街
道

法
華
教
権
の
拡
充
に
と
も
な
っ
て
信
徒
が
増
大
し
、
祖
山
身
延
へ
の
参
詣
者
は
増
加

八
四
五



第
九
編

交
通
運
輸
と
通
信

道

し
た
。
徳
川
幕
府
の
中
央
集
権
確
立
に

よ
り
治
安
が
確
保
さ
れ
、
民
衆
は
小
市

民
的
生
活
に
安
住
す
る
に
至
り
、
観
光

行
楽
の
風
が
生
じ
た
。
甲
州
が
幕
府
の

直
結
支
配
と
な
り
、
甲
州
街
道
は
旗
本

勤
番
の
往
来
路
と
な
り
、
単
に
江
戸
と

巾
府
の
連
絡
路
だ
け
で
な
く
一
層
の
重

要
性
を
加
え
た
。
さ
ら
に
は
角
倉
了
以

に
よ
る
富
士
川
舟
運
の
開
通
、
駿
河
へ

の
交
通
が
便
益
を
加
え
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
河
内
路
は
身
延
往
還
と
呼
ば
れ
、

身
延
参
詣
に
利
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

し
か
も
、
日
蓮
聖
人
へ
の
敬
仰
は
、
在

世
中
は
勿
論
、
没
後
も
、
公
家
、
武
家

を
は
じ
め
庶
民
の
参
拝
も
跡
を
絶
た
な

か
っ
た
。
殊
に
、
時
の
権
力
者
に
よ
る

身
延
山
護
持
の
施
策
は
信
玄
、
信
長
、

秀
吉
、
家
康
と
徳
川

一
門
の
信
仰
に
よ

っ
て
影
響
さ
れ
る
こ
と
が
大
き
か
っ

た
。
永
禄
元
年
(
一
五
五
八
)
十
二
月

十
五
日
付
で
信
玄
は
禁
制
を
布
令
し
て

街

殺
生
禁
断
之
事

一
、
付
於
寺
内
射
弓
放
鉄
鈎
の
事

一
、
任
代
々
判
諸
役
免
許
之
事

一
、
押
売
狼
籍
之
事

一
、
寺
家
中
町
家
中
諸
公
事
一
任
ニ
寺
法
一

γ
テ

之
上
者
力
為
三
衆
徒
中
-
向
後
不
v
可
有
ν

非
分
之
沙
汰
ニ
之
事

!駿

ノ
四
六

或

ハ

ヲ

一
、
大
坊
並
僧
坊
下
人
之
或
ハ
外
号
ニ
他
之
被
官
一
恐
借
ニ
俗
家
之
権
威
一
族
町
中
不
可
ニ
許
容
一
之

事
一
、
当
国
中
身
延
山
末
寺
之
事
如
先
之
永
代
可
ν
為
-
一
不
入
-

右
之
条
々
任
ニ
先
判
一
仰
如
件

更
に
永
禄
二
年
十
一
月
、
身
延
山
十
五
世
日
叙
上
人
に
宛
て
て
、
当
国
中
の
身
延
末

寺
の
計
ら
い
に
つ
き
書
を
送
り
、
更
に
日
叙
上
人
の
悪
名
を
流
布
す
る
輩
の
如
き
は
、

寺
中
追
放
す
べ
し
と
ま
で
い
っ
て
、
身
延
山
を
保
護
し
て
い
る
。
身
延
参
詣
の
庶
民
の

通
行
を
容
易
に
す
る
た
め
に
、
秀
吉
も
「
当
時
会
式
参
詣
の
輩
、
国
中
役
等
令
免
除

之
事
」
と
し
て
御
会
式
参
拝
者
の
使
を
は
か
り
、
家
康
は
「
会
式
関
免
許
之
事
付
当
国

中
身
延
山
諸
末
寺
巾
寺
役
免
除
之
事
」
天
正
十
七
年
正
月
と
あ
り
、
番
所
通
所
の
保
証

を
与
え
て
そ
の
添
状
と
忠
わ
れ
る
も
の
の
中
に
、
御
会
式
に
番
所
を
通
過
す
る
に
際
し

て
、

「一

、
今
月
十
日
よ
り
十
三
日
ま
で
身
延
参
詣
之
男
女
路
物
木
綿
布
は
五
端
六
端

米
は
五
升
六
升
糸
は
十
つ
れ
十
五
つ
れ
を
限
り
役
儀
改
有
間
敷
者
也
」
と
、
当
時
こ
う

し
た
現
物
を
持
っ
て
路
銀
の
代
り
と
し
た
り
、
ま
た
身
延
山
へ
奉
納
す
る
貢
物
を
認
め

た
り
す
る
考
え
か
ら
、
一
定
量
の
も
の
は
関
銭
徴
集
な
し
で
通
行
で
き
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
こ
の
布
令
は
鰍
沢
と
万
沢
の
番
所
宛
に
出
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
会
式

参
詣
の
保
護
規
定
も
、

一
六
世
紀
末
か
ら
一
八
世
紀
初
め
ご
ろ
ま
で
の
身
延
参
詣
者
に

対
し
て
は
、
会
式
の
際
で
あ
っ
て
も
通
関
規
定
が
厳
主
だ
っ
た
よ
う
で
、
甲
州
万
沢
村

口
留
番
所
取
計
方
伺
書
に
よ
っ
て
も
、

「一

、
国
中
よ
り
他
国
に
お
も
む
く
女
有
之

は
、
是
又
其
所
支
配
の
代
官
証
文
に
て
可
通
事
」
と
あ
り
、

ハ
前
略
)
万
沢
十
嶋
の
儀
は
、
其
同
許
円
一那
寺
の
手
形
を
以
出
候
仕
来
に
御
座
候
、
右
は
毎
年

十
月
久
遠
寺
法
会
巾
、
関
御
免
の
札
相
建
候
段
々
泥
み
候
か
、
又
は
、
一
体
入
女
の
儀
は
御
定

書
に
無
之
候
て
右
の
通
取
計
来
候
哉
左
候
て
は
久
遠
寺
役
僧
の
手
形
を
以
出
候
儀
も
、
不
相
当

に
奉
存
候
(
中
略
)
平
生
は
甲
府
勤
番
支
配
甲
州
御
代
官
証
文
に
て
相
通
り
候
積
り
御
定
書
認

め
直
し
張
置
な
し
申
す
ベ
く
候
哉
」

と
の
伺
需
が
寛
政
五
丑
年
(
一
七
九
三
)
二
月
に
御
勘
定
所
へ
出
さ
れ
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
、
同
年
十
二
月
に
、
身
延
山
久
遠
寺
か
ら
市
川
御
役
所
へ

「
身
延
山
参
詣
の
女
万
沢
御
関
所
通
候
儀
に
付
間
合
一
件
l
l身
延
山
久
遠
寺
口
上
書
l
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先
月
廿
一
百
御
切
紙
を
以
御
尋
の
趣
承
知

仕
候
、
則
御
答
左
の
通
り
身
延
山
参
詣
の

女
、
御
代
官
所
御
証
文
に
て
通
行
致
候
様

に
相
成
候
て
は
、
住
吉
よ
り
の
振
合
と
手

重
に
相
成
、
お
の
つ
か
ら
参
訴
甚
薄
く
大

寺
の
身
延
山
石
高
寺
領
等
は
頂
戴
不
仕
、

只
諸
国
参
訴
の
志
の
み
伽
藍
修
復
万
事
相

続
仕
居
候
得
共
近
年
は
相
続
も
届
兼
候
の

仕
合
罷
成
候
、
其
上
に
参
詣
女
人
通
行
手

重
に
相
成
逐
年
身
延
山
難
立
行
琳
と
可
相

成
段
顕
然
に
て
甚
迷
惑
仕
候
段
、
御
賢
察

な
さ
れ
下
さ
れ
度
奉
願
候

一
、
竹
之
坊
山
本
坊
両
坊
よ
り
手
形
差
出

之
儀
、
御
証
文
又
は
被
ニ
仰
渡
一
等
は
無

之
旨
、
先
般
御
答
申
上
候
段
は
穿
撃
不

行
届
不
調
法
の
至
候
段
、
何
分
御
宥
恕

被
成
下
候
様
奉
願
候
右
等
の
趣
今
般
寺

社
御
奉
行
所
よ
り
御
尋
有
之
ニ
付
書
付

を
以
申
上
候
ハ
以
下
略
)

と
身
延
山
と
し
て
の
事
情
を
訴
え
て

「
女
人
通
行
の
儀
は
権
現
様
よ
り
御
免
の

御
朱
印
頂
戴
仕
り
龍
在
候
、
従
っ
て
御
代

々
様
御
朱
印
の
表
、
十
引
の
趨
被
成
下
有
難

存
し
奉
候
、
即
権
現
様
御
朱
印
写
別
紙
差

上
候
」

と
の
請
願
に
対
し

「
甲
州
万
沢
口
留
番
所
女
通
行
の
儀
身
延

山
参
詣
の
女
に
限
り
候
て
は
仕
来
の
通
差

置
、
右
参
詣
の
外
紛
れ
ざ
る
様
い
た
し
、

日
蓮
遠
忌
の
節
の
参
詣
人
は
、
是
叉
仕
来

のゴ土
日

り
の
通
久
遠
寺
よ
り
寺
社
奉
行
江
相
願
候
積
り
に
候
間
其
怠
を
得
ら
る
べ
く
候
」

党
政
六
年
十
二
月
二
十
九
日
の
文
書
に
よ
り、

一
般
婦
人
の
参
詣
が
普
段
の
場
合
も
壇

那
寺
発
行
の
手
形
で
通
行
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
身
延
山

へ
の
参
詣
は
、
前

節
の
中
で
も
記
し
た
よ
う
に
武
家
、
公
家
の
参
拝
が
繁
く
あ
っ
た
こ
と
だ
し
殊
に
大
野

山
が
徳
川
家
の
菩
提
寺
と
な
っ
た
関
係
か
ら
武
家
の
身
延
山
へ
の
参
詣
は
毎
年
の
よ
う

に
行
な
わ
れ
た
。
「
慶
安
元
子
年
紀
伊
大
納
言
頼
宣
郷
身
延
山
大
野
へ
御
参
詣
同
二
丑

年
御
参
詣
被
遊
侯
」
と
あ
っ
て
「
御
符
水
道
中
」
と
い
わ
れ
て
、本
遠
寺
庭
内
に
井
戸
、
が

あ
り
こ
の
水
を
「
御
符
水
」
と
い
い
紀
州
家
江
戸
屋
敷
で
は
例
年
御
水
汲
み
の
者
を
遣

わ
し
て
、
こ
の
水
を
屋
敷
の
屋
上
に
散
水
す
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
御
水
取
り
を
「
御

符
水
道
中
」
と
呼
び
、
運
搬
の
水
は
肩
か
ら
肩
に
運
び
決
し
て
地
上
に
置
か
な
か
っ

た

と
い
い
、
或
は
御
符
水
は
七
面
山
の
御
池
の
水
を
汲
み
本
遠
寺
内
七
面
堂
で
三
七
、
二

十
一

円
の
間
祈
祷
し
た
も
の
で
、
徳
川

一
門
簾
中
の
安
産
と
産
児
育
成
の
祈
念
の
行
事

で
も
あ
っ
た
と
い
う
。

天
保
六
年
(
一
八
三
五
)
か
ら
七
年
に
か
け
て
、
紀
州
家
の
分
家
で
あ
る
西
条
少
将

の
身
延
山
参
拝
に
つ
い
て
の
道
中
見
分
と
、
通
行
円
程
の
記
事
を
記
し
た
文
書
に
は
、

天
保
六
年
(
一
八
三
五
)
七
月
に
紀
州
家
か
ら
二
人
を
差
し
向
け
て
沿
道
の
道
路
状

況
、
宿
泊
施
設
、
御
休
止
処
の
状
況
な
ど
詳
細
に
調
べ
家
屋
の
間
取
り
、
広
さ
な
ど
も

調
査
し
て
い
る
。
そ
の
後
九
月
、
十
一
月
、
十
二
月
と
見
分
が
行
な
わ
れ
、
十
二
月
の

見
分
の
際
に
は
「
往
来
の
道
幅
凡
弐
間
余
に
道
造
り
い
た
し
、
山
坂
有
之
と
こ
ろ
右
に

准
じ
可
成
道
幅
広
く
仕
り
、
川
瀬
有
之
場
所
は
橋
等
人
馬
無
差
支
罷
通
ル
様
丈
夫
に
は

仕
立
、
往
還
中
に
出
張
大
石
竹
木
等
取
除
き
、
木
枝
伐
払
い
御
道
筋
差
障
り
無
之
様
可

仕
旨
(
以
下
略
)
」
の
請
書
を
出
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
別
に
、

「
継
立
人
足
の
触
当
と
、
御
小
休
被
仰
付、

焚
出
し
等
御
請
仕
り
と
あ

り、

御
通
行
ご
同
勢
の
儀
は
被
仰
渡
候
は
八
百
人
と
有
之
、
人
足
共
は
千
人
以
上
の
御

通
行
に
御
座
候
」
と
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
当
時
の
街
道
通
行
の
も
の
も
の

し
さ
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
参
詰
の
い
程
は
、
枚
方
(
大
阪
府
〉

十
一

日
伏
見
十
二
日
と
あ
り
、
奥
津
二
十

四
日
、
万
沢
二
十
五
日、

身
延
二
十
六
日
着
で
大
阪
か
ら
十
五
日
の
行
程
で
身
延
山
に

八
四
七
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到
着
し
て
い
る
。

さ
て
、
こ
れ
に
劣
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
程
の
参
詣
が
武
田
信
玄
に
お
い
て
行
な
わ
れ

て
い
る
。

身
延
鍛
、
身
延
と
信
玄
の
項
に
元
亀
三
年

(
一
五
七
二
)
九
月
十
日
、
有
名
な
川
中

島
の
戦
い
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
し
て
謙
信
自
ら
の
斬
込
み
に
、
信
玄
は
危
機
一
髪
の
と

こ
ろ
で
命
拾
い

し
た

こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
信
玄
は
こ
れ
こ
そ
身
延
山
の
ご
祈
祷
の
賜

物
で
あ
る
と
感
激
言
う
と
こ

ろ
を
知
ら
な
か
っ

た
。

そ
し
て
そ
の
年
の
四
月
、
勝
頼
が
戦
わ
ず
し
て
謙
信
の
軍
を
退
け
た
時
、
感
状
を
使

者
に
持
た
せ
礼
物
を
添
え
て
ね
ん
ご
ろ
に
奉
謝
し
た
。
今
そ
の
感
状
が
身
延
に
蔵
さ
れ

て
い
る
。
特
有
の
漢
文
体
な
の
で
、
室
田
お
ろ
す
と
左
の
よ
う
で
あ
る
。

翁
〈
信
玄
自
身
)
こ
も
ご
も
感
ず
る
所
あ
り
て、
書
を
身
延
山
貫
主
(
日
叙
上
人
)
閣
下
に
呈
す
。

今
年
元
亀
三
壬
申
(
一
五
七
二
〉
四
月
、
北
越
輝
虎
の
一

万
余
騎
、
信
州
川
中
嶋
に
出
陣
の

靭
、
勝
頼
、

一
千
騎
を
率
い
て
発
向
せ
し
む
る
処
、
干
支
を
動
か
さ
ず
し
て
敵
軍
速
や
か
に
退

去
す
。
是
れ
神
仏
の
加
護
に
よ
ら
ず
ん
ば
、
い
か
で
か
能
く
勝
つ
こ
と
を
得
ん
や
。

此
の
月
乃
ち
侃
ぶ
る
所
の
紺
地
金
泥
の
繰
経
は
先
貫
主
(
第
十
四
代
日
鏡
上
人
)
の
自
ら
書

き
て
贈
れ
る
も
の
な
り
。

加
え
て
、

一
山
の
僧
侶
、
法
華
一

万
部
を
読
請
す
る
此
の
功
徳
に
因

っ
て
、
高
祖
日
蓮
大
法
将
、
七
面
大
明
神
威
神
の
力
を
合
せ
て
怨
敵
退
散
せ
し
む
る
や

必
せ

り
。
然
れ
ば
即
ち
久
遠
寺
は
当
家
擁
護
の
霊
場
、
万
世
遷
移
せ
ざ
る
の
仏
跡
な
り
。

伏
し
て
望
む
ら
く
は
一

山
の
僧
従
日
夜
信
心
を
凝
ら
し
肝
胆
を
提
い
て
当
家
武
運
長
久
の
旨

宜
し
く
祈
誓
あ
る
べ
し
書
不
尽
謹
言

大
僧
正
法
性
院
信
玄
判

と
あ
り
、
わ
が
子
勝
頼
の
た
め
に
加
護
を
こ
う
む
っ
た
感
激
に
、
礼
を
厚
く
し
て
の
身

延
山
参
詣
で
あ
り
、
こ
と
に
、
当
家
の
霊
場
と
ま
で
頼
り
切
っ
て
い
る
心
情
か
ら
し
て
、

そ
の
参
詣
の
道
中
も
簡
単
な
も
の
で
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

同
じ
身
延
鑑
に
ハ
前
略
)

「
哀
の
門
を
出
れ
ば
金
剛
谷
、
東
谷
の
内
な
り
、
こ
れ
に
は
武
井
坊
甲
斐
の
武
田
信

玄
の
建
立
と
か
や
(
中
略
)
紅
葉
峠
と
て
甲
府
へ
の
道
な
り
、
町
も
あ
り
か
き
ざ
わ
村

(
今
の
清
住
町
か
)
民
家
百
軒
に
お
よ
べ
り
」
の
記
事
が
あ
り
、
中
世
の
頃
の
身
延
道

の
姿
の
一
端
が
う
か
が
わ
れ
、
か
き
ざ
わ
村
民
家
百
軒
と
い
う
表
現
は
、
今
の
清
住
町

八
四
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ば
か
り
で
な
く
、
杉
山
辺
の
民
家
ま
で
を
含
め
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

万
治
二
年
(
一
六
五
九
〉
京
都
か
ら
は、

深
草
の
元
政
上
人
は
、
母
の
八

O
歳
に
な

る
妙
種
と
共
に
身
延
山
参
拝
を
終
え
て
江
戸

へ
向
か
っ
て

い
る
。
身
延
道
の
記
に

二
十
四
日
雨
や
ま
ず
川
も
水
も
ま
さ
ら
ん
と
い
へ
ば
猶
ほ
と
ど
ま
る
。
二
十
五
日
万
沢
を
出

で
て
坂
あ
り
(
中
略
)
南
部
と
い
う
村
に
て
や
す
み
て
午
の
さ
が
り
(
一
時
ご
ろ
〉
そ
こ
を
い

づ
村
を
は
な
る
れ
ば
は
や
身
延
の
高
根
も
見
ゆ
、
い
ま
三
里
な
ん
あ
る
と
い
う。

申
の
き
か
り

(
四
時
ご
ろ
)
身
延
に
つ
く
、
そ
の
山
の
さ
ま
、
た
と
え
ば
比
叡
の
山
を
東
坂
本
よ
り
登
る
心

地
す
ベ

し

(
中
略
)
清
水
房
と
い
う
に
つ
き
て
ま
づ
た
き
火
さ
せ
て
(
後
略
〉
二
十
七
日
奥
の

院
へ
ま
い
る

こ
の
頃
の
道
中
は
、
番
所
通
過
の
面
倒
な
も
の
は
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
道
の
状
況

も
整
備
途
上
で
あ
り、

八

O
歳
の
母
と
の
道
中
は
決
し
て
楽
な
も
の
で
は
な
か
っ

た
で

あ
ろ
う
。
南
部
宿
を
出
て
、
身
延
山
の
見
え
る
と
こ
ろ
ま
で
来
て
「
い
ま
三
里
な
ん
あ

る
」
と
い
う
文
の
中
に
は
、
さ
す
が
に
ほ
っ
と
し
た
も
の
と
同
時
に、

未
だ
三
里
あ
る

の
か
と
の
詠
嘆
の
意
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

甲
駿
道
中
記
、
文
政
十
三
年
(
一
八
三

O
)
三
月
の
項
に
、

二
十
六
日
花
輪
出
立
天
気
晴
て
暖
和
な
り
、
浅
原
東
南
湖
大
柄
青
柳
等
村
々
過
て
鰍
沢
の
駅

に
至
る
昼
前
す
繁
昌
の
地
な
り
、
関
所
有
、
小
柳
川
飛
川
な
ど
云
急
流
あ
り
不
二
川
へ
落
る

水
な
り
と
、
楠
甫
手
打
沢
切
石
八
日
市
場
飯
富
下
山
な
と
言
村
過
て
日
は
山
の
端
に
入
か
か

る
、
是
よ
り
身
延
山
領
に
入
る
。
兼
々
聞
し
に
身
延
山
は
繁
昌
の
地
と
聞
く
ま
ま
よ
き
や
ど
り

を
求
め
ん
と
い
そ
ぎ
て
、
山
坂
道
を
登
り
、
下
り
て
行
と
も
行
と
も
身
延
に
出
で
ず
、
日
は
暮

て
閤
さ
は
く
ら
し
大
樹
の
生
繁
り
た
る
深
山
路
に
て
此
処
の
岩
の
根
か
し
こ
の
木
の
根
に
つ
ま

づ
き
て
行
な
や
み
、
ゃ
う
や
う
と
初
夜
(
午
後
八
時
)
の
鐘
つ
く
こ
ろ
身
延
の
町
に
出
て
や
ど

り
を
求
め
ん
と
す
れ
ど
も
旅
泊
な
し
い
か
ん
せ
ん
と
気
力
も
た
ゆ
み
、
山
石
が
根
腰
打
か
け
て
や

す
ら
い
居
る
処
へ
一
人
の
老
翁
来
り
つ
け
る
ま
ま
宿
や
尋
ね
け
れ
ば
、
常
陸
衆
の
(
茨
城
県
〉

の
坊
は
是
よ
り
七
八
町
山
を
廻
り
行
て
有
と
言
う
ま
ま
外
に
泊
屋
は
有
ま
し
き
ゃ
と
聞
け

れ

ば
、
参
詣
の
人
に
て
な
く
ば
商
人
の
宿
あ
り
と
て
案
内
し
呉
け
る
ま
ま
地
獄
と
や
ら
に
仏
に
逢

し
心
地
に
て
、
い
と
う
れ
し
く
一
丁
計
て
伊
セ
屋
其
の
家
に
宿
る
。
元
よ
り
宿
ゃ
に
て
は
な
く

商
人
泊
る
計
り
と
見
え
て
表
の
方
に
て
小
間
物
荒
物
あ
き
な
う
様
子
な
り
、
奥
深
き
処
に
や
す

む
、
風
呂
な
と
な
し
。
ょ
う
よ
う
隣
に
立
ち
し
湯
な
ど
わ
ひ
て
も
ら
い
、
そ
こ
そ
こ
に
入
っ

て



こ
の
時
代
に
な
る
と
、
身
延
参
詣
の

道
中
、
黒
沢
、

鰍
沢
、

万
沢
の
口
留
番

所
の
通
行
手
形
も
、

諸
国
培
一
那
寺
の
証

明
で

n由
に
通
行
で
き
た
時
代
で
あ
っ

た
か
ら
、

こ
の
道
中
記
は
、
参
詣
よ
り

も
、
行
楽
的
な
趣
が
強
く
、

当
時
の
旅

路
の
風
情
、
旅
宿
の
姿
な
ど
が
、
明
ら

か
に
記
さ
れ
て
い
て
、

旅
の
感
傷
も
う

か
が
え
る
の
で
あ
る
。

第
一
章

交

通

と

運

輸

形

然
し
な
が
ら
、
公
儀
の
巡
見
と
な
る
又
と
、
自
ら
異
な
っ
た
姿
が
見
え
、
天
保
九
年

〈
一
八
三
八
)
の
従
甲
府
駿
府
迄
道
中
巡
見

九
月
十
四
日

一
、
今
暁
、
六
ツ
時
半
、
下
山
宿
御
本
陣
芦
沢
九
左
衛
門
方
出
立
夫
よ
り
山
道
通
り

罷
越
候
処
町
外
久
遠
寺
僧
侶
出
迎
居
致
案
内
裏
門
に
て
下
乗
」

し
て
身
延
山
へ
初
穂
金

五
十
疋
を
納
め
「
夫
よ
り
惣
門
外
身
延
町
通
り
町
外
之
往
還
よ
り
大
野
へ
寄
道
凡
壱
里

程
行
」
大
野
山

へ
参
拝
「
右
門
前
に
て
下
乗
役
僧
案
内
に
て
」
と
記
さ
れ
、
聞
苦
し
い

道
中
の
姿
も
見
え
る
の
で
あ
る
。

然
し
、
御
会
式
の
賑
わ
い
は
、
御
会
式
に
限
っ
て
口
留
番
所
通
行
に
女
の
出
入
が
自

由
に
認
め
ら
れ
る
関
係
で
、
そ
の
賑
わ
い
も
な
か
な
か
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

の
は
甲
斐
の
手
振
に
「
鰍
沢
宿
一
州
の
廻
米
悉
く
此
湊
に
か
か
り
(
中
略
)
さ
れ
ば
当

圏
第
一
の
都
会
、
就
中
、
十
月
身
延
山
会
式
の
節
は
、
酒
色
庖
等
土
地
ば
か
り
に
て
は

足
ら
ず
、
甲
府
又
は
市
川
辺
よ
り
男
女
料
理
人
、
酒
肴
等
ま
で
仕
入
れ
、
事
移
し
く
数

十
町
の
問
、
往
来
陸
続
す
と
」
あ
り
、
こ
こ
か
ら
舟
に
よ
り
下
山
宿
に
て
下
船
、
近
い

時
代
に
な
っ
て
、
波
木
井
河
岸
に
上
陸
参
拝
を
す
ま
せ
た
行
程
も
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と

は
、
松
亭
身
延
記
行
に
「
こ
こ
に
早
川
の
落
口
と
い
へ
る
あ
り
(
中
略
)
か
く
て
程
な

く
、
身
延
の
山
下
に
着
く
、
こ
こ
よ
り
人
々
河
原
に
上
り
、
往
く
こ
と
数
丁
な
ら
ず
し

て
大
門
に
至
る
、
開
会
関
と
い
う
額
を
架
た
り
L

に
よ
っ
て
、
波
木
井
の
河
原
に
着
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

並
山

n記
、
安
政
三
年
(
一
八
五
六
)
九
月
の
項
に
「
廿
二
日
、
下
山
と
い
う
、
う

ま
や
を
過
ぎ
て
身
延
の
山
の
坂
路
に
か
か
る
に
、
さ
の
み
は
げ
し
き
道
に
し
も
あ
ら
ね

ど
、
蓬
に
遠
く
い
た
く
困
じ
た
り
う
ら
門
よ
り
入
り
て
境
内
の
山
を
お
り
つ
つ
朝
師
道

と
い
う
に
い
づ
(
中
略
)
此
の
堂
前
よ
り
町
中
に
出
で
て
熊
王
そ
れ
が
し
の
家
に
宿
り

ぬ
。
廿
三
日
か
く
て
午
の
時
に
山
を
く
だ
り
狐
町
と
い
う
よ
り
総
門
を
い
で
、
権
の
木

峠
、
舟
山
川
、
中
野
宿
な
ど
=
一
里
余
り
過
ぎ
て
、
南
部
の
う
ま
や
に
や
ど
り
ぬ
」

こ
れ
は
下
山
宿
か
ら
杉
山
道
を
通
り
、
参
詣
を
済
ま
せ
て
陸
路
南
部
に
出
た
道
程
で

あ
る
。船
便
を
利
用
し
て
の
当
時
の
困
難
は
、
清
水
浜
臣
の
甲
斐
日
記
四
月
四
日
の
項
に

手
/-

f丁通

八
四
九



第
九
編

交
通
運
輸
と
通
信

て
ん
き
ょ
し
舟
は
や
く
っ
き
て
陸
路
は
お
く
れ
た
り。

下
山
の
宿
の
北
に
早
河
と
い
う
流
れ

あ
り
、
二
瀬
に
わ
か
れ
た
り
一
瀬
は
人
の
肩
を
た
の
み
て
わ
た
り
ぬ
、

一
瀬
は
流
れ
の
は
げ
し

さ
、た
と
え
ん
に
も
の
な
し
、た
だ
白
浪
の
た
ぎ
り
落
つ
る
ば
か
り
に
て
、
水
の
色
を
見
ず
、
川

原
の
こ
な
た
か
な
た
よ
り
、
水
け
ぶ
り
き
り
あ
び
て
袖
を
う
る
ほ
す
。
舟
の
舶
に
ふ
と
き
麻
縄

を
こ
す
じ
つ
つ
む
す
び
つ
け
て
、
川
む
か
い
に
二
人
づ
っ
立
ち
て
、
此
縄
を
取
り
持
ち
つ
、
引

き
ゆ
る
む
る
、
す
な
は
ち
、
舟
の
川
下
へ
流
る
る
こ
と
一
町
ば
か
り
中
に
舟
人
二
人
樟
さ
せ

ど
、
浪
の
い
き
お
い
つ
よ
く
て
梓
さ
し
あ
え
ず
、
岸
な
る
四
人
引
つ
く
る
に
、
滝
波
の
お
と
し

か
か
る
さ
ま
、
お
そ
ろ
し
と
も
お
そ
ろ
し
、
お
の
れ
こ
こ
か
し
こ
の
旅
あ
り
き
し
て
、
あ
ま
た

の
早
瀬
渡
り
見
し
か
ど
、
か
か
る
ば
か
り
な
る
は
見
し
事
も
な
く
、
わ
た
り
し
事
も
な
し
。
市

川
の
あ
が
た
司
へ
要
の
こ
と
あ
り
て
行
き
し
な
り
と
言
い
し
か
ば
、
わ
た
し
も
り
ら
の
心
の
か

ぎ
り
、
い
そ
し
み
た
る
だ
に
か
く
こ
そ
あ
は
れ
、
大
か
た
の
旅
人
、
い
か
に
わ
た
り
な
や
む
ら

ん
か
し
。
と
か
く
し
て
向
い
の
岸
へ
引
き
つ
け
ぬ
。
う
れ
し
さ
い
は
ん
か
た
な
し
、
舟
路
も
此

川
の
お
ち
く
ち
の
水
さ
き
に
、
扉
風
岩
と
い
う
あ
り
て
、
こ
の
瀬
い
と
お
そ
ろ
し
と
ぞ
、
末
の

さ
か
り
(
今
の
三
時
U

身
延
山
に
い
た
り
っ
き
ぬ

と
あ
り
、
こ
う
し
た
難
所
が
、
身
延
町
内
の
他
に
も
、
角
打
村
地
先
の
釜
、
浮
き
州
の

森

(
や
ぶ
が
た
き
)
今
の
大
島
の
駅
近
所
と
あ
り
、
川
丈
十
八
里
の
難
所
、
十
カ
所
を

無
事
に
舟
航
出
来
る
こ
と
が
、
身
延
詣
で
の
一
つ
の
悲
願
で
も
あ
っ
た
。

難
所
遭
難
の
悲
歌
が
鰍
沢
町
に
も
、
ま
た
、
身
延
町
の
古
老
の
口
に
も
手
ま
り
歌
と

し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

富
士
川
遭
難
者
の
た
め
の
川
施
餓
鬼
供
養
の
法
要
が
行
な
わ
れ
た
詑
鉛
は
大
野
山
御

会
式
会
所
日
記
、
寛
政
三
年
(
一
七
八
一
)
辛
亥
三
月
朔
円
日
記
に
、
大
野
山
本
遠
寺

で
八
日
ま
で
の
問
、
日
遠
上
人
の
御
遠
忌
に
当
り
、
八
日
の
最
終
日
に

か
じ
か
沢
村
船
頭
よ
り

青
柳
村
船
頭
よ
り

黒
沢
村
同

〆

四

般

御
成
り
口
口
下
馬
よ
り
大
野
町
う
ら
口
江
出
る

上
町
御
高
礼
よ
り
東
出
る

貫
主
様
御
ひ
が
さ

川
施
餓
鬼

舟
弐
般
出
る

舟
壱
般
出
る

舟
壱
般
出
る

稚
児
四
人
、
寺
中
万
山
口
口
よ
り
仕
衆
方
弐
拾
人
、
外
に
近
村

八
五

O

之
寺
僧
付
、
の
行
列
に
、
前
後
に
弐
拾
一
人
の
役
付
き
の
信
徒
が
つ
き
「
御
法
事
は
か

じ
か
沢
舟
に
、
尊
前
稚
児
御
近
衣
、
是
を
御
座
船
、
外
舟
に
は
寺
中
万
山
諸
待
入
る
な

り
、
御
経
音
楽
有
之
」
と
、
そ
の
法
要
の
盛
大
な
校
様
が
伺
れ
る
の
で
あ
る
。
こ

の
期
間
中
の
模
様
は
、
第
一
の
法
要
に
ち
ご
四
人
に
大
衆
百
八
人
あ
り
、
八
日
間
を
通

じ
て
、
参
詣
同
断
と
あ
る
か
ら
現
在
の
御
会
式
か
ら
は
想
像
を
絶
し
た
も
の
が
あ
っ
た

し

一
般
参
詣
人
の
宿
泊
状
況
に
つ
い
て
も
「
大
野
町
方
に
参
詣
の
人
々

一
宿
口
口
に
百

四
・

五
十
人
づ
っ
そ
の
外
、
当
所
一
宿
の
あ
ま
り
は
身
延
え
罷
越
し
上
町
に
四
五
十
人

程
づ
っ
宿
り
候
由
承
」
と
あ
る
か
ら
大
野
の
宿
に
泊
り
切
れ
な
か
っ
た
の
だ
が
、
こ
れ

ば
く

ち

も
寺
領
内
で
の
惇
打
が
、
手
入
れ
ど
免
で
行
な
わ
れ
る
と
い
う
環
境
か
ら
の
客
人
も
あ

っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
折
の
催
物
が
、
芝
居
小
屋
壱
軒
、
小

芝
居
ニ
ヵ

所

「
外
に
見
せ
も
の
数
多
」
「
あ
き
ん
ど
は
、
に
は
よ
り
東
、
下
馬
ま
で
弐
百
人
余
」
と

記
し、

身
延
参
詣
の
特
別
通
関
の
許
可
が
あ
っ

た
の
で
、
こ
と
の
外
の
賑
い
で
あ
っ
た

こ
と
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

身
延
へ
の
参
詣
は
各
壇
那
寺
の
証
明
で
通
関
許
可
に
な
っ
た
が
、
当
然
身
延
か
ら
出

発
す
る
者
の
場
合
も
同
様
の
措
置
が
行
な
わ
れ
た
が
、
慶
応
三
丁
卯
(
一
八
六
六
〉
十

二
月
、
相
又
村
正
慶
寺
発
行
の
、
往
来
無
札
ノ
事
、
に
、

此
喜
兵
衛
仲
平
兵
衛
卜
申
ス
者
代
々
法
華
宗
拙
寺
一
明
那
-
一
紛
レ
御
座
ナ
ク
候
、
今
般
心
願
ニ

付
甲
州
身
延
山
並
諸
国
霊
場
参
詣
ニ
罷
出
候
処
一
返
ノ
御
首
題
御
受
ケ
下
サ
レ
度
候
、
若
行
ツ

キ
候
節
ハ
御
一
宿
仰
付
下
サ
レ
度
、
万
一
病
死
等
仕
候
ハ
パ

町
御
役
人
衆
中
様
御
所
之
御
作
法

以
御
葬
下
サ
レ
度
幸
使
ノ
靭
法
号
御
知
ラ
セ
下
サ
ル
ベ
く
候
、
仰
如
件

諸
国
御
寺
院
衆
中
様

と
あ
り
、
相
当
の
覚
悟
が
な
け
れ
ば
、

た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
般
庶
民
の
旅
行
は
容
易
な
も
の
で
は
な
か
っ



五

明
治
以
降
の
交
通
運
輸

(
一
)
幕
末
か
ら
明
治
初
期
の
陸
運

こ
の
頃
の
交
通
運
輸
の
状
況
は
、
幕
府
の
権
威
の
後
退
に
伴
い
脇
往
還
の
苦
難
な
助

郷
に
対
す
る
反
発
も
強
く
な
り
、

一
方
、
身
延
山

へ
の
参
詣
客
、
大
野
山

へ

の

参

拝

ば
く

ち

客
、

こ
と
に
大
野
山
お
会
式
当
日
に
は
、
寺
領
内
で
の
博
突
な
ど
に
対
す
る
取
り
締
ま

り
に
寛
大
な
も
の
が
あ
っ
た
の
を
幸
い
に
、
博
徒
や
無
宿
者
の
入
来
な
ど
が
あ
っ
た
の

で
、
か
な
り
の
賑
わ
い
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
ず
、
財
郷
に
対
す
る
非
協
力
の
面
で
は
、
古
文
書
に
よ
れ
ば

乍
恐
乍
書
付
奉
歎
願
候

市
川
御
支
配
所
、
西
河
内
領
五
拾
三
ケ
村
役
人
惣
代
波
木
井
村
長
百
姓
源
平
大
塩
村
同
定
八

草
塩
村
岡
東
三
郎
一
同
奉
申
上
候
今
般
東
海
道
静
岡
外
四
カ
宿
去
二
辰
五
月
よ
り
当
午
三
月

迄
人
馬
余
利
助
郷
勤
口
仰
セ
付
ら
れ
然
る
処
私
共
村
々
之
儀
は
駿
州
よ
り
信
州
へ
の
脇
往
還
万

沢
宿
よ
り
切
石
迄
五
ケ
宿
江
の
大
助
郷
村
々
に
て
同
宿
よ
り
人
馬
触
当
次
第
罷
山
相
勤
候
儀
に

有
之
ハ
別
て
川
内
領
の
儀
は
山
坂
難
所
遠
継
場
に
て
、
御
触
一
人
は
三
人
掛
り
を
以
御
用
相
勤

め
候
儀
、
殊
に
は
御
進
発
以
来
諸
家
様
方
御
通
行
繁
々
に
て
助
郷
一
同
難
渋
罷
在
引
き
続
去
る

辰
年
一
一
至
り
官
軍
様
諸
々
隊
御
繰
出
し
に
て
昼
夜
を
不
限
大
口
通
行
其
節
宿
方
よ
り
願
ニ
付
助

郷
村
々
江
も
日
々
口
人
足
仰
せ
付
ら
れ
御
通
行
御
差
支
無
相
勤
至
極
難
渋
仕
口
候
儀
に
有
之、

あ
ま
つ
さ
え
私
共
村
々
の
儀
も
里
方
大
助
郷
村
方
と
違
い
い
づ
れ
も
山
間
谷
間
之
村
方
に
て
極

め
て
必
献
の
土
地
に
有
之
候
処
近
年
違
作
相
続
諸
物
価
高
騰
当
日
を
営
み
兼
口
口
御
口
借
奉
願

上
漸
相
凌
龍
在
候
え
ど
も
中
に
は
出
稼
一
一
事
寄
家
内
引
連
れ
離
散
い
た
し
候
も
の
も
有
之
右
宿

々
よ
り
の
助
郷
も
相
勤
兼
余
儀
な
く
右
体
の
分
は
村
方
に
て
弁
勤
致
し
位
き
候
程
の
義
に
有

之
、
然
る
処
今
般
前
書
静
岡
外
四
ケ
宿
江
勤
口
被
仰
付
に
て
は
乍
恐
一
一
重
勤
相
成
実
に
以
テ
疲

弊
の
極
難
の
村
々
立
行
難
何
と
も
難
ケ
し
き
次
第
一
一
付
何
様
に
も
此
度
之
儀
御
免
除
仰
付
ら

れ
、
幽
に
も
相
続
出
来
候
様
仕
度
段
村
々
挙
て
相
歎
候
に
付
木
顧
恐
此
段
奉
願
上
候
何
卒
格
別

之
御
仁
岨
を
以
て
前
件
之
次
第
御
憐
察
の
上
今
般
静
岡
外
四
ケ
宿
江
の
助
郷
勤
口
之
儀
御
宥
免

な
さ
れ
下
さ
れ
置
度
御
歎
願
申
上
奉
候
以
上

第
一
章

交

通

と

運

輸

巨
摩
郡
早
川
村
(
中
略
)
波
木
井
村
大
野
村
梅
平
村

小
田
舟
原

村

門

野

村

大

城

村

相

又

村

清

子

村

光
子
沢
村
横
根
村
(
後
略
)

右
村
々
役
人
惣
代
大

塩

村

波
木
井
村

草

塩

村

長
百
姓

東源定

郎平八
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明
治
三
年
九
月

甲
府
御
役
所

と
あ
り
、
助
郷
へ
の
協
力
を
拒
否
し
て
お
り
、
陸
上
交
通
の
混
乱
を
生
ず
る
一
時
期
を

迎
え
た
の
で
あ
る
。

れ
い

こ
う
し
た
陸
上
交
通
の
今
日
に
至
る
繁
明
期
を
経
て
、
相
又
駅
の
開
設
が
な
さ
れ
、

「
内
国
通
運
継
立
所
」
の
看
板
が
か
か
げ
ら
れ
た
の
が
明
治
五
年
(
一
八
七
二
〉
八
月

で
あ
る
。
陸
運
会
社
定
書
之
事
の
中
で
、

一
、
会
社
の
儀
は
当
名
主
附
廻
し
会
社
に
て
取
計
い
申
す
べ
き
こ
と

給
料
之
儀
は
規
則
之
通
請
取
申
可
之
事

一
、
歩
人
足
之
儀
は
金
弐
分
は
社
入
株
代
と
し
て
出
銀
致
す
べ
き
事
、
金
壱
分
は
年
々
積
金
之

事
一
、
車
馬
之
儀
は
金
壱
両
は
社
入
株
代
と
し
て
出
銀
可
致
事

一
、
宿
之
儀
は
金
壱
両
は
株
代
と
し
て
出
銀
可
致
事

一
、
木
銭
宿
之
儀
は
金
壱
分
株
代
と
し
て
出
銀
可
致
事

一、

人
馬
差
之
儀
は
駅
内
仲
間
中
に
て
両
口
国
桝
壱
升
つ
t
A

相
渡
す
べ
き
事
、
金
三
両
は
支
着

代
し
て
年
々
相
渡
可
申
事

一
、
札
代
之
儀
は
駿
州
迄
銭
四
百
文
ツ
ツ
請
取
申
す
べ
き
事

一
、
人
足
の
儀
昼
夜
六
人
宛
会
社
一
一
詰
合
御
用
売
用
共
差
支
無
之
様
大
切
に
継
立
可
申
事

但
し
歩
行
者
数
多
之
儀
は
触
当
に
家
順
に
継
立
可
申
且
途
中
荷
物
継
立
の
儀
は
規
則
之
通
り

堅
く
相
守
申
可
事

一
、
馬
之
儀
は
五
疋
宛
前
定
書
の
通
り
そ
略
無
之
様
相
勤
可
申
候
事

八
五



第
九
編

交
通
運
輸
と
通
信

一
、
人
馬
差
之
儀
は
昼
夜
会
社
に
詰
合
右
役
人
申
付
候
御
用
御
荷
物
触
当
は
勿
論
売
州
に
至
る

迄
差
支
無
之
様
人
馬
触
当
竪
ク
相
勤
可
申
事

但
し
大
酒
呑
む
べ
か
ら
す
事

会
社
役
人
申
付
を
相
背
申
間
敷
事

と
し
て
、
一
同
申
し
合
わ
せ
て
発
足
し
、
人
足
、
馬
、
宿
屋
等
の
収
入
の
一
部
は
、
会

社
の
株
金
と
し
て
納
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
人
足
の
勤
務

nに
は
、
大
酒
を
呑

む
べ
か
ら
ず
、
暗
一嘩
口
論
な
ど
之
無
ょ
う
御
用
大
切
に
勤
め
、
火
の
用
心
大
切
に
守

り
、
と
も
し
火
く
わ
え
き
せ
る
堅
く
す
べ
か
ら
ず
と
、
行
儀
作
法
の
取
り
定
め
が
な
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
従
事
し
た
者
は
、
宿
屋
が
武
田
栄
六
外
一
二
人
、
人
足
と
し
て
万

右
衛
門
外
二
四
名
、
馬
壱
匹
の
差
出
し
は
千
頭
和
元
右
衛
門
外
二
九
名
が
あ
り
、
恐
ら

く
相
又
村
全
域
を
あ
げ
て
の
陸
運
業
務
で
あ
っ
た
ろ
う
。

明
治
五
年
(
一
八
七
二
)
八
月
、
駿
州
往
還
相
又
駅
陸
運
会
社
総
代
遠
藤
栄
左
衛
門

望
月
小
左
衛
門
、
市
川
九
兵
衛
、
武
田
常
一
郎
の
四
名
に
よ
り
発
足
し
た
人
馬
賃
銭
表

に
よ
る
と

駿
州
往
還
下
山
駅
江
里
程
弐
里
三
十
町

人
足
壱
人
質
銭
銅
貨
九
銭
九
厘

宿
駕
能
壱
挺
伺
同
弐
拾
四
銭

垂
駕
箆
壱
挺
同
同
三
拾
四
銭
壱
厘

引
戸
駕
龍
壱
挺
同
同
三
拾
九
銭
四
厘

長
棒
駕
簡
壱
挺
同
同
四
拾
九
銭
壱
厘

馬

壱

疋

同

同

弐

拾

四

銭

駿
州
往
還
南
部
駅
江
弐
里
七
丁
余

人
足
壱
人
賃
銭
銅
貨
七
銭
六
厘

病
駕
龍
壱
挺
賃
銭
同
拾
八
銭
五
厘

垂
か
ご
壱
挺
同
同
弐
拾
六
銭
四
厘

引
戸
か
ご
壱
挺
同
同
三
拾
銭
四
厘

長
棒
か
ご
壱
挺
同
同
三
拾
七
銭
九
厘

馬

壱

疋

同

同

拾

八

銭

九

厘

相又駅陸運会社と立岡駅通運会社の印

と
あ
り
、
現
在
の
車
柄
別
等
級
を
つ
け
て
利
用
さ
せ
陸
運
会
社
の
申
介
せ
書
の
中
に
、

八
五

「
人
馬
賃
銭
ノ
儀
ハ
米
価
物
価
ニ
照
準
シ
至
当
ノ
賃
銭
ヲ
定
メ
、
行
旅
ノ
便
ヲ
謀
リ
、

往
来
繁
盛
ノ
基
ヲ
立
テ
、
旧
幣
ヲ
去
リ
絞
狗
ノ
所
行
無
ク
、
陸
運
会
社
エ
社
入
ノ
上
、

会
社
鑑
礼
ヲ
以
テ
稼
方
致
ス
ベ
ク
、
旅
客
相
対
ノ
稼
厳
禁
ト
ス
ベ
キ
事
」
と
し
従
来
旅

L
リ
、
巴
」
』
、
円

客
と
柑
矧
の
稼
ぎ
を
行
な
い
旅
人
に
迷
惑
を
か
け
、
ひ
い
て
は
会
社
の
収
入
滅
と
な
る

の
で
心
得
違
い
の
な
い
よ
う
、
も
し
こ
の
申
合
に
違
背
し
て
旅
客
よ
り
賃
銭
を
受
取
っ

た
場
合
は
そ
の
賃
銭
一
切
を
取
上
げ
て
会
社
の
資
金
と
し
た
。
な
お
、
雪
の
朝
、
雨
の

夜
、
荷
物
の
好
悪
を
禁
じ
、
道
中
の
増
銭
、
酒
代
の
要
求
、
老
幼
婦
女
等
の
旅
客
を
侮

り
不
作
法
の
所
行
な
ど
の
た
め
に
「
人
皆
コ
レ
ヲ
駅
路
ノ
悪
弊
ト
呼
ブ
」
と
自
ら
を
戒

め
、
ま
た
預
り
荷
を
持
ち
逃
げ
、
不
埼
の
行
為
を
し
た
者
は
人
相
書
を
出
し
て
各
駅
に

達
し
て
差
押
次
第
県
庁
へ
差
出
し
解
雇
す
る
が
、

一
方
非
常
災
害
、
病
気
老
後
の
生
活

の
た
め
に
「
日
傭
請
取
ベ
キ
賃
銭
ノ
内
弐
拾
五
分
ノ
一
ヲ
積
立
テ
置
キ
、
終
身
保
全
ノ

予
備
ト
ス
ベ
シ
」
と
し
て
、
現
在
の
退
職
金
的
な
考
え
を
取
り
入
れ
、
い
わ
ゆ
る
運
営

事
務
費
的
な
も
の
は

「
会
社
の
雑
費
な
ら
び
ニ
肝
煎
以
下
ノ
給
料
積
立
金
等
ノ
本
資
ハ
ス
ベ
テ
賃
銭
ノ
内
一
割
五
分

減
鋭
致
シ
諸
事
取
賄
ベ
ク
割
賦
左
ノ
通

州
制
銭
壱
割
五
分
ノ
内

七
分
五
厘

二
分
壱
分
五
厘

壱
分
五
厘

壱
分
五
厘

三
尺
九
寸

一尺 2寸

陸

肝
煎
其
ノ
他
ノ
給
料
ト
ス

筆
墨
紙
炭
油
蝋
燭
其
ノ
他
小
入
用

営
繕
入
費

宿
駕
龍
破
損
其
ノ
他
損
物
絡

会
社
積
銭

運

A、
:z;;: 

社
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右
の
よ
う
に
経
理
さ
れ
、
更
に
、
馬
の
死
亡
に
よ
る
買
入
資
金
の
な
い
者
に
対
し
て

は
無
利
子
月
割
の
貸
付
を
行
な
い
営
業
を
助
け
て
い
た
。

従
事
の
者
の
鑑
札
は
会
社
個
人
と
も
制
定
さ
れ
、
右
の
札
を
持
た
せ
た
。

ま
た
旅
人
へ
の
細
部
を
取
り
定
め
た
規
則
書
を
掲
出
し
た
文
を
左
に
-記
し
て
当
時
の

取
扱
の
模
様
を
見
る
と

一
、
陸
運
会
社
ノ
儀
ハ
一
切
御
旅
行
御
便
宜
相
成
候
儀
ヲ
旨
ト
シ
取
結
ビ
候
儀
ニ
付
御
身
分
ノ

貴
賎
ヲ
論
ゼ
ズ
当
会
社
一
一
御
申
入
ナ
サ
レ
候
ハ
パ
何
時
一
一
限
ラ
ズ
ス
ベ
テ
定
式
賃
銭
ニ
テ
人

馬
ノ
継
立
御
世
話
申
ス
ベ
キ
コ
ト

一
、
継
立
ノ
儀
ハ
総
テ
御
申
入
御
着
順
-
一
随
ヒ
早
追
ノ
外
ハ
高
貴
ノ
御
方
ニ
テ
モ
別
格
ノ
継
立

ハ
堅
ク
御
断
リ
申
候
事

一
、
早
追
或
ハ
昼
夜
兼
行
御
急
ギ
ノ
他
多
分
ノ
継
立
申
入
レ
ナ
サ
レ
候
御
方
ハ
前
以
テ
案
内
状

御
差
出
シ
可
被
成
事

但
ツ
右
案
内
状
継
送
リ
ノ
賃
銭
本
道
ノ
分
ハ
請
ケ
申
サ
ズ
候
へ
ド
モ
脇
道
等
エ
継
送
リ
候

分
ハ
相
当
ノ
賃
銭
御
払
ナ
サ
ル
ベ
キ
事
。

一
、
諸
荷
物
目
方
七
貫
目
迄
ヲ
人
足
一

人、

四
拾
貫
目
迄
ヲ
馬
一
疋
ノ
度
ト
定
メ
是
ヨ
リ
相
増

候
分
、
左
ノ
割
合
ヲ
以
テ
歩
増
賃
銭
請
取
候
事
。

人
足
七
百
日
迄
ヲ
壱
分
七
百
目
以
上
壱
貫

四
百
目
迄
ヲ
弐
分
ソ
ノ
他
是

ニ
準
ズ

馬
四
貫
目
迄
ヲ
壱
分
四
貫
目
以
上
八
貫
目
迄
ヲ
弐
分
ソ
ノ
他
是
-
一
準
ズ

一
、
早
追
ハ
定
賃
銭
ノ
七
割
五
分
但
酉
ノ
上
刻
ハ
八
時
半
ご
ろ
)
ヨ
リ
丑
ノ
下
刻
ハ
午
後
一
時

半
こ
ろ
)
迄
五
時
間
ハ
一
倍
五
割
ノ
賃
銭
御
払
ナ
サ
ル
ベ
キ
コ
ト

一
、
平
常
ノ
人
馬
夜
継
ノ
分
酉
ノ
上
刻
ヨ
リ
丑
ノ
下
刻
迄
ハ
五
割
増
ノ
賃
銭
御
払
ノ
事

一
、
御
旅
行
ノ
都
合
-
一
寄
前
後
一
二
ニ
駅
ツ
ツ
継
越
シ
申
ス
ベ
ク
尤
賃
銭
ハ
表
面
ノ
割
合
-
一
テ
請

申
ス
ベ
キ
事

て
人
足
ノ
強
壮
寄
リ
弐
人
或
ハ
三
人
払
ノ
荷
物
ヲ
モ
壱
人
ニ
テ
運
送
致
ス
ベ
キ
事

一
、
会
社
ノ
都
合
ソ
ノ
時
ノ
模
様
一
一
従
イ
駄
荷
ヲ
車
力
ニ
テ
継
立
候
儀
モ
有
之
ベ
ク
尤
賃
銭
ハ

荷
駄
ノ
定
ヲ
以
テ
請
取
申
ス
ベ
キ
事

但
山
川
険
路
等
車
力
相
用
難
場
所
ニ
テ
馬
遺
払
候
節
ハ
相
当
ノ
人
足
賃
銭
御
払
下
サ
ル
ベ

ク
候
事
。第

一
章

交

通

と

運

輸

一
、
会
社
ノ
人
馬
ハ
総
テ
左
ノ
雛
形
ノ
通
鑑
札
相
渡
シ
置
候
間
万
一
不
礼
不
法
ノ
所
行
有
之
節

ハ
其
ノ
者
所
持
ノ
鑑
札
番
号
御
見
留
置
前
宿
会
社
エ
御
申
聞
下
サ
ル
ベ
ク
会
社
ノ
法
ヲ
以
テ

吃
度
札
明
致
シ
御
迷
惑
相
成
ラ
ザ
ル
様
精
々
取
扱
申
ス
ベ
キ
事

一
、
途
中
ニ
テ
替
荷
之
儀
申
出
候
ハ
パ
会
社
鑑
札
ノ
有
無
御
取
札
シ
有
之
度
無
鑑
札
ノ
者
旅
客

相
対
稼
替
荷
等
可
為
厳
禁
会
社
ノ
規
則
-
一
御
座
候
事

一
、
宿
駕
籍
御
借
入
ノ
方
ハ
壱
挺
ニ
付
壱
里
迄
ハ
銅
貨
壱
銭
壱
里
以
上

ハ
壱
里
-
一
付
同
三
厘
壱

毛
宛
ノ
割
合
ヲ
以
テ
損
料
御
払
可
被
成
事

こ
れ
と
同
様
な
約
定
に
よ
る
下
山
駅
の
業
務
も
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
明
治
七

年
(
一
八
七
四
)
に
な
り
、
陸
運
会
社
を
解
散
さ
せ
て
同
類
業
連
合
と
な
り
、
公
私
人

馬
継
立
運
賃
表
を
作
製
し、

通
運
会
社
と
改
称
し
て
一
定
数
の
人
馬
を
約
定
し
て
お
き

通
運
の
業
に
当
た
っ
た
。
下
山
駅
の
場
合
は

一
、
馬

三

疋

一
、
人
足
拾
人

一
、
馬
壱
疋
賃
銭

壱
里
一
一
付
南
ノ
方
拾
壱
銭
弐
厘
五
毛

壱
里
ニ
付
北
ノ
方
向
断

壱
里
-
一
付
南
方
四
銭
五
厘

同

北

方

向

断

一
、
人
足
壱
人
質
銭

右
ノ
通
約
定
候
也

当
御
管
下
巨
摩
郡
第
三
十
四
区
下
山
駅

継
立
引
受
人
望
月
万
右
衛
門

同
様
の
約
定
書
が
相
又
駅
継
立
引
受
人
市
川
三
右
衛
門
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。

明
治
九
年
(
一
八
七
六
〉
丙
子
年
一
月
付
の
公
私
諸
荷
物
継
立
規
則
(
内
国
通
運
会
社

引
受
人
市
川
席
三
の
文
書

・
市
川
喜
洋
蔵
)
に
は
相
又
駅
か
ら
各
地
域
へ
の
里
程
、
賃
金
が

詳
細
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
左
に
記
し
て
当
時
の
状
況
を
見
る
と

。
当
駅
よ
り
福
居
ハ
下
山
U

睦
合
同
駅
マ
テ
里
程

二
里
十
八
丁
三
拾
間

一
、
人
足
壱
人

此
賃
銭

内

但
七
貫
目
持

拾
壱
銭
弐
厘
弐
毛

七
厘
九
毛

人
当
料

ノ
五
三
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運
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と
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外
ニ
合
金

一
、
宿
駕
龍
此
賃
銭

内

金
壱
銭
士
官
厘
三
毛

拾
弐
銭
三
厘
五
毛

壱
挺弐
拾
八
銭
三
厘

金
壱
銭

金
壱
銭
三
厘

弐
銭
八
厘
三
毛

三
拾
壱
銭
壱
厘
三
毛

壱
疋
但
四
拾
貫
目
持

金
弐
拾
八
銭
三
厘

金
壱
銭
三
厘

金
壱
銭
八
厘
三
毛

三
拾
壱
銭
壱
厘
三
毛

壱
疋
但
三
拾
貫
目
持

弐
拾
壱
銭
弐
厘
弐
毛

壱
銭
弐
厘
弐
毛

弐
銭
壱
厘
弐
毛

弐
拾
三
銭
三
厘
四
毛

壱
疋弐
拾
壱
銭
弐
厘
弐
毛

金
壱
銭

金
壱
銭
弐
厘
弐
毛

外

ニ

金

弐

銭

八

厘

三

毛

合

金

弐

拾

四

銭

五

毛

。
当
駅
よ
り
身
延
町
大
城
組
両
所
ま
で
里
程
一
里
四
丁

一
、
人
足

壱

人

但

七

貫

日

持

此

賃

銭

金

五

銭

内

金

五

厘

外

ニ

金

五

厘

合

金

五

銭

五

厘

外
ニ
合
計

一
、
馬
此
賃
銭

内
外
ニ
合
金

一
、
馬
此
賃
銭

内
金

外
ニ
合
金

一
、
乗
馬此
賃
銭

内

ノ
五
四

手
数
料

宿
内此駕
賃寵
銭

蒲
団
料

人
当
料

蒲
団
賃

人
当
料

手
数
料

外
ニ
合
金

一
、
馬合
金

一
、
乗
馬

壱
挺金
拾
弐
銭
五
厘
弐
毛

金
壱
銭

金
壱
銭

金
壱
銭
弐
厘
五
毛

拾
三
銭
七
厘
七
毛

壱
疋
但
四
拾
貫
目
持

拾
三
銭
七
厘
七
毛

壱
疋
拾
銭
三
厘
四
毛

人
当
料

手
数
料

そ
の
他
、
波
木
井
大
野
運
輸
分
社
迄
里
程
一
里
一
四
丁
、
身
延
村
事
務
所
(
明
治
-
ノ

年

(
一
八
七
五
〉
か
ら
九
年
(
一
八
七
六
〉
十
一
月
に
か
け
て
、
下
山
か
ら
横
根
中
村

迄
の
新
道
の
開
さ
く
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
事
務
所
が
梅
平
に
置
か
れ
て
い

た
)
ま
で
里
程
壱
里
、
光
子
沢
清
子
両
組
運
輸
分
社
迄
里
程
一
里
一
七
丁
、
七
面
山
安

倍
湯
元
迄
両
所
へ
里
程
五
里
、
万
沢
駅
迄
里
程
五
里
半
、
人
足
壱
人
で
弐
拾
六
銭
八
厘

八
毛
、
切
石
駅
迄
里
程
四
里
半
、
人
足
壱
人
、
弐
拾
弐
銭
三
厘
八
毛
、
宿
場
能
、
五
拾

四
銭
六
厘
三
毛
と
明
細
に
-
記
さ
れ
て
居
り
、
当
時
の
状
況
で
富
土
川
舟
運
の
た
め
の
分

社
が
大
野
、
清
子
、
波
木
井
に
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
が
、
記
録
と
し
て
残
さ

れ
て
い
る
も
の
が
な
い
。

明
治
十
七
年
(
一
八
八
四
)
一
月
、
公
私
諸
荷
物
継
立
賃
銭
が
人
足
持
貫
目
七
貫
目

ま
で
一
人
一
里
六
銭
と
変
更
さ
れ
宿
篤
寵
は
弐
人
五
分
と
賃
金
の
改
正
が
な
さ
れ
こ
の

年
の
九
月
に
な
り
新
道
の
工
事
が
終
了
し
た
た
め
、
「
今
回
通
運
廻
漕
陸
漕
ノ
三
社
当

村
清
子
組
へ
転
居
致
諸
貨
物
御
取
扱
ナ
サ
レ
候
ニ
付
」
と
清
子
組
の
四
三
名
連
印
で
請

負
い
、
更
に
相
又
組
の
者
も
こ
の
輸
送
に
五
名
が
あ
た
っ
て
い
る
。

か
く
し
て
、
新
道
の
閉
さ
く
に
応
じ
交
通
の
便
を
町
内
に
与
え
て
い
た
が
明
治
三
十

七
年
(
一
九

O
四
)
の
洪
水
の
際
栄
久
橋
の
落
下
に
あ
い
、
四
十
三
年
の
架
橋
替
え
を

き
さ

行
な
っ
て
交
通
の
便
を
支
え
、
大
正
の
馬
車
、
馬
力
に
よ
る
輸
送
か
ら
、
昭
和
の
自
動

み
ち

車
に
よ
る
陸
上
輸
送
の
飛
躍
的
発
展
へ
と
変
革
の
途
を
た
ど
っ
た
の
で
あ
る
。

人
当
料

手
数
料

蒲
団
賃

人
当
料

手
数
料

人
当
料

手
数
料



つ
己
明
治
以
後
の
富
士
川
舟
運

明
治
j
年
五
月
、
富
士
川
通
船
規
則
が
定
め
ら
れ
「
危
険
ノ
川
筋
、
至
重
ノ
人
命
一
一

関
係
致
シ
物
資
の
損
害
モ
不
少
、
実
一
一
以
テ
容
易
ナ
ラ
ザ
ル
儀
一
一
付
」
と
の
趣
旨
で
、

「
改
船
所
ヲ
設
ヶ
、
且
川
筋
危
険
ノ
場
所
漸
次
川
波
掘
割
等
着
手
後
来
通
船
ノ
安
穏
ヲ

保
全
ス
ベ
キ
タ
メ
右
入
費
ト
シ
テ
賦
金
申
付
」
て
い
る
。
(
山
梨
県
史
U

富
士
川
通
船
規
則
に
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
う
ち
、
乗
組
人
員
、
積
込
荷
物
の
定

額
は
「
下
り
船
一
般
人
員
拾
五
人
、
荷
物
廿
四
個
、
」
但
し
船
頭
の
外
の
人
員
と
し
て
、

荷
物
壱
個
の
重
さ
は
「
壱
個
拾
五
貫
メ
ニ
シ
テ
三
百
六
拾
貫
目
」
で
あ
り
、
上
り
船
壱

般
、
食
塩
四
拾
八
俵
、
但
小
俵
六
貫
目
、
荷
物
廿
四
個
但
壱
個
拾
弐
貫
目
ニ
シ
テ
弐
百

八
拾
八
貫
目
」
と
し
て
い
た
。
乗
客
は
会
社
ま
た
は
問
屋
問
屋
で
、
生
国
住
所
姓
名
を

開
札
し
乗
客
名
簿
に
記
入
し
、
何
月
何
日
、
何
某
の
舟
に
乗
っ
た
と
し
て
、
身
延
町
の

河
岸
と
し
て
は
、
波
木
井
河
岸
、
帯
金
河
岸
が
あ
り
、
そ
こ
で
乗
船
証
券
の
受
け
渡
し

を
し
て
い
た
。

船
頭
の
「
定
員
は
四
人
以
上
タ
ル
ベ
シ
、
何
様
強
壮
ノ
船
頭
タ
リ
ト
モ
四
人
ノ
内
ヲ

滅
ス
ベ
カ
ラ
ズ
」
で
あ
り
、
危
険
防
止
の
措
置
と
し
て
、
賦
金
と
し
て
通
船
に
積
荷
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
「
上
り
船
壱
般
一
一
付
賦
銭
六
銭
、
下
り
船
同
賦
金
壱
銭
三
厘
」
を

納
め
さ
せ
て
い
た
。
お
っ
て
十
二
月
に
な
り
、
富
士
川
運
輸
会
社
分
社
規
則
が
作
ら
れ

た
が
こ
の
目
的
は
「
甲
駿
両
国
ノ
便
益
ヲ
計
ル
ガ
タ
メ
蒲
原
新
水
道
ヲ
開
さ
く
し
」
そ

の
経
費
を
支
出
し
た
本
社
の
経
費
の
責
任
分
担
と
し
て
扱
荷
物
の
手
数
料
の
十
分
の
一

を
差
出
さ
せ
て
富
士
川
筋
に
二
二
の
分
社
を
設
け
て
町
内
に
は
、
波
木
井
分
社
佐
野
多

兵
衛
代

・
井
上
治
郎
兵
衛
・
大
島
分
社
片
田
庄
兵
衛
門
の
二
名
が
届
出
し
て
い
る
。
か

く
し
て
富
士
川
の
通
船
は
、
鰍
沢
を
基
点
と
し
て
発
達
し
て
行
っ
た
が
町
内
に
お
い
て

も
、
明
治
十
四
年
(
一
八
八
一
〉
十
二
月
に
発
足
し
た
鰍
沢
の
拡
達
会
社
の
付
属
船
と

し
て
営
業
を
始
め
た
同
盟
仲
間
の
盟
約
書
(
鈴
木
武
重
蔵
〉
に
「
生
魚
又
ハ
至
急
ヲ
要

ス
ル
諸
貨
物
会
社

ヨ
リ
増
運
賃
ヲ
以
テ
二
円
曳
或
ハ
二
円
半
曳
ノ
指
命
ア
ル
時
ハ
水
子

ヲ
増
シ
必
ス
ソ
ノ
時
ヲ
誤
ラ
ス
河
岸
着
ハ
勿
論
不
通
ノ
三
円
曳
等
ト
雄
モ
荷
主
補
フ
テ

商
法
ノ
時
機
ヲ
誤
一
フ
セ
ス
弁
利
ヲ
主
ト
シ
テ
裁
業
務
ノ
拡
張
ス
ル
事
ヲ
永
遠

一一
計
ル
ベ

第
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通

と

運

輸

シ
」
と
、
当
時
の
舟
運
業
務
に
競
争
が
激
し
か
っ
た
模
様
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、

「
乗
船
一
番
船
ノ
儀
ハ
ソ
ノ
日
午
後
三
時
ヲ
限
リ
着
船
居
合
ノ
モ
ノ
ニ
テ
ク
ジ
取
り
ヲ

ナ
シ
翌
日
ノ
出
船
ヲ
確
定
ス
ヘ
シ
。
但
シ
身
延
会
式
ソ
ノ
他
一
一
テ
乗
船
ノ
多
キ
見
込
ア

ル
時
ハ
、
ク
ジ
取
リ
ノ
時
間
ヲ
短
長
ス
ル
事
ア
ル
ベ
シ
」
数
多
い
舟
の
発
船
順
序
が
く

じ
引
き
で
行
な
わ
れ
た
が
、
身
延
会
式
の
乗
客
の
多
い
場
合
は
そ
の
く
じ
引
き
順
番
も

間
に
合
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
時
間
を
く
り
上
げ
、
く
り
下
げ
し
た
も
の

ら
し
い
。
さ
て
仲
間
の
運
営
経
費
の
模
様
は
、

当
社
附
属
船
仲
間
エ
総
代
七
名
ヲ
置
キ
壱
人
ヲ
常
置
ト
ナ
シ
其
月
給
四
円
ト
定
メ
、
外
六
名

ハ
二
ヶ
月
宛
月
番
ヲ
以
テ
各
地
へ
出
張
叉
ハ
常
置
ノ
補
欠
ヲ
補
イ
其
月
給
金
壱
円
ト
定
メ
候
事

一
、
当
社
船
方
仲
間
ノ
経
費
ト
シ
テ
置
銭
ノ
儀
一
ヶ
年
度
(
正
月
ヨ
リ
正
月
迄
)
予
算
金
壱
円

ト
定
メ
ソ
ノ
壱
円
ヲ
一
度
上
下
金
拾
銭
ノ
宛
ニ
拾
度
一
一
皆
済
シ
其
遣
払
ハ
翌
年
正
月
総
会
ニ

於
テ
報
告
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

F
ト
エ

て
難
破
ノ
諸
掛
リ
ハ
其
最
寄
組
合
ニ
於
テ
出
金
シ
仮
令
パ
黒
沢
ハ
黒
沢
限
リ
別
紙
組
合
調
書

ノ
通
リ
タ
ル
ベ
シ
。
但
シ
難
破
船
ニ
係
リ
船
艇
ヲ
失
イ
タ
ル
モ
ノ
ア
ル
時
ハ
附
属
同
盟
仲
間

壱
般
ニ
付
金
五
銭
宛
一
一
見
舞
シ
テ
会
社
エ
出
金
シ
本
人
ヲ
正
業
ニ
就
カ
シ
ム
ル
コ
ト

一
、
川
堀
補
助
費
割
合
ノ
儀
明
治
十
九
年
十
二
月
迄
ノ
船
持
エ
割
合
ノ
事

一
、
通
船
賦
金
減
額
ノ
請
願
ヲ
ナ
シ
其
入
費
日
当
出
金
ノ
儀
ハ
差
当
リ
川
堀
補
助
費
ノ
御
下
ケ

金
ヲ
以
テ
壱
般
当
テ
金
拾
五
銭
ヲ
コ
レ
ニ
当
テ
不
足
ノ
分
ハ
臨
時
ニ
徴
収
ス
ヘ
シ

一
、
乗
船
人
ニ
必
要
ノ
器
具
賦
金
ノ
内
ヲ
以
テ
購
求
ノ
事
。
払
連
会
社
附
船
西
八
代
郡
黒
沢
村

総
代

外
西
八
代
郡
各
村
の
総
代
の
連
名
が
あ
り
、
町
内
で
は
大
河
内
村
八
木
沢
芦
沢
祖
市

郎
、
久
保
勝
兵
衛
外
二
名
、
帯
金
鈴
木
吉
蔵
、
角
打
総
代
望
月
卯
三
郎
と
な
っ
て
い

る
。
一
カ
年
の
予
算
額
の
壱
円
が
拾
銭
ず
つ
の
月
割
納
付
と
さ
れ
、
難
破
船
の
経
費
は

そ
の
組
限
り
で
補
助
し
合
い
、
難
船
で
失
船
の
場
合
に
同
盟
仲
間
の
壱
般
に
つ
き
五
銭

の
拠
出
を
も
っ
て
し
た
こ
と
は
一
面
船
数
の
多
さ
を
推
定
で
き
る
。
こ
う
し
た
舟
運
の

中
に
あ
っ
て
、
舟
行
の
便
は
、
増
水
な
ら
び
に
増
水
後
の
川
瀬
の
変
動
に
よ
っ
て
手
を

加
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

明
治
十
八
年
四
月
七
日
、
富
士
川
船
路
川
堀
各
村
請
場
に
よ
る
と
、
こ
の
工
事
を
川

ぎ
ら

堀
瀬
淡
い
と
呼
び

ノ
五
五
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一
、
伊
沼
前
よ
り
扉
風
岩
迄

↓
、
扉
風
岩
よ
り
波
高
嶋
渡
船
迄

↓、

波
高
嶋
渡
船
よ
り
上
八
木
沢
境
迄

一
、
上
八
木
沢
境
よ
り
宮
ノ
花
迄

一
、
官
ノ
花
よ
り
波
木
井
渡
船
迄

一
、
波
木
井
渡
船
よ
り
丸
滝
渡
船
迄

一
、
大
野
小
屋
前
よ
り
平
渡
し
場
迄

一
、
平
小
屋
よ
り
ヤ
ブ
ガ
タ
キ
迄

一
、
ヤ
ブ
ガ
タ
キ
よ
り
大
嶋
渡
船
迄

一
、
大
船
渡
船
よ
り
戸
栗
川
下
迄

一
、
獅
子
山
瀬

一
、
獅
子
山
瀬
下
よ
り
福
士
休
場
迄

伊
沼
村
飯
富
村

波
高
嶋
村

上
八
木
沢
村

下
八
木
沢
村

箱
原
村

帯
金
村

清
子
村

鴨
狩
村

丸
滝
村

和
田
村

楠
甫
村

南
部
村

内
船
村

波
木
井
村

田
原
村
宮
木
村

角
打
村

大
嶋
村

西
行
村

と
各
村
々
に
割
当
が
あ
り
、
こ
の
工
事
に
対
し
て
静
岡
、
山
梨
の
両
県
か
ら
補
助
金
が

交
付
さ
れ
、
不
足
金
に
つ
い
て
は
、
壱
鰻
に
つ
き
、
士宮
円
五
銭
の
負
担
を
さ
せ
、
当
時

の
就
航
船
、
弐
百
四
十
二
一
般
に
割
る
ハ
鈴
木
武
重
蔵
)
と
あ
る
の
で
、
当
時
の
船
数
が
推

察
で
き
る
の
で
あ
る
。

富
士
川
の
通
船
に
際
し
て
の
難
船
の
始
末
は
、
所
在
の
問
屋
に
届
け
た
も
の
で
、
前

記
の
ヤ
ブ
ガ
タ
キ
は
富
士
川
の
難
所
の
一
つ
で
も
あ
り
、

文
化
八
年
ハ
一
八
一
一
〉
未
正
月
、
着
出
申
手
形
之
事
。

一、

塩

一
、
藍
玉
弐
個

右
は
和
田
村
分
内
板
取
之
滝
ト
申
ス
所
ニ
テ
引
縄
三
筋
共
-
二
同
切
表
振
出
候
一
一
付
破
舟
仕
在

荷
物
不
残
相
見

エ
申
サ
ズ
候
、
右
ノ
趣
届
ケ
候
ニ
付
私
立
合
見
届
ケ
テ
候
処
書
面
ノ
通
リ
相
違

無
御
座
候
文
化
八
年
未
正
月

和
田
村
名
主

七

郎

右

衛

門

御
問
屋
中
様

板
取
の
滝
が
ヤ
ブ
ガ
タ
キ
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
判
然
と
し
な
い
が
和
田

か
ら
大
島
ま
で
の
聞
の
難
所
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
あ
る
い
は
同
一
の
場
所
と
も
思
わ
れ

八
五
六

る。
明
治
初
年
頃
の
権
令
藤
村
紫
朗
に
宛
て
た
文
書
に
次
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
。

鰍
沢
青
柳
黒
沢
三
河
岸
よ
り
駿
州
岩
淵
河
岸
迄
富
士
川
通
船
村
々
運
賃
表
(
片
田
為
丸
蔵
U

一
、
人
壱
人
ニ
付
金
四
銭
五
厘
二
毛

波

高

嶋

、
上
下
八
木
沢
、
下
山
駅
、
凡
五
里

一
、
荷
物
拾
貫
目
ニ
付
金
壱
銭
六
厘
九
毛
右
村
方
へ

一、

人

壱

人

ニ

付

金

五

銭

二

厘

壱

毛

帯

金

村

、
波
木
井
村

一
、
荷
物
拾
貫
目
ニ
付
金
壱
銭
九
厘
四
毛
凡
六
里

一
、
人

一

人

ニ

付

金

五

銭

五

座

五

毛

大

野

村

、

丸

滝

村
、
角
打
村

一
、
荷
物
拾
貫
目
ニ
付
金
弐
銭

六

毛

和

田

村

、
凡
六
里
半

て

人

壱

人

ニ

付

金

五

銭

九

厘

光

子

沢

村

、
大
嶋
村

て

荷

物

拾

貫

付

金

弐

銭

壱

厘

八

毛

清

子

村

、

凡

七

座

富
士
川
の
帆
か
け
船
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
十
九
年
(
一
八
八

そ

六
〉
か
ら
で
、
鰍
沢
岩
淵
の
聞
が
三
日
な
い
し
四
日
で
遡
行
で
き
た
が
、
中
央
線
の
開

通
の
明
治
三
十
六
年
(
一

九
O
三
)
以
降
の
舟
運
は
漸
次
下
降
線
を
た
ど
り
は
じ
め
て

身
延
駅
か
ら
鰍
沢
ま
で
の
富
士
川
飛
行
艇
は
大
正
十
二
年

(
一
九
二
三
)
か
ら
昭
和
二

年
ま
で
舟
運
の
最
後
を
飾
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

大
正
五
年

一
月
、
大
野
区
内
の
通
船
切
符
交
付
権
を
め
ぐ
っ
て
、
同
区
と
波
木
井
の

有
力
者
と
の
聞
に
紛
争
が
生
じ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
大
野

区
は
明
治
二
十
三
年
以
来
二
十
六
年
間
、
運
輸
会
社
よ
り
取
締
所
設
置
に
対
す
る
権
利

金
を
徴
収
し
て
い
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
額
は
明
治
二
十
五
年
の
契
約
書

に
よ
る
と
年
額
金
六
円
と
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
物
価
か
ら
考
え
て
も
、
船
着
場
と
し

て
の
権
利
と
収
益
は
決
し
て
小
さ
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
、
通
船
業
者
は
数
社
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
各
社
と
こ
の
よ
う
な
契
約
を
結
ん
で

い
た
と
も
思
わ
れ
る
。



， 

第
三
節

道

路
・
橋

-回Fーー‘、，

道

梁r

路

身
延
町
の
道
路
の
姿
を
歴
史
的
に
眺
め
る
と
、
下
山
村
の
場
合
、
大
正
八
年
(
一
九

一
九
)
の
町
村
取
調
書
に
よ
る
と
、
「
古
来
村
の
南
端
よ
り
山
腹
に
沿
っ
て
一
里
松
に

出
て
、
身
延
・
笠
岡
を
経
て
南
部
に
通
ぜ
し
が
、
明
治
九
年
本
村
よ
り
南
部
に
至
る
富

士
川
岸
に
県
道
関
さ
く
成
る
も
、
古
道
は

身
延
参
詣
者
の
た
め
に
年
々
修
理
を
加
へ

保
有
す
。
北
方
は
渡
舟
に
よ
り
飯
富
に
通

ぜ
し
が
、
明
治
三
十
五
年
早

川
に
沿
い
約

十
八
丁
西
に
入
り
釣
橋
(
注
・
早
川
橋
〉

を
架
す
」
と
あ
り
、
豊
岡
村
の
状
況
に
つ

へ
き
す
う

い
て
は
、
「
僻
阪
の
地
交
通
不
便
、

県
道

大
野
界
よ
り
遊
亀
橋
に
至
る
一
里
十
丁
。

身
延
街
道
(
旧
県
道
)

・
遊
亀
橋
よ
り
横

か
や
の
き

根
中
区
栢
木
峠
相
又
区
小
田
舟
原
区
身
延

山
総
門
に
終
る
一
里
三
十
四
丁
。
横
根
道

・
光
子
沢
天
神
社
よ
り
坂
路
横
根
に
至
り

身
延
街
道
に
合
す
十
丁
。
光
子
沢
道
、
光
月

橋
よ
り
登
り
奥
を
経
て
栢
木
峠
に
出
で
身

延
街
道
に
合
す
(
十
二
丁
)

、

大
久
保
道

・
清
子
道

・
中
山
道
・

針
山
道

・
大
城
道

・
安
倍
道
」
と
あ
る
。
大
河
内
村
の
状
況

は
、

「
水
路
は
富
士
川
の
便
あ
り
、

陸
路

第
一
章

交

通

と

運

輸

新道開削工事人工見積書

狭
隆
の
坂
路
多
く
し
て
人
力
車
の
通
ず
る
道
路
な
し、

帯
金
区
よ
り
下
八
木
沢
区
に
越

き
ね

ゆ
る
に
引
核
峠
あ
り
。
角
打
区
よ
り
和
田
区
に
越
ゆ
る
に
和
田
峠
あ
り
、
又
帯
金
区
よ

り
下
山
へ
¥
丸
滝
よ
り
身
延
へ
、
大
嶋
よ
り
中
野
へ
渡
る
三
カ
所
富
士
川
横
渡
し
」
と

町
内
各
地
域
の
道
路
状
況
を
説
明
し
て
い
る
。

図絵事工道新

図
主ノ与、ぷ事工道新

前
記
の
明
治
九
年
(
一
八
七
六
〉
新
道
関
さ
く
工
事
の
詳
細
を
記
し
た
文
書
に

野
国
太
郎
蔵
)
に
よ
り
当
時
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

新道開削工事見積書

佐

巨
摩
郡
第
三
十
四
区
下
山
村
よ
り
横
根
中
村
ま
で
、
新
道
路
開
築
人
工
凡
そ
見
積
書
、
明
治

八
年
申
戊
年
十
月

字
ト
ビ
イ
沢
よ
り
深
沢
迄

一
、
長
千
八
十
七
間
半

人
足
七
千
九
百
七
十
二
人

柏
、
四
十
八
人
、
大
工
、
四
十
五
人

内

訳

ト
ピ
イ
沢
よ
り
三
十
沢
迄

一
、
長
四
十
六
間
半

人
足
百
八
十
六
人
、
但
一
間
四
人

八
五
七



第
九
編

交
通
運
輸
と
通
信

ま
た
、
清
子
区
の
工
事
請
負
模
様
に
つ
い
て

道
路
切
開
請
負
書
(
明
治
九
年
三
月
十
二
日
)

清
子
村
第
八
十
七
号
よ
り
第
九
十
一
号
迄

光
子
沢
村
第
一
号
よ
り
第
十
二
号
迄

一
、
長
三
百
四
十
間
但
し
横
二
間

の

五
分
法
り

此
請
負
金
三
百
五
十
円
四
十
銭

人
足
二
千
九
百
人

一
人
に
つ
き
日
当
十
二
銭

区
長
と
新
道
世
話
掛
り
御
中

と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
工
事
の
完
了
は
、
結
局
明
治
十
一
年
十
一
月
と
な
っ
た
が
、
こ
の
間
「
田
作
り

仕
付
中
、
去
る
七
月
十
日
迄
休
暇
中、

同
十
一
日
よ
り
着
手
致
す
べ
き
旨
先
般
書
面
差

上
罷
在
然
る
処
近
年
稀
な
る
大
早
魁
に
付
田
方
用
水
手
配
方
」
昼
夜
つ
と
め
た
の
で
着

手
が
延
引
し
た
こ
と
、
陸
路
は
完
了
し
た
が
橋
梁
用
材
難
の
た
め
工
事
は
は
か
ば
か
し

く
な
く
「
先
達
て
御
下
木
願
書
差
上
置
候
旧
大
野
村
本
遠
寺
領
上
地
官
林
の
外
用
材
に

な
る
べ
き
木
品
区
内
に
無
之
」
と
訴
え
、
他
よ
り
探
索
し
て
架
し
候
節
は
落
成
の
目
途

立
ち
難
し
」
と
工
事
の
や
り
く
り
の
苦
し
さ
を
、
下
山
・

波
木
井

・
大
野

・
横
根

・
清

子
の
各
区
長
、
副
区
長
連
署
で
山
梨
県
令
に
差
し
出
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
苦
心
の

/

末
に
で
き
上
っ

た
県

道
も
、
昭
和
六
年
甲

府
静
岡
県
道
改
修
問

題
起
る
や
、
こ
の
道

路
が
東
部
に
偏
せ
る

こ
と
、
富
士
川
に
接

し
危
険
視
さ
れ
た
た

め
に
、
旧
身
延
街
道

に
沿
っ
て
変
更
さ
れ

た

(
南
巨
摩
郡
誌
〉
の

道

で
あ
る
。

こ
の
県
道
と
は
別
に
身
延
村
に

は
波
木
井
宮
の
花
か
ら
般
前
を
と

お
り
、
総
門
に
通
ず
る
道
路
が
あ

っ
て
、
こ
の
道
路
も
昭
和
三
年
五

月、

身
延
村
村
会
議
録
に
、
村
費

三
千
円
寄
付
し
豊
岡
村
大
字
小
田

舟
原
字
大
嶋
(
総
門
前
)
よ
り
身

延
村
大
字
波
木
井
字
宮
ノ
花
に
至

る
現
在
道
路
を
全
部
六
尺
に
拡
張

し
完
全
な
る
橋
梁
を
架
設
の
上
波

木
井
川
沿
い
に
林
道
を
布
設
す
る

こ
と
と
す
る
と
決
議
さ
れ
改
修
さ

れ
た
が
、
こ
の
林
道
は
、
大
城
中

嶋
部
落
を
起
点
と
し
て
湯
平

・
門

野

・
横
尾

・
小
田
舟
原
ま
で
の
林

道
の
延
長
の
必
要
か
ら
開
さ
く
さ

れ
た
も
の
で
昭
和
初
年
ご
ろ
ま
で

こ
の
林
道
は
恩
賜
林
の
搬
出
に
利

用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

次
に
町
内

の
主
な
林
道
一
覧
表
ハ
表
l
〉
を

掲
げ
る
。

道
路
の
拡
幅
整
備
と
と
も
に
、

戦
後
の
交
通
革
命
と
も
い
う
べ
き

自
動
車
の
発
達
は
、
当
然
従
来
の

道
路
状
況
を
も
っ
て
し
て
は
道
路

と
し
て
の
使
命
が
完
全
に
果
た
さ

れ
な
く
な
り
、
県
道
は
昭
和
三
十

林上ノ樋

八
五
f

(昭和43年11月調べ)

路線名| 主要経 過地 |延 長 | 着工年月 | 竣工年月 |所属| 備 考

長野林道路|管込部落上一長野||2267年年度度 2臼2叫6ml昭和26年6月[昭和27年 |身延町[昭昭和和2267年年民県単間開開設設

豊岡林道|鰐零時有地訪E|昭和26年6月|未 定 I山梨県I総昭未和着延工長44年分度161分，，530274しmm 044m 
大島林道|奇異常捕に日1232震設~[昭和28年 8 月|昭和坪 |身延町[業昭和2昭8年和2臨9時年救県農単土開木設事

樋之上林道|樋之上ー針原一盛 |畔43年度度 l，4932012|昭和叫9月[昭和44年3月身延町|林業構造改善事業

|必年度tL6m|昭和伸9月|戸守護?月|身延町|林業構造改善事業

表覧道林〈表 1) 

(身延町役場建設課〉

(注〉豊岡林道の静岡県分は梅ケ島温泉まで、総延長8，105m中、 43年度までに2，725mが完了し、残り

5，380mは林野庁において施行の予定。



一
年
十
一
月
二
十
二
日
二
級
国
道
に
編
入
さ
れ
て
、
清
水
上
回
線
と
呼
ば
れ
昭
和
三
十

七
年
五
月
一
口
に
一
級
国
道
と
な
り
、
の
ち
一
般
国
道
と
な
る
。
交
通
量
の
激
増
に
伴

い
六

・
五
メ
ー
ト
ル
に
拡
幅
楠
装
さ
れ
て
面
目
一
新
し
た
の
で
あ
る
。
現
在
町
道
も
逐

年
拡
幅
改
修
ま
た
、
一
部
は
逐
次
舗
装
さ
れ
二
方
県
道
舗
装
も
進
み
そ
の
舗
装
率
は
二

四

・
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
完
成
を
示
し
て
地
域
の
経
済
文
化
の
向
上
に
役
立
っ
て
い
る
。

な
お
、
町
道
の
舗
装
率
は
二

・
三
二
七
メ
ー
ト
ル
で
一

・
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

町
で
は
毎
年
春
秋
二
回
、
道
路
愛
護
の
日
を
設
け
て
町
内
全
域
の
国

・
県

・
町
道
お

よ
び
農
道
等
の
改
修
整
備
作
業
を
行
な
っ
て
お
り
、
文
字
ど
お
り
町
民
総
出
動
で
道
づ

く
り
に
協
力
し
て
い
る
。

町道大野清子線竣工式

業

業

作

作

事
の
主
な
も
の
を
掲
げ
る
と

護

護愛

区

間

事

業

区

分

粟
倉
旧
分
校

l
上
粟
倉
失
対
事
業

星

久

保

|

戸

坂

グ

本
遠
寺
1
清
子
分
校

下
山
口

l
身
延
口

名
元
橋

l
人
家
入
口

桑
柄
沢
橋
l
水
谷

一
一
ツ
橋
l
人
家
入
口

時
雨
沢

l
樋
之
上

林
前
ー
や
口
の
前

旧
横
光
分
校
|
谷
津

樋
ノ
上
!
針
原

介
業
釘
(
千
円
)

六

O
O

三
六
七

二、

O
六
七

五
五
四

一
一
、
一
四
一

一
、
八
五
三

一
、

一
O
五

五
六
五

四
、
三
四
五

三
、
五
三
五

回
、
五
八
三

八六四四三一一一 000実
I I I 1 施
三二 三三年
七五 三一度

路
線
名

上
莱
倉
線

光
子
沢
横
尾
線

大
野
清
子
線

杉
山
線

大
室
線

大
崩
線

北
清
子
線

樋
之
上
線

塩
ノ
沢
椿
線

清
子
光
子
沢
線

樋
ノ
上
線

路道

// 1/ 1/ 1/ ノγ1/ 

(
一
)
辺
地
道
路
の
開
発

1/ 

町
で
は
合
併
以
来
町
内
の
格
差
解
消
を
目
標
と
し
て
辺
地
へ
の
道
路
開
発
と
整
備
に

力
を
入
れ
、

「
ど
ん
な
山
の
中
の
部
落
へ
も
車
が
行
け
る
よ
う
に
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に

1/ 1/ 
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四
O

四
O
四
O
四
二
四
二
l
四
三

四
二
|
四
三

四四四四

四
四
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清
子
光
子
沢
線

大
野
清
予
線

小
田
船
原
大
城
線

相
叉
坂
本
清
子
線

大
崩
線

古
宿
橋
|
谷
津

本
遠
寺

l
清
子
分
校

奥
川
橋
永
久
化
工
事

坂

本

橋

グ

大
曲

l
人
家
入
口

樋
ノ
上
線

大同光 小
盛子回
線沢船
横原
尾大
線城
線

針
原

l
笠

湯
沢
橋

星
久
保
|
戸
坂

亀
久
保

l
立
屋
橋

一
号
橋
上
|
人
家
入
口

(
二
)
失
対
事
業
の
沿
革
と
そ
の
終
末

グ

一

O
、
四
七
九

国
辺
地
債
事
業
'
七
、
一
O
三

県
辺
地
債
か
三
、
七
七
四

H
H

二
、
四
0
0

七
、
O
一三

林
業
構
造
改
善
二
三
、
O
五
三

事
芽
県
辺
地
位
事
業
二
、
一
四
七

失
対
事
業
六
、
一
六
四

国
辺
地
債
か
五
、
二
ハ
二

林
業
構
造
改
善
グ
三
七
、
二
九
八

〈
合
併
以
前
各
地
区
の
状
況
〉

昭
和
二
十
年
、
わ
が
国
は
太
平
洋
戦
争
に
手
ひ
ど
い
惨
敗
を
招
い
た
結
果
、
国
内
の

大野清子線拡幅に活躍する自衛隊員

舗装された西谷町道

八
六
O

産
業
は
全
く
マ
ヒ
し、

復
員
、
引
揚
、
げ
、
軍
需
産
業
か
ら
の
徴
用
解
除
等
に
よ
る
落
大

な
失
業
者
の
発
生
を
み
た
。

国
は
戦
災
復
興
の
一
環
と
し
て
都
市
に
集
中
し
た
失
業
者
の
「
失
業
応
急
事
業
」
を

実
施
し
た
が
、
戦
後
の
経
済
は
悪
性
イ

ン
フ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
進
行
に
よ
り
極
度
に
混
乱

し
て
行
き
、
そ
の
収
拾
の
た
め
昭
和
二
十
三
年
「
経
済
九
原
則
」

、
二
十
四
年
「
ド
ッ

ジ
ラ
イ
ン
」
の
実
施
に
よ
り
極
端
な
デ
フ
レ
政
策
が
と
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
官
公
庁
の

舗装された下山仲町の町道

舗装された和国米倉地内の県道

行
政
整
理
、
民
間
の
企
業
整
理
が
行
な
わ
れ
て
大
量
の
失
業
が
発
生
し
た
が
、
農
山
村

の
本
町
に
お
い
て
も
景
気
不
況
の
波
が
押
し
ょ
せ
、
各
地
区
と
も
二

O
人
前
後
の
失
業

者
が
発
生
し、

行
政
上
の
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
き
た
。

た
ま
た
ま
国
は
こ
の
全
国
的
大
量
の
失
業
者
対
策
と
し
て
「
緊
急
失
業
対
策
法
」
を

制
定
し
、
本
格
的
に
失
業
者
吸
収
の
事
業
を
発
足
せ
し
め
、
失
対
事
業
の
施
行
に
対
し

高
率
(
三
分
の
こ
)
の
労
力
費
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
貧
弱
な
財

政
の
各
町
村
に
と
っ
て
は
全
く
渡
り
に
舟
と
な
り
、
国

・
県
に
働
き
か
け
て
こ
れ
が
獲



得
に
努
め
た
。

か
く
し
て
昭
和
二
十
五
年
旧
身
延
町
、
次
い
で
翌
二
十
六
年
旧
大
河
内
村
、
さ
ら
に

一
年
遅
れ
て
二
十
六
年
に
旧
下
山
村
と
旧
豊
岡
村
が
そ
れ
ぞ
れ
失
対
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
が
認
可
さ
れ
た
。

こ
の
失
対
事
業
は
、
各
地
区
と
も
開
発
の
遅
れ
た
未
整
備
の
道
路
の
改
修
と
新
設
に

あ
た
っ
た
の
で
、
各
部
落
の
好
評
を
得
、
そ
の
要
望
が
多
く
な
っ
た
。
こ
れ
が
た
め

一

地
区
年
間
四
路
線
の
道
路
工
事
を
す
る
こ
と
も
あ
り
、
地
区
に
よ
っ
て
は
財
政
面
の
都

介
も
か
ね
て
労
力
費
や
資
材
費
の
一
部
を
地
元
受
益
者
に
負
担
さ
せ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ

た。
か
く
て
昭
和
三
十
年
の
合
併
に
い
た
る
ま
で
、
各
地
医
と
も
年
間
そ
れ
ぞ
れ
五
千
人

か
ら
六
千
人
の
失
業
者
を
失
対
事
業
に
従
事
せ
し
め
た
。

(
合
併
後
の
主
な
あ
ゆ
み
)

昭
和
三
十
年
、
四
ヵ
町
村
が
合
併
し
て
新
身
延
町
の
誕
生
を
み
た
が
、
各
町
村
と
も

第
一
章

交

通

と

運

輸

下八木沢地内の県道(西八代縦貫道路の工事中)

改良以前の下山トンネル交通渋滞状、況

こ
の
失
対
事
業
は
重
要
な
政
策
と
し
て
そ
の
ま
ま
新
町
に
引
き
つ
い
だ
。

新
町
の
発
足
よ
り、

失
対
事
業
を
廃
止
し
た
昭
和
四
十
三
年
度
ま
で
十
四
年
間
の

業
の
実
施
経
過
は
、
別
表
「
町
村
合
併
後
に
お
け
る
失
対
事
業
の
年
度
別
推
移
」

に
お

い
て
概
略
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

こ
れ
を
年
度
を
追
っ
て
み
る
と、

年

間
の
失
業
者
吸
収
人
員
が
、
合
併
当
時

一
万
八

0
0
0人
前
後
で
あ
っ

た
も
の

が
、
昭
和
三
十
二
年
度
、

三
十
五

年

度
、
四
十
年
度
を
大
き
な
急
減
の
区
切

り
と
し
て
、
遂
に
失
対
事
業
終
え
ん
の

昭
和
四
十
三
年
度
に
は
僅
か
に
二
、

0

0
0人
余
り
、

一
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
減

っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
世
界
に
稀

に
見
る
わ
が
国
経
済
の
成
長
の
反
映
と

し
て
、

一
般
雇
傭
情
勢
の
好
転
が
し
か

ら
し
め
た
も
の
と
い
え
る
。
し
た
が
っ

て
失
業
者
吸
収
人
員
の
急
激
傾
向
に
応

じ
て
失
対
事
業
の
規
模
は
だ
ん
だ
ん
縮

，
少
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り、

特
に
昭
和
三
十
五
年
度
以
降
は
道
路
整
備
年
間
五
路
線
以

上
で
あ
っ
た
も
の
が
二
路
線
か
ら
一
路
線
に
な
っ

た

一
方
失
対
事
業
に
従
事
す
る
失
業

者
は
、
昭
和
三
十
五
年
度
を
契
機
と
し
て
定
着
化
の
傾
向
を
示
し
、
し
か
も
ほ
と
ん
ど

女
子
の
老
齢
労
働
者
を
も
っ
て
構
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
た
め
町
で
は
工
種

の
軽
減
や
機
械
器
具
を
充
実
し
た
事
業
の
適
正
と
促
進
を
は
か
っ

た
が
、
昭
和
四
十
三

年
度
に
入
り
就
労
失
業
者
が
一
円
平
均
わ
ず
か
に
七
人
と
い
う
状
態
に
な
っ

た
の
で
、

失
対
事
業
の
計
画
策
定
困
難
と
認
め
、
当
年
度
を
も
っ
て
本
事
業
を
廃
止
す
る
の
止
む

な
き
に
い
た
っ

た
。

(
事
業
の
終
末
)

か
く
し
て
本
町
に
お
け
る
失
対
事
業
は
、
町
村
合
併
前
の
出
町
村
時
代
か
ら
か
ぞ
え

下山 トンネル外側に路線変更された国道52号

八
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交
通
運
輸
と
通
信

て
二
九
年
、
新
町
発
足
以
来
一
四
年
の
歴
史
を
記
録
し
、
こ
の
間
失
業
者
救
済
と
い
う

社
会
政
策
の
役
割
り
を
果
た
す
と
と
も
に
、
町
内
道
路
の
整
備
と
い
う
土
木
行
政
推
進

に
も
大
き
な
貢
献
を
し
て
き
た
。

そ
の
実
施
し
た
路
線
数
四
八
本
、
道
路
延
長
三
二

・
四
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
就
労
人

員
延
べ
一

O
万
五
六

O
七
人
、
事
業
額
は
実
に
七
、
七
三
八
万
二
、

0
0
0円
に
達
し

て
お
り
、
本
町
道
路
史
に
お
け
る
そ
の
功
績
は
さ
ん
と
し
て
輝
く
も
の
と
い
え
る。

特
に
こ
の
失
対
事
業
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
道
路
は
辺
地
部
落
が
多
く
、
中
で
も
幹

線
道
よ
り
遠
く
離
れ
た
一
里
松

・
豆
畝

・
光
子
沢

・
戸
坂

・
大
崩

・
椿

・
樋
ノ
上
な
ど

の
部
落
は
、
こ
の
工
事
に
よ
っ
て
初
め
て
車
が
出
入
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
は
特
筆
さ
れ
る
。

道

路 高泉 名|実宮|鋪間|砂町舗装率仰

延市川線大門下部身 7，285.0 1，953.0 5，350.01- 26.5 

身延本栖線 5，2o9.0 681.0 4，588.01. 12.9 

身 延 線 1，173，0 1，173.01. 
。 10.0 

万沢身延線 6，044.0 921，0 5，123.01/ 15.2 

野(停呂川〉線・波高島 3，237.0 920.0 2，317.01/ 28.4 

全 体 23，∞8.0 5，630.0 17，378.0 24.40 

県内町延身

(表2)

現
在
の
町
内
を
通
じ
て
い
る
道
路
を
図
示
す
る
と
図
1
の
ご
と
く
で
あ
る
。

町
内
の
交
通
量
と
交
通
安
全
施
設
に
つ
い
て

町内の道路図

国道52号線

県道

町道

八
六

金

吸収人員〈人〉 道 路 工 事 実 施 状 況 事業費

年度
一日平均|年間 延長 (m)I 

(千円〉
路線数と場所

昭度和30年
大大八山門額野野木島、、、、沢本西光和大町海f子田E角、沢沢上、打粟清、塩倉子之沢帯金

7，050 

61 18， 155 8，αx) 12 
(3，6∞〉

31 17，518 7，050 8 粟西相大川叉盤倉富、、、 豆ニ大山橋畝崩ツ橋、杉清山子
6，555 
(3，423) 

5 I 大和工田町、平、横、根角、打大生
5，351 
(2，656) 

6 I 下大崩山、、 身大延盤、、 帯北金清子、 東谷 ム~， I 
(3，000) 

5 I 西水平上、、 椿大久草保里、糧之上
5，532 
(2，177) 

2 I大庭、始、椿草里
4，026 
(1，482) 

2 I竹下、 大庭、光子沢
4，014 
(1，534) 

2 I大庭、光子沢
3，576 
(1，379) 

1 I樋之上
4，583 
(1，956) 

1 I清子、光子沢
5，461 
(2，395) 

1 I清子、光子沢
5，018 
(2，063) 
8，263 
(2，107) 

助(内〉補
町村合併後における失対事業の年度別推移

/四・一・ー・
/ 

(0_.、.ノ

〆"
1'0 

4 ・./

、-ーー・_....〆・ーー・ーー・



吸収人員(人〉 道 路 工 事 実 施 状 ?兄
事業費年度

一日平均|年間 (千円〉路線数と場所

1 I 西塩沢 5，739 
(1，929) 
6，164 
α，448) 

105，吋 3山 91 48 1 77 ，382 I 

第
一
章

交

通

と

運

輸

秋季交通量調査 2日間観測 1日平均表(表3)

昭和43年3月調査

観測日 第一 日 第二 日 道車路道の幅平均員
6.5m 

(観測地南点巨摩地郡名〉身延町下山
年月 日 43年10月29日43年10月30日 歩道の有無 有 ⑮ 

(道路の種類) 一般国道
時 間 午7前時~午7後時 午7恥時~午7後時 中の央有分離帯無 有 ⑮ 

(路線名〉 52号線
天 {侯 晴 R青 路面の種類 C @ a G 

(区間延長〉 8.9km 
観測者氏名 望伊藤月 隆久光利 同 左 沿道の状況 ⑮ 平 山

X 
歩

転車類自 荷車頬牛車馬付動力二草類
自動車類

乗用内動車類 貨物自動車類 J商
行

立時合lfb噌客戸骸翠i計合計者 要

午前 7，......， 8 133 44 11 40 81 42 101 60 121 34 161 20 2 84 144 

8，......， 9 451 12 51 32 101 35 81 53 161 21 30 13 6 86 139 

9，......，10 41 6 8 41 43 41 51 101 32 32 18 4 96 147 

10，......，11 46 6 01 10 11 44 51 50 121 44 31 17 6 110 160 

11，......，12 38 4 8 31 40 61 49 71 26 311 24 2 90 139 

午後1L.""""1 40 8 01 12 51 44 61 55 71 24 301 22 3 86 141 

1，......， 2 52 2 12 61 36 61 48 121 40 361 20 8 116 164 

2，......， 3 56 5 13 41 46 51 55 161 38 361 17 5 112 167 

3，......， 4 58 13 01 13 101 38 61 54 101 34 351 19 6 104 158 

4，......， 5 78 19 01 20 81 45 101 63 141 42 401 25 7 128 191 

5，......， 6 691 24 11 39 81 62 81 78 141 40 451 25 6 130 208 。
6，......， 7 51 12 01 24 61 44 71 57 91 20 26 11 67 124 

計 707 157 111 231 731 519 811 673 139 395 388 231 561 1，209 1，882 

15 |観測地点番号|

町
内、

特
に
国
道
五

二
号
線
の
交
通
量
は

近
年
道
路
状
況
の
改
良
に
と
も
な
い
、

マ
イ

カ
ー
族
、
観
光
パ
ス
の
増
加
、
一
方
砂
利
採

取
の
ダ
ン
プ

カ
ー
の
激
増
等
、
急
ヵ
l
ブ
で

上
昇
し
て
い

る
。
観
光
シ

ー
ズ
ン
等
の
ピ
ー

ク
時
の
交
通
量
に
つ
い
て
の
正
確
な
資
料
は

な
い
が
、
現
況
の
一
端
を
示
す
資
料
と
し

て
、
四
十
三
年
三
月
の
秋
季
交
通
量
調
査
の

記
録
を
表
3
に
掲
げ
る
。

こ
の
交
通
事
情
激
化
に
対
応
し
て
(
各
種

の
交
通
安
全
対
策
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、

下
山
地
内
の
国
道
拡
幅
に
と
も
な
い
両
側
歩

道
が
設
置
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
四
十
二
年

1".<強

身延高校前の国道52号線歩道

八
六
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四
」
l

三
年
度
に
か
け
て
梅
平
の
身
延
高
校
前
通
り
、
身
延
小
中
学
校
前
通
り
、
豊

岡
小
中
学
校
前
通
り
に
そ
れ
ぞ
れ
歩
道
が
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
昭
和
四
十
三
年
度
に
は

身
延
小
学
校
前
に
、
四
十
四
年
度
に
は
下
山
小
学
校
前
に
そ
れ
ぞ
れ
横
断
歩
道
橋
が
設

置
さ
れ
、
大
い
に
効
果
を
挙
げ
て
い
る
。
今
後
と
も
に
各
種
の
安
全
施
設
の
充
実
が
望

ま
れ
て
い
る
。一一、
橋

梁

身

延

橋

身
延
町
の
橋
の
数
多
い
な
か
方
特
異
な
存
在
と
し
て
、
身
延
橋
の
こ
と
を
あ
げ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
富
士
身
延
鉄
道
が
開
通
し
た
大
正
九
年
ご
ろ
は
角
打
と
大
野
の
聞
の

交
通
は
渡
船
に
た
よ
っ
て
い
た
。

現
在
の
富
士
川
は
、
日
本
軽
金
属
株
式
会
社
の
発
電
の
た
め
塩
之
沢
で
せ
き
と
め
ら

れ
て
平
常
は
僅
か
の
水
が
流
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
が
、
当
時
は
球
摩
川
・最
上
川
と
と

も
に
日
本
三
大
急
流
の
一
に
数
え
ら
れ
、激
流
が
と
う
と
う
と
流
れ
る
大
河
で
あ
っ
た
。

と
き
に
は
仮
橋
が
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
鵬

あ
っ
た
が
、
一
た
び
大
雨
が
あ
れ
ば
た
糊

ち
ま
ち
流
失
し
て
し
ま
い
、
ま
た
渡
船
酬

も
渡
せ
な
い
と
い
う
始
末
で
、
さ

ら

に

醐

夜
間
は
就
航
し
な
い
な
ど
現
在
に
比
べ
糊

る
と
全
く
不
便
な
も
の
で
あ
っ
た
。

富
士
身
延
鉄
道
の
最
終
列
車
(
午
後

一

八
時
五
十
三
分
)
で
身
延
駅
へ
降
り
て
ば

も
富
士
川
を
渡
る
こ
と
が
で
き
ず
、
空
開

し
く
一
夜
を
対
岸
で
過
す
と
い
う
こ
と
問

も

あ

っ

た

。

油

富
士
身
延
鉄
道
株
式
会
社
は
、
こ
の

…

木
使
を
除
く
た
め
身
延
橋
架
橋
を
計
画

…

し、

大
正
十
年
(
一
九
二
一
〉
一
月
十

一
一
日
に
着
工
し
大
正
十
二
年
八
月
十
八
日、

当
時
と
し
て
は
吊
橋
で
東
洋
一
を
誇
っ
た
と

も
い
わ
れ
る
現
在
の
身
延
橋
が
完
成
し
た
の

で
あ
る
。
ち
な
み
に
本
橋
の
概
要
を
み
る
に

お
よ
そ
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

身延小学校前の歩道橋

一
、
鋼
鉄
製
つ
り
橋

二
、
長
三
十
二
間
(
二
三
二

・
六
メ
ー
ト
ル
)

中
央
径
間
七
十
間
(
一
二
六
メ
ー
ト
ル
)
両

側
径
間
三
十
一
間
ハ
五
五
・
八
メ
ー
ト
ル
〉

コ一
、
鉄
塔
の
高
さ
四
十
七
尺
(
一
四

・
一
メ
ー

ト
ル
)

四、

橋
上
路
面
幅
二
間
半
(
四

・
五
メ
ー
ト

ル
)

八
六
四

橋延身身延橋無賃渡橋証



五
、
つ
り
鉄
索
直
径
一
イ
ン
チ
十
六
分
の
一
の
も
の
二
十
八
条
ハ
片
側
一
四
索
)

六
、
高
欄
の
高
さ
八
尺
(
一
了
七
メ
ー
ト
ル
)

七
、
鉄
材
総
重
量
二
六
五
ト
ン

八
、
起
工
大
正
十
年
一
月
十
二
日

九
、
竣
工
大
正
十
二
年
八
月
十
八
日

一
O
、
総
工
費
五
O
万
円

こ
の
身
延
橋
が
開
通
す
る
と
会
社
で
は
、

徴
収
し
た
。
一
般
通
行
人

円
動
車
一
台

馬
力
'人
力
車

県
の
認
可
を
得
て
次
の
よ
う
な
渡
橋
賃
を

いを れ日(橋な行そ 典 を会河
だみち 、、 ーもか者のを交社内 し
つるな同富九 、つに他与 付 か村か
たとみ年士四昭たはのえ し らのし
と 、に七身一 。評 地 てて無村身
いお 、月延〉和こ判区い無賃民延
うよ大十鉄五十のが民た料渡に村
かそ正四道月六有ょやがの橋は主 十 十三片
ら次十日が一年料く旅 、特証 、為銭五十道
随の二よ国 判 明側跡内酬駒内 宅 ' 銭銭十
分よ年りに 園圃闇・E常議議選鰍時三 ! 銭
高う七無買
いで月料収
もあーとさ
のつ日なれ
ですこ現った
あ。在たこ
っ当にのと
た時‘おでに
とのけあよ
い大るるつ
え工身。て
るさ延 身
。ん参延
の詣橋
日に も
当関山
が係梨
七す県
十るへ
銭交移
ぐ通管
ら費 さ

一
、
富
士
身
延
鉄
道
は
一
日
五
往
復
運
転
で
、
富
士
身
延
間
二
時
間
三
十
分
、
二
等
運
賃
二
円

第
一
章

交

通

と

運

輸

五
十
八
銭
、
三
等
運
賃
一

円
七
十

一銭

一
六
富
士
川
飛
行
艇
は
、
鰍
沢
、
身
延
間
一
日
三
往
復
、
賃
金
は
上
り
三
円
、
下
り
一
円
七
十

銭
三
、
富
士
川
鰍
沢
身
延
間
船
賃
一
円

四
、
甲
府
、
鰍
沢
間
パ
ス
一
円
、
鉄
道
馬
車
四
十
銭

五
、
身
延
橋
三
門
間
人
力
車
九
十
銭
、
高
等
馬
車
四
十
銭

身延橋を視察する保利建設大臣

新
身
延
橋
の
架
橋
へ

大
正
十
二
年
以
来
四
十
年
余
を
経
て
、
最
近
の
車
柄
の
大
型
化

・
重
量
化
と
交
通
量

の
激
増
の
た
め
、
長
い
間
親
し
ま
れ
て
き
た
身
延
橋
も
よ
う
や
く
そ
の
任
務
を
終
え
、

新
し
い
橋
に
使
命
を
引
き
つ
ぐ
時
が
き
た
。

す
で
に
昭
和
三
十
六
年
に
は
そ
れ
ま
で
の
木
材
か
ら
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
へ
と
橋
の

路
面
改
修
工
事
が
行
な
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
破
損
が
目
立
ち
、
幅
員
、
強
度
と
も
現
在

の
交
通
事
情
に
は
追
い
つ
か
ぬ
老
朽
橋
と
な
り
果
て
た
身
延
橋
は
、
ダ
ン
プ
カ
ー
の
重

さ
に
き
し
み
、
無
気
味
な
振
動
を
お
こ

し
て
、
あ
え
ぎ
な
が
ら
じ
っ
と
酷
使
に
堪
え
て

い
る
姿
は
い

た
ま
し
い
ば
か
り
で
あ
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
交
通
の
円
滑
、
安
全
と
い
う
面
か
ら
も
放
置
で
き
な
い
と
、
昭
和

四
十
二
年
十
月
町
議
会
の
発
議
に
よ
り、

当
局
と
一
体
の
「
身
延
橋
架
替
促
進
期
成
同

盟
」
が
設
立
さ
れ
、
県
お
よ
び
建
設
省
へ
実
情
を
訴
え
て
強
力
な
運
動
を
展
開
し
た
。

こ
の
運
動
は
大
い
に
効
を
奏
し、

四
十
三
年
に
時
の
保
利
建
設
大
臣
の
実
地
視
察
も
行

な
わ
れ
、
四
十
四
年
度
二
千
万
円
の
調
査
費
が
計
上
さ
れ
、
国
庫
補
助
と
県
予
算
に
よ

り
、
四
十
五
年
度
よ
り
県
工
事
と
し
て
約
四
億
円
で
現
身
延
橋
の
す
ぐ
下
流
へ
新
身
延

橋
(
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
)
が
架
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
新
身
延
橋
の
完
成
を
ま
っ
て
現
在
の
身
延
橋
は
撤
去
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
永
い
年
月
、
数
百
千
万
の
信
徒
や
地
域
住
民
の
足
を
さ

さ
え
、
郷
土
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
親
し
ま
れ
て
来
た
威
容
も
あ
と
僅
か
の
寿
命
か
と
眺

め
る
と
き
、
い
さ
さ
か
の
さ
み
し
さ
を
覚
え
る
の
は
町
民
共
通
の
‘感
慨
で
あ
ろ
う
。

早

川

橋

身
延
町
の
北
端
早
川
の
急
流
に
か
け
ら
れ
た
早
川
橋
は
明
治
三
十
五
年
(
一
九

O

八
六
五
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交
通
運
輸
と
通
信

の回道キ川 の架橋での姿のが前百は I 六のたり頭る年二
多路区ロ橋下 新 でけ停山早を谷 、は円 鋼トー竣 。 、梁つ()
年で間メに山 早 あら留梨 川 誇聞大総で橋ル ・ 工ま雨はり一頃

量29;言宗 JIIえをZ室哲そ2ま罪24一言詰宍便李壁土空
望た l ル 二か 橋 い場のな、時らり 0 径計メ和第ふ 山 か O 回
でめプの ・ ら た所早ら現と昭のこ間荷 l 九 三 ね望け)木
あ 、が国六早 もに川ん在し和つの、重ト年回ば月たど橋
つ対連 .てにり橋工 卜ル九 の h 喜。ろを
た岸続 一叩 "~~""" :_'. ' ~.'U- -γ 1はか橋に費一、月現?八当木か
。飯す … ハけで改九ト幅で在のの時製け
建富る ! 紛れが 仁~トγi イて 築方ン五、の木
設に狭 電 4j:J i i/ ヵ山あさ一 、・ 長早を子橋式大
省直隆 ;. 雌ふ恥 iム臨L 日 / 或 ラ間つれ千型五さ川使に大に正
は通な ;淵緩欝懇議離議鱗騒畿ギι1 な地たる八式メ一橋つよ工よ九
こす道 げ、麟鱗鞠欄櫨轍鱗麟鱗添い

のる路
要新で
望橋
にの交
応架通
え設上
昭がの
和地危
四域 険
十住も
一民多
年おく
八よ、

月び非
三利常
十用な
日者迂

よ
り
、
新
早
川
橋
の
架
橋
に
着
手
、
工
費
二
億
七
千
万
円
で
上
沢
と
飯
富
を
結
ぶ
総
延

長
二
、

一
七

0
メ
ー
ト
ル
(
橋
架
部
分
五
五
七
メ
ー

ト
ル
、
幅
員
八

・
五
メ

ー
ト
ル
)

の
新
路
線
を
建
設
、
四
十
三
年
三
月
二
十
三
日
竣
工
式
を
挙
行
し
た
。
橋
は
最
新
の
技

術
を
駆
使
し
た
三
径
鋼
製
縦
桁
方
式
で
、
工
法
は
ケ

ー
ソ
ン
方
式
に
よ
っ
た
。

広
大
な

早
川
河
原
を
ひ
と
ま
た
ぎ
に
、
旧
国
道
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
余
を
一
挙
に
二
・
八
八
キ
ロ

メ
ー
ト

ル
も
短
縮
し、

夜
間
照
明
も
万
全
に
高
速
道
路
な
み
の
快
適
さ
で
ア
ッ
と
い
う

聞
に
中
富
町
と
身
延
町
を
結
ぶ
。
こ
の
橋
の
完
成
は
、
本
町
の
道
路
史
上
で
も
画
期
的

な
こ
と
で
あ
り
、
甲
府
へ
の
時
間
距
離
を
大
き
く
短
縮
し
た
と
同
時
に
、
隣
接
町
村
と

の
広
域
行
政
の
可
能
性
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
意
味
で
も
大
き
な
意
義
を
も
つ
も
の
で

あ
る
。
な
お
、
新
早
川
橋
に
至
る
旧
国
道
は
舗
装
改
修
し
県
道
に
編
入
さ
れ
た
。

大

城

川

橋

大
城
川
の
相
又
地
域
に
か
か
る
橋
で
、
昭
和
三
十
四
年
三
月
着
工
、
昭
和
三
十
四
年

十
二
月
竣
工
、
設
計
荷
量
第
一
種
二

0
ト
ン
、
橋
種
型
式
P
C
桁
橋
、
工
費
一
千
三
百

橋J 11 早橋JII 早l日

八
六
六

新早川橋の渡り初め式

" 

新早川橋を走る車の列



四
十
万
円
で
あ
っ
た
。

栄

久

橋

現
在
の
栄
久
橋
は
昭
和
三
年
二
月
二
十
五
日
に
工
費
二
万
五
千
円
を
も
っ
て
架
橋
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
以
前
の
橋
は
つ
り
橋
で
あ
っ
て
大
正
期
に
入
っ
て
急
速
に
交
通
機

f品久栄

関
、が
発
達
す
る
に
お
よ
ん
で
、
つ
り
橋
で
は
耐
え
ら
れ
な
い
と
い
う
時
代
の
要
請
か
ら

現
在
の
立
派
な
永
久
橋
が
架
け
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
後
梅
平
を
縦
貫
す
る
道
路
が
、

ま
す
ま
す
電
要
性
を
帯
び
て
県
道
と
な
り
、
さ
ら
に
国
道
と
な
る
に
お
よ
ん
で
幅
員
の

狭
さ
が
さ
ら
に
こ
の
改
修
を
必
要
と
し
、
昭
和
四
十
三
年
度
に
拡
幅
工
事
が
行
な
わ
れ

現
在
の
橋
と
な
っ
た
。

波

木

井

橋

以
前
は
、
本
橋
で
、
身
延
村
当
時
は
ハ
イ
カ
ラ
橋
な
ど
と
村
民
も
呼
ん
で
い
た
。
昭

和
四
年
三
月
、
総
工
費
五
万
三
千
余
円
を
も
っ
て
着
工
し
、
同
年
十
二
月
二
十
六
日
に

竣
工
し
た
も
の
で
、
当
時
鰍
沢
|
万
沢
聞
の
県
道
中
最
も
立
派
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。

第
一
章

交

通

と

運

輸

以
上
が
国
道
五
十
二
号
線
に
架
け
ら
れ
た
橋
で
あ
る
が
町
内
の
主
な
橋
に
太
平
橋
が

あ
る
。
太

平

橋

昭
和
二
年
五
月
着
工
、
同
年
-ノ
月
三
十

日
竣
て
し
た
も
の
で
、
擬
宝
珠
を
い
た
だ

い
た
真
紅
の
高
欄
は
、
霊
山
の
玄
関
口
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
橋
で
本
町
の
名
所
と
も

な
っ
て
い
る
。

橋

太

井

~ 

邑

橋

橋

木波

平

山

向
田
園

山

橋

県
道
野
呂
川
波
高
島
線
に
か
か
っ
て
い
る
橋
で
、
当
時
は
早
川
入
り
地
域
か
ら
搬
出

す
る
木
材
を
、
身
延
線
波
高
島
駅
か
ら
貨
物
車
輸
送
の
た
め
利
用
さ
れ
る
の
が
重
要
な

用
途
で
昭
和
九
年
八
月
木
橋
と
し
て
着
工
さ
れ
た
が
、
数
度
の
富
士
川
増
水
で
流
失
の

う
き
目
に
あ
い
、
村
当
局
と
地
元
民
の
運
動
に
よ
り
、
昭
和
二
十
七
年
八
月
に
な
っ
て

鉄
橋
の
工
事
が
始
め
ら
れ
た
。
県
予
算
の
関
係
か
ら
逐
次
一
径
間
ず
つ
竣
工
さ
れ
、
昭

和
二
十
八
年
に
三
経
間
竣
工
、
そ
の
後
昭
和
三
十
年
、
昭
和
四
十
二
年
十
一
月
と
経
間

ノ
六
七
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交
通
運
輸
と
通
信

を
延
長
し
て
完
工
の
は
こ
び
と

な
っ
た
。
一一一、
ト
ン
ネ
ル

の
開
通

町
内
に
大
野
ト
ン
ネ
ル
、
洗

心
洞
、
国
道
に
下
山
ト
ン
ネ
ル
、

か
や権
の
木
ト
ン
ネ
ル
、
の
四
つ
が

あ
る
。
犬
野
ト
ン
ネ
ル
は
身
延
橋
が

開
通
す
る
前
年
の
大
正
十
一
年

〈
一
九
二
二
)
十
一
月
二
十
円

に
開
通
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
は
富
士
川
に
突
出
し
た
柏
坂

を
迂
回
し
て
、
通
称
「
カ
マ
」
と
呼
ば
れ

る
難
所
を
ど
う
し
て
も
通
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。

大
正
十
年
四
月
二
十
二
日
、
神
奈
川
県

の
参
詣
客
の
乗
っ
た
馬
車
が
こ
こ
か
ら
富

士
川
ヘ
転
落
し
、

一
行
六
名
が
重
軽
傷
を

負
う
と
い
う
惨
事
が
起
き
る
な
ど
通
行
人

に
お
そ
れ
ら
れ
て
い
た
。

身
延
村
村
長
田
中
久
治
郎
は
、
大
正
十

年
一
月
九
日
、
本
山
を
は
じ
め
各
寺
院
、

富
士
身
延
鉄
道
株
式
会
社
お
よ
び
、
村
民

代
表
と
ト

ン
ネ
ル
開
さ
く
に
つ
い
て
協
議

し、

梅
平
道
路
改
良
費
も
含
め
て
事
業
費
六
万
円
を
も
っ
て
こ
の
年
の

三
月
に
着
工
し

翌
年
大
正
十
一
年
十
一

月
二
十

日
開
通
し
た
。
こ
の
大
野
ト
ン

ネ
ル
の
開
通
は
、
か
つ
て
の
難

所
を
除
い
た
ば
か
り
で
な
く
、

翌
大
正
十
二
年
八
月
十
八
日
の

身
延
橋
架
橋
と
と
も
に
、
本
町

発
展
に
大
き
な
役
割
を
は
た
す

こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
大
野
ト
ン
ネ
ル

の
聞
き
く
費
と
し
て
本
山
よ
り

一
万
円
が
補
助
さ
れ
た
と
記
録

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
大
野
ト

ン
ネ
ル
開
さ
く
事
業
に
付
随
し
て
梅
平
道
路
も
改
良
さ
れ

大
正
十
五
年
(
一
九
二
六
)
九
月
に
竣
工
し
て
い
る
。

下
山
ト
ン
ネ
ル
は
、
大
正
十
二
年
十
二

月
竣
工
、
延
長
二
三
四

・
一
メ
ー
ト

ル
、

幅
四
メ

ー
ト
ル
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
覆
工
で

あ
り
、
開
通
時
に
は
大
変
便
利
な
も
の
で

あ
っ
た
が
県
道
が
国
道
と
な
り
昭
和
四
十

三
年
国
道
の
大
改
修
工
事
が
行
な
わ
れ
る

と
と
も
に
廃
止
の
運
命
と
な
っ
た
。

権
ノ
木
ト
ン
ネ
ル
は
、
昭
和
六
年
六
月

着
工
、
昭
和
七
年
竣
工
、
延
長
二

O
五
メ

ー
ト
ル
・
幅
四

メ
ー
ト

ル
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
覆
工
、
権
ノ
木
峠
の
中
腹
に
あ
る
の
で

富
士
川
・
南
部
町

・
白
鳥
山
な
ど
が
見
わ

た
せ
る
眺
望
の
よ
い
位
置
に
あ
る
が
、
国

道
五
十
二
号
線
の
改
修
工
事
に
伴
い
、

富山橋の竣工式ノレネン野大

八
六
八

トンネル下山権ノ木トンネル



町内の道路橋梁一覧表

道

ぐ表4)

げ) 国

図面 永久橋 計

番号
路線名 起 ・ 終点 延長 幅員

基数 |延長 |幅員 基数|延長

← 号線I~思議3轄j …1 19 即 1h0422卜 叶5 勺0 . 5 1
|橋梁内訳

/ 1西沢橋

/ 2五路見沢橋

/ 3早 川 橋

/ 4北沢橋

1 5駒取沢橋 2.31 19.81 

/ 6大沢橋

1 7不動沢橋

j 8当子沢橋 / 
2O.0[ 

/ 9北向沢橋 / 120.0/ 

/ 30.01 

/ 11虹 川 橋

/ 12波木井北橋 1 80.01 

1 13波木井南橋

/ 35.51 

1 15山 田 橋 |〆 14.01

1 16大倉沢橋 1 10.5/ 

/ 17大城川橋 1 49.0/ 

/ 18相叉橋
橋

/ 20小沢橋 1 10.51 

1 21坂本橋 1 21.0/ 

/ 22新早 川 橋 / 557.01 
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永 久 橋
図面
路線名 起 ・ 終点 延 長 幅員

基数 |延 長|幅員 基数 |延長
番号

ィ l野呂川 波両島/富(舗山橋装
~早川町境 13 1236 . 5 13 . 5~7 .5/ 31 456. 715 . 5~9.0/ 

(停〉線 920.2m)
|橋 梁 内 訳

中 橋

沢 橋

1 1 3富 山 橋 1 I 1 450.01 

(ロ) 県

八
六
九
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O

|延長直 基数 1延長 1'11高員
1
基数|延長l l

永久橋

1

計

ド，296.111.5'"'-'7.51 71 的 914.5'"'-'6.01 1 

| 1 1 1 1 
|1  I 1 15.61 5.51 1 
| 1  1 5.51 3.01 1 

| 1  1 5.81 6.01 1 

|1  1 1 2.01 3.01 1 
| 1  1 4.0[ . 3.51. 1 

1 1  1 4.01 3.51 1 

| 1  1 4.01 4.51 1 
|1，172.915.5'"'-'7.51 21 20.515.5'"'-'6.01 

|1  1 1 I I 
|1  1 17.81 5.51 1 

1 1 12下町橋 I 1 I 2.71 7.21 1 
ニ 1:鵠門、下部|議jll需訳庶務波木井l有17，2叫1.5'"'-'7.51 101 332.513.5'"'-'7.01 
l l橋梁内訳 1 1 1 I 1 
| 1 13松葉沢橋 1 1 5.31 6.51 1 

1 1 14八木沢橋 1. 1 I 11. 6] 6 . 51 1 

1 1 15吉野沢橋 1 1 1 3.01 2・31 1 
| 1 16御寺沢橋 [ 1 1 7.91 3.01 I 
| 1 17泥之沢橋 1 1 1 I 7.91 3.01 1 

1 1 18 ミツケ沢橋 1 I 1 1 5.5[ 2.71 / 
| I 19上橋 j 1 1 6.61 6.51 1 

1 1 20仲橋 1 I 1 5.01 6.51 1 

1 1 21大河内橋 1 1 1 23 .01 6 .01 1 

1 1 22身延橋 1 1 241.21 4.41 1 
ホ|万沢身延線内臨む関町境 |ム044.+.5------7.51 81 58.315.5------6.01 1 

1 1橋梁内訳 I I 1 1 1 I 
| 1 23上行橋 1 1 1 8.01 6.61 I 
| I 24宮沢橋 1 1 3.81 5.11 1 
1 / 25北沢橋 / / 4.31 5.11 1 
| 1 26山之川橋 1 I 1 4.81 6.51 1 
| 1 27渡々沢橋 1 1 16.01 6.01 1 

1 1 28新長戸川橋 1 1 I 1 11.61 6.5/ 1 
1 1 29北小室沢橋 1 1 3.6] 6.51 1 

思l路線名!
ロ|身延本栖線内最許認屋

| |橋梁内訳

| |4杉山橋

1 5 

l 1 6 大沢橋

| 1 7 蛇石沢橋

| 1 8 水口 3の橋

| 1 9 水口 2 の橋

| 1 10片限沢橋

、|身 延 判明計五三見〉
| |橋梁内訳

1 11太平橋

起 ・ 終点

宮沢橋



終点路線名

道

図 面|路線名
木 橋 永久 橋 計

番号 起終点 延長 幅員
基数|延長|幅員 基数|延長 |幅員 基数|延長

1 1大脚石野本建|下(早山粟川橋倉〉蟹沢本8建崎村地境先11 ，38011 . 5----2 . 51 1 1 1 1 
2 1~1:î野西沢 1大莱石野倉本線建粟線倉橋833 2.51 1 1 1 1 1 
3 1大線石野中野1大粟石野倉本線建11線699番02地 2.51 1 1 11 5.01 3.01 11 5.0 

4 1下粟 倉線例|下下山粟粟倉倉五分校路見沢凶 1. 51 1 1 1 1 1 

I J: ~~ ~I本時錦町寸
1.
5
1 1 

1 1 1 1 

5上粟 倉線の
上粟倉1947

6 1粟 倉 線|ノl間上西粟沢倉橋先1189番地 1μ7 . 412 .0----3 .01 I 1 3[ 9.51 3.01 31 9.5 
7 1大倉石線野上粟|大粟石野倉本線建19線47卯番地4 1.51 1 1 1 1 1 
8 1五豆沢 線~I下木山五町豆下粟沢4倉l番線地l∞先9先県道 1 1，0861 1.51 1 1 1 1 1 
9 1鶴 巻 沢線1下五山豆鶴巻沢2線6寺1番尾地48先9先県道 11，3201 1.51 1 1 1 1 1 
101端淵線lF盟諸島建虫先県| 2.01 I I 1 1 1 
111増野線|持 粟実君臨議地先| 1.21 1 1 1 1 1 
2 1大倉石線野市1大下石粟野本倉建分校線9前04 兜611.5----2 . 51 1 1 11 10.51 2.01 11 10. 5 

3 1本線建上粟倉l本建上村粟境倉 2，12中山 31 1 1 1 1 1 
14 I下山原村線~~I下山原9村m番地先県道 1 1，1861 3.01 1 1 21 6 .01 3 . 51 21 6 .0 
|上 沢 線1下上山9沢25堤8番防地先県道 2.01 1 1 21 5 .01 3 .01 21 5 . 0 

16 1北 沢 線|下道山川西八除下代山郡富番里地村先境県| 3.01 1 1 11 11.01 2.01 11 11. 0 

17 1山 王 線|下道山北鳥部井木大庭1835線番16地93先県1 1.51 1 I 1 1 1 
18 1北部大庭線1下道山柏鳥尾井木線鳥185井6番木地16先92県1 1.51 1 1 1 1 1 
19 1柏屋 線|下掛報 室長書09 1 1. 51 1 1 1 1 1 
20 1天 神 線1下本山町1871下粟番地倉先線宇県道山14651 1.51 1 1 1 1 1 
川本線町下粟倉|下下山粟2抑倉番分校地先前県道 1 3.01 [ [ 1 || | | 
2 1新 光 線|本町天下神粟線2倉22線91268 1.51 1 1 1 
|南部大庭線|下天山神19線11番19地87番県地道 1.51 1 1 1 1 1 
24 IJII除下線|上下沢堤山8防650番地先県道 1 1，9501 1.5[ 31 16.91 1. 51 1 1 31 16.9 

5 1川除下中線|川下除下山8線6山71先番県地道先 3.01 3122.71 3.01 21 5 . 013 .0~oI 5127.7 

6 1屋 並 線|上本沢堤町線防10752番地 1.51 1 1 1 1 1 
27 1本 町 線|県道大矢河沢内橋村9境似番地 3."01 1 1 21 5 .01 3 . 51 21 5 .0 

i昭 和 線lノ!日同本首}町線当10752 1.
51 1 1 1 1 1 

9 1大 庭 線|下大山9河15内9番村地境先県道 1 2.01 1 1 1 1 1 1 

村 町
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図面 木 橋 永久橋 計

番号
路線名 起 終 点 延長 幅員

基数|延長 |幅員 基数l延長 |幅員 基数|延長
01八 幡 線|下本山山町下粟県道倉線2281 1.

51 1 1 1 
31 1本線町大工町1下大山2沢33線32県40道6 3.01 11 14.01 3.01 1 11 14.0 
2 1大日工向線町矢沢|大本沢町線下24莱30倉線幻
33 1竹之下線|本思案委2m 1 11 4.31 3.51 11 4.3 
41 大 道 線4大本沢建線2村56境5 1 2，1131 

||1|1 9J428|1 1i | 35 1大 沢 総|下4山2肌98本建県村道境 1 2，78311.5'"'-'3.01 
|仲町東線|下本山8町88線の90l先23県道 1. 51 11 5 . 51 1. 51 1 11 5.5 
|仲 町 線|仲川町東除下線8中湖線
38 1新 町 線1下川山8除80下9先中線県道
39 I荒町線|下牒将伊道
ω|一=宮 線|大沢山額線線49350263 

41 1飯縄線|大倍長327 1. 51 11 12 .01 1 . 51 1 11ω 
|横和田線|大沢山線額4線958188 1.51 11 13.01 1.51 1 11 13.0 
|役場線1下山印l

旧役場

44 1仙王線|山堂進主主〈奥之院〉
45 1山 額線|下芽山5岳2橋明道 3.01 31 26.713引 1 31 26.7 
46 1荒町山額線?長山谷52線755県3道52 

47 1長谷線|山轄22線6590
48 1宮 原 線1下下山附山身延県道線制59
49 1下山帯金線|県知言語高橋
50 1杉山線|下ザ延線732 3.01 21 7.971 3.501 1 21 7.97 
1 1三光h山晶線利|下身山延身延境線刀7ω 

52 1御所平線|下半222苦線7ω5
53 1殿前線|議延長平語地〈遠藤新)1 必中ω51
54 1南 谷 線l'日役香場雲橋横 叫 ω2121 24.212引 1 21 24.2 
55 1昭和通り線|香謂 1 880.31 1 51 20.113.6:;31 51 20.1 
56 1橘町仲町線|身延:怒i器禁堅苦)1 1 21 6.012.53:'61 21 6.0 
7 1線日朝前通り1身延33m506(〈窪大乗之坊坊横前〉〉 | 1 11 3 .01 3 .01 11 3 .0 
58 1西 谷 線1南之久遠坊寺 1 31 30.815.O(:d 31 30.8 
9 1南道場之坊線信行|南之信行坊道場
。|線山門奥之院|山奥門之院 1 5，17512.5'"'-'3.01 1 51 55 . 212 . 6(:01 51 55. 2 
1 1訪l笥座線石感井戸感座石井坊〈追分〉 1 1，9651 3.51 11 17.81 1.751 1 11 17.8 
2 1本線山奥之院|久遠奥寺之院 | い∞l
3 1上町線の山清住|上清の住山町円光蛇庵石



図面 木 橋 永久橋 言十

番号 路線名 起終点 延 長 幅員
基数|延長|幅員 基数l延長 |幅員 基数|延長

4 1丈身延六八堂幡線社|身延丈六八堂幡社 3.51 1 1 1 1 1 
5 1二村光境堂線下山1三下光堂山村境 2.01 1 1 1 1 1 
6 1波松木線井一里|波一木井里坂松 1 1，1301 3.51 1 1 1 1 1 
7 1伊塩波木沢井線二区円|伊宅波〉木井塩附沢橋番地 (藤田健倒11し，680ωω叫8ω012.0----3.51 1 11 6.01 3. 51 11 6.0 
8 1新波宿木井線三区|波新木宿井三清正区公天堂白堂 1 1，26012ω01 1 1 1 1 1 
9 1塩線沢身延山1塩身沢橋延厚穂、寮 1 1 ， 18012. 5----3 .01 21 16. 01 3 .01 21 6.01 2.01 41 22.0 
01塩清住沢公町会線堂|塩沢(公田会中堂定身光延宅〉3419番地11，3∞12ω01 1 1 1 1 
1 1竹了工円補坊導線所|竹工了補円導坊所前 2.01 1 1 1 1 I 

1.51 1 1 1 1 1 
73 1校通学線橋小 梅か平232690(佐(野佐正野俊ニ宅治〉郎)1 3.01 1 1 1 1 1 
4 1通品等り学線校上|塩梅沢平橋即の1(佐賀屋横)1 4.51 1 1 11 37.01__5.31_ 11 37.0 
5 1線高等学校下1高等梅学平校若尾々庭屋北 4.51 1 1 1 1 1 
6 1遠大寺野線隠道本l大野本遠隠寺道 4.01 1 1 1 1 1 
7 1身岡延村境鉄橋線豊|畳身延間橋村境(北情子入口先)1 4.51 1 1 31 14.913 . 5~ 11 31 14.9 
8 1北大野清二子線ツ橋|大北野一清子ツ橋上 3. 51 11 5. 21 3. 51 11 5. 51 3. 51 21 10 . 7 
9 1線身延上河原|白梅雲橋平豆畝 99412ω01 1 1 11 36.01 3.01 11_ 36.0 
80 1宮之前線|国諜謹製号ほ館| 3.01 1 1 1 1 1 
81 1西 川 線般|木虹井川坂ね下づみ沢合流点 1 吋2.0----4.01 21 6.01 2.01 1 1 21 6.0 
2 1役線場塩崎1役塩場横沢橋国道 刈 4.01 1 1 I 1 1 1 
3 1総線門波木井|永宮久橋ノ花 1 1，8601 6. 51 11 29 .01 5. 41 11 6. 91 5 . 61 21 35. 9 
4 1波線木井横町|軽遊金横園地国道前国道 3.01 1 1 11 4.01 3. 51 11 4.0 
|勝 沢 恥一|農協火前葬場国道 3 . ?I 11 3 . 61 3.01 1 1 11 3.6 
6 1長線円坊豆町|長(望円坊月清梅正平宅〉3281番地 1 3.01 1 1 1 1 1 
叩議盛;話再境(山の神) 1 1吋 2.01 1 1 1 1 1 1 
田陣争車社盟主 1 2吋 24 | | | | 1 1 
9 1通線学橋大野|通学大橋野 | 孔吋2.0----2. 51 11 50.01 1. 51 1 1 11 50.0 
90 1本田釜土線皿 1梅平23629番地((佐佐野野正俊三治宅郎~I 660.412.0----3.01 1 1 1 1 1 
91 1鰍 原 線|克横呂手の目リ 2.01 1 1 1 1 1 
2 1上村八線木沢本1県道山の神社前 1 138.61 2.51 1 1 1 

1|i ! 3 1下倉八線木沢石|下石八木倉沢入天口神ま社で横 2.01 1 1 1 
4 1下沢八線木沢柿|尾柿羽根沢(松木義治入口)1 2.01 11 7.31 3.31 1 1 11 7.3 
95 1下盆八線木沢大1下線八合木流凧容〉11下57八〈帯木金沢大132生~ I 2.71 1 1 1 1 1 
|帯金下山線|帯金帯金160八番l幡地神社西水門迄 276.3 2.71 1 1 21 6.71 2.71_ ~~ 
97 1帯金上方線|霊長時事保管望月! 吋 2.851 1 1 11 1. 81 2.81 11 1. 8 
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図面
木 橋 永久橋

番号
路線名 起 終 占、 延長 幅員

基数|延長 |幅員 基数l延長|幅員
98 1上方漆回線|県議田部落入口
99 1帯金北下線l帯北金下四旧ツ角道
I∞ |帯金大岱線|帯金大室四2ツ8角番地 13，161.61 

1 1帯南小金泥路議沢|南小泥之路沢(久14保85亀(年掲宅示〉板)1 386.3 2.01 11 7.01 2.01 1 11 7.0 

2 1泥之沢線|県道小笠よ原り重作氏前 1 213.51 1 11 4.01 3.01 11 4.0 

3 1帯線金塩之沢|帯金丸滝泥之宮沢の前水神 1 729.612.7，，-，5.21 1 41 27.312引 4127.3 
104塩之沢椿線|塩献穏露首足横の杉13，54812.9，，-，3.81 21 28.01 3.201 11 12.01 4.01 31必 O

105 1大盤下叫句大富盆2里8村境 1 7ぬ 21

|大主主椿線|大前5 1 2，6851 
7 1大線盛名元橋|大盆名元橋 1 1，州2ω0111 5.01 3. 31 11 6. 01 3. 01 21 11 . 0 

108 1丸滝椿線|丸棒滝2草6里766 1 2，4491 
109 1丸滝大崩線白1塩之大沢崩3四318 |四01
110 1丸滝桜井線|子誹請を富水神前

111 1丸滝沖村線|丸灘署生壁前
2 I丸線滝東側入|崩火合の見流点引揚住宅入口大
113 1丸滝東側線|役場伊藤元治西 1 11 7 . 01 2. 01 11 7 . 0 

114 1役場大崩線|角詰知鮮妻 13，766中7"-'4.51 1 2123.9413.5;61 2123.94 

115 1身延駅裏線|若蓄質問県道 1 743.213い 01 1 11 4.31 3.01 11 4.3 

116 1旧角打入線1市川平良田長政最宅入前口 1 450.21 3.51 11 6.71 3.01 1 11 6.7 

117 I平 線川|角和打桐田屋屋上

118 1和田平線|和早子新保宅入口 1674.511.7，，-，3.01 

119 1米 倉 線ョ1望平月忠線直合宅流

四|平新回線|市錨最長流 1 1，0731 

山 |荒屋敷線|山怨程宅入口

2 1和村線田東坂西|西村東道坂祖県道神合流

3 1和線田樋之上|和樋田2之6上番地317番地 11，517.512.7，，-，3.01 11 7.01 3.01 I 11 7.0 

4 1大線島樋之上|大和樋小之学上校滝入川練口雄宅前 | 1 11 6.201 2.01 11 6.2 

山 |大島針原線|小笠和原田兆樋之三宅上合前線流点路 1 892.71 

6 1大島中道線|大米大屋屋前別県道 1 378.11 

印|大島東側線|大首長持議=宅前| 2.71 11 7.01 2.31 1 11 7.0 

四 1大島西側線~I大小米屋笠前原寅雄宅前 1 246.11 
ω|大島宮原線|小議室話宅 1 272.81 

130 I大島清水線戸建車道合流 1 185.41 

131 1大島新宅恥1佐東野側屋横線合流 1 1 1 



図面 木 橋 永久橋 計

番号 路線名 起終点 延長 幅員
基数|延長|幅員 基数|延長 1'1幅員

132 1北大線島火の見1大片島上田謙火=の見宅踏前切 1 112.31 2.01 1 1 1 1 1 
133 1大島新地線1大大島屋島下運橋送庖北県道 1 483.51 2.01 1 1 21 5.412引 215.4 

山|大島佐野線|大時Zm 4.01 1 1 1 1 1 
135 1小線室沢佐野1小長室野沢道茶祖畑神佐野前線合流 1 1，8601 2.01 1 1 1 ||| | 
136 1作線之田馬込1小室ウ沢キ火ス森の見入前口 1 1，2221 2.01 1 1 1 
印|作之回線|赤転無前 2.01 1 1 1 1 1 
138 1馬込向平線|依車田英屋一前合宅流前点 必中0----2.51 1 1 1 1 1 
9 1長 野 線|向平向平県橋道 1 227.31 2.71 11 7.01 3.01 31 10.713引 4117.7 
l北 原 線l町角営住打宅、松D号島利は館幸宅 4.01 1 1 1 1 1 
141 1清子大野線|清盟事長望払番地 14，929中ω01 11 17.01 3.01 6130.1013.5Z81 71 47.1 
| 線|清子門原 1 1，0001 3.01 j 1 1 1 1 142清子身延 グ 横溝307番地 1， 
3 j光線子沢中野|光子横根沢大山崎日向14352番番地地 1 3.61 91 76.012引| 1 91 76.0 
4 1清線子相又下|清相子分又校正慶寺橋 12，175.41 2. 01 11 24. 61 3. 01 1 1 11 24.6 
145 1清子大島線|清語護171 2.01 1 1 1 1 1 
必|相本又線清子坂|キ目清叉坂子丸本橋山882 1 1叫 3.01 1 1 1114.941 1 1114.94 
7 1相沢叉線平清水|相相又枯又下清水沢 79812い 0111 25. 01 2. 51 1 || l|| 250 
8 1大口清久保子線障道|大清久保子芝障道原7口16 | 丸刈ω51 1 1 1 
9 1光分校子線沢横光1光横子光沢谷分校津門3 1 1，刈 3.01 1 1 2112.271 3.31 2112.27 

01橋桜清線水遊亀1横喜根滝遊之亀沢橋別番地 I 3.01 1 1 11 5.01 3.01 11 5.0 
1 1小線学校門野|豊門岡野郵便井局戸前沢 明 12.5----3.61 1 1 1121.441 3.71 1121.44 

152 1相 叉 線|相相叉御叉山内屋の神敷 1 5，07 3.51 1 1 1 1 1 
153 1小城線田船原大1小大田城船原中横村尾 |ι07 4.51 1 1 5154. 1514. 5~ 31 51 54.15 
4 1豊建線岡門野本|豊本岡建門野村境湯沢橋 1 3，CXX)j 2.0) 1 1 1 1 1 
市 |役場清子線|役場清子則分校 1 2，CXX)1 2，01 1 1 1 j ) 

6 1植大木島線隆道口1構大木河隆道内村口境 1 1 ，吋 2.01 1 1 1 1 1 
7 1光線子沢横尾|光横子尾沢亀星久久保保 1，350 3. 61 2) 10. 01 3. 51 1 1 21 10.0 
8 1大線久保谷津|横根光子中大沢谷久保津 1 1，CXX)1 2.01 I 1 I 1 1 
9 1役針場山亀線久保1相相叉平叉針山 1 2，0001 2.01 1 1 1 r 1 
160 1小田船原線|小船田、原上早小苗田田 1 1吋 2.01 1 I 1 1 1 
161 I谷津清子線|谷津光子沢大日向32番地 I 3.51 1 1 11 4.01 3.01 11 4.0 

市山り仲線町本|下説山RR7C;地地先先賦国道交叉り点1
ベ| 1 1 1 1 

1日比|ソ富臨島本通時15<.点lまmでL平重量品会1 591ト401 1 
1 1 1 1 

総 延長 1163，S吋 1 1 I I 1 1 
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第
九
編

交
通
運
輸
と
通
信

こ
の
ト
ン
ネ
ル
も
、
近
い
将
来
に
廃
道
と
な
る
運
命
に
あ
る
。

洗
心
洞
は
、
町
道
三
門
奥
之
院
線
の
途
中
の
西
谷
に
あ
り
、

幅
員
は
四
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

第
四
節

鉄

道

と

延
長
は
三
五
メ
ー
ト
ル

也、

ノ、

ス

ー___...
、

富
士
身
延
鉄
道
と
身
延
線

甲
府
l

富
士
間
八
八

・
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ほ
ぼ
中
央
、
身
延
駅
を
眼
下
に
見
お
ろ

し
、
身
延
山
と
七
面
山
を
仰
ぐ
小
高
い
山
頂
、
通
称
丸
山
公
園
に
高
く
そ
び
え
る
記
念

塔・・・
・・・
そ
れ
は
身
延
線
創
設
五
十
周
年
を
-
記
念
し
て
昭
和
三
十
八
年
に
建
て
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
塔
の
下
に
は
富
士
身
延
鉄
道
創
設
の
功
労
者
六
氏
(
小
野
金
六
、
根
津
嘉

一
郎
、
堀
内
良
平
、
河
西
豊
太
郎
、
小
泉
日
慈
、
小
野
耕
一
〉
の
胸
像
ブ
ロ
ン
ズ
が
飾

ら
れ
、
永
遠
に
そ
の
偉
業
を
伝
え
て
い
る
。

日
蓮
宗
総
本
山
、
身
延
山
久
遠
寺
を
慕
っ
て
全
国
か
ら
参
拝
に
訪
れ
る
人
々
も
、
大

正
の
後
期
ま
で
は
不
便
な
陸
路
を
わ
ら
じ
ば
き
で
歩
く
か
、
舟
で
急
流
の
富
士
川
を
利

用
す
る
以
外
に
方
法

が
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
東
海
道
線
は
明

治
二
十
二
年
(
一
八

八
九
)
中
央
線
新
宿

l

甲
府
間
が
三
十
六

年
(
一
九

O
三
)
に

開
通
し
た
が
、
こ
の

両
幹
線
を
結
ぶ
郷
土

の
動
脈
は
こ
れ
ら
先

句、軍i，../ 
-

_.も 白山

ar.s. 一一-n 

八
七
六

駆
者
の
達
見
と
努
力
に
よ
り
、
よ
う
や
く
昭
和
三
年
(
一
九
二
八
)
に
至
っ
て
実
現
す

る
の
で
あ
る
。

身延線創設五十周年記念塔



動
資
金
残
金
の
精
算
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
こ
の
時
の
計
画
が
か
な
り
具
体

化
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
民
聞
か
ら
鉄
道
敷
設
の
運
動
と
要
望
が
盛
り
上
る
に
お
よ
ん
で
、
山
梨

県
会
に
お
い
て
も
明
治
三
十
三
年
(
一
九

O
O〉
十
二
月
、
時
の
内
務
大
臣
に
対
し
次

の
よ
う
な
意
見
蓄
を
提
出
し
て
そ
の
促
進
を
う
な
が
し
て
い
る
。

甲
府
岩
淵
間
鉄
道
の
速
成
を
請
う
意
見
書

山
梨
県
下
甲
府
よ
り
静
岡
県
下
岩
淵
に
至
る
鉄
道
路
線
は
鉄
道
敷
設
法
に
お
い
て
第
二
期
に

属
す
る
も
元
来
本
線
は
東
海
道
線
よ
り
中
央
線
に
通
じ
更
に
中
山
道
線
及
び
北
越
線
に
通
ず
る

連
絡
線
た
る
の
み
な
ら
ず
、
其
南
端
は
特
別
輸
出
港
た
る
清
水
港
を
控
ゆ
る
の
故
に
、
東
海
、

東
山
、
北
陸
諸
道
を
連
絡
し
て
地
方
産
業
の
発
達
を
促
進
し
、
国
家
経
済
に
利
益
を
与
ふ
る
こ

と
極
め
て
大
な
り
。
加
え
て
本
線
の
工
事
は
平
易
に
し
て
工
費
も
小
額
な
る
を
も
っ
て
本
線
を

竣
成
せ
ば
之
に
由
て
現
に
起
工
中
な
る
中
央
幹
線
の
準
備
線
と
し
て
鉄
道
経
費
に
も
多
大
の
便

利
を
与
ふ
る
も
の
な
り
と
確
信
す
。

政
府
は
さ
き
に
事
の
緩
急
を
謀
り
第
二
期
線
に
属
す
る
篠
井
線
を
第
一
期
に
編
入
し
た
る
例

あ
り
、
市
し
て
本
線
達
成
の
急
務
な
る
は
決
し
て
篠
井
線
に
譲
る
こ
と
な
く
、
希
く
は
国
家
経

済
の
た
め
将
ま
た
沿
道
各
道
の
た
め
、
本
線
工
事
を
達
成
す
る
の
計
に
出
ら
れ
度
、
府
県
制
第

四
十
四
条
に
依
り
意
見
書
呈
出
致
候
也

明
治
三
十
三
年
十
二
月
十
六
日

山
梨
県
会
議
長

!lif 

英

夫

n 

明
治
四
十
二
年
(
一
九

O
九
〉
に
は
東
海
道
線
の
岩
淵
、
鈴
川
両
駅
の
中
間
に
富
士

駅
が
設
置
さ
れ
、
甲
駿
を
結
ぶ
新
ら
し
い
起
点
と
し
て
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
に
な
る
。

明
治
四
十
三
年
三
月
衆
議
院
に
お
い
て
、
「
甲
府
よ
り
岩
淵
に
至
る
鉄
道
急
設
に
関

す
る
建
議
案
」
が
通
過
し
、
い
よ
い
よ
建
設
の
機
運
が
熱
し
た
。
翌
四
十
四
年
に
は
中

央
線
甲
府
l

名
古
屋
間
も
開
通
し
、
両
幹
線
を
結
ぶ
身
延
鉄
道
の
主
要
性
は
富
国
強

兵
、
産
業
振
興
の
国
策
や
軍
事
上
か
ら
も
ま
す
ま
す
強
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

(
一
)
富
士
身
延
鉄
道
株
式
会
社
の
設
立
と
敷
設
工
事

こ
の
よ
う
な
機
運
の
な
か
で
、
明
治
四
十
四
年
(
一
九
一
一
〉
六
月
二
十
二
日
、
小

野
金
六
を
代
表
発
起
人
と
し
て
「
富
士
身
延
鉄
道
株
式
会
社
」
が
資
本
金
四
百
万
円
で

第
一
章

交

通

と

運

輸

設
立
発
足
し
、
静
岡
県
大
宮
町
(
現
在
の
富
士
宮
市
〉
よ
り
甲
府
市
ま
で
の
鉄
道
敷
設
認

可
を
得
、
大
正
元
年
に
は
、
富
士
l

大
宮
間
も
許
可
さ
れ
大
正
二
年
よ
り
着
工
し
た
の

で
あ
る
。

鉄
道
会
社
と
し
て
は
富
士
川
西
岸
、
現
在
の
国
道
に
沿
っ
た
コ

l
ス
を
計
画
し
た

が
、
土
地
を
つ
ぶ
さ
れ
る
地
主
の
猛
反
対
に
あ
い
、
止
む
な
く
富
士
川
東
岸
の
山
沿
い

コ
l
ス
に
変
更
し
た
。
こ
の
コ

l
ス
も
用
地
買
収
の
声
で
地
価
は
一
斉
に
上
昇
し
、
良

い
水
田
は
十
ア
ー
ル
六
百
三
十
円
、
並
の
田
畑
で
三
百
二
、
三
十
円
が
通
り
相
場
と
な

っ
た
。こ
の
頃
の
米
一
石
八
円
二
十
三
銭
か
ら
考
え
て
も
、
非
常
な
高
値
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
会
社
は
大
正
六
年
十
月
の
身
延
山
お
会
式
ま
で
に
富
士
l

身
延
聞
を
開
通
さ

せ
る
目
標
を
立
て
工
事
の
進
捗
を
は
か
っ
た
が
、
こ
の
工
事
は
地
盤
が
悪
く
、
ト
ン
ネ

ル
や
橋
梁
の
連
続
で
非
常
に
難
工
事
で
あ
っ
た
う
え
に
、
水
災
な
ど
の
障
害
、
加
え
て

第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
る
物
価
高
騰
、
資
材
の
値
上
り
等
、
あ
ら
ゆ
る
困
難
に
悩
ま
さ

れ
、
遅
々
と
し
て
は
か
ど
ら
な
か
っ
た
。

然
し
大
正
七
年
(
一
九
一
八
)
に
は
よ
う
や
く
十
島
l

内
船
聞
が
完
成
、
翌
八
年
に

内
船
l

甲
斐
大
島
聞
が
、
九
年
五
月
十
八
日
遂
に
甲
斐
大
島
!
身
延
聞
が
開
通
し
、
こ

こ
に
夢
の
富
士
|
身
延
間
鉄
道
が
全
通
し
た
の
で
あ
る
。

開
通
は
し
た
も
の
の
駅
員
の
確
保

・
乗
客
の
確
保
に
苦
し
み
、
経
営
は
い
つ
も
火
の

車
で
あ
っ
た
と
い
う
。
機
関
車
、
貨
車
、
客
車
す
べ
て
国
鉄
の
中
古
品
、
蒸
気
機
関
車

が
小
さ
な
客
車
を
二
両
引
っ
ぱ
っ
て
走
る
と
い
う
も
の
で
定
員
は
百
二
十
人
、
運
賃
は

富
士
l

身
延
聞
が
大
人
で
一
円
七
十
一
銭
で
あ
っ
た
。
大
人
の
一
日
日
当
が
七
十
銭
そ

こ
そ
こ
の
時
代
で
あ
る
か
ら
、
乗
客
が
少
な
く
、
わ
ら
じ
ば
き
や
舟
運
の
旅
客
に
敬
遠

さ
れ
る
の
も
無
理
は
な
か
っ
た
。
汽
車
と
は
い
っ
て
も
馬
力
が
小
さ
く
、
急
坂
で
は
子

供
が
追
い
つ
い
て
は
車
掌
に
叱
ら
れ
た
り
、
発
車
時
顔
見
知
り
の
客
が
手
を
上
げ
る
と

待
っ
て
い
て
乗
せ
て
く
れ
た
と
い
う
か
ら
の
ん
び
り
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

鉄
道
会
社
は
身
延
山
参
拝
の
使
を
は
か
つ
て
、
従
来
渡
船
に
よ
っ
て
い
た
身
延
駅

l

大
野
間
の
富
士
川
に
大
正
十
二
年
(
一
九
二
三
)
八
月
身
延
橋
を
建
設
し
た
。
こ
の
橋

は
グ
東
洋
一
の
吊
り
橋
グ
と
称
し
、
往
復
通
行
料
各
十
銭
を
徴
収
し
、
余
り
評
判
の
よ

八
七
七



第
九
編

交
通
運
輸
と
通
信

く
な
い
「
名
物
」
と
な
っ
た
。

第
二
期
工
事
の
身
延
|
甲
府
間
の
建
設
工
事
は
し
ば
ら
く
停
頓
の
形
と
な
っ
て
い
た

が
、
政
府
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
全
国
鉄
道
計
画
の
な
か
で
甲
府
|
丸
滝
線
の
重
要

性
を
認
め
て
こ
れ
を
採
択
、
大
正
九
年
の
臨
時
国
会
に
お
い
て
、
国
の
手
に
よ
っ
て
敷

設
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
し
か
し
当
時
の
緊
縮
財
政
方
針
で
予
算
が
計
上
さ
れ
ず
、

結
局
民
営
に
よ
り
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

大
正
十
四
年
(
一
九
二
五
)
着
工
さ
れ
た
工
事
は
昭
和
二
年
市
川
大
門
ま
で
、
昭
和

三
年
(
一
九
二
八
〉
三
月
遂
に
甲
府
ま
で
全
線
開
通
し
、
こ
こ
に
東
海
道
と
甲
州
街
道

を
結
ぶ
大
動
脈
が
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
昭
和
二
年
に
は
身
延
ま
で
電
化
さ
れ
輸
送
力

も
急
増
し
た
。

大
正
二
年
着
工
以
来
実
に
十
五
年
、
身
延
町
を
巾
心
と
す
る
治
線
住
民
の
悲
願
が
実

っ
た
わ
け
で
、
当
時
の
人
々
の
感
激
が
し
の
ば
れ
る
。

こ
の
開
通
に
よ
り
、
身
延
参
拝
客
の
主
流
も
鉄
道
の
ほ
ぼ
独
占
す
る
と
こ
ろ
と
な

り
、
産
業

・
文
化

・
教
育

・
観
光
の
各
面
に
お
い
て
身
延
町
の
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
う

な
が
す
要
因
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
身
延
町
に
と
っ
て
ま
さ
に
新
ら
し
い
時
代
の
夜

明
け
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

(
二
)
国
鉄
身
延
線
へ

こ
の
民
有
富
士
身
延
鉄
道
も
、
運
賃
は
日
本
一
と
い
わ
れ
な
が
ら
赤
字
続
き
で
経
営

難
に
苦
し
み
、
昭
和
十
三
年
(
一
九
三
八
)
国
と
の
折
衝
が
成
り
民
有
国
営
と
な
り
、

さ
ら
に
日
華
事
変
の
激
化
対
米
戦
争
機
運
の
情
勢
下
に
国
家
的
方
針
も
あ
っ
て
昭
和
十

六
年
五
月
一
日
、
買
収
費
一
千
九
百
万
円
で
国
鉄
に
移
管
さ
れ
、
線
名
も
身
延
線
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

戦
時
中
は
国
鉄
も
軍
事
色
に
い
ろ
ど
ら
れ
、
身
延
駅
の
ホ

l
ム
に
は
出
征
兵
士
を
送

り
出
し
、
ま
た
戦
死
、
戦
病
死
者
の
無
言
の
帰
還
を
迎
え
た
町
民
の
歴
史
が
き
ざ
ま
れ

て
い
る
。
軍
需
物
資
の
特
別
輸
送
、
町
内
か
ら
の
木
材
や
薪
炭
等
の
供
出
物
資
の
輸
送

も
行
な
わ
れ
た
。
戦
後
は
復
員
業
務
に
、
荒
廃
し
た
鉄
道
施
設
の
確
保
と
復
興
に
苦
闘

の
あ
ゆ
み
が
つ
づ
け
ら
れ
、
列
車
は
買
出
し
ゃ
、
ヤ
ミ
物
資
を
運
ぶ
人
々
で
ふ
く
れ
上

り
、
窓
か
ら
の
乗
り
降
り
は
ふ
つ
う

の
こ
と
だ
っ
た
。
切
符
も
発
売
制
限

が
き
び
し
く
、
窓
口
に
は
長
い
行
列

が
で
き
た
。
戦
後
の
国
鉄
復
興
の
歴

史
は
、
日
本
の
再
建
の
歴
史
で
も
あ

る。

(
三
)
身
延
線
今
後
の

課
題
と
展
望

八
七
八

出征兵士を送る身延線の電車(昭和15年〉

通
勤
通
学
客
の
増
加
、
観
光
開
発

の
進
展
、
さ
ら
に
首
都
圏
拡
大
の
お

よ
ぼ
す
影
響
な
ど
、
時
代
の
進
展
と

と
も
に
身
延
線
の
重
要
度
は
ま
す
ま

す
強
ま
り
、
赤
字
路
線
と
は
い
い
な

が
ら
、
沿
線
地
域
住
民
の
身
延
線
に

か
け
る
期
待
と
要
望
は
強
い
も
の
が
あ
る
。

昭
和
二
十
八
年
に
発
足
し
た
身
延
線
改
善
期
成
同
盟
(
静
岡
、
山
梨
両
県
下
の
沿
線
各

市
町
村
が
加
盟
)
は
、
本
町
を
中
心
と
し
て
身
延
線
の
複
線
化
、
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
、
中

央
線
、
東
海
道
線
の
乗
入
れ
、
東
京
|
身
延
循
環
列
車
の
運
行
な
ど
を
要
望
し
て
運
動

を
続
け
て
い
る
。
ま
た
、
身
延
線
沿
線
観
光
協
議
会
が
発
足
し
、
積
極
的
な
観
光
客
誘

致
に
も
の
り
出
し
て
い
る
。

今
後
本
町
の
地
域
開
発
の
中
で
、
道
路
の
改
良
開
発
と
な
ら
ん
で
、
身
延
線
の
近
代

化、

改
善
は
大
き
な
柱
と
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

身
延
線
の
沿
革

一
、
会
社
の
創
立
と
増
資

明
治
四
十
五
年
四
月
二
十
六
日
資
本
金
四
百
万
円
を
以
て
富
士
身
延
鉄
道
株
式
会
社
を
創
立

大
正
十
年
十
二
月
二
十
五
日
資
本
金
を
八
百
万
円
に
増
加

大
正
十
五
年
七
月
二
日
資
本
金
壱
千
六
百
万
円
に
増
加



一
、
鉄
道
敷
設
と
運
転
開
始

・
明
治
四
十
四
年
六
月
二
十
三
円
富
士
身
延
鉄
道
株
式
会
社
発
起
人
小
野
金
六
外
弐
拾
九
名

に
対
し
、
静
岡
県
大
宮
町
を
起
点
と
し
、
山
梨
県
甲
府
市
に
至
る
鉄
道
敷
設
の
免
許
が
与

え
ら
れ
た
。

・
大
正
元
年
十
二
月
五
日
富
士
鉄
道
株
式
会
社
鉄
道
敷
設
特
許
権
ハ
東
海
道
富
士
駅
を
起
点

と
し
静
岡
県
大
宮
町
に
至
る
間
)
を
富
士
身
延
鉄
道
株
式
会
社
に
譲
渡
の
許
可
が
与
え
ら

れ
た
。

・
大
正
二
年
七
月
二
十
一
日
東
海
道
富
士
駅
大
宮
町
間
ハ
一

0
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)
工
事

竣
工
運
転
開
始

し
ゅ
ん

・
大
正
四
年
二
月
二
十
日
大
宮
町
芝
川
間
ハ
約
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)
工
事
域
工
運
転
開
始

・
大
正
七
年
八
月
十
日
芝
川
、
十
島
問
(
約
五

・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
〉
工
事
竣
工
運
転
開
始

・
大
正
七
年
十
月
八
日
大
島
、
内
船
間
(
九

・
六
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)
工
事
竣
工
運
転
開
始

・
大
正
八
年
四
月
八
日
内
船
、
甲
斐
大
島
間
(
五

・
六
三
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
)
工
事
竣
工
運
転

同
百
ム
口

口同
ν'WM-

・
大
正
九
年
五
月
十
八
日
甲
斐
大
島
、
身
延
間
ハ
一
一
了
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
U

工
事
竣
工
運
転

開
始

・
大
正
九
年
八
月
中
臨
時
帝
国
議
会
に
お
い
て
丸
滝
l
甲
府
間
(
四
四

・
七
三
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
)
の
工
事
は
政
府
に
お
い
て
施
設
す
る
こ
と
に
決
定

・
大
正
十
三
年
五
月
三
十
一
日
身
延
、
市
川
大
門
間
(
二
六

・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)
の
工
事

の
施
行
認
可
さ
れ
る
。

・
昭
和
二
年
三
月
二
十
八
日
市
川
大
門
駅
、
甲
府
間
(
一
八

・
三
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
U

の
工

事
施
行
認
可
さ
れ
る
。

・
昭
和
二
年
六
月
富
士
、
身
延
間
電
化
完
成

・
昭
和
三
年
三
月
三
十
日
工
事
竣
工
富
士
駅
、
甲
府
駅
間
八
八

・
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
全
通
運

転
開
始

・
昭
和
十
三
年
十
月
一
日
国
営
に
移
管

・
昭
和
十
六
年
五
月
一
日
国
鉄
に
買
収
さ
れ
る
0

.
昭
和
三
十
六
年
五
月
管
理
長
制
度
発
足

・
昭
和
三
十
八
年
準
急
富
士
川
号
運
転
開
始
、
そ
の
後
急
行
と
な
る
。

代

社

長

歴

第
一
章

交

通

と

運

輸

五四三二初

野西洋内野

金良

草

加

一

豊

太
時
汁
4
2
n
 

代 代代代代

小河根堀 小

一一、
町

内

の

各

駅
一郎郎平六

身
延
町
民
の
利
用
駅
は
主
と
し
て
波
高
島
、
塩
之
沢
(
停
留
所
)
、
身
延
、
甲
斐
大
島

で
あ
る
。

身

延

駅

開
業
は
大
正
九
年
五
月
十
八
日
(
富
士
身
延
鉄
道
会
社
線
〉
昭
和
十
五
年
国
鉄
買
収

日
本
国
有
鉄
道
(
公
社
)
中
部
支
社
静
岡
鉄
道
管
理
局
所
属
の
現
業
機
関
た
る
一
般
駅

(
貨
物
を
取
扱
わ
な
い
駅
は
特
殊
駅
と
い
う
U

で
あ
る
。

乗
降
客
と
列
車
の
状
況

駅

下り2'0本
39本〉
249，5∞人(推計〉
875，757人

(昭和39年度〉

延

01日平均乗車 人員
上り富士下り甲府

定期券 904 741 

一般 825 347 

1，729人 1，088人

(定期 1，675 つ只17A)
一般 1，142 山… j 
O列車発車回数
上り 19本

(計
0年間観光客
0年間乗車客

身

ノ
七
九



第
九
編

交
通
運
輸
と
通
信

八
八

O

従
業
員
の
組
織

物
・

貨

.("， 

貝

車

|駅長|

|助 役|可予備助役|

|庶務係|τ| 名

ー
運
輸
掛

ハ出
札
)

4
名

ふじ

8木

利

石こう外

発電所用機器類
(日常品年間2∞t) 

セメント

注

が て上
ああ記
るるの
。 カ， よ

兼 う
務 に
担分
務 担
のは
指 決
定め

発着回数(1日〉

発|着

砂

こうふ

7，137万円

発着 トン数 (年〉

7本

l名

ー
運
輸
掛
(
改
札
)
3
名

16，489トン

123，927トン

ふじ

9木

ー
運
輸
掛

(貨
物
)

l
名

こうふ

7本

発

着

掛

2
名
|

|

|
構
内
作
業
班

日門名

構

内

身
延
駅
の
特
長

ヘ信
号
機

/車

輔

入
替
の
総
括
)

駅

務

一
、
旅
客
は
身
延
山
参
拝
の
信
徒
を
は
じ
め
全
国
各
方
面
よ
り
来
町
す
る
の
で
山
間
駅

と
し
て
は
乗
降
客
数
の
割
に
発
売
高
が
大
き
い
。

二
、
県
南
部
の
中
心
地
と
し
て
通
勤
客
が
多
い
、
通
学
生
も
多
い
。

三
、
身
延
線
の
中
心
駅
、
貨
車
の
仕
訳
作
業
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。
当
駅
だ
け
乗
務
員

(
機
関
士

・
車
掌
)
の
交
代
が
あ
る
。

四
、
中
心
駅
の
業
務
機
関
が
集
中
し
て
い
る
。

五
、
身
延
山、

白
鳳
渓
谷
、
南
ア
ル
プ
ス
、

る。

ー
部
外
関
係
事
務

掛

3 
名

(
給
与

・
厚
生
〉

ヘ貨

物

他

/

/荷
物
受
付
、
雑
務
、

観
光
客
の
概
況

(
月
別

・
昭
和
三
十
九
年
度
〉

計~I 団 体|一 般

497人 24，339人

2 116 16，913 

3 963 17，971 

4 2，082 19，506 

5 4，207 23，081 

6 10，460 16，297 

7 4，195 18，653 

8 919 28，505 

9 307 12，973 

10 1，420 15，442 

11 1，714 13，972 

12 94 12，208 

計 29，684 2肌 860 I 

西
山
温
泉
等
へ
の
観
光
客
が
増
加
し
て
い

249，544 

六
、
身
延
線
の
輸
送
改
善
に
よ
っ
て
将
来
、
東
京
、
長
野
、
静
岡
か
ら
直
通
列
車
が
運

転
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
中
心
駅
と
し
て
の
重
要
度
は
益
々
高
ま
る
で
あ
ろ
う。

七、

複
線
化
の
促
進
も
運
動
さ
れ
て
い
る
。

計

甲
斐
大
島
駅

L>... 
ロ

甲
斐
大
島
駅
は
、
身
延
町
下
大
島
地
内
に
あ
っ
て
、

大
正
八
年
四
月
八
日
富
士
身
延

鉄
道
が
大
島
ま
で
開
通
し、

開
通
と
同
時
に
大
島
駅
も
開
業
し
国
営
移
管
を
経
て
現
在

に
至

っ
て
い
る
。
現
在
駅
長
一

、
助
役
一

、

一
般
職
員
五
の
八
人
で
運
営
に
従
事
し
て



い
る。昭
和
四
十
三
年
度
(
四
十
三
年
四
月

よ
り
四
十
四
年
三
月
ま
で
〉
甲
斐
大
島

駅
利
用
客
は
、

一
般

・
通
勤

・
通
学
を

合
わ
せ
て
一
四
三
、
四
四
三
人
で
一
日

平
均
三
九
三
人
と
な
り
、
貨
物
は
ほ
と

ん
ど
大
部
分
が
砂
利
で
年
間
七
二
、
二

六

0
ト
ン
積
み
出
し
て
い
る
。

塩

之

j尺

~R 

身
延
町
帯
金
塩
之
沢
に
あ
っ
て
身
延

駅
長
が
管
理
し
て
い
る
職
員
無
配
置
駅

で
、
昭
和
八
年
九
月
一
日
の
開
設
で
あ

る。
昭
和
四
十
三
年
度
(
昭
和
四
十
三
年

四
月
よ
り
四
十
四
年
三
月
ま
で
〉
の
年

間
利
用
客
は
、

一
般

・
通
勤

・
通
学
を
合
わ
せ
て
九

O
、
五一

四
八
人
で
あ
る
。

か
つ
て
貨
物
も
取
扱
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
今
は
扱
つ
、て
い
な
い
。

ー__..、

身

延

登

山

鉄

道

大
正
末
期
に
登
山
鉄
道
(
身
延
駅

l
身
延
山
総
門
)
と
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
(
塩
沢

l

奥
ノ
院

l
赤
沢
|
白
糸
滝

・
感
井
坊
l
鷹
取
山
l
七
面
山
|
角
瀬
|
七
面
山
〉
の
建
設

計
画
が
立
て
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
大
野
地
内
で
一
部
着
工
し
た
鉄
道
敷
設
工
事
も

中
途
で
挫
折
し、

机
上
プ
ラ

γ
に
終
っ

た
。

昭
和
三
十
六
年
、
身
延
山
の
大
本
願
人
田
中
正
二
郎
を
は
じ
め
信
徒
有
力
者
が
、
三

井
鉱
山
社
長
山
川
良
一
ら
三
井
系
財
界
人
の
協
力
の
も
と
に
「
身
延
登
山
鉄
道
株
式
会

第
一
章

交

通

と

運

輸

社
」
を
設
立
(
資
本

金
五
千
万
円
)
昭
和

三
十
八
年
に
西
谷
よ

り
奥
ノ
院
に
至
る
ロ

身延山ロープウェイ機械室

駅

ー
プ
ウ
ェ
イ
を
総
工

費
二
億
一
千
万
円
で

建
設
、
営
業
を
開
始

し
た
。現
在
年
間
十
五
万

人
以
上
の
乗
客
を
輸

送
し
て
い
る
。

O
区

間

久

遠

寺

駅

1
奥
之
院
駅
(
標
高
一

、

O
着

工

昭

三

八

、
三
、

一

O
完

成

昭

三

八

、
八
、
二
三

O
施
工
者
日
本
ケ
ー
ブ
ル
株
式
会
社

。
ロ
l
プ
ウ
ェ
イ
方
式
三
線
交
走
式
並
通
索
道

O
線

路

長

一

、
六
六
五
メ

ー
トル

。
ゴ
ン
ド
ラ
乗
車
人
員
四
一
人
二
基

O
鋼

索

支

索

ロ

ッ

ク

ド

コ

イ

ル

曳

索

フ

イ

ラ

l

平
衝
索
フ
イ
ラ
l

四
基
最
大
高
さ

一
日
平
均
三
O
回

一
四
八
メ
ー
ト
ル
)

島大斐田E

日

m
/
m

M
m
/
m
 

m
m
/
m
 

O
支

柱

。
運
転
回
数

28 
m 

徒
歩
で
二
時
間
の
と
こ
ろ
を
八
分
で
頂
上
ま
で
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
頂
上
か
ら

は
富
士
の
霊
峰
、
南
ア
ル
プ
ス
を
は
じ
め
四
囲
の
連
峯
、
富
士
川
沿
岸
一
帯
、
遠
く
駿

河
湾
ま
で
遠
望
で
き
眺
望
雄
大
で
清
浄
な
環
境
と
と
も
に
参
拝
観
光
客
の
感
嘆
す
る
と

こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。

八
八



第
九
編

交
通
運
輸
と
通
信

四

自
動
車
交
通
の
発
達

(
一
)
馬
車
、
人
力
車
か
ら
自
動
車
へ

明
治
二
十
九
年
ご
ろ
身
延
村
地
内
に
馬
車
鉄
道
設
置
の
計
画
が
あ
っ
た
が
、
地
元
か

ら
は
反
対
運
動
が
お
こ
り
結
局
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
時
大
野
、
梅
平
両
区
よ
り
出
さ
れ
た
反
対
の
上
申
書
に
は
、
当
時
の
人
々
の
考

え
方
が
よ
く
現
わ
れ
て
い
て
興
味
深
い

馬
車
鉄
道
敷
設
一
一
付
上

・申
当
身
延
村
地
内
へ
軌
道
条
例

ニ
ヨ
リ
馬
車
鉄
道
敷
設
ノ
儀

山
願
人
有
之
趣
伝
聞
仕
リ
候

処
右
ハ
地
元
村
民
ノ
意
向
等

御
上
問
相
成
リ
候
事
ト
存
シ

候
へ
ド
モ
紀
憂
ニ
堪
へ
ズ
左

一
一
其
ノ
弊
善
ヲ
具
申
シ
併
テ

御
採
用
不
相
成
様
奉
詰
願
候

当
村
ノ
道
路
ハ
極
メ
テ
狭
隆
ニ
シ
テ
身
延
山
参
詣
人
群
集
致
シ
候
節
ハ

一
摩
接
腫
頗
ル
雑
踏

ヲ
極
メ
テ
常
通
路
取
拡
ゲ
ノ
必
要
ヲ
感
ジ
居
候
折
柄
道
敷
中
央
へ
軌
道
ヲ
敷
キ
馬
車
往
来
致
シ

候
テ
ハ
道
路
ハ
馬
車
ノ
為
一
一
占
領
セ
ラ
レ
人
馬
ノ
通
行
ヲ
障
碍
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
参
請
人
幅
湊

ノ
瑚
リ
ハ
婦
女
老
幼
ノ
到
底
通
行
ス
ル
能
ハ
ズ
特
一
一
梅
平
大
野
間
ノ
如
キ
一
方
ハ
削
ル
ガ
如
キ

山
腹
ニ
テ
一
方
ハ
富
士
川
ニ
臨
ム
県
崖
ナ
レ
バ
身
延
山
法
会
ノ
時
期
ハ
毎
々
死
傷
ヲ
生
ズ

ル
危

険
有
之
地
元
村
民
ノ
憂
慮
不
砂
候
条
何
卒
該
出
願
ノ
儀
ハ
御
却
下
相
成
度
此
段
奉
懇
願
候
也

明
治
廿
九
年
一
月
十
四
日
山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
村
大
野
区
人
民
総
代

松

野

義

路

片

田

排

治

昔の人力車

⑪⑪  

八
八

海

野

太

左

衛

門

穂

坂

弥

平

片

田

愛

治

郎

片

田

同

太

郎

同
村
梅
平
区
人
民
総
代

近

藤

善

左

衛

門

佐

野

儀

兵

衛

遠

藤

吉

三

郎

⑪⑪⑪⑪  ⑪⑪⑪  

前
書
上
申
之
趣
相
違
無
之
一
一
付
奥
印
仕
候
也右
村
長
代
助
役

遠

藤

緑

⑪ 

山
梨
県
知
事

桜

-
dノ

勉

殿

た深一 門花井難の馬点で客走内一
。い年 しに か橋所突車と渡はつを四大
身十か出らをを端にすり富て鉄)正
延ーして塩渡通「乗る、上い輪ご 三
の月、三沢つりカつ人大川たのろ年
里に大門側て、マて力野女。馬か(

もは正にを宮波」粕車を渡参車ら
一大 九至総の木 の坂や起船拝が町九
回目野年る
近ト(コ
代ンー l
化ネ九ス
ヘル二で
のの O ぉ
歩開)参
み設五り
を、月し
ふ十富た
み二士の
出年身で
しに延あ
、身鉄る
参延道。
詣橋が
客の身
も架延
急、橋ま
激がで
に実関
楢現通rしし
し草十 昔の乗合自動車



馬
車
業
者
も
こ
れ
に
対
応
し
て
従
来
の
「
ガ
タ
馬
車
」
に
代
り
改
良
さ
れ
た
ゴ
ム
輪

の
「
高
等
馬
車
」
を
走
ら
せ
る
な
ど
し
て
、
日
増
し
に
活
発
化
す
る
交
通
の
花
形
と
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
大
正
十
四
年
に
新
し
い
時
代
の
主
役
、
自
動
車
が
登
場
す
る

に
い
た
り
陸
上
交
通
の
様
相
は
一
変
す
る
の
で
あ
る
。

大
正
十
四
年
四
月
十
日
長
谷
川
栄
三
郎
が
中
心
と
な
っ
て
身
延
自
動
車
株
式
会
社
が

設
立
さ
れ
、
身
延
駅
と
身
延
山
の
聞
に
定
期
パ
ス
の
運
行
を
開
始
し
た
。
当
時
こ
れ
を

乗
合
自
動
車
と
呼
ん
だ
。

資
本
金
は
十
万
円
、
社
長
は
長
谷
川
栄
三
郎
、
専
務
は
諏
訪
源
倣
で
、
藤
田
佐
一
郎

藤
田
文
太
郎
、
深
沢
豊
治
、
望
月
九
一
房
が
重
役
で
あ
っ
た
。

自
動
車
と
い
っ
て
も
当
時
の
こ
と
で
す
こ
ぶ
る
小
型
の
も
の
で
あ
り
、

T
型
フ
ォ

ー

ド
八
人
乗
り
二
台
、
六
人
乗
り
三
台
と
い
う
陣
容
だ
っ
た
。
料
金
は
身
延
橋
の
渡
橋
賃

十
銭
を
含
み
片
道
四
十
銭
だ
っ
た
。
当
時
、
散
髪
料
が
三
十
五
銭
だ
っ
た
こ
と
と
比
較

す
れ
ば
非
常
な
高
値
で
あ
り
、
地
元
の
利
用
客
は
ご
く
少
な
か
っ
た
。

身
延
鉄
道
も
一
日
僅
か
四
往
復
で
あ
り
、
乗
合
自
動
車
も
こ
れ
に
応
じ
た
運
行
回
数

だ
っ
た
が
、
総
門
の
坂
も
今
よ
り
急
坂
で
、
車
の
馬
力
が
弱
く
て
登
り
切
れ
ず
、
坂
に

か
か
る
と
乗
客
も
降
り
て
車
の
後
押
し
を
す
る
珍
風
景
も
見
ら
れ
た
と
い
う
。

こ
の
自
動
車
出
現
で
打
撃
を
受
け
た
の
が
馬
車
、
人
力
車
の
業
者
で
、
向
動
車
会
社

が
認
可
に
な
る
以
前
か
ら
組
合
が
結
束
し
て
死
活
問
題
だ
と
ば
か
り
に
猛
烈
な
反
対
運

動
を
展
開
し
こ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
。
自
動
車
が
動
き
出
し
て
か
ら
も
両
者
の
聞

に
は
紛
争
が
絶
え
ず
、
自
動
車
の
す
ぐ
前
を
空
の
馬
車
が
わ
ざ
と
ノ
ロ
ノ
ロ
走
っ
て
妨

害
し
追
い
越
し
も
で
き
な
い
の
で
自
動
車
の
客
が
怒
り
出
す
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
し
ょ

せ
ん
時
代
の
流
れ
に
は
勝
て
ず
、
間
も
な
く
馬
車
も
人
力
車
も
か
げ
を

ひ
そ
め
、
自
動
車
の
独
壇
場
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

(
二
)
富
士
川
飛
行
艇

大
正
十
二
年
(
一
九
二
三
)
、
身
延
弘
通
株
式
会
社
に
よ
り
運
航
計
画
が
立
て
ら
れ

た
。
天
竜
川
で
使
用
し
て
い
た
も
の
と
同
じ
幅
広
の
木
造
船
の
後
尾
に
飛
行
機
用
の
エ

ン
ジ
ン
を
取
り
付
け
プ
ロ
ペ
ラ
の
推
進
力
で
水
上
を
疾
走
す
る
と
い
う
当
時
と
し
て
は

第
一
章

交

通

と

運

輸

珍
ら
し
い
交
通
機
関
で
あ
っ
た
。
三
月
よ
り
試
験
運
航
、
七
月
営
業
を
許
可
さ
れ
、
三

隻
を
も
っ
て
身
延
鰍
沢
間
一
日
三
往
復
の
運
転
を
開
始
し
た
。
従
来
の
和
船
に
よ
る
舟

運
と
は
し
ば
ら
く
の
間
競
争
関
係
に
あ
っ
た
が
、
身
延
線
の
開
通
、
パ
ス
の
発
達
に
押

さ
れ
て
寿
命
は
短
か
く
、
と
も
に
昭
和
初
年
に
は
姿
を
消
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

身
延
鰍
沢
間
上
り
は
所
要
時
間
二
時
間
で
運
賃
三
円
、
下
り
は
一
時
間
半
で
一
円
七

十
銭
で
あ
っ
た
。

(
三
)
自
動
車
会
社
の
発
展
と
山
梨
交
通

昭
和
三
年
に
富
士
身
延
鉄
道
株
式
会
社
が
身
延
向
動
車
を
買
収
し
資
本
の
九

O
パ
ー

セ
ン
ト
を
に
、
ぎ
り
社
長
は
堀
内
良
平
の
弟
堀
内
宗
平
、
専
務
は
諏
訪
源
敏
と
な
っ
た
。

そ
の
後
資
本
力
に
も
の
を
い
わ
せ
、
近
隣
の
群
小
臼
動
車
会
社
と
そ
の
路
線
を
次
々

に
買
収
統
合
す
る
ほ
か
路
線
を
拡
大
し
、
や
が
て
甲
府
l

岩
淵
に
至
る
木
県
陸
上
交
通

の
大
半
を
支
配
す
る
後
の
山
梨
交
通
へ
の
基
礎
を
き
ず
い
て
行
く
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
昭
和
三
年
に
は
中
野
l

万

沢
聞
に
路
線
を
開
き
(
幌
型
三
台
を
運

行
)
、
昭
和
四
年
に
は
鰍
沢
|
身
延
聞

の
身
延
弘
通
向
動
車
株
式
会
社
を
買
収

し
た
。
身
延
弘
通
と
い
う
の
は
、
は
じ

め
鰍
沢
|
身
延
聞
の
富
士
川
を
飛
行
艇

と
称
す
る
モ
ー
タ
ー
プ
ロ
ペ
ラ
船
に
よ

り
営
業
し
、
昭
和
二
年
に
向
動
車
に
切

り
か
え
十
六
人
乗
り
大
型
パ
ス
七
台
で

身
延
l
鰍
沢
聞
を
む
す
ん
で
い
た
会
社

で
あ
る
。

車動自のd怠
日

昭
和
六
年
富
士
川
自
動
車
株
式
会
社

を
買
収、

芝
川
l

岩
淵
、
芝
川
l

内
房

芝
川
l

西
山
の
三
路
線
を
獲
得
、
パ
ス

八
八
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三
台
、
タ
ク
シ

ー
四
台
を
も
っ
て
運
行
し
た
。
ま
た
こ
の
年
甲
府
市
内
、
甲
府
駅

l
南

口
間
の
乗
合
パ
ス
も
買
収
し
た
。

昭
和
七
年
(
一
九
三
二
)
に
は
市
川
|
甲
府
間
の
市
川
自
動
車
、
甲
府
|
御
獄
聞
の

御
獄
自
動
車
を
買
収
し
た
ほ
か
市
川
|
鰍
沢
線
も
認
可
さ
れ
、
甲
府
|
身
延
山
間
の
長

距
離
運
転
も
開
始
し
た
。

昭
和
八
年
に
は
総
門
l
中
野
間
の
新
県
道
、
権
ノ
木
ト
ン
ネ
ル
、
開
通
を
機
に
南

部
、
万
沢
方
面
の
道
路
も
改
修
さ
れ
身
延
!
芝
川
間
直
通
運
転
を
開
始
し
た。

昭
和
十
三
年
九
月
、
富
士
身
延
鉄
道
の
国
営
化
に
と
も
な
い
、
身
延
自
動
車
株
式
会

社
は
鉄
道
と
は
な
れ
独
立
経
営
と
な
っ
た
。
十
五
年
五
月
に
は
身
延

l
新
倉
間
三

0
・

四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
パ
ス
運
行
も
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
増
強
、
発
展
の
一
途
を
た

ど
っ
た
が
、
昭
和
十
八
年
五
月
、
政
府
の
戦
時
経
済
政
策
に
よ
り
企
業
整
備
統
合
が
行

な
わ
れ
国
中
方
面
の
パ
ス
が
合
併
し
た
の
に
次
い
で
身
延
自
動
車
株
式
会
社
も
こ
れ
ら

と
合
併
す
る
。
当
時
の
身
延
自
動
車
の
規
模
は
従
業
員
七
五
名
、
大
型
パ
ス
二
七
台
、

タ
ク
シ
ー
一
六
台
、
資
本
金
二
七
万
七
、
五

O
O円
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
四
年
頃
よ
り
戦
時
経
済
統
制
下
に
入
り
、
ガ
ソ
リ
ン
の
規
制
強
化
に
よ
り
薪

木
炭
等
代
用
燃
料
を
使
っ
て
運
行
を
続
け
た
。

十
九
年
頃
か
ら
は
戦
局
の
激
化
に
と
も

な
い
、
従
業
員
は
召
集
、
徴
用
の
た
め
半
減
し
、
代
用
燃
料
の
薪

・
木
炭
さ
え
欠
乏
し

自
動
車
に
と
っ
て
不
可
欠
の
オ
イ
ル
、
部
品
も
全
く
入
手
不
能
と
な
っ
た
た
め
大
部
分

の
路
線
は
運
休
の
止
む
な
き
に
至
り
、
辛
う
じ
て
身
延
駅
|
身
延
山
、
身
延
駅
l

新
倉

聞
を
維
持
し
つ
つ
、
苦
闘
の
う
ち
に
終
戦
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

昭
和
二
十
年
五
月
、
企
業
合
同
に
よ
る
統
合
会
社
を
一
本
化
し
て
「
山
梨
交
通
株
式

会
社
が
発
足
し
た
が
、
文
字
ど
お
り
甲
府
盆
地
一
円
、
峡
北
、
静
岡
方
面
を
独
占
す
る

公
共
的
企
業
と
し
て
、
敗
戦
に
よ
る
極
度
の
経
済
混
乱
の
な
か
で
住
民
の
足
と
な
り
、

新
規
路
線
の
開
発
、
車
の
大
型
化
、
ス
ピ

ー
ド
化
、
改
良
、
増
発
を
は
か
り
、
今
日
の

姿
ま
で
発
展
し
て
来
た
の
で
あ
る
。

現
在
身
延
営
業
所
管
内
で
、
定
規
走
行
距
離
一
日
約
四
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
従
業
員

二
四

O
名
、
車
輔
総
数
八
四
両
で
あ
る
。

八
八
四

ア

(
四
)
山
梨
交
通
身
延
営
業
所
の
機
構
と
概
況

構

イ

従
業
員
お
よ
び
車
両

機

支車
所両

ー
整
備
係

山梨交通身延営業所

業身
所延
長営

係運

早
川
橋

出
張
所

ー
運
行
係

芝

川
出
張
所

長輸

ー
下

部

ー
ー
ー
出
張
所

ー
精
算
係

ー
庶
務
係

安

全
委
員
会

整 ノ、 定 観 事

イ

ヤ
務

身

備 期 光 所 延

営

一 0 四 一
男
業一 七一 一

女
所

。。五 七 八 分

一
車。 両。五 四 。

一 男
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車
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一 人
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車
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大島

広河J以

定
期
券
年
開
発
売
高

昭
和
四
十
二
年
度
一

O
、
七
九
四
枚

昭
和
四
十
三
年
度
九
、
九
六
三
枚

ニ乙

一
四
、
五
五
二
、
四
七
五
円

一
三
、
八
六
九
、
五
四
五
円

ア

沿
(
五
)
身
延
タ
ク
シ

ー
株
式
会
社

第
一
章

交

通

と

運

輸

革

参
拝
客
を
は
じ
め
陸
上
交
通
の
激
増

に
と
も
な
い
タ
ク
シ
ー
の
需
要
も
増
大

し
た
の
で
、
従
来
山
梨
交
通
一
社
だ
っ

た
と
こ
ろ
へ
昭
和
三
十
三
年
に
佐
藤
善

一
を
中
心
と
し
て
身
延
タ
ク
シ
ー
株
式

会
社
が
設
立
さ
れ
、
同
年
七
月
二
十
六

日
認
可
さ
れ
営
業
を
開
始
し
た
。
資
本

金
は
一
五

O
万
円
で
、
当
初
丸
滝
四
八

O
に
本
社
を
お
き
、
車
両
数
三
両
で
営

業
し
た
が
、
そ
の
後
年
々
増
加
す
る
旅

客
の
需
要
に
こ
た
え
て
増
車
お
よ
び
営

業
所
増
設
の
認
可
を
受
け
て
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

イ

現

況

1

営

業

所

本
社
営
業
所
身
延
町
梅
平
竜
ケ
鼻
(
波
木
井
橋
)

身
延
山
営
業
所
身
延
町
仲
町

身
延
駅
営
業
所
身
延
町
角
打
(
身
延
駅
前
)

下
山
営
業
所
身
延
町
下
山
上
沢

2

従
業
員
数
十
八
名

車

両

数

十

一

台

3 

(
六
)
日
本
通
運
身
延
営
業
所

日
本
通
運
の
初
期

明
治
以
来
飛
脚
業
の
貨
物
運
送
へ
の
転
業
、
小
運
送
業
者
の
乱
立
に
よ
り
運
送
業
界

は
行
き
づ
ま
っ
た
。

本
町
に
お
い
て
も
駅
前
に

θ
運
送
(
波
木
井

・
藤
田
太
郎
〉
、
⑮
〈
勝
呂
松
一
二
〉
、
富

水
(
岩
淵

・
長
谷
川
健
〉
の
三
庖
が
営
業
し
て
い
た
が
、
大
正
十
四
年
(
一
九
二
五
)

ア

/
八
五
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輸
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四
月
二
十
八
日
、
鉄
道
省
の
一
駅
一
庖
集
約
の
要
望
に
基
づ
き
、
こ
れ
ら
運
送
広
が
合

併
し
て
身
延
合
同
運
送
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。

昭
和
十
九
年
、
小
運
送
の
地
区
統
合
に
よ
り
十
島
|
甲
斐
常
葉
聞
の
各
運
送
業
者
を

統
合
し
て
身
延
通
運
株
式
会
社
と
な
っ
た
が
、
昭
和
二
十
年
八
月
一
日
日
本
通
運
株
式

会
社
に
合
併
し、

名
古
屋
支
社
身
延
支
庖
と
な
っ
た
。
営
業
区
域
は
国
母
l

十
島
間
と

な
っ

た
。
イ
身
延
営
業
所

昭
和
三
十
五
年
ま
で
支
庖
と
し
て
従
業
員
三
十
四
名
、
作
業
員
五
十
名
を
有
し
、
木

材
林
産
物
、
鉱
石
、

一
般
貨
物
な
ど
の
荷
扱
い
も
盛
況
を
示
し
た
。
特
に
軽
金
波
木
井

発
電
所
建
設
工
事
、
早
川
電
源
開
発
工
事
等
の
資
材
運
搬
に
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い

も
の
が
あ
っ
た
、
が
、
時
代
の
推
移
に
と
も
な
い
貨
車
輸
送
が
自
動
車
輸
送
に
移
行
し
た

こ
と
、
周
辺
に
こ
れ
と
い
っ
た
生
産
工
場
も
な
い
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
業
務
量
も
逐
次

減
少
し
た
の
で
、
会
社
の
合
理
化
方
針
に
よ
り
昭
和
三
十
六
年
営
業
所
に
縮
少
さ
れ
、

現
在
事
務
員
三
名
、
作
業
員
七
名
で
営
業
し
て
い
る
。

所
有
施
設
と
し
て
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
一
基
、
三
ト
ン
ク
レ
ー
ン
一
基
、
ト
ラ
ッ
ク

三
台
が
あ
る
。

現
在
町
民
の
利
用
す
る
長
距
離
陸
上
運
送
機
関
と
し
て
は
日
本
通
運
の
ほ
か
、
山
梨

貨
物
、
鈴
与
定
期
貨
物
運
送
、
石
坂
運
送
な
ど
の
各
会
社
が
あ
る
。

八
八
六

第
二
章

通

=一一口tn
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第
一
節

通

信

の

沿

革

郵
便
や
通
信
電
話
の
通
信
が
、
国
家
を
は
じ
め
人
類
の
集
団
生
活
に
大
き
な
役
割
を

も
ち
、
こ
の
円
滑
な
疎
通
が
、
政
治

・
経
済

・
文
化
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
を
、
高
い

水
準
で
動
か
し
て
い
る
こ
と
は
疑
う
余
地
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
わ
れ
わ
れ
の
生
活
に
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
通
信
が
、
い
つ
頃
か
ら
発

達
し、

ど
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
て
、
今
日
の
姿
を
築
い
た
か
を
考
え
る
こ
と
は
、

通
信
の
歴
史
を
知
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
時
代
の
世
情
を
知
る
こ
と
に
お
い
て
も
、

ゆ
る
が
せ
に
で
き
な
い
大
事
な
こ
と
で
あ
る
。

い
つ
の
世
か
ら
通
信
が
行
な
わ
れ
て
い
た
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
文
字
が
ま
だ
使

用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
頃
に
お
い
て
も
、
自
分
の
用
件
を
他
人
に
依
頼
し
て
口
伝
え
し

た
り
、
木
の
切
り
方
の
長
短
や
紐
の
結
び
方
な
ど
に
よ
っ
て
、
自
己
の
意
志
を
伝
え
る

と
い
う
一
種
の
通
信
方
法
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

通
信
方
法
が
制
度
の
上
で
や
や
形
態
が
整
っ
た
の
は
、
大
化
の
改
新
の
と
き
、
諸
国

に
駅
馬
、
伝
馬
を
置
い
て
、
公
用
、
軍
事
の
伝
達
を
行
な
っ
た
の
が
始
め
て
で
あ
ろ

う
。
し
か
も
、
人
事
の
交
流
、
物
資
の
交
易
等
は
小
地
域
で
し
か
行
な
わ
れ
て
い
な
か

っ
た
時
代
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
軍
公
用
通
信
さ
え
少
数
で
、
私
用
通
信
に
至
つ
て
は

ご
く
わ
ず
か
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
そ
の
後
通
信
制

度
は
大
き
な
進
歩
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

鎌
倉
幕
府
に
至
っ
て
駅
馬
の
制
度
を
廃
し
て
、
飛
脚
を
置
く
よ
う
に
な
り
面
目
を
一

新
し
た
。
そ
れ
ま
で
京
都
|
鎌
倉
聞
は
六
日
か
ら
七
日
を
要
し
た
も
の
が
、
五
、
六
日



で
到
着
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
当
時
と
し
て
は
、
こ
の
飛
脚
制
度
は
か
な
り
画
期

的
な
進
歩
で
あ
っ
た
。

降
っ
て
戦
国
時
代
に
は
、
各
部
将
と
も
領
内
だ
け
の
交
通
通
信
に
留
意
し
た
が
、
国

内
事
情
が
他
国
に
漏
れ
る
こ
と
を
お
そ
れ
で
、
、
国
外
と
の
通
信
は
厳
重
に
取
締
ま
り

む
し
ろ
他
国
の
動
静
は
、
隠
密
を
放
っ
て
情
報
収
集
に
努
め
、
そ
の
行
動
を
監
視
す
る

こ
と
を
怠
ら
な
か
っ
た
。
国
外
と
の
通
信
は
こ
ん
な
変
則
の
方
法
で
行
な
わ
れ
て
い
た

が
、
国
内
の
通
信
に
は
い
ろ
い
ろ
の
方
法
を
講
じ
、
戦
場
な
ど
か
ら
の
急
を
要
す
る
通

信
に
は
早
馬
や
、
ま
た
替
馬
を
お
い
て
、
つ
ぎ
つ
ぎ
馬
を
乗
り
継
ぐ
方
法
な
ど
が
用
い

ら
れ
た
。
し
か
し
、
一
刻
を
争
う
火
急
の
場
合
に
は
、
更
に
早
い
通
信
方
法
が
欲
し
か

っ
た
の
で
鐸
火
通
信
が
考
案
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

武
田
信
玄
は
、
国
内
の
治
安
と
充
実
を
は
か
り
、
天
文
十
六
年
(
一
五
四
七
)
甲
州

法
度
五
十
五
カ
条
を
制
定
し
た
が
、
通
信
に
関
し
て
は
特
に
逓
送
人
夫
の
制
度
を
定

つ
つ
じ

め
、
ま
た
、
韓
火
通
信
に
つ
い
て
燭
榔
ケ
崎
の
館
を
中
心
に
、
国
境
や
占
領
地
区
ま
で

の

ろ
し

見
通
し
の
き
く
山
頂
に
順
次
狼
姻
台
を
設
け
て
敵
軍
来
襲
に
備
え
た
。

永
禄
四
年
(
一
五
六
一
)
八
月
の
川
中
島
合
戦
に
、
信
玄
の
出
陣
が
「
早
き
こ
と
風

の
如
し
」
で
あ
っ
た
の
も
こ
の
簿
火
通
信
に
よ
る
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
鋒
火
通
信

に
つ
い
て
赤
岡
重
樹
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

の
ろ
し
、
又
は
、
か
が
り
火
と
い
い
、
狼
畑
、
狼
煙
、
蜂
煙
、
蜂
火
、
飛
火
、
野
狼
矢
、
燐

ひ
き
や
く

火
飛
脚
、
飛
脚
韓
な
ど
と
、
い
ろ
い
ろ
の
名
前
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
要
す
る
に
戦
時
中
、

最
も
早
く
通
信
を
行
な
う
方
法
で
あ
る
。
狼
の
字
を
用
い
た
の
は
狼
糞
を
乾
か
し
て
、
口
火
に

す
れ
ば
火
付
が
早
い
と
諸
書
に
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
昼
間
揚
げ
る
の
を
「
の
ろ
し
」

と
い
い
、
夜
間
用
い
る
の
を
「
か
が
り
火
L

と
い
っ
て
、
専
ら
煙
と
火
と
に
よ
り
信
号
す
る
の

で
あ
る
。
煙
に
も
赤
白
紅
黒
紫
の
五
種
類
あ
り
、
光
に
も
十
一
種
類
の
違
い
が
あ
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
秘
密
に
製
造
さ
れ
て
い
た
。
戦
国
時
代
各
群
雄
が
競
っ
て
利
用
し
た
方
法
で
、
甲
州
の
武

田
信
玄
も
、
ま
た
そ
の
例
に
洩
れ
な
い
の
で
あ
る
。
甲
州
の
狼
畑
に
関
す
る
記
録
は
、
い
ま
だ

発
見
さ
れ
な
い
が
、
現
在
国
内
各
地
に
燐
火
台
、
の
ろ
し
台
、
城
山
、
御
前
山
と
称
し
て
、
そ

の
遺
跡
が
多
数
残
っ
て
い
る
。

本
県
内
の
当
時
の
燐
火
台
は
大
体
に
湯
村
山
と
愛
宕
山
の
鏡
台
山
と
を
基
点
と
し

第
二
章

通

信

て
、
信
州
、
駿
河
お
よ
び
武
州
、
相
州
の
三
方
面
に
放
出
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
蜂

火
台
祉
調
ハ
甲
斐
国
志
)
に
よ
る
と
五
十
五
項
目
に
も
わ
た
っ
て
い
る
が
、
特
に
身
延

近
隣
の
も
の
を
あ
げ
て
み
る
。

て
西
島
村
に
聾
火
焼
場
あ
り
、
吉
岡
倣
に
し
て
府
を
望
む
べ
し
。
醤
場
、
狼
畑
場
、
物
見
塚
あ

り
。
飛
脚
審
火
と
云
。

一
、
西
島
村
、
久
成
村
、
粟
倉
村
に
城
山
あ
り
。

一
、
福
士
村
に
福
士
域
社
あ
り
。
燐
火
台
で
原
大
隅
警
固
せ
り
。

一
、
万
沢
村
に
白
鳥
の
砦
あ
り
。
城
取
山
と
云
。
打
揚
山
と
云
う
名
称
山
中
に
あ
り
。

一
、
寺
所
村
の
南
岩
の
下
村
の
北
に
城
山
あ
り
。
岩
山
峠
立
、
山
頂
平
な
り
。
市
川
古
城
山
よ

り
相
伝
へ
て
鴨
狩
に
も
亦
城
山
あ
り
。

一
、
椿
草
里
、
大
崩
二
村
の
東
、
御
林
の
中
に
も
小
新
城
と
云
山
あ
り
。
燐
火
台
の
祉
な
り
。

一
、
十
島
、
葛
原
嶺
に
旧
塁
祉
あ
り
。
東
山
の
山
吉
備
ケ
社
と
云
処
の
左
右
に
、
東
遠
見
、
西

遠
見
と
て
古
祉
あ
り
。
高
倣
遠
望
。
南
行
間
山
富
士
川
の
南
は
白
鳥
山
葛
屋
嶺
の
上
よ
り
酉

北
廿
九
町
井
出
村
の
高
岡
に
も
狼
畑
場
あ
り
。
是
れ
蜂
を
伝
へ
し
な
ら
ん
。

て
最
勝
寺
村
に
城
山
あ
り
、
亭
候
を
置
し
所
か
。

一
、
鰍
沢
村
に
観
国
台
あ
り
。
く
に
み
平
と
云
処
あ
り
。
西
郡
筋
に
か
か
れ
り
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
本
町
の
椿
草
里
、
大
崩
の
東
に
峰
火
台
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る

が
、
現
在
そ
の
遺
跡
が
判
然
と
し
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

徳
川
時
代
の
通
信
は
、
近
い
と
こ
ろ
は
「
お
使
い
」
的
で
あ
っ
て
、

書
状
を
持
つ
て

な
ぬ
し

歩
い
た
の
で
あ
る
。
名
主
な
ど
が
文
書
を
村
内
に
配
る
と
き
は
、
小
使
の
よ
う
な
者
を

抱
え
て
お
い
て
、
そ
れ
に
配
ら
せ
、
そ
の
者
の
こ
と
を
「
状
夫
」
と
い
っ
た
。
後
に
こ

あ
り

れ
を
「
歩
き
」
と
も
い
っ
た
。
村
か
ら
村
へ
継
送
り
の
書
状
は
「
廻
状
」
と
い
い
、
急

を
要
す
る
も
の
に
は
「
夜
中
御
継
送
り
下
さ
れ
べ
く
候
」
な
ど
と
朱
書
し
て
い
た
も
の

で
あ
る
。
代
官
所
の
役
人
が
村
々
を
巡
視
す
る
に
先
立
っ
て
予
定
の
順
路
を
知
ら
せ
、

宿
泊
、
食
事
の
準
備
を
命
ず
る
た
め
に
「
先
触
L

と
い
う
文
書
を
発
し
村
送
り
と
し

た
。
こ
れ
は
リ
レ
l
式
の
通
信
で
あ
る
。

天
保
七
年
ハ
一
八
三
六
)
二
月
に
、
紀
州
分
家
の
西
条
少
将
が
身
延
山
に
参
詣
さ
れ
、

横
根
村
佐
野
為
八
宅
が
小
休
本
陣
と
な
っ
た
。
現
存
そ
の
御
用
留
帳
の
一
部
に

(
塩
沢
、
望
月
勅
雄
提
供
)

八
八
七
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従
城
州
伏
見
佐
屋
廻
り
夫
よ
り
身
延
通
P
品
川
宿
迄
宿
々
問
屋
中

尚
々
此
先
触
早
々
順
達
之
上
品
川
宿
ニ
留
置
拙
者
江
可
被
相
戻
候
以
上

泊

附

十

一

日

十

二

日

十
三
日

十

四

日

十

五

日

十

六

日

十

七

日

十

八

日

十

九

日

廿

日

廿

一

日

廿
二
日

枚

方

伏

見

大

津

石

部

関

四

ケ

市

桑

名

宮

岡

崎

吉

田

浜

松

日

坂

廿

三

日

廿

四

日

廿

五

日

廿

六

日

サ

七

日

廿

八

日

廿

九

日

晦

日

二

月

期

日

二

日

丸

子

奥

津

万

沢

身

延

万

沢

吉

原

箱

根

大

磯

藤

沢

川

崎

と
あ
り
、
徳
川
家
縁
故
の
方
の
旅
行
で
あ
る
の
で
、
宿
泊
、
小
休
等
に
つ
い
て
も
、

そ
の
前
年
七
月
よ
り
往
復
文
書
、
下
見
取
調
べ
な
ど
数
々
の
先
触
が
あ
っ
て
、
当
時
は

さ
ぞ
大
騒
ぎ
を
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
と
想
像
で
き
る
。

徳
川
幕
府
が
瓦
解
し
、
明
治
政
府
が
誕
生
し
た
が
、
定
飛
脚
問
屋
は
相
変
わ
ら
ず
各

駅
の
伝
馬
所
か
ら
人
馬
の
供
給
を
受
け
て
、
信
書
お
よ
び
貨
物
運
送
の
営
業
を
続
け
て

い
た
。
江
戸
が
東
京
と
な
り
、
政
治
の
中
心
が
こ
こ
に
移
っ
て
こ
の
事
業
は
い
よ
い
よ

ほ
ん
じ
よ
う

繁
昌
し
て
き
た
が
、
政
府
は
新
式
郵
便
の
官
営
を
企
て
て
着
々
そ
の
準
備
を
進
め
た
。

ご
ん
せ
い

明
治
三
年
(
一
八
七

O
)
五
月
郵
便
の
生
み
の
親
で
あ
る
前
島
密
翁
が
駅
逓
権
正
と

な
り
、
従
来
飛
脚
問
屋
の
手
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
き
た
信
書
の
取
扱
い
を
欧
米
先
進

国
の
例
に
な
ら
っ
て
、
こ
れ
を
官
業
と
し
、
全
国
に
行
き
渡
る
よ
う
諸
般
の
準
備
を
開

始
し
た
の
で
あ
る
。

政
府
は
明
治
四
年
(
一
八
七
一
〉
三
月
一
日
(
旧
暦
〉
を
期
し
て
、
東
京
|
大
阪
間

に
新
式
郵
便
制
度
を
実
施
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
二
百
数
十
年
間
続
い
た
民
間
飛
脚
営
業
は
廃
止
の
憂
目
と
な
っ
た
が
、

一
部
の
飛
脚
問
屋
を
官
営
に
移
管
さ
せ
る
と
い
う
方
法
を
取
り
な
が
ら
、
ま
た
こ
の
救

済
策
と
し
て
飛
脚
業
者
に
内
約
し
た
の
が
、
陸
運
会
社
の
設
立
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
後

の
内
国
通
運
会
社
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

身
延
地
域
に
も
飛
脚
業
者
が
相
又
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
陸
運
会
社
が
相

又
に
あ
っ
た
事
で
想
像
で
き
る
。

「
陸
運
会
社
定
書
!
相
又
駅
」
ハ
市
川
喜
洋
蔵
U

に
は
、
宿
屋
十
二
名
、
木
銭
宿
一

名
、
人
足
二
十
五
名
、
馬
壱
疋
二
十
九
名
、
馬
差
一
名
、
計
六
十
八
名
の
者
が
連
署
し

て
、
申
合
規
則
を
明
治
五
年
に
定
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
人
が
旅
客
物
品
の
継
立
に
あ

ノ
八
八

た
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
陸
連
会
社
が
通
達
会
社
と
改
称
し
た
こ
と
も

次
の
文
書
ハ
市
川
喜
洋
蔵
〉
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
書
付
御
届
奉
申
上
候

巨
摩
郡
第
三
十
四
区

相
叉
駅
市
川
三
右
衛
門

右
奉
申
上
候
陸
運
元
会
社
通
運
会
社
ト
改
称
シ
御
園
内
之
通
運
を
開
キ
各
道
公
私
之
旅
客
物
品

ヲ
モ
継
立
致
シ
候
儀
官
ノ
御
准
免
ヲ
蒙
リ
候
趣
ヲ
以
テ
各
地
便
利
之
向
々
江
協
議
有
之
候
一
一
付

当
駅
之
儀
者
私
継
立
方
引
受
且
物
資
運
送
向
都
テ
元
会
社
之
規
則
-
一
照
準
シ
其
開
業
之
月
ヨ
リ

諸
般
不
都
合
無
之
様
継
立
方
営
業
仕
候
-
一
付
此
段
御
届
奉
申
上
候
以
上

明
治
七
年
十
二
月

右
駅
右
元
社
取
扱
所

継
立
引
受
人
市
川
三
右
衛
門

戸

長

市

川

九

兵

衛

山
梨
県
令
藤
村
紫
朗
殿

政
府
は
明
治
四
年
(
一
八
七
一
)
十
二
月
に
は
、
大
幹
線
と
し
て
東
京
よ
り
東
海
道

筋
長
崎
ま
で
郵
便
を
開
い
た
が
、
同
時
に
枝
道
郵
便
も
開
い
た
。
す
な
わ
ち
、
本
県
に

あ
っ
て
は
、
同
年
十
二
月
、
甲
府
で
か
つ
て
の
飛
脚
問
屋
加
藤
源
六
郎
所
有
の
柳
町
の

建
物
を
甲
府
郵
便
役
所
と
し
て
開
設
し
、
東
海
道
吉
原
駅
か
ら
甲
府
ま
で
郵
便
が
開
か

れ
て
、
そ
の
十
二
月
十
六
日
を
初
日
と
し
て
、
毎
月
一
、
六
の
口
に
郵
便
を
逓
送
し

た。
新
式
郵
便
制
度
実
施
に
あ
た
っ
て
、
わ
が
山
梨
県
で
駿
州
路
線
、
が
最
初
に
開
か
れ
た

の
は
興
味
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
従
前
の
飛
脚
業
者
の
手
を
煩
わ
し
た
こ
と
で

あ
ろ
う
が
、
方
法
経
路
な
ど
の
資
料
が
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。

郵
便
事
業
が
開
始
さ
れ
て
漸
次
郵
便
線
路
が
伸
張
し
、
明
治
五
年
七
月
一
日
に
は
国

内
一
般
諸
道
に
信
書
送
達
の
便
を
開
く
こ
と
と
な
り
、
従
来
の
宿
駅
を
利
用
し
て
郵
便

取
扱
所
を
開
設
し
た
。
本
県
で
は
先
ず
甲
州
街
道
に
八
カ
所
が
聞
か
れ
て
、
東
京
甲
府

間
の
郵
便
が
実
施
さ
れ
た
。
つ
い
で
六
年
六
月
に
は
甲
府
上
諏
訪
問
が
開
か
れ
、
河
内

地
方
の
郵
便
線
路
が
開
か
れ
た
の
は
、
そ
の
翌
七
年
五
月
一
日
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
甲
府
郵
便
役
所
か
ら
東
海
道
奥
津
(
お
き
つ
)
ま
で
の
沿
道
を
開
始



し
、
毎
月
奥
津
か
ら
二
、
四
、
七
、
九
の
日
、
甲
府
か
ら
三
、

っ
て
往
復
し
た
。

七
年
五
月
十
二
日
布
達
一

O
八

今
般
甲
府
柳
町
駅
よ
り
東
海
道
奥
津

迄
郵
便
相
聞
き
別
紙
駅
々
江
取
扱
所

を
設
け
、
毎
月
彼
の
地
よ
り
二
、
四

七
、
九
の
日
、
当
地
よ
り
三
、
八
、

五
、
十
の
日
を
以
往
復
候
条
信
書
其

外
共
差
出
方
の
儀
は
都
市
郵
便
規
則

に
照
準
致
志
最
寄
取
扱
所
へ
可
差
出

事右
の
趣
管
内
無
洩
相
達
す
る
者
也

明
治
七
年
五
月
十
二
日

山
梨
県
権
令
藤
村
紫
朗

鰍
沢
駅
、
八
日
市
場
駅
、
川
相
叉
駅
、

南
部
駅
、
万
沢
駅

ま
た
、
同
年
(
一
八
七
四
)
七
月

↓
日
に
は
、
小
井
川
、
切
石
、

下
山

に
も
そ
れ
ぞ
れ
郵
便
取
扱
所
を
開
い

た
。
し
た
が
っ
て
、
当
町
に
お
い
て
は

相
又
郵
便
取
扱
所
が
最
初
で
あ
る
。

明
治
七
年
六
月
二
十
八
日
付
で
藤
村

県
令
の
発
し
た
布
達
に
は
、
甲
府
を
中
心
と
し
た
各
地
へ
の
郵
便
物
の
逓
送
経
路
を
詳

し
く
指
示
し
て
い
る
が
、
関
係
例
所
の
み
を
次
に
あ
げ
る
。

ノ
、
五
、
十
の
日
を
も

駿
河
興
津
へ

万
川
。
/
一一一，

信

州

市

水

へ

南
部
心

・7
〉

二
"

¥

ノ
こ

(
t

v、
台
ケ
以

相
又

心

¥
.'
・-7
・・
r
比
・
じ
-

a

九・
¥

八
日
市
場
，Z

¥
/
-:
O
L
ハ・

ユ
h
R
F

'

ザ

、

.3
h叶附

鰍
沢
N
J

¥4/W，O
八
~.

市
川
?
ぃ
I
.1lーポ
甲
府

凶，
¥or引
手

六，
な
勝
・
市

上
谷
村
?
に
l
l

k
下
初
狩

二一
，
一
八・
¥
な
下
品
沢

五，
、
(
山
上
野
原

相
模
吉
野
へ

(注)

間
数

μ

町
数

里
数

て
甲
府
ヨ
リ
万
沢
ヲ
経
テ
奥
津
駅
へ
通
ス
ル
郵
便
継
換
地
等
従
前
ノ
通
唯
回
数
ヲ
増
加
且
甲

府
鰍
沢
ヨ
リ
発
ス
ル
脚
夫
ハ
布
施
へ
鰍
沢
相
又
ノ
脚
夫
ハ
八
日
市
場
切
石
下
山
へ
立
寄
郵
便

物
詣
渡
可
致
事
但
静
岡
県
管
下
駅
々
へ
ハ
別
-
一
相
達
候
事

一
、
下
山

ニ
テ
ハ
鰍
沢
仕
出
シ
ノ
脚
夫
往
復
共
立
寄
候
筈
ニ
付
郵
便
物
受
渡
可
致
事

第
二
章

通

信

〈逓信博物館所蔵〉

前
述
の
相
又
駅
陸
運
会
社
の
内
容
な
ど
か
ら
み
る
と
、
こ
の
相
又
駅
内
に
郵
便
継
換

の
専
門
脚
夫
が
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
時
の
相
又
地
区
は
交
通
運
輸
の
要
所
と
な
っ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
明
治
十
一
年
(
一
八
七
八
)
十
一
月
一
日
付
の
豊
岡

村
通
運
会
社
の
資
料
に
よ
る
と
、
福
居
村
(
今
の
下
山
〉
か
ら
陸
合
村

中
野
ま
で
新
道

路
が
十
一
月
中
に
落
成
す
る
の
で
、
清
子
で
通
運
継
立
事
務
を
行
な
い
た
い
旨
の
願
書

が
藤
村
県
令
あ
て
提
出
さ
れ
、
十
一
月
十
一
日
付
第
七
八
二
九
号
で
聞
届
け
許
可
の
文

書
(
市
川
喜
洋
蔵
)
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
甲
駿
の
往
還
も
相
又
か
ら
清
子
に
移
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

こ
の
相
又
郵
便
取
扱
所
も
明
治
十
四
年
(
一
八
八
一
〉
の
郵
便
線
路
図
か
ら
は
、
そ

の
名
称
が
消
え
て
お
り
、
何
年
頃
廃
止
と
な
っ
た
か
判
然
と
し
て
い
な
い
。

こ
う
し
て
明
治
四
年
政
府
の
手
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
東
京
l

大
阪
聞
の
新
式
郵
便
は

各
地
方
に
大
き
な
変
動
を
与
え
な
が
ら
、
早
く
も
翌
五
年
七
月
に
は
全
国
の
主
要
街
道

の
ほ
と
ん
ど
に
郵
便
の
道
を
開
き
、
着
々
と
地
歩
を
固
め
て
そ
の
通
信
網
を
拡
げ
て
い

っ
た
。
そ
し
て
、
確
実
、
迅
速
、
低
廉
の
公
共
性
に
沿
っ
て
発
達
し
、
つ
い
で
便
利
な

電
信
電
話
と
、

一
般
に
与
え
た
利
便
は
実
に
計
り
知
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
大

正
、
昭
和
と
ま
す
ま
す
興
隆
の
道
を
た
ど
り
明
治
百
年
の
今
日
、
こ
の
通
信
機
関
の
発

し
の

展
充
実
ぶ
り
は
、

一
世
紀
前
を
偲
べ
ば
た
だ
た
だ
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。

明治七年線路図

第
二
節

通

関

機

信

山
梨
県
に
お
け
る
明
治
以
後
の
通
信
の
発
達
は
、
も
ち
ろ
ん
甲
府
市
が
中
心
で
あ

り
、
五
年
七
月
に
甲
府
郵
便
役
所
が
開
設
さ
れ
て
、
東
京
l

甲
府
、
甲
府
|
上
諏
訪
、

甲
府
|
奥
津
間
の
主
要
線
路
が
開
き
、
九
年
に
貯
金
業
務
、
つ
い
で
電
信
、
電
話
業
務

が
開
始
さ
れ
て
、
明
治
時
代
四
十
五
年
間
に
通
信
は
目
覚
ま
し
い
発
展
を
と
げ
た
。

こ
の
間
、
明
治
八
年
に
郵
便
役
所
等
を
一
律
に
郵
便
局
と
呼
称
す
る
こ
と
と
な
っ
た

が
、
当
時
、
全
国
各
地
に
政
府
の
手
に
よ
っ
て
郵
便
局
舎
を
新
築
す
る
こ
と
は
到
底
望

め
な
い
こ
と
で
、
地
方
の
有
志
に
局
長
を
委
嘱
し
て
、
そ
の
門
宅
の
一
部
を
局
舎
に
あ

八
八
九
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i在さ り使延〈町年と駅大 IJlj士たの郵り。郵い四あ)た使の局
とれ 、局 山 身に(共前島通身のよ便 、 便で十三十こ 0 局でと
利た 文で久延待ーにににも延でう年全 局四 大大 、あ し
使時 明開遠 山 望九そ移あ日間あな金国 で 1-年電野野大るて

2与 右始28皇品 名ぞZEaミ護霊雲 南五ご星雲局長。ー
かあ 器さは 、話)用て大迫道九局が局 様三 九 務局設便 域
らつ のれじ下通四度身河つが 年 業開で 事月 O にとさ局 の

ノ
九
O

梅
平
地
内
に
移
転
し
て
身
延
郵
便
局
と
改
称
し
た
。
ま
た
、
こ
の
年
下
山
郵
便
局
で
電

話
二
十
加
入
が
開
通
し
て
交
換
事
務
が
開
始
さ
れ
た
。
大
河
内
郵
便
局
で
も
昭
和
八
年

七
加
入
開
通
の
交
換
事
務
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
相
又
地
区
に
新
た
に
畳
間
電
信
電
話

取
扱
所
が
昭
和
十
七
年
に
開
設
さ
れ
、
昭
和
二
十
年
六
月
豊
岡
郵
便
局
と
な
っ
た
。

終
戦
の
昭
和
二
十
年
八
月
以
降
は
、
敗
戦
か
ら
立
上
っ
た
民
主
国
日
本
の
大
変
動
の

社
会
情
勢
の
中
に
、
通
信
の
使
命
ば
か
り
で
な
く
、
政
府
の
金
融
機
関
と
し
て
郵
便
局

の
果
た
し
た
役
割
も
大
き
か
っ
た
。
そ
し
て、

伸
展
す
る
文
化、

社
会
、
経
済
と
と
も

に
通
信
機
関
と
し
て
の
郵
便
業
務
も
ま
す
ま
す
増
大
し
、
身
延
山
郵
便
局
の
電
信
通
信

も
昭
和
三
十
七
年
従
来
の
青
山
科
通
信
か
ら
、
東
京
と
直
通
の
中
継
加
入
局
と
な
り
タ
イ

プ
送
信
に
機
械
化
さ
れ
、
峡
南
地
区
の
集
中
局
と
な
っ
た
。

農
村
集
団
向
動
電
話
は
昭
和
四
十
年
大
河
内
郵
便
局
区
内
の
大
島
、
和
田
、
樋
之
上

角
打
部
落
の
一
八

O
戸
に
開
通
し、

続
い
て
帯
金
、
上
八
木
沢
、
丸
滝
に
開
通
、
大
河

内
地
区
に
一
挙
に
四
七
四
戸
が
開
通
、
四
十
二
年
に
は
盛
岡
郵
便
局
区
内
二
六
七
加
入

が
開
通
し
て
、
身
延
町
内
の
電
話
普
及
度
は
急
激
に
増
加
し
た。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
か
ね
て
か
ら
身
延
町
の
町
村
介
併
の
条
件
に
も
な
っ
て
い
た
電
報

電
話
局
設
置
が
、
北
川
及
皮
と
加
入
者
の
熱
望
と
相
侠
っ
て
実
現
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

す
な
わ
ち
四
十
三
年
五
月、

町
内
の
身
延
山、

大
河
内、

下
山、

豊
岡
郵
便
局
の
電
信

電
話
業
務
を
統
合
し
て
、
日
本
電
信
電
話
公
社
直
営
の
身
延
電
報
電
話
局
が
梅
平
に
誕

生
し、

待
望
の
全
国
通
信
可
能
の
ダ
イ
ヤ
ル
即
時
通
話
が
開
通
し、

加
入
者
も
増
え
て

電
話
は
家
庭
の
必
需
品
と
ま
で
な
り
、
こ
こ
に
町
内
の
通
信
機
関
は
大
き
く
近
代
化
さ

れ
た
。

一、
町
内
郵
便
局
の
沿
革

明
治
初
年
、
相
又
駅
陸
運
会
社
に
は
専
用
の
脚
夫
に
よ
り
郵
便
継
換
が
行
な
わ
れ
た

よ
う
で
あ
る
が
、
取
扱
所
開
設
と
な
ら
ず
、
七
年
(
一
八
七
四
)
七
月
一
日
に
先
ず
下

山

(
二
三
五
七
番
地
)
に
下
山
郵
便
取
扱
所
が
開
設
さ
れ
た
。
続
い
て
十
三
年
(
一
八

八

O
)
六
月
一
日
身
延
郵
便
取
扱
所
と
大
河
内
郵
便
取
扱
所
が
開
設
さ
れ
た
。
後
者
は



大
島
に
開
設
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
そ

の
翌
年
静
岡
方
面
へ
の
郵
便
線
路
が
、
富

士
川
の
両
岸
を
通
っ
て
確
立
し
た
の
で
あ

る
。
(
線
路
図
参
照
)

郵

便

線

路

図

(
明
治
十
四
年
〉

身
延
郵
便
取
扱
所
は
最
初
に
波
木
井
に

開
設
さ
れ
た
。
片
田
為
丸
保
存
書
類
に
よ

る
と
、

「
明
治
十
四
年
辛
巳
二
月
廿
六
日

波
木
井
ヨ
リ
当
家
江
転
局
」
と
あ
り
、
そ

の
「
御
預
品
請
継
御
届
」
書
の
末
尾
に
、

「
旧
郵
便
取
扱
役
佐
野
太
郎
左
衛
川
、
旧

引
請
人
藤
田
源
平
」
と
あ
る
の
で
、
約
九

カ
月
ば
か
り
波
木
井
で
郵
便
事
務
が
取
扱

わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
間
の
い
き
さ

つ
に
つ
い
て
身
延
教
報
昭
和
二
十
五
年
四

月
号
の
「
身
延
町
の
今
昔
」
に
は
次
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

郵
便
制
度
の
最
初
の
開
設
は
波
木
井
の

佐
野
太
郎
左
衛
門
と
云
う
人
で
あ
っ
た
が
、

一
年
程
の
聞
に
当
時
の
金
額
約
三

O
円
程
を
損
し
た
と
い
ふ
の
で
廃
業
し
、
そ
の
後
を
現
在
の

身
延
郵
使
局
長
の
祖
父
片
田
愛
次
郎
が
継
承
し
て
、
大
野
に
「
身
延
四
等
郵
便
局
」
を
開
局
し

た。

旧
!

作
川
|
l

ま
た
、
こ
の
請
継
書
に
よ
り
、
引
継
高
、
引
継
品
を
列
記
し
て
み
る
。

現
金
弐
拾
壱
円
拾
銭
弐
厘

壱
銭
切
手
百
九
十
枚
、

弐
銭
切
手
二
百
五
十
七
枚
、
同
銭
切
手
百
三
十
七
枚
、
壱
銭
端
書
三

百
六
十
枚
、

秤
壱
基
、
郵
便
箱
一
ヶ
、
掛
札
セ
枚
、

日
附
印
壱
ヶ
、
郵
便
規
則
二
冊
、
郵
便
切
手
見
本
類

拾
四
枚
、
金
子
入
書
状
取
扱
用
紙
綴
二
冊
、
持
印
達
書
百
十
七
通
、
蛇
察
掛
見
合
印
鑑
壱
枚

第
二
章

通

信

(
関
係
周
辺
の
み
、
他
は
略
〉

こ
の
内
容
で
郵
便
業
務
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
経
済
事
情
の
相
違
と
は
い
え

現
在
の
七
円
は
が
き
一
枚
が
、
当
時
で
は
七
百
枚
に
な
る
こ
と
を
思
う
と
、
想
像
で
き

な
い
驚
き
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
内
訳
な
ど
か
ら
推
察
す
る
と
、
壱
銭
は
が
き
の
売
行

き
は
悪
く
、
ほ
と
ん
ど
封
書
が
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

次
に
、
こ
の
時
の
郵
便
御
用
受
書
を
掲
げ
る
。

郵
便
御
用
取
扱
方
左
ニ
御
請
申
上
候

一
、
切
手
ハ
凡
積
ヲ
以
テ
御
渡
相
成
候
-
一
付
売
捌
並
残
高
共
御
勘
定
表
江
記
載
シ
一
ヶ
月
限
り

御
定
川
之
通
り
渋
滞
無
之
様
差
上
可
申
尤
売
捌
代
金
ハ
御
差
図
次
第
上
納
可
化
候
事

一
、
切
手
売
下
手
数
料
之
義
ハ
売
上
高
百
分
ノ
四
被
下
候
事

八
九



第
九
編

交
通
運
輸
と
通
信

て
市
内
江
配
達
之
害
状
並
日
誌
新
聞
紙
之
義
ハ
一
本
一
一
付
金
壱
厘
五
毛
づ
っ
被
上
候
事

一
、
非
常
之
節
ハ
切
手
並
売
捌
代
金
共
専
一
二
持
返
族
様
可
仕
候
事

右
之
通
り
御
聞
届
相
成
候
上
者
何
時
被
命
候
共
諸
事
御
差
支
無
之
様
取
扱
此
外
御
規
則
之
趣
舵

度
相
守
り
精
々
御
用
弁
相
成
候
様
可
仕
候
依
之
証
人
連
署
受
書
差
上
候
也

山
梨
県
下
甲
斐
国
南

U
摩
郡
身
延
村
平
民

郵

便

取

扱

人

片

田

愛

次

郎

⑪

同
村
平
民
身
元
引
受
人

片
田

弁
治

⑪ 

明
治
十
四
年
一
月
十
五
日

駅

逓

総

官

前

島

密

殿

こ
れ
を
見
る
と
、
請
負
制
度
と
し
て
の
郵
便
御
用
を
か
し
こ
ま
っ
て
取
扱
う
当
時
の

か

み

し

の

姿
が
う
か
が
え
、
お
上
の
こ
と
な
ら
ば
の
世
相
も
偲
ば
れ
る
。

明
治
十
七
年
頃
、

「
身
延
郵
便
局
所
轄
郵
便
切
手
売
下
所
及
函
場
取
調
表
」
に
よ
る

と
売
下
人
ハ
現
在
の
切
手
売
捌
人
〉
が
二
名
い
た
。
即
ち

開
函
証
印
番
号
第
壱
号
、
身
延
村
三
九
三
番
地
坂
上
昇
泰
(
明
治
十
四
年
二
月
許
可
)

開
函
証
印
番
号
第
二
号
、
豊
岡
村
戸
長
役
場
清
水
為
八
(
明
治
十
六
年
七
月
許
可
)

と
な
っ
て
い
る
。
当
時
の
函
場
と
い
う
言
葉
は
現
在
で
も
そ
う
呼
称
し
て
い
る
。

ま
た
身
延
郵
便
局
か
ら
取
調
べ
郡
役
所
へ
送
っ
た
郵
便
取
扱
量
や
区
内
状
況
報
告
書

が
あ
り
、
明
治
十
七
年
七
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
実
績
で
あ
る
が
、
当
時
が
偲
ば
れ
る

ぼ
っ
す
い

資
料
と
し
て
抜
粋
し
て
次
に
掲
げ
る
。

差

立

三

、

一
五
三一
個

配
達

三
、
九

一
八
個

切

手

売

下

代

身

延

局

五

六

円

郵
便
区
内
、
市
外
の
戸
数
と
人
口

区

内

八

三

八

戸

四

、
三
七
八
人

市
外
五
一
一
二
戸

二
、
四
三
五
人

区
内
の
状
況

地
勢
上
岡
ハ
陸
合
村
一
一
肱
シ
、
北
ハ
稲
井
村
-
一
隣
シ
南
ヨ
リ
北
-
一
引
キ
、
東
ハ
富
士
川
一
一
沿

ヒ
、
西
ハ
身
延
七
面
ノ
諾
峯
及
ヒ
大
城
山
ヲ
頂
キ
テ
元
建
村
一
一
界
ス
、
地
味
情
土
多
シ
、
道

郵
便
物
数

ノ¥

円

以五七
上個個
ノ、
ヵ、
月
間
の
も
の、J

フロ
下
所同貨
幣
封
入

八
九
一

路
最
モ
険
難
一
一
シ
テ
羊
腸
馬
背
ノ
苦
ム
所
ニ
シ
テ
物
貨
の
運
輸
最
モ
不
便
ニ
シ
テ
此
隣
江
交

通
繁
ナ
ル
ヲ
得
ス
。
近
隣
為
換
局
ハ
鰍
沢
局
へ
六
旦
余
、
南
部
局
エ

三
里
余
ア
リ
、
民
間
ノ

生
業
ハ
別
段
盛
衰
ヲ
見
ス
。
他
方
ト
ノ
取
引
ア
リ
刑
産
興
業
ニ
注
意
ス
。
区
内
著
名
ナ
ル
山

ハ
身
延
七
面
ノ
二
山
、
寺
ハ
久
遠
寺
本
遠
ノ

二
寺
ア
リ
故
ニ
諸
国
ヨ
リ
為
換
等
ノ
振
出
振
込

専
ラ
ア
リ
為
換
局
ノ
遠
隔
ヲ
歎
ス

物

産米
千
石
、
麦
千
二
百
五
十
石
、
大
豆
五
百
石
、
三
樹
八
十
駄
、
粟
四
十
石
、

諸
官
街
諸
会
社

戸
長
役
場
一
(
豊
岡
村
ノ
内
小
田
舟
原
一
一
ア
リ
〉
、
公
立
学
校
三
(
波
木
井
一

、
身
延
一

、

針
山

一
)
、
運
輸
会
社
四
(
大
野
、
波
木
井
、
清
子
、
光
子
沢
)
、
通
運
会
社
一
(
清
子
ニ

ア
リ
〉

、
ロ
エ

会
社
一
(
大
野
-
一
ア
リ
)

輸
出
と
輸
入

輸
出
|
大
豆
二
百
五
十
石
九
十
五
円

三
極
八
十
駄

弐

百

円

輸
入
l
鰍
沢
地
方
ヨ
リ
入

米
五
百
石

代
価
三
千
百
廿
五
円

駿
地
ヨ
リ
入

塩
百
三
十
五
石
代
価
三
百
七
十
八
円

身
延
局
区
内
と
は
、
旧
身
延
町
と
豊
岡
村
を
合
め
た
区
域
で
あ
っ
た
ろ
う
と
察
せ
ら

れ
る
が
、
未
だ
為
替
業
務
を
取
扱
っ
て
い
な
い
不
便
さ
を
敷
い
て
い
る
の
が
判
る
。
ま

た
、
貯
金
取
扱
も
な
い
が
、
翌
十
八
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
次
の
よ
う

な
書
類
が
現
存
す
る
こ
と
で
推
察
で
き
る
。

御

受

今
般
当
局
江
貯
金
取
扱
方
御
命
可
相
成
筈
ヲ
以
テ
事
務
御
伝
習
相
成
候
-
一

付
テ

ハ
左
ノ
件

-一

御

請

仕

候

，

一
、
服
務
規
則
承
諾
之
事

(
但
書
略
〉

一
、
逓
送
請
負
命
置
承
諾
之
事

但
逓
送
料
ハ
南
巨
摩
郡
南
部
郵
便
局
江
壱
日
往
復
一
阿
金
拾
銭

一
、
同
村
第
四
百
六
拾
壱
番
地
平
民
戸
主
片
田
藤
一
ヲ
身
元
引
受
ニ
相
立
へ
ク
事



右
之
通
リ
相
違
無
之
候
也

甲
斐
国
南
巨
摩
郡
身
延
村
第
四
百
七
十
二
番
地

戸

主

片

田

愛

次

郎

駅
逓
口
口
属
梓
川
克
己
殿

身
延
郵
便
局
は
大
野
に
位
置
し
、
郵
便
取
扱
所
か
ら
郵
便
局
と
な
っ
た
が
、
明
治
十

八
年
末
か
十
九
年
一
月
頃
に
提
出
し
た
と
思
わ
れ
る
局
名
改
称
願
の
草
案
が
現
片
岡
為

丸
局
長
の
手
許
に
あ
る
。
全
文
を
次
に
掲
げ
る
。

郵
便
局
改
称
御
願

甲
斐
国
南
巨
摩
郡
身
延
郵
便
局

四

等

取

扱

役

片

田

愛

次

郎

右
奉
上
願
候
当
局
義
明
治
十
三
年
五
月
御
開
設
以
来
身
延
郵
便
局
ト
称
シ
候
処
身
延
村
ノ
義

旧
大
野
村
梅
平
村
波
木
井
村
叉
旧
身
延
山
門
前
ト
右
四
ケ
村
合
併
セ
シ
称
ニ
シ
テ
当
郵
便
局
所

在
地
ハ
川
大
野
村
ニ
ア
リ
右
身
延
山
ハ
県
道
ヨ
リ
三
十
丁
蝕
山
間
江
遠
隔
セ
シ
地
方
-
一
テ
全
ク

甲
府
奥
仲
間
の
郵
便
線
路
ヲ
隔
絶
セ
シ
山
間
ナ
レ
ハ
単
一
一
身
延
郵
便
局
卜
称
ス
ル
中
ハ
不
都
合

ナ
ル
場
合
多
々
有
之
右
ハ

地
方
監
察
御
掛
方
ニ
於
テ
モ
御
巡
回
ノ
節
当
局
ノ
位
置
ヲ
誤
リ
テ
迂

路
ヲ
御
順
判
被
成
候
御
方
モ
有
之
加
フ
ル
ニ
本
年
十
月
ヨ
リ
貯
金
預
所
ヲ
当
身
延
郵
便
局
江
御

開
設
-
一相
成
リ
身
延
貯
金
預
所
ト
称
シ
猶
又
身
延
山
門
前
-
一
身
延
村
貯
金
預
所
ヲ
御
開
設
相
成

同
村
-
一
テ
身
延
貯
金
預
所
ト
身
延
村
貯
金
預
所
卜
両
所
ア
リ
テ
只
村
ノ
一
字
ア
ル
ト
無
キ
ト
ノ

区
別
ノ
ミ
ナ
レ
ハ
己
ニ
御
本
局
-
一
於
テ
モ
貯
金
事
務
-
一
関
シ
用
紙
御
下
ケ
等
モ
別
段
ノ
御
配
慮

合
可
有
之
況
ン
ヤ
人
民
ニ
於
テ
テ
ハ
其
誤
解
不
砂
己
一
一
近
頃
不
都
合
モ
ヲ
生
セ
シ
事
館
々
有
之

且
叉
通
運
会
社
代
人
順
同
等
モ
地
方
不
案
内
ナ
ル
者
二
二
十
丁
余
ア
ル
身
延
山
ま
で
紛
込
ミ
初

テ
其
誤
ヲ
悟
リ
叉
三
拾
丁
余
ヲ
立
戻
ル
等
実
地
不
都
合
不
砂
夫
レ
如
斯
ナ
レ
パ
他
ノ
人
民
ハ
中

-
一
及
ハ
ス
実
-
一
身
延
郵
便
局
ナ
レ
ハ
其
身
延
山
ニ
ア
ル
事
ト
想
像
シ
意
外
の
時
日
ヲ
費
ス
事
云

フ
可
ラ
ス
夫
レ
如
斯
キ
誤
リ
ア
リ
テ
ノ
故
カ
己
-
一
隣
局
南
部
郵
便
局
ノ
如
キ
モ
睦
合
村
ナ
レ
共

南
部
ト
称
シ
富
川
村
ノ
如
キ
モ
万
沢
郵
便
局
ト
何
レ
モ
其
地
名
ヲ
局
名
ニ
被
仰
付
タ
ル
ハ
殊
ニ

以
テ
立
ハ
宜
キ
ヲ
得
タ
ル
義
ト
深
ク
奉
感
銘
候
抑
々
身
延
郵
便
局
ト
称
ス
ル
ハ
合
併
セ
シ
村
名
ヲ

用
ヒ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
全
ク
土
地
ノ
状
況
地
理
使
用
ニ
適
セ
ス
前
述
ノ
如
キ
実
地
ノ
不
都
合
ア

リ
全
ク
土
地
山
間
-
一
散
在
セ

シ
村
名
ノ
総
称
ヲ
以
テ
最
初
御
開
設
ノ
際
身
延
郵
便
局
ト
奉
出
願

候
弊
ヨ
リ
生
ス
ル
場
合
-
一
御
座
候
且
水
陪
の
要
路
ニ
当
リ
候
土
地
ニ
テ
従
来
ノ
目
的
モ
有
之
以

テ
狛
又
前
述
ノ
如
キ
不
都
合
ヲ
生
ス
ル
事
不
砂
場
合

一
一
付
何
卒
地
名
ヲ
以
テ
大
野
郵
便
局
ト
御

第
二
章

通

信

改
称
之
程
伏
而
奉
願
上
候

従
前
実
地
不
都
合
ニ
付
改
称
ノ
義
多
年
熱
心
仕
リ
居
リ
候
得
共
局
名
改
称
ノ
如
キ
ハ
御
木
局

ニ
於
テ
容
易
ナ
ラ
サ
ル
御
手
数
ノ
義
ト
奉
察
候
-
一
付
乍
思
延
引
罷
在
候
処
今
同
地
方
位
察
御
崎

田
村
義
忠
殿
御
巡
回
ニ
テ
右
号
不
都
合
モ
実
地
御
目
ニ
触
タ
ル
由
ニ
テ
御
下
問
ノ
次
第
モ
有
之

候
ニ
付
御
本
局
ノ
御
手
数
モ
不
顧
奉
出
願
候
何
卒
此
段
、
深
ク
御
洞
察
ノ
上
身
延
村
豊
岡
村
中
央

水
陣
要
路
ニ
当
リ
県
道
郵
便
線
路
ノ
沿
道
旧
大
野
村
ノ
地
名
ヲ
以
テ
大
野
郵
便
局
ト
御
改
称
御

間
届
ケ
被
成
下
度
伏
而
奉
懇
願
候
以
上

こ
の
願
書
が
効
を
奏
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
明
治
十
九
年
(
一
八
/
一
ハ
)
三
月
二
十
五

日
付
大
野
郵
便
局
と
改
称
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、

こ
の
書
類
に
よ
れ
ば
山
門
前
に
「
身
延
村
貯
金
預
所
」
が
存
在
し
て
い
た
。

明
治
三
十
四
年
(
一
九

O
一
)
身
延
郵
便
受
取
所
と
し
て
開
設
し
た
現
在
の
身
延
山
局

の
前
身
で
な
い
と
し
て
も
、
門
前
町
の
何
処
か
に
開
設
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
位

置
や
実
績
が
不
明
で
あ
る
の
は
残
念
で
あ
る
。

そ
の
頃
の
身
延
山
は
明
治
十
四
年
、
今
の
祖
師
堂
が
落
成
し
て
六
百
遠
忌
を
行
な

い
、
十
六
年
に
は
法
喜
堂
、
十
九
年
に

は
大
客
殿
が
再
建
さ
れ
る
な
ど
身
延
山
の
隆
盛

期
で
、
従
っ
て
身
延
村
は
門
前
町
は
も
ち
ろ
ん
村
全
体
が
活
気
に
満
ち
て
い
た
こ
と
と

思
う
。
身
延
、
下
山
、

大
河
内
の
各
郵
便
局
で
貯
金
事
務
を
開
始
し
た
の
は
明
治
十
九
年
十

月
一
日
で
あ
る
。

郵
便
事
業
も
着
々
と
そ
の
実
を
あ
げ
て
お
り
、
明
治
十
八
年
十
月
に
各
郵
使
路
線
の

等
級
を
改
め
て
指
定
し
た
。

明
治
十
八
年
十
月
二
十
九
日
駅
逓
局
報
附
録
(
抜
華
)

全
国
郵
便
線
路
「
中
線
路
ノ
部
」

甲
府

l
興
津
線

甲
府
、
小
井
川
、
市
川
大
門
、
鰍
沢
、
切
石
、
福
居
、
身
延
、
南
部
、
万
沢
、
宍
原
、
小
島

興
津
郵
便
物
逓
送
時
間
「
中
線
路
ノ
部
」

甲
府
興
津
下
り
便
三
等
速
度
一
七
時
間
三
六
分

向
上
り
便
三
等
速
度
一
七
時
間
三
六
分

八
九
三



第
九
編

交
通
運
輸
と
通
信

当
時
は
郵
便
運
搬
入
を
脚
夫
と
い
っ
て
、
郵
便
局
か
ら
郵
便
局
へ
足
早
に
往
復
し、

こ
の
速
さ
を
逓
送
速
度
と
い
っ
た
。
そ
し
て
、

一
等
速
度
は
一
時
間
に
二
里
半
、
二
等

ま
ん
じ
ゅ
う

速
度
二
里
、
一
ニ
等
速
度
一
里
半
と
規
定
で
定
め
ら
れ
た
。
脚
夫
の
服
装
は
鰻
頭
笠
、

ハ
ッ
ピ
、
股
引
、
す
べ
て
旦
…
一
色
で
、
草
蛙
が
け
と
い
う
い
で
た
ち
に
、
天
秤
棒
の
先

こ
う
の
う

に
行
襲
を
く
く
り
つ
け
て
担
ぎ
、
貸
与
の
丸
型
逓
送
時
計
を
肩
か
ら
さ
げ
、
時
間
に
遅

れ
な
い
よ
う
歩
い
た
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
頃
、
す
で
に
富
士
川
に
は
舟
便
が
運
行
さ
れ

て
い
た
が
、
郵
便
物
は
こ
れ
を
利
用
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

後
、
明
治
三
十
三
年
(
一
九

O
O
)
十
月
一
日
か
ら
水
路
郵
便
線
路
と
し
て
鰍
沢

l
岩

聞
に
限
っ
て
こ
の
富
士
川
が
利
用
さ
れ
、
郵
便
物
が
水
上
を
上
下
し
た。

明
治
中
期
の
甲
府
|
興
津
間
の
路
線
は
な
か
な
か
整
備
さ
れ
ず
難
所
の
多
い
と
こ
ろ

で
あ
っ
た
。
当
時
の
甲
府
郵
便
電
信
局
長
か
ら
出
さ
れ
た
文
書
に
も
、

「
興
津
線
一
一
ア

ッ
テ
ハ
富
士
川
ニ
治
ツ
テ
道
路
峻
険
又
早
川
ノ
源
流
ア
ツ
テ
一
朝
天
変

一一
遇
フ

ト
キ
ハ

迂
同
ス
ル
ニ
道
ナ
ク
終
ニ
郵
便
物
ノ
逓
送
ヲ
遮
断
ス
ル
患
ア
ル
」
(
甲
府
郵
便
局
八
十
年

誌
)
と
あ
り
、
水
害
や
山
崩
れ
な
ど
、
自
然
の
猛
威
の
前
に
は
、
逓
送
の
途
絶
も
し
ば

し
ば
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

為
替
業
務
は
、
大
島
(
大
河
内
)
郵
便
局
が
早
く
明
治
二
十
二
年
十
二
月
六
日
、
下

山
郵
便
局
で
明
治
二
十
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
開
始
し
て
い
る
。
大
野
(
身
延
)
郵
便

局
で
は
ま
だ
こ
の
頃
取
扱
っ
て
お
ら
ず
、
明
治
二
十
七
年
逓
信
大
臣
黒
田
清
隆
あ
て
に

「
郵
便
為
倖
貯
金
事
務
御
開
設
願
」
が
出
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
こ
の
年
の
同
局
区

内
状
況
調
書
に
は
次
の
よ
う
に
-
記
さ
れ
て
い
る
。

最
近
為
替
貯
金
取
扱
所
へ
距
離

北
ハ
下
山
郵
便
局
へ
一
旦
品
川
五
丁
当
区
内
ヨ
リ
下
山
局
区
内

一一
至
ル
連
山
ヲ
以
テ
界
ス
、
南

ハ
南
部
郵
便
局
へ
二
里
十
九
丁
当
区
内
ヨ
リ
南
部
局
ノ
境
界
ハ

小
丘
一
里
余
ニ
シ
テ
人
家
ナ

シ
、
東
ハ
富
士
川
ニ
臨
ミ
西
八
代
郡
と
相
対
シ
、
西
ハ
連
山
重
畳
シ
駿
河
ノ
国
ニ
界
ス
、
駿
河

ノ
国
梅
ケ
島
祖
泉
へ
通
ス
ル
ノ
道
ア
リ
ト
雄
モ
三
里
余
ノ
里
程
中
人
家
更
ニ
ナ
シ

大
野
局
で
は
十
七
年
頃
よ
り
為
替
取
扱
の
開
設
願
を
申
請
し、

二
十
七
年
に
も
提
出

し
て
い
る
が
結
局
開
始
し
た
の
は
明
治
二
十
九
年
五
月
一
日
か
ら
で
あ
る
。
ど
う
し
て

遅
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

明
治
三
十
四
年
三
月
十
五
日
身
延
総
門
内
元
町
に
身
延
郵

ノ
九
四

便
受
取
所
(
今
の
身
延
山
局
)
が
開
設
さ
れ
た
。
そ
し
て
四
十
年
一
月
六
円
身
延
郵
便

局
と
な
り
、
四
十
一
年
十
二
月
十
一
日
に
仲
町
に
移
転
し
た
。
こ
の
間
の
こ
と
を
身
延

教
報
誌
昭
和
二
十
五
年
四
月
号
「
身
延
町
の
今
昔
」
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い

る。

明
治
三
十
四
年
三
月
十
五
日
身
延
狐
町
の
阪
上
延
太
郎
氏
が
現
在
の
島
照
呉
服
庖
の
処
に
郵

便
受
取
所
を
開
き
、
同
四
十
年
十
月
二
十
六
日
望
月
宗
太
郎
氏
の
時
に
無
集
配
=
一
等
局
に
昇

格
、
同
時
に
局
舎
を
仲
町
の
現
在
の
郵
便
局
前
に
移
し
、
同
年
十
二
月
二
十
六
円
よ
り
屯
信
を

取
扱
っ
た

狐
町
と
は
今
の
元
町
の
こ
と
で
、
元
町
か
ら
現
在
位
置
(
昭
和
四
十
四
年
四
月
移
転
地
)

に
移
築
し
た
の
で
あ
る
。
前
局
舎
は
電
話
交
換
業
務
の
た
め
に
新
築
さ
れ
た
も
の
で
、

大
正
十
四
年
四
月
十
六
日
か
ら
昭
和
四
十
四
年
四
月
ま
で
の
満
四
十
四
年
間
、
山
の
郵

便
局
と
し
て
門
内
住
民
と
身
延
山
参
詣
者
に
利
用
さ
れ
た
局
舎
で
あ
る
。

電
報
の
受
付
と
配
達
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
や
は
り
身
延
局
(
身
延
山
局
)

が
早
く
、
峡
南
地
方
で
も
、
鰍
沢
(
二
十
四
年
)
、
南
部
(
三
十
年
)
、
岩
間

(
三
十

四
年
〉
、
切
石

(三
十
六
年
)
に
つ
い
で
、
身
延
局
で
四
十
年
十
二
月
十
六
日
に
開
始

さ
れ
た
。
記
録
に
よ
る
と
、
最
初
の
電
報
配
達
手
で
あ
る
米
山
大
太
郎
の
採

用

日
付

が
、
こ
の
開
始
日
と
な
っ
て
い
る
の
で
確
か
で
あ
ろ
う
が
、
そ
う
す
る
と
電
信
業
務
は

先
ず
元
町
で
始
ま
っ
た
こ
と
と
な
る
。
な
お
、
こ
の
時
の
電
信
州
線
は
、
静
岡
|
甲
府

で
、
回
線
内
に
南
部
局
と
共
に
含
ま
れ
て
い
た
。
つ
づ
い
て
、
四
十
三
年
三
月
三
十

日
か
ら
、
下
山、

大
野
局
で
同
時
に
取
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
。

大
正
初
期
に
お
け
る
関
係
回
線
名
と
接
続
局
名
を
あ
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

静
岡
甲
府
線
日
静
岡
、
万
沢
、
内
船
、
南
部
、
大
野
、
身
延
、
甲
府

甲
府
下
山
線
日
鉄
道
甲
府
、
甲
府
、
岩
問
、
西
島
、
切
石
、
飯
富
、
下
山

簡
易
保
険
、
郵
便
年
金
業
務
が
始
ま
っ
た
の
は
大
正
時
代
で
あ
る
が
、
保
険
は
大
正

五
年
(
一
九
二
ハ
)
十
月
一
日
全
国
郵
便
局
で
一
斉
に
開
始
さ
れ
、
年
金
は
大
正
十
五

年
十
月
一
日
か
ら
同
様
開
始
と
な
っ

た
。
当
町
で
は
未
開
局
の
豊
岡
局
を
除
い
て
四
郵

便
局
で
こ
の
取
扱
を
始
め
て
い
る
。

大
正
十
二
年
、
こ
れ
ま
で
大
島
に
あ
っ

た
大
河
内
局
は
、
身
延
駅
前
に
一
月
移
転
し



た
が
、
こ
の
年
の
八
月
に
身
延
橋
も
開
通
し
た
年
で
あ
っ
て
、
村
民
や
参
詣
者
の
利
便

も
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

電
話
が
郵
便
局
に
つ
け
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
郵
便
局
へ
行
っ
て
電
話
が
か
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
大
正
十
三
年
四
月
二
十
六
日
か
ら
で
、
町
内
で
は
先
ず
身
延
局
(
身

延
山
局
)
と
下
山
局
で
こ
の
通
話
事
務
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
個
人
架
設
の
要
望

が
大
き
く
、
そ
の
翌
年
に
は
身
延
局
で
交
換
事
務
が
開
始
さ
れ
て
五
十
四
の
加
入
者
が

電
話
開
通
し
た
。
下
山
局
の
交
換
開
始
は
こ
れ
よ
り
遅
れ
て
昭
和
五
年
一
月
二
十
一

日
、
大
河
内
局
は
昭
和
七
年
六
月
十
一
日
で
あ
る
。

大
阿
川
郎
便
局
(
身
延
局
)
は
駅
前
に
大
河
内
局
が
移
転
し
て
き
た
た
め
、
富
士
川
を

は
さ
み
相
対
す
る
こ
と
と
な
り
、
一
方
、
梅
平
地
内
に
は
県
立
中
学
校
が
開
校
(
大
正

十
二
年
)
さ
れ
る
な
ど
将
来
の
峡
南
文
化
の
要
地
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
た

め
、
昭
和
五
年
十
月
三
日
栴
平
(
現
在
地
)
に
移
転
し
、
同
時
に
身
延
郵
便
局
と
改
称

し
た
。
こ
れ
に
伴
い
従
来
の
門
内
の
身
延
郵
便
局
は
身
延
山
郵
便
局
と
改
称
さ
れ
た
。

当
時
、
大
野
局
が
身
延
局
と
改
称
さ
れ
る
こ
と
は
、
身
延
局
で
は
全
く
予
想
し
て
おそく

ら
ず
、
ま
た
、
内
局
が
身
延
山
局
と
改
称
さ
れ
る
こ
と
も
知
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
、
灰

聞
し
て
慌
て
て
、
こ
の
年
九
月
二
十
日
に
こ
れ
に
対
す
る
質
議
の
文
書
を
提
出
し
た
事

が
、
身
延
山
局
の
記
録
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
続
い
て
次
の
よ
う
な
記
事
が
記
さ
れ

て
い

る。
昭
和
五
年
十
月
一
日

右
当
局
照
会
文
書
ニ
対
シ
テ
ハ
何
等
ノ
同
符
ヲ
交
付
為
サ
サ
ル
ノ
ミ
カ
局
名
改
称
-
一
干
ス
ル

件
ト
題
シ
テ
下
記
ノ
如
キ
命
令
的
通
知
ノ
送
付
ヲ
受
ケ
タ
リ

規
郵
第
一
四
九
阿
八
号

東
京
逓
信
局
規
画
課
長

来
ル
十
月
=
百
大
野
郵
便
局
ハ
身
延
村
大
字
梅
平
一
三
六

O
番
地
-
一
移
転
シ
局
名
ヲ
「
身

延
」
卜
改
称
一
一
付
右
に
伴
ヒ
世
局
モ
叉
同
名
ヲ
「
身
延
山
」
と
改
称
セ
ラ
ル
ヘ
キ
ニ
付
了
知

相
成
度
一
心
而
一
屯
信
区
異
動
ニ
干
シ

テ
ハ
別
途
令
達
セ
ラ
ル

(
原
文
ノ
マ
マ
)

右
当
局
長
ノ
致
セ
ル
質
議
一
一
モ
窺
ヒ
知
ル
ヘ
ク
当
日
ノ
憂
慮
-
一
棋
へ
サ
ル
処
ハ
単
ナ
ル
局
名
ノ

第
二
章

通

信

改
称
ヲ
論
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ス
今
コ
コ
ニ
明
治
四
十
年
以
来
称
へ
ツ
ツ
ア
り
タ
ル
「
，
身
延
」
ヲ
全

ク
同

一
応
名
ヲ
他
ノ
同
然
モ
隣
接
ノ
局
名
ト
シ
テ
呼
称
セ
シ
ム
ヘ
キ
新
シ
キ
規
両
ノ
地
方
的
情

勢
ニ
即
セ
サ
ル
ヲ
謂
フ
也

長
い
間
の
「
身
延
郵
便
局
」
の
呼
称
が
解
消
さ
れ
る
寂
し
さ
と
、
そ
れ
が
隣
接
局
で

称
え
ら
れ
る
不
満
を
述
べ
た
の
で
あ
ろ
う
様
子
が
う
か
が
え
る
。
大
身
延
町
と
な
っ
た

今
に
し
て
忠
え
ば
、
往
時
の
語
り
草
と
し
て
今
北
川
の
感
が
す
る
の
で
あ
る
。

豊
岡
村
に
豊
岡
電
信
電
話
取
扱
所
が
閉
所
さ
れ
た
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
勃
発
の

翌
年
卜
七
年
(
一
九
四
二
)
八
月
二
十
一
日
で
、
電
報
と
電
話
を
取
扱
い
、
昭
和
二
十

年
敗
戦
直
前
、
六
月
卜
一
日
豊
岡
郵
便
局
と
な
っ
て
、
郵
便
為
替
貯
金
、
保
険
年
金
の

業
務
も
取
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
で
現
在
の
五
郵
便
局
が
揃
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

昭
和
時
代
と
な
り
郵
便
、
為
梓
貯
金
、
保
険
年
金
、
電
信
電
話
の
各
業
務
休
制
が
終

っ
た
郵
便
局
は
、
国
策
国
情
に
沿
っ
て
各
事
業
と
も
充
実
し
発
展
し
て
い
っ
た
が
、
二

十
年
の
敗
戦
ま
で
の
聞
は
と
り
わ
け
戦
争
遂
行
の
た
め
に
動
員
さ
れ
、
郵
便
、

電
信
電

話
も
専
ら
軍
事
優
先
の
状
況
で
あ
っ
た
。
軍
事
郵
便
、
検
閲
、
弾
丸
切
手
、
国
債
、
貯

部
債
券
、
保
険
二
戸
一
口
運
動
等
、
す
べ
て
が
明
治
、
大
正
人
に
は
何
と
も
一百
円
え
な
い

戦
時
中
の
数
々
の
思
い
出
で
あ
る
。

昭
和
二
十
年
七
月
六
円
、
寸
時
に
し
て
巾
府
市
は
焦
土
と
な
り
、
間
も
な
く
敗
戦
の

日
女
迎
え
た
が
、
そ
の
後
の
郵
便
局
業
務
も
、
立
直
し
の
国
の
施
策
に
、
沿
っ
て
務
力
と

労
苦
は
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
経
済
は
悪
性
イ
ン
フ
レ

!
シ
ョ
ン
に
襲
わ
れ
、

そ
の
対
策
と
し
て
二
十
一
年
二
月
に
金
融
緊
急
措
慌
令
が
施
行
さ
れ
、
新
円
の
切
替
が

実
施
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
一
カ
月
に
世
帯
主
三

O
O円
、
そ
の
他
の
世
帯
員
一
人
に
つ

き
斤
円
以
内
に
制
限
し
、
そ
の
払
戻
し
を
認
め
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
郵
便
局

と
銀
行
で
取
扱
っ
た
が
、
当
時
の
町
内
各
郵
便
局
前
は
行
列
を
作
つ
て
の
混
雑
を
呈
し

た
。
つ
い
で
八
月
に
は
第
二
封
鎖
貯
金
の
設
定
で
、
郵
便
貯
金
の
最
高
預
入
制
限
五
千

円
で
三
千
円
未
満
は
第
一
封
鎖
と
な
り
、
三
千
円
以
上
も
家
族
合
わ
せ
て
三
万
二
千
円

ま
で
は
こ
の
制
限
を
受
け
な
か
っ
た
の
で
、
制
限
を
受
け
た
預
金
者
は
割
什
少
な
か
っ

た
。
こ
の
第
二
封
鎖
は
二
卜
三
年
七
月
解
除
と
な
っ
た
。

昭
和
二
十
四
年
六
刀
、
活
信
名
も
郵
政
と
電
気
通
信
に
分
割
し
、
そ
の
電
気
通
信
省

ノ
九
五
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町内各郵便局の沿革と歴代局長

日 名 | 下山郵便局 | 身延郵便川 |大河内郵便局|身延山郵便局 1 12阿郵便何
閃 |名 称|下山郵便取扱所|身延郵便取扱所|大河内郵便取政所|身延山郵便受取所|耕111削話取

|年月 日 | 明治 7.7. 1 I 明治13.6. 1 I 明治13.6. 1 I 明治34.3.15 I 昭和17.8.21 

局|場所|下山抑番地 I (波木井) I大島1，181番地| 身延村元町 |相又鳴五地
郵便局となっ|下山郵便局|身延郵便局!大河内郵便局|身延郵便局|豊岡郵便局
た年月日 |明治 8. 1. 1 I (不明) (不明) I (明治40.1.6) I 昭和20.6.11 

|福居郵便局|大野 郵便局 I I 
|再び下山郵便局 I(明治19.3.25)I大島郵便局と称|身延山郵便局|

局名改称!となる |身延 郵便局|したことあり le昭和5103〉|
I (年月日不明) I (昭和5.10.3) I I 

身延村 823番戸
に新築移転
(明治41.12.11)

身延 3，750番地
に新築移転
(大正14.4.16) 

身延 3，756番地
に新築移転
(昭和44.4.28) 

角打 744番地に

新築移転

(大正12年1月〉

梅平 645番地に

新築移転

(昭和5.10.3)

同所に新築

〈昭和42年12月〉

下山 2，360番地

の lに新築移転

(昭和38.11.17) 

局舎移転と新

築

集配局

市川政一
(昭和20.6.11) 

市川や江
(昭和22.10.28)

市 川 政一
(昭和27.8. 9) 

市川喜洋
(昭和37.6.30) 

郎
め
平
め
郎
の
良
わ
門
の
良
町
郎
め
職
め
一

η

-
A

司

L

っ，h

勺
L

q

，L
1

4

q

L

時
叶
，

T
A

太
止
し
孝
ハ
ム
太
瓜
治
mu
佐
ト
治
Q

ハ一一一
G
M川
孔
荒

1

延

4

'町
宗
門
い
札

し

4

3

為
5

4

上
部
上
部
月
山
町
上
hu
月
巴
上
昨
上
和
田
和
上
和

耳

月

日

大

大

大

昭

昭

昭

阪
(
阪
(
望
。
阪
(
望
(
阪
(
池
(
片
(
池
(

局|無集配局|無配応|集同己局|集円日
集配、無集配|柑
局の別 |宋

名取新作
〈明治19.3.25) 

片田作市
〈明治29.12. 1) 

佐野助蔵
(大正10.10.15)

片田愛次郎
(明治13.6.1)

片田浅治郎
(大正6.5.30)

片田為丸
(昭和18.6.4)

芦沢 九左衛門
(明治 7.7.1)

芦沢 九左衛門
(襲名〉
(明治31.3.26) 

芦沢 忠男
cr昭和18.4.8)

歴代局長と

就任年月日 佐野弥録
(昭和 4.12.23)

fJ己里子 昭
〈昭和37.9.15)

八
九
六

町内郵便局業務開始日一覧表

~き| 下山郵便局 身延郵便局 | 大河内郵便局 | 身延山郵便局 ! 豊岡郵便局
郵 便 | 明治 7.7. 1 I 明治13.6. 1 I 明治13.6. 1 I 明治34.3.15 I 昭和17.8.21 
j昨 金 | 明治18.10.1 I 明治18.10.1 I 明治18.10. 1 I 明治34.3.15 I 昭和お 6.11 
為 替 | 明治23.11. 1 I 明治29.5. 1 I 明治22.12.6 I 明治34.3.15 I 昭和20.6.11 
簡易保険 |大正 5.10. 1 I大正 5.10.1 I大正 5.10. 1 I大正 5.10.1 I昭和お 6.11

郵便年金|大正15.10. 1 I大正15.10.1 I大正15.10.1 I大正15.10.1 I昭和20.6.11 

電 信 | 明治43.3.31 I 明治43.3.31 I 昭和 6.3. 1 I 明治伯 12.26 I 昭和17.8.21 
電話通話|大正13.4.26 I昭和13.10.11I昭和 6.3. 1 I大正13.4.2o I昭和17.8.21 

語芳議 |昭和ふ )1什 l即 6.11 I大正H616i 醐 l
( 7) (54) ( 1 ) 



も
二
」
l

七
年
日
本
電
信
電
話
公
社
と
な
っ
た
o

そ
し
て
、
特
定
郵
便
局
で
取
扱
う
電
通

業
務
は
公
社
の
委
託
業
務
と
さ
れ
た
。
身
延
町
に
も
四
十
三
年
五
月
に
は
電
々
公
社
直

営
の
身
延
電
報
電
話
局
が
誕
生
し
て
、
町
内
各
郵
便
局
の
電
通
業
務
は
一
切
移
管
す
る

と
同
時
に
屯
話
は
ダ
イ
ヤ
ル
向
動
化
と
な
っ
た
。
郵
便
局
は
郵
政
省
本
来
の
郵
便
、
為

替
貯
金
、
簡
易
保
険
の
み
の
事
業
に
専
念
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

古
い
伝
統
と
歴
史
を
持
つ
町
内
五
郵
便
局
は
郵
政
事
業
の
使
命
に
燃
え
て
、
今
後
も

身
延
町
の
発
展
と
と
も
に
力
強
く
歩
み
続
け
る
で
あ
ろ
う
o

_ A 

一、
通
信
電
信
電
話
の
町
内
事
情

(
一
)
電
話
架
設
の
歴
史

大
正
九
年
(
一
九
二

O
)
富
士
身
延
聞
の
鉄
道
が
開
通
、
十

一
年
に
は
大
野
ト
ン
ネ

ル
開
通
、
翌
十
二
年
身
延
橋
が
開
通
さ
れ
る
な
ど
、
こ
の
頃
身
延
の
交
通
運
輸
は
大
き

く
飛
躍
し
、
急
速
に
便
利
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
こ
ん
ど
は
電
話
要
望
の
声
が
も
り
上
っ

て
き
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
ろ
う
o

関
東
電
信
電
話
百
年
史
に
次
の
よ
う
に
あ
る
o

身

延
山
久
遠
寺
が
相
当
援
助
し
た
よ
う
だ
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
o

こ
の
通
話
事
務
に

当
た
っ
て
は
巾
府
身
延
電
話
線
が
新
設
さ
れ
、
接
続
局
は
甲
府
と
身
延
、
そ
れ
に
身
延

と
同
時
に
通
話
事
務
を
開
始
し
た
下
山
の
三
局
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
電
話
が
施
設
さ

れ
て
も
局
の
電
話
一
本
だ
け
で
は
不
便
な
の
で
、
特
設
電
話
交
換
開
始
の
運
動
が
も
り

上
っ
て
き
た
o

当
時
、
小
林
銀
行
の
身
延
支
庖
の
小
林
豊
三
が
発
起
人
と
な
っ
て
、
ま

ず
特
設
電
話
組
合
を
作
り
、
身
延
山
久
遠
寺
で
も
約
一
万
円
寄
付
し
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
翌
十
四
年
の
交
換
開
始
に
あ
た
っ
て
局
舎
は
当
時
と
し
て
は
立
派
す
ぎ
る
く
ら

い
の
も
の
を
建
て
、
一
階
を
窓
口
、
交
換
室
、
郵
便
関
係
そ
の
他
と
し
、
二
階
は
集
会

所
な
ど
に
使
用
し
た
。

電
話
番
号
は
二
|
四
番
を
身
延
山
の
も
の
と
し
、
四
二
・
四
四
・

四
九
番
の
よ
う
に

人
に
き
ら
わ
れ
る
も
の
を
除
い
て
抽
せ
ん
し
た
o

小
林
銀
行
が
二
二
番
、
松
井
坊
が
八

番
に
あ
た
っ
た
が
、
銀
行
が
木
庖
の
小
林
八
郎
衛
門
に
ち
な
ん
で
八
番
を
欲
し
が
つ
れ

第
二
草

通

の
で
、

/
九
七

大正 13年の電話開通式

J 
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特
設
電
話
愈
々
通
話

屡
報
せ
し
身
延
特
設
電
話
い
よ
い
よ
去
十
六
日
よ
り
一
般
通
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

山
内
の
加
入
者
は
五
十
四
名
で
あ
る
。
甲
府
、
鰍
沢
、
岡
谷
、
八
王
寺
、
東
京
方
面
と
の
普
通

通
話
料
は
甲
府
鰍
沢
方
面
は
十
五
銭
か
ら
二
十
五
銭
で
、
岡
谷
三
十
銭
、
東
京
四
十
五
銭
に
て

一
通
話
は
三
分
間
で
あ
る
。
因
に
来
る
二
十
一
日
県
知
事
以
下
県
会
議
員
其
他
を
招
待
し
て
盛

大
な
る
開
通
祝
賀
会
を
開
く
さ
う
で
あ
る
。
(
六
月
十
七
日
号
〉

身
延
電
話
の
成
績

去
る
六
川
十
六
日
か
ら
通
話
を
開
始
し
た
身
延
特
設
電
話
当
月
分
の
通
話
数
を
聞
く
に
、
司

内
通
話
数
は
一
日
平
均
五
百
乃
至
六
百
、
市
外
通
話
は
半
月
合
計
発
信
四
八
六
、
着
信
四
三

O

通
話
で
此
通
話
料
百
二
十
円
で
あ
っ
た
。
(
七
月
十
七
日
号
)

開
通
祝
賀
会
は
さ
ぞ
盛
大
で
あ
っ
た
ろ
う

が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
様
子
は
不
明
で
あ

る
。
そ
し
て
、
開
通
時
の
利
用
度
は
一
加
入
が

一
日
平
均
市
内
一

O
刊
も
使
用
し
て
い
る
。

市
外
は

0
・
七
川
で
あ
る
が
市
外
凶
線
巾
府

l
下
山
|
身
延
の
一
一
川
戦
だ
け
で
一
日
六

O

間
以
上
の
通
話
で
あ
っ
た
の
で
こ
れ
が
限
度

で
あ
っ
た
と
忠
わ
れ
る
。
結
局
市
外
通
話
に

は
不
便
で
あ
っ
た
た
め
、
電
話
組
合
は
静
岡

県
と
の
川
線
設
置
の
運
動
を
起
し
た
。
す
な

わ
ち
、
身
延
教
報
誌
に
次
の
よ
う
に
-
記
さ
れ

て
い
る
。更

に
延
ぴ
ん
と
す
る
甲
駿
二
国
の
連
絡
通
話

身
延
地
方
よ
り
静
岡
県
下
に
至
る
甲
駿
連
絡
の
通
信
機
関
は
富
士
身
延
鉄
道
の
延
長
と
共
に

益
々
、
必
要
な
る
に
拘
ら
ず
、
現
在
郵
便
、
電
信
、
電
話
の
凡
て
が
東
京
を
迂
同
す
る
始
末
に

て
不
便
砂
な
か
ら
ず
就
中
其
の
影
響
を
蒙
む
る
は
接
続
地
た
る
身
延
地
方
な
る
為
、
大
正
十
二

年
四
川
身
延
特
設
電
話
架
設
計
画
に
際
し
身
延
本
山
を
始
め
南
巨
摩
郡
睦
合
村
、
西
八
代
郡
栄

村
並
に
大
宮
町
等
の
沿
道
各
町
村
長
郵
便
局
長
等
が
、
時
の
逓
信
局
長
田
辺
七
六
に
会
見
具
申

八
九

r

の
結
果
、
同
氏
も
本
県
出
身
の
関
係
上
そ
の
必
要
を
痛
感
し
、
聯
絡
回
線
架
設
を
快
諾
さ
れ

た
。
然
る
に
不
幸
震
災
並
に
同
局
長
更
迭
等
の
た
め
頓
挫
し
、
昨
年
四
月
二
十
六
日
辛
じ
て
甲
f

府
身
延
線
開
通
、
更
に
本
年
六
月
十
六
日
身
延
特
設
電
話
の
開
通
を
見
た
の
で
あ
る
が
、
未
だ

甲
駿
二
国
連
絡
の
効
用
な
き
旨
有
志
の
引
続
き
運
動
の
結
果
、
今
回
漸
く
許
可
の
内
示
あ
り
た

身延山郵便局|円局舎

身延山郵便局
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る
を
以
て
之
が
対
策
を
講
ず
る
た
め
、
身
延
特
設
電
話
組
合
で
は
、
八
月
五
円
身
延
町
に
総
会

を
聞
き
協
議
を
遂
げ
、
大
宮
町
、
睦
合
村
等
の
関
係
町
村
と
相
呼
応
し
て
、
こ
れ
が
達
成
を
期

す
る
事
に
し
た
。
因
に
本
電
話
は
一
万
二
千
円
の
費
用
を
逓
信
者
に
納
入
の
要
あ
り
、
該
判
線

開
通
に
よ
っ
て
有
利
の
影
山
科
を
有
す
る
大
宮
町
外
静
岡
、
沼
津
、
清
水
の
三
市
並
に
沿
道
諸
会

社
等
よ
り
応
分
の
寄
付
も
纏
り
居
れ
ば
、
案
外
容
易
に
進
行
す
る
こ
と
と
観
測
さ
れ
て
居
る
が

開
通
後
は
名
古
屋
、
京'部
、
大
阪
と
の
通
信
可
能
の
白
に
て
非
常
に
便
利
と
な
る
訳
で
あ
る
。

(
大
正
十
四
年
九
月
三
日
号
)

身
延
山
を
始
め
各
町
村
等
の
寄
付
金
の
額
は
不
明
で
あ
る
が
、
と
に
か
く
翌

十
二
月
二
十
六
日
、
大
宮
線
(
大
宮
|
南
部
|
身
延
)
が
開
通
し
て
い
る
。

身
延
山
郵
便
局
の
電
話
も
こ
の
よ
う
に
し
て
出
発
し
た
が
、
昭
和
二
十
年
ま
で
に
九
五
年



五
加
入
で
大
し
た
伸
び
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
敗
戦
後
は
急
速
に
増
加
し
て
、
昭
和

四
十
三
年
電
通
合
理
化
時
に
は
四
四

O
加
入
で
あ
っ
た
。
ま
た
市
外
同
線
数
も
五

O
回

線
と
な
り
、
交
換
台
は
市
内
五
台
、
市
外
九
台
の
計
一
四
台
が
並
び
、
無
集
配
局
な
が

ら
特
異
の
電
話
通
信
の
集
中
局
と
し
て
峡
南
地
区
の
中
枢
を
な
し
て
い
た
。

身
延
山
郵
便
局
の
電
話
加
入
者
数
の
推
移

57 

69 

94 

95 

119 

2)8 

259 

352 

44D 

87 

13 

10 

2J 

30 

35 

4D 

5 

15 

25 

14 

大

昭

山
、
大
河
内
両
郵
便
局
の
電
話
も
特
設
電
話
で
始
ま
っ
て
い
る
が
、
身
延
山
郵
便

局
と
異
な
り
、
地
元
有
力
者
と
郵
便
局
長
が
相
当
の
犠
牲
を
払
っ
て
今
日
の
基
を
作
っ

た
の
で
あ
る
。

下
山
局
は
身
延
山
局
と
同
時
に
大
正
十
三
年
四
月
二
十
六
日
か
ら
通
話
事
務
が
開
始

さ
れ
、
甲
府
l

下
山
|
身
延
の
共
同
回
線
が
利
用
さ
れ
た
が
、
電
話
架
設
要
望
の
芦
は

二
、
三
年
後
で
あ
る
。
先
ず
「
下
山
特
設
電
話
組
合
」
が
作
ら
れ
た
。
役
員
名
を
あ
げ

る
と
、
山
内
棒
一房
、
遠
藤
半
弥
、
戸
沢
九
左
衛
門
、
佐
野
信
一

、
望
月
伝
一
(
イ
ロ
ハ

順
〉
の
五
氏
で
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

二
五
名
以
上
な
け
れ
ば
認
可
さ
れ
な
い
と
い
う
の
で
、
役
員
諸
氏
は
商
庖
等
も
勧
誘

し
て
何
と
か
三
O
名
獲
得
に
成
功
し
た
が
、
中
途
で
あ
れ
こ
れ
い
う
人
も
あ
っ
て
一

O

名
が
脱
落
し
て
し
ま
っ
た
。
勿
論
こ
の
金
策
が
大
変
だ
っ
た
よ
う
で
、
地
元
有
力
者
、

個
人
金
融
、
甲
府
の
無
尽
会
社
等
を
奔
走
し
て
、
一

応
連
帯
債
務
と
い
う
こ
と
で
、
昭

和
五
年
一
月
二
十
一
日
、
二
O
加
入
が
開
通
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
開
通
後
は
結
局
役
員
が
そ
れ
ぞ
れ
二
、
三
件
ず
つ
債
務
を
受
持
つ

よ
う
な
こ
と
と
な
っ
た
が
、
郵
便
局
長
(
芦
沢
九
左
衛
門
)
は
五
件
を
負
わ
さ
れ
、
完

済
と
な
っ

た
の
は
何
と
昭
和
二
十
一
年
で
あ
っ
た
。

電
話
開
設
功
労
者
と
い
う
べ
き
五
名
の
役
員
中
四
名
ま
で
は
す
で
に
他
界
さ
れ
、
現

第
二
章

通

信

在
そ
の
労
苦
の
思
い
出
を
語
る
人
は
山
内
椿
一
房
一
人
の
み
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

(
下
山
局
長
戸
沢
忠
男
談
〉

身
延
配
便
局
(
身
延
山
局
〉
の
電
話
開
通
五
四
加
入
(
大
正
十
四
年
)
巾
、
門
前
町

周
辺
が
殆
ん
ど
で
あ
る
が
、
身
延
駅
周
辺
の
大
河
内
局
区
内
の
九
加
入
が
区
域
外
で
開

通
し
て
い

る
の
は
、
他
に
知
例
の
な
い
こ
と
で
特
異
地
域
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

当
時
大
河
内
郵
便
局
は
大
島
よ
り
身
延
駅
前
に
移
転
(
大
正
十
二
年
一
月
)
し
た
ば

か
り
で
、
郵
便
集
配
、
貯
金
保
険
事
業
に
専
念
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し、

昭

和
四
年
新
任
早
々
の
大
河
内
局
長
佐
野
弥
録
は
電
信
電
話
の
取
扱
開
始
に
積
町
倒
的
に
努

力
し
た
。
そ
の
頃
電
信
事
務
開
始
に
あ
た

っ
て
は
請
願
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
い

わ
ゆ
る
請
願
通
信
と
い
い
、
逓
信
省
の
許
可
に
よ
っ
て
個
人
負
担
で
開
始
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
大
河
内
局
長
の
請
願
に
よ
っ
て
昭
和
六
年
三
月
一
口
か
ら
電
信
電
話
通
話
事

務
が
開
始
さ
れ
た
が
、
関
東
電
信
電
話
百
年
史
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

大河内郵便局

JI"'-
I¥_L 局使Rμ 

認
計
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大
河
内
局
で
も
同
長
が
山
林
を
売
っ
て
一

、
五
O
O円
を
寄
付
し
た
は
い
い
が
、
屯
報
収
入

が
規
定
額
に
達
せ
ず
、
三
年
間
と
い
う
も
の
は
不
定
額
を
お
さ
め
て
い
た

八
九
九
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交
通
運
輸
と
通
信

電
信
電
話
の
通
話
事
務
開
始
と
共
に
、
電
話
架
設
を
要
望
す
る
戸
が
高
ま
り
、
七
名

の
組
合
員
で
鈴
木
音
次
郎
を
組
合
長
と
す
る
特
設
電
話
組
合
を
組
織
し
、
佐
野
弥
録
局

長
の
私
財
二
千
円
、
大
河
内
村
の
助
成
金
三
千
円
を
開
設
基
金
と
し
て
架
設
に
奔
走
し

た
0

(
大
川
内
局
長
佐
野
昭
談
)

そ
し
て
通
信
事
務
開
始
の
翌
年
の
昭
和
七
年
六
月
十
一
日
に
七
加
入
の
電
話
が
開
通

し
て
電
話
交
換
が
開
始
さ
れ
た
。
市
外
同
線
は
身
延
山
大
河
内
線
が
新
設
さ
れ
て
、
遠

距
離
通
話
は
身
延
山
局
中
継
で
行
な
っ
た
。
電
信
も
す
べ
て
こ
れ
に
よ
る
電
話
送
信
で

あ
っ
た
。

当
時
の
社
会
事
情
で
止
む
を
得
な
い
と
は
い
え
、
大
河
内
局
の
電
話
発
展
の
歴
史
に

や
は
り
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
佐
野
弥
録
局
長
の
こ
の
大
き
な
犠
牲
と
労
苦
で
は
な

か
ろ
う
か
。

身
延
郵
便
局
は
集
配
局
で
開
局
も
古
い
が
、
電
信
電
話
事
務
に
つ
い
て
は
身
延
山
局

止
も
と

が
身
延
山
久
遠
寺
の
麓
に
あ
っ
た
関
係
で
あ
ろ
う
、
身
延
山
局
の
方
が
早
期
に
開
始
さ

れ
た
o

そ
し
て
昭
和
十
三
年
十
月
十
一
日
に
身
延
山
局
加
入
加
入
電
話
一
一
一
一
番
と
し

て
電
話
通
話
業
務
を
開
始
し
て
い
る
。

ま
た
、
立
岡
村
相
又
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
勃
発
の
翌
年
、
昭
和
十
七
年
八
月
二
十

六
日
盛
岡
電
信
電
話
取
扱
所
が
開
設
さ
れ
て
、
電
報
受
付
配
達
と
電
話
通
話
と
豊
岡
村

役
場
一
加
人
だ
け
の
交
換
事
務
が
開
始
さ
れ
た
。
回
線
は
電
信
電
話
共
用
の
身
延
山

l

豊
岡
線
で
あ
っ
た
。
豊
一
岡
の
電
報
配
達
区
域
は
次
の
と
お
り
(
カ
ッ
コ
内
は
旧
配
達

局
)
と
な
っ
て
従
来
の
配
達
局
は
辺
地
配
達
の
労
苦
か
ら
解
放
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た。
豊
岡
電
信
電
話
取
扱
所
の
電
報
配
達
区

大
城
、
門
野
、
湯
平
、
相
叉
上
、
相
叉
下
、
小
田
舟
原
の
一
部
(
以
上
身
延
山
局
)

横
根
、
光
子
沢
、
大
久
保
ハ
以
上
南
部
局
)
清
子
(
身
延
局
)

電
話
開
通
は
そ
の
後
敗
戦
ま
で
に
、
二
番
盛
岡
村
役
場
に
つ
い
で
、
三
番
清
子
分
校

四
番
横
光
分
校
、
五
番
大
城
公
民
館
、
六
番
豊
岡
小
学
校
が
開
通
し
た
が
、

一
般
加
入

電
話
で
な
い
の
も
当
時
の
戦
時
体
制
を
偲
ば
せ
る
も
の
で
あ
る
。
設
備
も
加
入
者
負
担

で
あ
っ
た
の
で
豊
岡
村
で
各
部
落
の
要
所
に
電
話
を
つ
け
部
落
民
の
利
用
を
考
え
て
開

九
O
O

通
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
て
敗
戦
の
年
の
六
月
十
一
日
に
豊
岡
郵
便
局
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

つ
己

有
線
放
送
施
設

部
落
内
の
連
絡
を
よ
り
密
に
し
て
、
区
の
運
営
を
円
滑
に
し
よ
う
と
、
ス
ピ
ー
カ
ー

に
よ
る
有
線
放
送
施
設
を
設
置
し
た
の
は
、
昭
和
三
十
三
年
五
月
の
小
原
島
区
が
最
J

初

で
あ
る
。

こ
の
施
設
は
、
防
犯
防
火
、
青
少
年
育
成
活
動
、
婦
人
会
な
ど
の
連
絡
、
も
ち
ろ
ん

と
り
わ
け
役
場
か
ら
区
民
へ
の
広
報
媒
体
と
し
て
大
き
な
力
を
発
揮
し
た
。

放送施設及び電話架設補助金交付一覧表

下山地 区

車産 |施設部落|施設別|施設費 |号晶判 町補助金|警官官

35 上 沢 153，∞o 2，590 40，α刀 昭36.2.14 

38 11 11 80，750 20，∞o 33.12.30 

35 大 庭 11 122，875 3，1∞ 30，α氾 36. 3.28 

36 新 町 11 118，8∞ 5，500 30，000 36. 7. 7 

37 本 町' 11 105，240 30，αx) 37.10.17 

38 大工町 11 90，α刃 30，α刃 38.10.31 

1/ 山 額 ノY 97，365 30，α刃 38. 9.20 

11 仲 町 11 95，αx) 30，αxl 38.10.12 

11 中長 山 11 79，7αコ 30，000 38. 8. 3 

35 上粟倉 11 66，500 。30，α刃 35.11. 2 
33 小 原島 11 200，αm 。50，αx) 33. 5.15 
34 荒 町 11 126，480 。50，αxl 34. 6. 9 
竹 下 ノY 90，αxl 30，0∞ 39. 3.31 

13施設



放送施設及び電話架設補助金交付一覧表

身延地区

援|施設部落|施設別|施設費 |官官|町補助金|交付年月

36 橘 町 放 135，8∞ 30，αヌコ 日召37.2.19 

38 大 野 // 75，800 30，α)() 37.12. 7 

// 波2木区井 ノ7 80，000 30，0∞ 39. 3.31 
// 清住町 // 118，3α) 30，0∞ 39. 7.14 
// 上 11汀 // 70，0∞ 30，αχ) 41. 7.21 

40 仲 町 // 102，500 30，0∞ 4つ10.18

43 フじ illJ // 196，610 30，000 43. 4. 7 

// 栴平一区 // 226，6∞ 3つ，αIコ 42. 7.22 

41 梅平二区 // 176，2JO 30，α)() 41. 7.21 

町
に
お
い
て
も
、
こ

の
施
設
が
農
村
行
政
の

近
代
化
を
促
す
も
の
と

し
て
、
区
か
ら
の
陳
情

を
受
け
て
三
J
四
割
の

補
助
金
を
交
付
す
る
こ

と
に
し
て
設
置
を
奨
励

し
た
。

9施設

角打部落の放送施設 ・スピーカー

下
山
地
区
は
こ
の
設

第
二
章

通

信

3施設

放送施設及び電話架設補助金交付一覧表

大 別内地 区

韓|施設部落|施設別|施設費|官官|町補助金|交付年月日

36 椿草里 放 98，α刃 3，0αコ 25，α刃 昭36.11.20 

// 帯 金 // 146，αm 35，αヌコ 36.12.22 

// 上大島 // 81，750 30，α氾 37. 3.31 

37 角(1日村〉打 ノY 101，0∞ 30，α刃 37. 8.16 

38 // // 251，400 30，0∞ 38. 8.15 
// 下八木沢 // 101，210 30，αヌコ 38. 8. 3 

// 塩之沢 // 131，5∞ 30，αxコ 38. 9.30 

// 大 岱 // 77 ，300 30，α刃 38. 8.10 

// 丸(桜井滝〉 // 96，α氾 30，α刃 39. 2.15 

41 上八木沢 // 152，3∞ 30，α)() 41.12.16 

39 丸 滝 // 174，9∞ 30，000 40. 3. 1 

41 大 崩 // 43，350 30，α刀 41.12.16 

39 和 田 // 
(3) (3) 

39.10.13 
427，1∞ 90，α)() 

13施設

置
に
と
く
に
積
極
的
に
と
り
く
み
、
昭
和
三
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
全
区
に
設

置
さ
れ
た
。
昭
和
四
十
四
年
四
月
現
在
、
別
表
の
よ
う
に
三
四
区
に
三
九
の
施
設
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
施
設
を
最
も
有
効
に
使
用
す
る
に
は
、
専
任
の
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー

と
定
時
放
送
が
望
ま
れ
る
が
、

一
部
を
除
い
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
改
善
の
余
地
が

あ
る
。

九。
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(
三
)
農
村
集
団
自
動
電
話

の
開
設

旧
大
河
内
村
を
区
内
と
す
る
大
河
内
郵
便

局
は
、
昭
和
七
年
に
加
入
者
七
の
電
話
開
通

以
来
三
十
年
を
経
た
昭
和
三
十
八
年
に
も
加

入
電
話
一
八

O
個
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
身
延
駅
周
辺
が
商
庖
街
で
発
述
し
た

の
に
反
し
、
他
部
落
は
農
家
や
俸
給
生
活
者

の
地
域
で
あ
る
こ
と
と
、
南
北
に
長
い
地
勢

で
あ
る
た
め
、
「
地
域
外
」
の
地
域
が
多
く

て
、
電
話
設
備
と
維
持
費
が
か
さ
み
、
単
独

申
込
者
が
少
な
か
っ
た
た
め
で
も
あ
ろ

O
 

〉「
J

し
か
し
、
戦
後
二
十
年
、
電
話
も
家
庭

必
需
品
と
い
う
時
代
を
迎
え
、
ま
た
、
日

本
電
信
電
話
会
社
で
も
、
農
山
漁
村
の
無

電
話
部
落
解
消
の
た
め
地
域
団
体
加
入
電

話
、
農
村
公
衆
電
話
設
置
の
持
及
に
つ
と

め
て
い
た
時
で
も
あ
り
、
大
河
内
地
区
の

農
村
部
落
に
も
電
話
架
設
の
要
望
は
高
ま

っ
て
き
た
。

昭
和
三
十
九
年
五
月
、
和
旧
部
落
を
中

心
に
し
た

「
地
域
団
体
加
入
電
話
」
の
設

置
運
動
が
起
こ
り
、
申
請
し
た
が
、
加
入

申
込
数
の
不
足
と
経
費
面
な
ど
で
許
可
と

な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
七
月
に
は
、
大

九
O
一

区民によびかける角打放送所の主任 ・野村宇吉さん

島

・
樋
の
上
部
落
を
含
め
て
申
請
す
る
こ
と
に
話
が
ま
と
ま
り
、

な
申
込
書
が
提
出
さ
れ
た
。

九
月
に
は
次
の
よ
う

団
体
加
入
屯
話
加
入
申
込
書

下
記
の
団
体
加
入
電
話
の
加
入
申
込
を
し
ま
す
。

昭
和
三
十
九
年
九
月
九
日
加
入
組
合
の
名
称

大
島
和
田
地
域
凶
体
加
入
電
話
組
合

住

所

山
梨
県
南
巨
摩
郡
'
井
延
町
大
島
二
五
八
O
番
地

代
表
者
名
組
合
長

若

孝

義

林

鰍
沢
青
柳
電
報
電
話
局
長
殿

一
、
組
合
交
換
設
備
の
設
置
場
所

身
延
町
大
島
二
五
八

O
番
地
大
島
農
業
協
同
組
合
内

二
、
本
屯
話
機
の
数
(
組
合
員
別
及
び
設
置
場
所
別
)
一
五
六
個

別
紙
組
合
員
名
簿
の
通
り

(
別
紙
組
合
員
一
五
六
名
の
名
簿
省
略
)

わが家にも農集電話が!!

そ
し
て
、
山
梨
電
気
通
信
部
、
関
東
電
気
通
信
局
に
陳
情
す
る
な
ど
、
就
任
二
年
目

の
現
大
河
内
局
長
佐
野
昭
も
加
わ
っ
て
活
発
な
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
し
か
し
、
た
ま

た
ま
電
々
公
社
で
は
「
農
村
集
団
自
動
電
話
」
の
普
及
も
合
わ
せ
て
奨
励
し
て
お
り
関

係
法
が
こ
の
頃
国
会
を
通
過
し
て
、
十
月
一
口
か
ら
新
た
に
施
行
実
施
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

農
村
集
団
電
話
と
は
、
①
無
人
自
動
交
換
機
を
設
置
し
て
多
数
共
同
電
話
を
収
容
、

②
市
内
通
話
は
相
互
間
で
は
自
動
交
換
で
行
な
い
、
一
般
電
話
と
は
電
話
取
扱
局
で
接

続
、
③
市
外
通
話
は
発
着
信
と
も
手
動
で
電
話
取
扱
局
で
接
続
、
④
創
設
費
は
設
備
料

と
債
券
で
負
担
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
説
明
資
料
に
よ
る
と
概
要
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。制

度

の

概

要

同
一
電
話
加
入
区
域
内
に
、
公
社
が
定
め
た
定
数
以
上
の
屯
話
機
で
、
こ
れ
を
ハ
勤
交
換
機
か



ら
の
一

川
線
に
五
個
以
上
十
個
ま
で
を
取
付
け
、
円
動
交
換
機
と
市
川
話
取
扱
局
の
交
換
機
を
川

線
で
結
ん
で
通
過
す
る
も
の
。

(
凶
参
照
)

収
作
.
小
弘
前
取
抜
日

(
州
旧
作
古
川
林

ー
、
設

置

条

件

①
二
以
上
の
電
話
加
入
区
域
に
わ
た
ら
な
い
最
低
二

O
O名
程
度
の
集
団
加
入
申
込
、
白

動
交
換
機
か
ら
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
、
民

・
林

・
漁
業
が
大
部
分
の
地
域
。

②
一
川
線
に
五
伺
以
k
十
例
以
内
の
川
話
機
を
つ
け
る
。

③

七
級
局
ま
で
の
↓
市
話
取
扱
同
で
設
置
で
き
る
。

2
、
主

要

料

金

①
創
設
時

l
加
入
料
=
一

O
O円
、
設
備
料
一

O
、
0
0
0門
、
依
券
六

O
、
0
0
0円

(
一
加
入
に
つ
き
)

線
路
設
備
費
は
普
通
加
入
区
域
外
に
あ
っ
て
白
動
交
換
設
備
か
ら
問
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
以
上
の

川
話
機
に
区
域
外
分
の
設
備
費
を
課
す
る
。

②

川
々
の
使
用
料
l
普
通
加
入
区
域
五
級
局
は
四
七

O
円
、
区
域
外
川
六
七

O
円、

(注

大
河
内
局
は
五
級
局
と
な
る
の
で
五
級
局
分
の
み
記
す
。
)

③

付
加
使
用
料
(
交
換
設
備
か
ら
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
〉

l
地
図
に
準
ず
る
。

こ
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
組
人
け
で
は
早
速
こ
れ
を
検
討
し
て
地
図

申
請
を
、
こ
の
農
集
電
話
に
切
替
え
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
そ
し
て
、
若
林
組
合
長
、

大
河
内
局
長
を
は
じ
め
電
々

公
社
職
員
と
と
も
に
、
連
夜
各
部
落
ご
と
に
説
明
会
を
聞

き
、
組
合
員
の
理
解
と
協
力
を
求
め
、
さ
ら
に
新
組
作
員
の
獲
得
に
も
努
め
て
つ
い
に

一
八

O
名
に
達
し
た
0

(

注
、
定
数
一

八
O
名
と
な
っ
た
〉
こ
う
し
て
、

こ

の

年

一

月

第
二
章
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農村 I~I 動屯話機

新
た
に
「
大
島
和
田
農
村
集
団
自
動
電
話
組
合
」
と
し
て
申
請
し
て
実
現
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

和
旧
部
落
に
自
動
交
換
機
が
設
置
さ
れ
大
河
内
局
と
結
び
、

つ
い
に
昭
和
四
十
年
六

月
八
日
開
通
し
た
が
こ
れ
は
関
東
通
信
局
管
内
で
も
第
三
番
目
で
あ
り
、
非
常
に
画
期

的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

若
林
組
合
長
、
佐
野
局
長
の
東
奔
西
走
の
努
力
、
組
合
員
積
極
的
な
熱
意
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
郷
土
出
身
、
電
々
公
社
出
身
の
鈴
木
強
参
議
院
議
員
の
功
労
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。

創
設
貨
の
加
入
中
込
者
負
担
は
計
七
万
三

O
O円
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
債
券
を

売
却
し
た
の
で
一
万
七

0
0
0円
で
す
み
、
ま
た
身
延
町
の
補
助
金
五
十
四
万
円
と
合

せ
て

三
六

O
万
円
で
こ
の
完
成
を
見
た
の
で
あ
る
。

ダ
イ
ヤ
ル
式
の
使
利
な
電
話
の
出
現
に
、
北
部
の
帯
金
地
区
か
ら
も
こ
の
-
設
置
運
動

が
起
っ
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。

し
か
し、

こ
の
地
域
に
は
大
き
な
難
関
が
あ
っ
た
。

農
村
屯
話
は
同
一
加
入
地
域
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
上
八
木
沢
、
下
八
木
沢
部

落
は
下
山
郵
便
局
の
電
話
特
別
加
入
区
域
と
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

先
ず
、
こ
の
加
入
区
域
を
大
河
内
局
加
入
区
域
に
変
更
し
な
け
れ
ば
両
部
落
に
は
農

集
電
話
は
つ
か
な
い
わ
け
で
あ
る
。
電
話
加
入
区
域
の
変
更
は
当
該
局
長
の
申
請
に
よ

る
も
の
で
あ
る
が
、
従
来
か
ら
調
査
等
日
時
を
要
し、

な
か
な
か
実
現
は
難
か
し
い
状

態
で
あ
っ
た
。

四
十
年
九
月
佐
野
為
雄
町
長
と
組
合
代
表
鮎
川
太
郎
の
述
名
で
区
域
変
更
に
対
す
る

陳
情
が
公
社
に
提
出
さ
れ
、
ま
た
両
部
落
民
全
員
署
名
の
次
の
よ
う
な
陳
情
書
も
提
出

さ
れ
た
。電
話
加
入
局
変
更
に
関
す
る
陳
情
書

(
陳
情
の
要
旨
〉

山
梨
以
南
戸
摩
郡
身
延
町
大
河
内
地
内
の
上
八
木
沢
、
下
八
木
沢
両
部
落
は
、
下
山
郵
便
局

の
特
別
加
入
地
域
に
な
っ
て
居
り
ま
す
が
、
大
河
内
郵
便
局
の
加
入
地
域
に
変
更
し
て
戴
き
た

い
た
め
の
陳
情
書

(理
由
)

九
O
三
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前
記
戸
内
部
落
は
、
旧
大
一
川
内
村
に
所
属
し
て
い
た
関
係
上
児
童
生
徒
の
教
育
を
は
じ
め
、
地

区
行
政
上
の
行
為
の
凡
て
や
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
日
常
生
活
が
、
大
河
内
地
区
の
他
の
部
落
と

同
型
の
上
に
営
ま
れ
て
お
り
ま
す
が
、
電
話
の
み
は
要
旨
に
記
し
た
通
り
、
富
士
川
の
対
岸
で

あ
る
下
山
郵
便
局
の
管
轄
に
所
属
し
て
い
る
た
め
、
部
落
住
民
の
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、
大
河
内
農
村
集
団
芯
話
設
世
の
話
、が
出
た
の
で
こ
れ
に
加
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

上
記
の
障
害
を
克
服
出
来
る
も
の
と
部
落
民
一
同
等
し
く
喜
ん
で
お
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
関

係
筋
の
説
明
に
よ
れ
ば
他
局
の
加
入
地
域
に
存
在
す
る
も
の
は
、
こ
の
大
河
内
農
村
集
団
電
話

に
加
入
で
き
な
い
由
で
す
が
、
つ
き
ま
し
て
は
、
同
部
落
の
実
情
を
と
く
と
御
明
察
の
上
、
大

河
内
郵
便
局
へ
の
加
入
区
域
に
変
更
し
て
下
さ
る
よ
う
関
係
住
民
の
署
名
を
も
っ
て
お
願
い
致

し
ま
す
。

昭
和
四
十
年
九
川
二
十
五
日

代
表
者

郎三

⑪⑪  

沢

上
、
下
八
木
沢
が
下
山
局
の
特
別
加
入
区
域
に
な
っ

た
の
は
、
下
山
局
の
電
話
開
通

が
大
河
内
局
よ
り
早
く
昭
和
五
年
で
あ
り
、
同
時
に
波
高
島
駅
に
電
話
が
開
通
し
て
い

る
。
こ
の
近
辺
の
両
部
落
は
大
河
内
局
よ
り
遠
距
離
に
あ
る
の
で
、
波
高
島
駅
周
辺
発

展
の
将
来
性
か
ら
下
山
局
特
別
加
入
区
域
と
な
っ

た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

当
時
、
す
で
に
下
山
局
加
入
電
話
と
し
て
両
部
落
に
農
村
公
衆
の
四
共
同
電
話
が
あ

っ
た
が
、
農
集
電
話
に
加
入
で
き
る
な
ら
ば
返
上
し
て
も
よ
い
と
い
う
部
落
民

一
同
の

了
解
と
、
身
延
電
報
電
話
局
実
現
の
見
通
し
も
明
る
く
近
い
将
来
加
入
区
域
の
問
題
も

解
消
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
更
に
町
当
局
、
両
部
落
、
大
河
内
局
の
三
者
一

体
の

熱
意
が
電
々
公
社
を
動
か
し
て
、
つ
い
に
実
現
す
る
に
至
っ
た
。

無
人
電
話
交
換
機
も
帯
金
地
内
に
建
設
さ
れ
二
三
二
加
入
が
開
通
に
な
っ
た
の
は
同

年
十
月
二
十
六
日
で
あ
り、

同
時
に
大
島
地
区
の
追
加
中
込
者
も
開
通
さ
れ
た
。
こ
れ

で
旧
大
河
内
村
と
し
て
は
一
挙
に
約
八

O
パ
ー
セ
ン
ト
の
普
及
率
と
な
っ
た
。
ま
こ
と

に
鮮
や
か
な
ス

ピ
ー
ド
開
通
で
関
係
者
の
努
力
は
称
賛
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。

大
河
内
郵
便
局
加
入
の
農
村
集
団
円
勤
電
話
の
実
現
に
よ
っ
て
、
農
家
が
大
半
を
占

め
る
旧
豊
岡
村
地
域
に
も
便
利
好
評
の
炭
集
屯
話
に
関
心
が
高
ま
り
、
豊
岡
局
へ
の
照

鮎米

太節

九
O
四

会
が
ひ
ん
ぱ
人
と
な
っ
て
き
た
。
豊
岡
局

長
市
川
喜
洋
は
各
区
長
に
呼
び
か
け
、
鰍

沢
青
柳
電
報
電
話
局
か
ら
担
当
課
長
を
招

い
て
、
説
明
会
を
開
い
た
の
が
昭
和
四
十

年
十
月
一
日
で
あ
っ
た
。
こ
の
第
一
回
の

説
明
会
に
よ
り
急
激
に
農
集
電
話
架
設
の

要
望
が
盛
り
上
っ
て
、
十
一
月
に
は
「
豊

岡
農
村
集
団
向
勤
電
話
促
進
委
員
会
」
が

誕
生
し、

委
員
長
に
町
議
の
柿
島
武
文
が

選
ば
れ
た
。
ま
た
役
員
も
各
部
落
か
ら
選

出
さ
れ
、
副
委
員
長
七
名
、
会
計
一
名
、

書
記
三
名
、
監
事
二
名
、
委
員
二
十
二
名

が
決
定
し
た
が
、
な
お
会
合
の
回
数
が
ひ

ん
ぱ
ん
に
行
な
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
代

議
員
制
を
と
り
、
申
込
者
五
人
に一

人
の
割
合
で
代
議
員
四
十
八
名
の
組
織
作
り
が
な

さ
れ
た
。

十
一
月
十
八
日
代
表
者
柿
島
武
文
を
も
っ
て
二
九
六
名
の
集
団
加
入
中
込
が
な
さ
れ

た
。
各
部
落
別
内
訳
の
申
込
数
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

船
原
二
三
、
小
田
二
二
、
門
野
一
七
、
湯
平
二
二
、
大
城
四
一

、
相
又
下
二
四
、
相
又
上
二

九
、
光
子
沢
一

九、

大
久
保
一
九
、
横
根
二
七
、
清
子
六
二

と
こ
ろ
が
、
船
原
部
落
は
身
延
山
局
の
電
話
普
通
加
入
区
域
で
あ
る
の
で
農
集
電
話

申
込
か
ら
除
外
さ
れ
る
羽
目
と
な
っ
た
。
早
速
船
原
区
長
大
村
益
三
か
ら
豊
岡
局
加
入

区
域
に
変
更
さ
れ
た
い
旨
の
陳
情
書
が
出
さ
れ
た
が
、
到
底
見
込
も
な
く
、
身
延
総
門

下
一
帯
も
同
地
区
で
あ
る
た
め
、
身
延
山
局
電
話
加
入
者
も
あ
っ
て
、
大
河
内
の
上
、

下
八
木
沢
部
落
と
同
じ
状
況
と
な
ら
な
い
の
で
、
結
局
船
原
部
落
二
十
名
は
四
十
一

年

四
月
農
集
電
話
申
込
を
取
消
し、

新
た
に
身
延
山
局
に
二
共
同
電
話
で
申
込
み
、
こ
の

促
進
を
農
集
委
員
会
と
と
も
に
行
な
う
こ
と
と
し
た。

委
員
長
、
役
員
を
は
じ
め
豊
岡
局
長
は
機
会
あ
る
ご
と
に
折
衝
、
陳
情
と
十
数
回
に 農集電話の無人交換局



及
ぶ
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
ま
た
鈴
木
強
参
議
院
議
員
の
大
き
な
力
添

え
も
あ
っ
て
年
末
に
は
工
事
に
着
工
し
、
相
又
下
に
無
人
交
換
機
も
設
置
さ
れ
て
、
翌

四
十
二
年
三
月
十
四
日
二
六
七
加
入
が
開
通
し
た
の
で
あ
る
。
身
延
町
か
ら
補
助
金
一

加
入
三
千
円
、

計
八
十
万
一
千
円
が
助
成
さ
れ
、
個
人
負
担
七
万
三
百
円
も
債
券
売
却

に
よ
っ
て
一

万
七
千
五
百
円
で
す
み
、
剰
余
金
は
開
通
後
の
電
話
料
、
維
持
資
金
に
あ

て
た
。
船
原
部
落
の

二
共
同
加
入
も
申
込
者
二
十
名
の
熱
意
が
報
い
ら
れ
て
五
月
に
は

開
通
、
喜
び
の
全
加
入
者
は
五
月
三
十
日
関
係
者
を
招
い
て
盛
岡
小
中
学
校
屋
内
運
動

場
で
盛
大
な
開
通
祝
賀
会
を
開
催
し
た。

こ
の
委
員
会
は
事
業
達
成
に
よ
り
解
散
し、

凶
十
三
年
一
月
十
四
日
新
た
に
豊
岡
農

村
集
団
自
動
電
話
組
合
と
し
て
発
足
し、

農
集
電
話
の
改
善
と
電
々
公
社
に
協
力
す
る

規
約
を
作
り、

現
在
も
な
お
活
発
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。

(
四
)
身
延
電
報
電
話
局
の
設
置
と
経
過

昭
和
三
十
年
、
町
村
介
併
に
よ
り
新
し
い
身
延
町
が
発
足
し
た
が
、
そ
の
時
の
条
件

の
一
つ
と
し
て
電
報
電
話
局
設
置
が
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
当
時
町
内
四
郵

便
局
の
電
話
加
入
数
を
併
什
し
で
も
凶
百
余
り
で
、
実
現
に
は
程
遠
い
も
の
で
あ
り
、

合
併
直
後
の
町
行
政
も
あ
わ
た
だ
し
い
時
期
で
あ
っ
た
の
で
、
巷
聞
に
全
く
そ
の
声
は

聞
か
れ
な
か
っ
た
。

昭
和
三
十
四
年
の
台
風
七
サ
と

l
五
号
は
'
拡
延
町
に
も
大
き
な
爪
跡
を
残
し
た
が
、

災
害
見
舞
に
鈴
木
強
参
議
院
議
員
が
来
町
し
、

そ
の
折
町
内
各
郵
便
局
長
と
会
合
が
持

た
れ
た
。
鈴
木
議
員
は
、
既
に
川
議
会
で
決
定
さ
れ
て
い
る
電
報
電
話
局
の
実
現
に
積

極
的
に
協
力
さ
れ
た
い
行
の
要
望
が
あ

っ
た
が
、
局
長
側
か
ら
大
体
次
の
よ
う
な
意
見

が
出
さ
れ
た
。

ー、

町
発
展
の

た
め
に
電
報
電
話
局
の
実
現
に
は
賛
成
で
あ
る
。

2
、
町
議
会
で
決
定
さ
れ
て
い
て
も
何
等
わ
れ
わ
れ
と
の
話
し
合
い
が
な
い
。

3
、
町
議
会
の
決
定
が
電
話
加
入
者
の
総
意
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

4
、
四
局
そ
れ
ぞ
れ
地
域
状
況
が
異
な
り
未
だ
加
入
者
の
意
見
が
徴
さ
れ
て
い
な

第
二
章

通

信

5
、
以
上
の
理
由
で
時
期
尚
早
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し、

お
互
の
立
場
で
努
力
し
協
力
す
る
こ
と
を
了
解
し
て
終
っ
た
が
、
こ

れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
電
話
統
合
へ
の
関
心
が
少
し
ず
つ
高
ま
っ
て
い
っ

た
。
し
か
し

各
郵
便
局
長
も
先
代、

先
々
代
局
長
が
私
財
ま
で
投
じ
て
育
て
あ
げ
た
長
い
歴
史
の
電

信
電
話
業
務
へ
の
愛
着
、
そ
し
て
全
国
的
に
問
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
統
介
介
理
化
時

の
労
働
組
合
と
の

ト
ラ
ブ
ル
に
対
す
る
不
安
も
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

一
方
、
社
会
状
勢
は
経
済
の
発
展
、
生
活
の
向
上
と
ま
す
ま
す
電
話
の
需
要
度
を
高

め
た
が
、
申
込
電
話
は
な
か
な
か
開
通
し
な
い
現
状
で
あ
っ

た
。
し
か
し
・
身
延
町
で
は

三
十
五
年
か
ら
四
カ
年
で
一
六
三
人
が
開
通
し
て
お
り
各
局
長
の
積
極
的
な
意
欲
の
結

果
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
加
入
者
の
電
話
統
合
の
関
心
も
漸
く
高
ま
り
、
利
用

度
の
高
い
身
延
山、

大
河
内
局
の
加
入
者
は
統
合
賛
成
怠
見
が
多
く
見
ら
れ
た
が
、
下

山、

豊
岡
局
加
入
者
は
一
挙
に
賛
成
し
難
い
状
況
で
あ
っ
た
。

町
議
会
で
も
電
報
電
話
局
設
置
促
進
特
別
委
員
会
が
設
け
ら
れ
て
、
各
郵
便
局
長
と

し
ば
し
ば
会
合
を
開
き
意
見
の
交
換
を
行
な
い
、
ま
た
、
部
落
の
会
合
も
附
い
て
積
極

的
に
そ
の
必
要
性
の
普
及
に
つ

と
め
た
。

電
々
公
社
の
電
信
電
話
拡
充
長
期
計
画
は
、
二
十
八
年
度
を
初
年
度
と
し
て
第
一
次

五
カ
年
計
画
が
ス
タ

ー
ト
し
た
。
第
四
次
の
終
る
四
十
七
年
に
は
全
国
九
九
パ
ー
セ

ン

ト
が
ダ
イ
ヤ
ル
即
時
化
を
目
標
と
す
る
も
の
で
、
山
梨
県
下
で
も
逐
次
円
動
化
が
進
め

ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
郵
便
局
の
電
気
通
信
施
設
の
改
廃
も
含
ま
れ
て
円
動
改
式
す
る

計
画
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
電
通
合
理
化
計
画
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
町
内
四
郵
便
局
の
電
通
業
務
を
一
カ
所
に
そ
の
ま
ま
統
合
す
る
案
が
す
す

め
ら
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
電
報
電
話
局
の
建
設
に
よ
る
合
理
化
計
画
が
ク

ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
。

一
一
一
イ
九
年
度
に
お
い
て
は
四
郵
便
局
の
電
話
総
数
六

O
O加
入
で
ま
だ
ダ
イ
ヤ
ル
化

に
は
難
点
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
勢
の
た
め
か
、
身
延
電
報
電
話
局
は
無
人
局
、
す
な
わ
ち
無
人
の
自

動
交
換
機
だ
け
を
設
置
す
る
と
い
う
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
て
が
く
然
と
し
た
の
で
あ
っ

九
O
五
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運
輸
と
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た
。
直
ち
に
町
当
局
は
も
ち
ろ
ん
各
局
長
も
関
係
筋
に
有
人
局
設
置
と
な
る
よ
う
強
力

な
要
請
を
行
な
う
一
幕
も
あ
っ
た
。

凶
十
年
に
大
河
内
局
で
は
農
村
集
団
自
動
電
話
四
七
四
加
入
が
一
挙
に
開
通
し、

ま

た
、
身
延
山
局
の
電
報
業
務
は
三
十
七
年
に
東
京
中
央
電
報
局
の
電
報
中
継
交
換
加
入

局
と
な
っ
て
機
械
化
さ
れ
、
同
時
に
下
山
局
以
南
の
、
八
郵
便
局
を
受
け
持
つ
集
中
局

と
な
っ
た
。
な
お
、
四
十
年
三
月
に
は
電
話
業
務
も
大
局
を
端
局
と
す
る
集
中
局
と
な

っ
て
、
電
報
電
話
局
実
現
の
夢
も
い
よ
い
よ
大
き
く
前
進
し
た。

こ
の
頃
電
々
公
社
で
も
町
内
に
建
設
用
地
を
求
め
て
お
り
、
町
当
局
も
積
極
的
に
協

力
し
、

特
に
佐
野
正
企
岡
管
理
室
長
が
あ
っ
せ
ん
担
当
と
し
て
、
つ
い
に
身
延
の
一
等

地
と
も
い
う
べ
き
現
在
地
約
二
八
一

0
平
方
メ
ー

ト
ル
の
買
収
が
確
定
し
た
。
こ
の
敷

地
確
保
の
書
類
は
ぼ
う
大
な
も
の
で
同
氏
の
労
苦
は
、
今
で
は
関
係
者
の
み
が
知
る
と

こ
ろ
で
、
隠
れ
た
功
績
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

敷
地
造
成
も
順
調
に
進
み
、
身
延
電
報
電
話
局
新
築
工
事
着
工
の
地
鎮
祭
は
、
身
延

山
久
遠
寺
僧
侶
の
修
ば
つ
に
よ
り
厳
か
に
行

な
わ
れ
て
、
待
望
の
っ
ち
音
は
身
延
町
全
域

に
鳴
り
渡
っ
た
。
時
に
昭
和
四
十

一
年
十
月

十
九
日
で
あ
っ
た
。

翌
凶
十
二
年
に
入
る
と
電
々
公
社
関
係
職

員
の
身
延
入
り
も
ひ
ん
ぱ
ん
に
な
り
、
各
郵

便
局
と
の
打
合
せ
も
し
ば
し
ば
閲
か
れ
た
。

各
郵
使
川
も
大
き
く
成
長
し
た
電
通
業
務
を

更
に
盛
り
上
げ
優
秀
な
身
延
電
報
電
話
局
誕

生
に
最
後
の
努
力
を
つ
く
し
た
。
豊
岡
局
で

は
こ
の
年
三
月
十
四
日
、
大
河
内
局
に
続
い

て
農
村
集
団
円
動
電
話
二
六
七
加
入
の
開
通

を
見
た
。
(
農
集
電
話
の
項
参
照
)

下
山
郵
便
肋
で
は
未
開
通
巾
込
者
(
積

九
O
六

滞
)
七
十
名
の
開
通
に
従
来
か
ら
努
力
し
た
が
施
設
関
係
で
解
決
に
至
ら
ず
、
こ
の
年

五
月
山
梨
電
気
通
信
部
長
よ
り
、
こ
の
積
滞
解
消
に
は
身
延
J
下
山
間
に
一

O
O回
線

増
設
を
要
す
る
が
経
費
が
か
か
り
過
ぎ
、
向
動
改
式
開
局
に
は
間
に
合
わ
な
い
旨
の
知

ら
せ
が
あ
っ
た
。
時
に
農
村
集
団
門
動
電
話
三

O
O名
の
加
入
申
込
も
あ
り
、
こ
れ
と

合
せ
て
是
非
と
も
開
局
時
に
開
通
さ
れ
る
よ
う
、
既
設
者
組
織
の
「
下
山
電
話
組
合
」

と
と
も
に
、
東
京
に
、
甲
府
に
と
陳
情
の
お
宵
度
を
踏
ん
だ
。
そ
の
結
果
八
月
に
可
搬

形
交
換
機
を
下
山
地
区
に
設
置
し
て
救
済
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
が
、
農
村
電
話
を
一

般
単
独
と
二
共
同
申
込
に
す
る
よ
う
勧
め
も
あ
っ
て
、
A

一
一
山
越
こ
れ
に
切
替
え
て
明
る
い

見
通
し
に
一
同
ほ
っ
と
し
た
。
同
一
町
内
に
二
交
換
機
は
設
置
出
来
な
い
定
め
も
あ
っ

た
が
、
新
局
は
集
中
局
と
の
理
由
で
特
別
扱
い
と
い
う
温
か
い
電
々
公
社
の
配
慮
も
あ

っ
た
。身
延
山
局
区
内
に
も
ド
ッ
と
加
入
申
込
者
が
殺
到
し
た
。
そ
し
て
五
月
町
議
鍋
島
良

知
を
委
員
長
と
す
る
「
身
延
電
話
促
進
委
員
会
」
が
発
足
し
た
が
、
二
共
同
加
入
を
主

と
し
、
自
動
化
開
局
と
同
時
に
開
通
を
目
標
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
二
共
同
二
六
二

名
、
単
独
二
二
名
計
二
八
四
名
が
申
込
み
、
電
々
公
社
を
大
い
に
あ
わ
て
さ
せ
た
。
部

落
別
内
訳
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

清
住
町
一
一
、
上
町
一
四
、
仲
町
三
寸
禍
町
二
九
、
元
町
二

O
、
梅
平
七
三
、
塩
沢
二

八
、
波
木
井
八
五
、
船
原
二

、
大
野
一

説
明
会
や
打
合
せ
会
が
毎
夜
の
よ
う
に
聞
か
れ
、
自
動
改
式
同
時
開
通
を
目
指
し
て

大
い
に
気
勢
を
あ
げ
た
が
、
電
々
公
社
で
は
既
に
計
画
ず
み
で
あ
る
と
し
て
こ
れ
に
は

大
い
に
難
色
を
示
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
全
員
の
熱
意
と
特
に
鍋
島
委
員
長
を
は
じ
め

役
員
の
升
点
努
力
で
、
電
々
公
社
で
も
機
械
施
設
の
変
更
に
踏
み
切
っ
て
明
る
い
見
通

し
を
も
た
ら
し
た
。

九
月
頃
に
は
新
築
局
舎
も
梅
平
地
区
に
そ
の
威
容
を
見
せ
て
、
機
械
装
備
、
地
下
ケ

ー
ブ
ル
工
事
な
ど
も
始
ま
っ
た
。
十
月
末
に
は
加
入
者
に
対
し
「

O
五

五

六

六

二
1

0
0
0
0」
と
新
電
話
番
号
決
定
通
知
が
、
鰍
沢
主
円
柳
電
報
電
話
局
長
か
ら
発
送
さ
れ

て
実
現
其
近
の
感
を
傑
く
し
た
。

歳
末
、
各
郵
便
局
に
は
「
電
気
通
信
施
設
改
廃
計
両
訓
告
」
が
辿
達
さ
れ
て
、
深
刻



き
を
加
え
、
職
員
の
動
揺
も
感
ぜ
ら
れ
た
ほ
ど
で
あ

っ
た
。
計
画
調
査
の
大
要
は
次
の

通
り
で
あ
る
。
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規
幸
い
な
こ
と
は
、身
延
電
報
電
話
局
が
集
中
局
で
有
人
局
で
あ
る
た
め
に
、
郵
便
局
の

過
員
職
員
が
ほ
と
ん
ど
犠
牲
者
を
見
ず
に
配
置
転
換
で
き
る
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
で
、

関
係
郵
便
局
長
に
と
っ
て
大
き
な
安
堵
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
当
初
か
ら
憂
慮
さ
れ
て
い

た
電
報
配
達
事
務
も
す
べ
て
移
管
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
二
章

通

信

翌
四
十
三
年

た。

月
、
東
京
郵
政
局
か
ら
各
郵
便
助
長
あ
て
に
次
の
よ
う
な
通
達
が
き

鋭
一
乙
第
四
一
号

0
0
郵
便
局
長
殿

第
二
郵
務
部
長

第
二
人
事
部
長

上
記
に
つ
い
て
、
さ

き
に
規
一

第
三
二
九
七

号

(四
十
二
、
十

一
、

二
十
九
〉
に
よ
り
通
達

し
た
計
画
の
実
施
予
定

期
日
は
昭
和
四
十
三
年

五
月
二
十
六
日

(午
前

O
時
〉
に
決
定
し
た
か

ら
了
知
さ
れ
た
い
。

文
中
の
通
達
文
書
は

「
改

廃

計

画

調

書
」

の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
通
達
に
よ
っ

て
身
延
電
報
電
話
局
の
誕
生
日
が
確
定
し

た
わ
け
で
、
電
々
公
社
も
郵
便
局
も
ま
す
一

ま
す
多
忙
と
な
っ
た
。
更
に
身
延
電
報
電

話
局
準
備
室
長
、
主
幹
(
初
代
の
局
長
、

課
長
)
が
電
々
公
社
よ
り
発
令
さ
れ
て
、

身
延
に
赴
任
し
連
日
連
夜
開
局
準
備
に
専

念
し
た
。

加
入
者
の
家
々
に
は
、
従
来
の
ハ
ン
ド

ル
っ
き
電
話
機
に
並
ん
で
、
新
し
い
ダ
イ

ヤ
ル
電
話
機
が
ど
し
ど
し
取
付
け
ら
れ
、

新
規
申
込
者
の
家
庭
ま
で
同
様
に
電
話
機

は
つ
け
ら
れ
た
。
四
月
十
三
日
に
は
、
ほ

侃

昭
和
四
十
三一
年
二
月
十
四
日

九
O
七

クロスバー型自動交換機
.t、
口換

チマ
二五ー動手



第
九
編

交
通
運
輸
と
通
信

ぼ
各
郵
便
局
職
員
の
希
唱
通
り
配
置
決
定
も
な
さ
れ
、
新
屯
話
局
内
で
向
動
交
換
取
扱

い
の
訓
練
も
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
あ
わ
た
だ
し
い
毎
日
の
中
に
刻
々
と
開
局
の
日
は
近

づ
き
、
五
月
に
入
る
と
、
各
郵
便
局
で
は
「
あ
と
何
日
で
す
ね
」
が
毎
円
の
あ
い
さ
つ

と
な
っ
て
、
各
局
思
い
思
い
の
組
向
で
最
後
の
お
別
れ
会
が
閲
か
れ
て
五
月
二
十
五
日

を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

五
月
二
十
六
日
午
前

O
時
、
身
延
山
・

大
河
内
・

下
山

・
豊
岡
郵
便
局
の
何
十
年
来

せ
き
り
ょ
う

の
電
信
電
話
業
務
も
一
瞬
の
中
に
切
断
さ
れ
て
、
深
い
感
慨
と
寂
山
容
の
中
に
身
延
電
報

電
話
局
が
弧
々
の
戸
を
あ
げ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
開
局
時
の
身
延
電
報
電
話
局
の

横
顔
を
紹
介
す
る
。

身
延
電
報
電
話
局

所
在
地
身
延
町
梅
平
一
六

O
二
番
地

敷
地
面
積
二
七
九
四

・
六
平
方
メ
ー
ト
ル

局
舎
規
模
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
三
階
建

建

坪

一

五

一

三

平

方

メ

ー
ト
ル

収
容
施
設

C
四
六

O
形
ク
ロ
ス
バ

ー
ハ
助
交
換
機
(
一
四

O
O端
子
〉

下
山
冠
話
交
換
施
設

C
×
二
ク
ロ
ス
バ
ー
円
動
交
換
機
(
四
八

O
端
子
〉

総

工

費

二

億

九

O
O万
円

内

訳

局

舎

五

五

O
O万
円

施
設
一
・
低
五
回

O
O万
円

改
式
時
加
入
数
、

一
五

O
O加
入

内

訳

一

般

加

入

七

五

O
加
入

農
集
加
入
七
五

O
加
入

(
継
承
電
話
加
入
数
内
訳
、
身
延
山
局
四
四

O
、
大
河
内
局
六
三
二
、
山
川
附
局
三
一
二
、
下
山

局
九
四
)
局

長

庶
務
課
長

業
務
課
長

施
設
謀
長

bk鈴小松

足

辰

五

池

寿

木

山

山

太

山

英

彦郎己郎

な
お
、
身
延
電
報
電
話
局
は
開
局
と
同
時
に
南
部
、
前
河
、
万
沢
郵
便
局
の
市
外
集

九
O
八

中
局
と
な
っ
た
。

従
来
は
鰍
沢
青
柳
電
報
電
話
局
が
親
局
で
あ
っ
た
が
、
新
局
開
局
に
よ
り
業
務
、
施

設
全
部
を
同
局
が
受
持
ち
、
峡
南
地
域
の
電
通
業
務
の
殿
堂
が
椛
立
し
た
の
で
あ
る
。

開
局
前
の
身
延
山
局
、
下
山
局
に
申
込
ま
れ
た
多
数
の
巾
込
電
話
は
残
念
な
が
ら
五

月
二
十
六
日
に
は
開
通
と
な
ら
な
か
っ
た
。
た
ま
た
ま
電
話
設
備
料
が
改
正
さ
れ
、
従

来
一
万
円
の
も
の
が
単
独
三
万
円
、
二
共
同
二
万
円
と
な
っ
た
が
家
施
が
五
月
十
三
日

と
な
り
事
務
上
の
関
係
で
悶
に
介
わ
ず
、

一
時
は
関
係
者
や
申
込
者
を
戸
惑
い
さ
せ
た

が
、
い
ず
れ
も
六
月
ま
で
に
全
部
開
通
し
た
。

電
報
電
話
局
開
設
の
裏
に
は
政
治
的
に
活
躍
さ
れ
た
鈴
木
強
参
議
院
議
員
、
金
丸
信

衆
議
院
議
員
の
名
も
忘
れ
る
こ
之
は
で
き
な
い
。
金
丸
議
員
は
郵
政
政
務
次
官
と
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
常
に
陰
の
力
と
な
っ
て
推
進
に
活
催
し
た
。
電
通
出
身
の
鈴
木
議
員

に
は
特
に
多
く
の
難
題
の
陳
情
が
な
さ
れ
た
が
、
終
始
変
ら
ぬ
努
力
で
こ
れ
を
解
決
し

た
。
四
十
二
年
十
二
月
三
日
に
聞
か
れ
た
「
電
話
組
合
関
係
者
合
同
集
会
」
に
は
左
記

の
よ
う
な
一
括
陳
情
が
な
さ
れ
た
の
も
同
氏
の
偉
大
な
手
腕
を
物
語
る
も
の
で
あ

ろ

〉フ。

陳
情
事
項
は
、
①
帯
金

・
大
島
和
田

・
豊
岡
三
農
集
屯
話
の
統
合
に
つ
い
て
、
②
同
設
定

話
回
線
の
増
設
に
つ
い
て
、
③
ブ
ロ
ッ
ク
組
合
せ
電
話
数
の
減
少
(
三
J
五
個
)
に
つ
い
て
、

④
電
話
の
増
設
に
つ
い
て
(
帯
金
八

O
個
、
大
島
和
田
二

O
個〉

、
⑤
大
崩
部
落
へ
の
電
話
設

置
に
つ
い
て
、
⑥
旧
身
延
地
区
(
門
外
)
単
独
及
び
二
共
同
電
話
設
置
促
進
に
つ
い
て
、
⑦
北

市
子
単
独
屯
話
設
置
に
つ
い
て
、
③
身
延
電
報
電
話
局
開
局
に
際
し、

普
通
区
域
の
大
幅
拡
張

に
つ
い
て
、
⑨
下
山
多
数
共
同
電
話
の
設
置
促
進
に
つ
い
て
、

身
延
電
報
電
話
局
は
開
局
以
来
四
十
四
年
三
月
末
ま
で
に
電
話
新
設
七
二

O
伺
、
農

集
電
話
付
加
増
設
は
帯
金
七
三
伺
、
大
島
四
三
個
を
開
通
し
、
ま
た
大
形
赤
ダ
ル
マ
(

公
衆
電
話
機
〉
十
例
を
主
要
個
所
に
取
付
け
た
。
年
度
末
現
在
施
設
は
、

一
般
電
話

一
、
五

O
O例
、
農
集
電
話
八
五

O
個
で
あ
り
職
員
総
数
七
一
名
と
な
っ
て
い
る
。

人法
ー
や
身
延
電
報
電
話
局
も
近
代
化
さ
れ
た
通
信
施
設
と
最
良
の
サ

ー
ビ
ス
従
供
に
努

力
し
て
お
り
、
南
部
局
の
農
集
電
話
七
五
一
加
入
の
凶
通
、
続
い
て
富
河
局
、
万
沢
局

の
農
集
電
話
も
八

O
O加
入
が
開
通
間
近
い
と
の
こ
と
で
、

こ
の
方
面
の
ダ
イ
ヤ
ル
白



動
化
も
近
い
将
来
で
あ
る
。

科
学
技
術
の
め
ざ
ま
し
い
進
歩
の
中
に
、
社
会
経
済
の
発
展
、
国
民
生
活
の
向
上
に

寄
与
す
る
電
通
業
務
と
し
て
今
後
身
延
町
の
興
隆
発
展
に
大
き
く
穴
献
す
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

第
三
節

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
局

ア
マ
チ
ュ

ア
無
線
局
の
開
設
と
そ
の
状
況

一
般
家
庭
に
あ
る
中
波
の
ラ
ジ
オ
受
信
機
で
は
、
昼
間
は
近
く
の
放
送
だ
け
し
か
聞

こ
え
な
い
が
夜
に
な
る
と
遠
方
の
放
送
が
聞
こ
え
は
じ
め
、
同
内
は
も
ち

ろ
ん
、
中

園
、
朝
鮮
、
モ
ス
ク
ワ
な
ど
の
放
送
が
聞
こ
え
て
く
る
。

し
か
し
中
波
の
受
信
機
で
は

そ
の
内
容
が
ラ
ジ
オ
放
送
だ
け
で
、
他
の
通
信
と
か
通
話
は
ほ
と
ん
ど
聞
こ
え
な
い
。

と
こ
ろ
が
オ
ー
ル
ウ
エ
ー
ブ
受
信
機
を
使
っ
て
聞
く
と
、
日
本
短
波
放
送
、
標
準
電

波
、
漁
業
無
線
、
国
際
放
送
、
国
際
通
信
等
テ
レ
タ
イ
プ
の
よ
う
に
速
度
の
速
い
も

の
、
又
訴
の
内
容
の
解
ら
な
い
モ
ガ
モ
ガ
と
き
こ
与
え
る
も
の
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
の
電
波

が
入
り
乱
れ
て
聞
か
れ
る
。
そ
の
中
に
七
M
C
付
近
で
J
A
1
の
何
何
と
か
、
送
信
機

が
ど
う
と
か
、
ア
ン
テ
ナ
の
円
六
人
け
が
ど
う
だ
と
か
、
天
候
が
或
は
了
解
度
が
、
又
カ

ー

ド
を
J
A
R
L
(
口
木
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
連
盟
〉
で
、
郵
政
特
続
出
で
な
ど
と
、
楽
し

そ
う
に
時
折
女
性
の
声
も
交
え
て
聞
こ
え
て
来
る
部
分
が
あ
る
。
こ
れ
が
ア
マ
チ
ュ
ア

無
線
局
の
発
射
し
て
い
る
屯
波
で
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
は
公
営
放
送
局
の
よ
う
に
電
波

が
強
く
美
し
い
声
で
は
な
い
が
か
た
苦
し
い
こ
と
を
一一一一
円
わ
ず
、
放
送
の
内
容
は
向
由
に

話
し
て
い
る
。
こ
の
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
は
三
、
五
M
C
付
近
で
も
聞
か
れ
一
四
M
C
で

は
英
語
の
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
通
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
は
、
利
益
を

H
的
と
し
な
い
で
個
人
的
な
趣
味
で
無
線
の
送
信
、

受
信
の
設
備
を
持
ち
、

(
別
名
ハ
ム
局
と
言
う
)
ハ
ム
同
志
で
技
術
の
研
究
や
天
気
の
校

第
二
章

3ill 

様
、
趣
味
、
生
活
の
話
な
ど
を
通
信
、
通
話
し
人
打
っ
た
り
す
る
腿
味
の
家
庭
放
送
局
と

も
一言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

ア
マ
チ
ュ
ア
応
が
運
用
で
き
る
周
波
数
帯
(
電
波
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
)
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

一
・九
M
C
帯
(
一

・九
O
七
、
五
J

一
・九

一
二
、
五
M
C
〉

二
八
M
C
帯
(
二
八

・
O

J
二
九

・
七
M
C
)

三
・
五
M
C
帯

2
7
五
J
三
・
五
七
五
M
C
)

五
O
M
C
借
(
五
0
・
0
1五
四

・
O
M
C
)

七
・
O
M
C
市
(
七

・
0
1七
・
一
M
C
)

一
同
四
M
C
借
(
一
四
四

・
O

J
一
四
八

・
O
M
C
〉

一四
M
C
帯
(
一
四

・
O

J
一四

・
三
五
O
M
C
)

四
三
五
M
C
帯
(
四
三
O

J
四
四
O
M
C
)

一二

M
C
帯
っ
こ

・
O

J
一二

・
四
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O
M
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又
電
波
の
形
式
は
大
別
し
て

A
ー
電
信
電
波

)一
が
あ
り
仮
幅
変
調
(
刷
)
と
か
舟
波
数
変
調
(
川
)
、
サ
イ
ド

A
1屯
話
電
波
」

4

パ
ン
ド
(
問〉

等
そ
れ
ぞ
れ
多
種
多
様
の
電
波
で
常
時
交
信
さ
れ
て
い
る
o

し
か
し、

こ
の
電
波
は
誰
で
も
自
巾
に
発
'引
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
電
波
法
に
基
づ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
の
資
格
と
免
許
を
所
持
す
る
も
の
に
の
み
許
さ
れ
る
わ
け
で
あ
り
、

ハ
ム
局
を
運

用
す
る
に
は
、
無
線
従
事
者
免
許
(
同
家
試
験
、
又
は
電
波
法
で
定
め
ら
れ
た
認
定
講
刊
を

終
f
し
、
テ
ス
ト
に
合
供
し
た
も
の
〉
の
与
え
ら
れ
た
も
の
に
限
り
可
能
で
あ
り
、
無
，
似

従
事
者
の
免
許
所
持
者
は
、
住
居
地
を
管
僻
す
る
電
波
盤
理
局
に
巾
請
す
る
こ
と
に
よ

り
ハ
ム
局
の
免
許
が
与
え
ら
れ
、
例
人
応
の
名
(
コ
ー
ル
サ
イ
ン
〉
も
定
め
ら
れ
る
。

従
事
者
免
許
の
種
知
に
は
、

電
話
級
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技
上

屯
信
級
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技
土

第
二
級
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技
士

第
一
級
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技
士

が
あ
り
無
線
技
士
の
資
格
に
よ
っ
て
無
線
局
の
出
力
に
も
制
限
が
あ
る
。

円
木
全
国
、か

九
O
九



第
九
編

交
通
運
輸
と
通
信

例
え
ば
、
関
東
管
内
の
従
事
者
免
許
所
持
者
が
電
波
監
理
局
に
ハ
ム
局
の
申
請
を
す

れ
ば
中
部
順
序
に
従
い
。
一
番
目
の
人
が
J
A
I
A
A
、
二
存

nが
J
A
1
A
B
、
三

番

nが
J
A
1
A
C
と
な
り
二
六
番
目
が
J
A
1
A
Z
、
次
が
J
A
I
B
A
と
い
う
順

に
コ
ー
ル
サ
イ
ン
が
各
電
波
監
理
局
毎
に
A

J
Z
と
与
え
ら
れ
る
関
東
管
内
で
は
ハ
ム

局
の
数
が
急
激
に
増
え
、
J
A
コ
l
ル
は
完
了
し
現
在
で
は
J
H
1
S
A
D
と
い
う
コ

ー
ル
サ
イ
ン
の
付
与
状
況
で
あ
り
、

ハ
ム
を
楽
し
む
階
層
は
老
若
男
女
の
別
な
く
職
業

は
大
学
教
授
、
病
院
長
か
ら
小
学
生
ま
で
千
差
万
別、

対
等
の
立
場
で
趨
味
を
楽
し
ん

で
い
る
。

全
国
の
ハ
ム
人
口
は
(
昭
和
四
十
三
年
九
月
現
在
)

三
、

一一

七
局
そ
の
内
訳
は

関

東

(

J
A
l
)

東

海

(J
A
2
〉

関

西
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A
3
)

小

国

(J
A
4
〉

二
六
、
七
O
O局

九
、
七
一

O
UH

九
、
六
五
七
。

四、
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七
グ

九
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A
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〉

六
、
五
六
O
グ

東

北

(

J

A
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〉

四
、
一
九
六
グ

北
海
道

(J

A
8
〉

三

、
五
八
ニ
グ

北

陸

(J

A
9
)

二
、
三
九
八
グ

信

越

ハ

J
A
φ
)

三
、
四
七
ニ
グ

計

七

三

、

一
一
七
か

と
な
っ
て
お
り
、
世
界
の
ハ
ム
局
数

一
、
ア

メ

リ

カ

二

七

七

、
0
0
0局

一一
、
日

本

七
三
、

一
一七
グ

三
、
ド

イ

ツ

一

二

、
二
二
五
グ

四
、
イ
ギ

リ

ス

一

一

、
八
五
O
HH

五
、
「
ソ

連

二

、
0
0
0
グ

{
カ

ナ

ダ

一

一

、
0
0
0
グ

六
、
ブ
ラ
ジ
ル

九、

O
O
O
hH

七、

ア
ル
ゼ
ン
チ

ン

六
、
0
0
0
か

の
順
に
な
っ
て

い
る。

__.‘ 
一、
身
延
町
に
お
け
る
ア
マ
チ
ュ

ア
無
線
局
の
現
状

山
梨
県
の
ハ
ム
局
数
も
全
国
的
に
は
四

二
番
目
位
で
あ
る
が
、
近
年
そ
の
数
も
増

加
し
つ
つ
あ
り
身
延
町
で
も
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
昭
和
三
十
九
年

J
A
I
R
N
L
局
(
沢

田
成
一
)
、
J
A
1
T
B
T
局
(
佐
野
雅
美
)
が
誕
生
し、

東
海
電
波
管
理
局
管
内
か
ら

移
動
し
た
J
A
2
G
K
T
局
の
三
局
で
身
延
町
か
ら
も
ハ
ム
の
電
波
が
全
国
に
向
け
て

発
射
さ
れ
、
昭
和
四
十
三
年
に
J
H
I
R
V
B
局
(
松
永
修
)
、

J
H
1
L
X
N
局
(
望

月
一真
、
中
学
2
〉
、
J
H
l
s
c
w
局
(
島
津
達
正、

高
校
3
)

J
H
1
L
X
N
局
(
松

木
実
、
高
校
3
〉
、
J
H
1
S
C
W
局

(
佐
野
雅
仁
)
が
誕
生
、
本
年
に
歪
り
従
事
者
免

許
所
有
最
年
少
者
の
身
延
中
学
校
一

年
生
を
含
め
七
名
が
無
線
局
免
許
の
申
請
中
で
あ

り
間
も
な
く

コ
ー
ル

サ
イ
ン
が
付
与
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
局
が
日
本
会



国
は
も
ち
ろ
ん
、
全
世
界
の
ハ
ム
局
を

相
手
に
仏
都
身
延
町
の
存
在
と
日
蓮
宗

身
延
山
の
P
R
を
ハ
ム
局
趣
味
の
中
で

宣
伝
し
た
り
、
非
常
災
害
の
た
め
通
信

と
絶
の
際
と
か
、
遭
難
者
の
救
出
、
無

線
連
絡
等
人
命
救
助
に
、
公
益
活
動
に

多
く
の
実
績
も
あ
り
、
そ
の
活
躍
ぶ
り

は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
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